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?
　本集に収めた各分布地図は，各調査項目に関する地理的な言語差の展望をおもな目的としてい
る。したがって，この説明でも，各分布地図を理解するための作図の基準，凡例の補足的説明，地
図の注目点，その他の参考事項などを簡単に述べた。
　各項目を調査した際に使った質問文（および絵）は，各分布地図の左下の欄に示してあるので，原
則として説明文中では触れない。実際の調査に際して使った調査票には，各質問について，被調査
者に示す質問文のほかに，注意すべき点を補注の形式で加えたものがあった。これは，第1集の別
冊r日本言語地図解説一方法一』103ページ以下に，調査票全文として示してある。
　説明の中で，語形を表わす揚合，とくに音声の詳細を示す必要のあるもののほかは，凡例にかか
げた大文字のローマ字表記を使った。また，それらの語形のいくつかを同類と認めて一括して示す
揚合は，カタカナで表記した。
　資料の整理，地図の編集一般に関する概略的な解説は，第1集の別冊r日本言語地図解説一方
法一』31ページ以下に示した。詳しい解説は，第6集をもってr日本言語地図』が完結する際に，
まとめる予定である。
　既刊の第1集は音声および形容詞，第2集は動詞に関する項目を，そして，第3集からは，名詞
に関する項目をとりあげてきた。この第5集では，動物・植物に関する項目をとりあげている。第
6集では，自然現象・日時などの項目をとりあげる予定である。
　なお，各分布地図をいっそう深く理解するためには，見出し語形の各地点での具体的な内容や，
調査者・被調査者などが各語形に加えた注記等を記録した『日本言語地図資料』，ないしは原資料
（ともに国立国語研究所に保存してある）を参照することが必要となろう。また，語の歴史を推定す
るに当たっては，各種文献とのつき合わせも必要となろうが，この点については，今回多く触れる
ことができなかった。いくつかの項目についての徹底的な言語地理学的解釈は，機会を改めて公表
したいものと思う。さらに，全分布地図を展望した上での総合的研究も，今後に期待される。
　この解説執筆を分担したのは，第1研究部長の野元菊雄，および地方言語研究室の徳川宗賢・本
堂寛・佐藤亮一・高田誠である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1972年3月
?
　　　「日本言語地図」第5集編集・作図・資料整理の関係者
　国立国語研究所第一研究部長＊
　　　野元菊雄
　国立国語研究所地方言語研究室
　　　徳川宗賢（室長）　　本堂寛　 佐藤亮一　 高田　誠
　　　　W・A・グロータース（非常勤）　白沢宏枝（研究補助員）　中野文子（同）
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σは　じ　め　に
レこの『日本言語地図』第5集を見るにあたっては，まず
　本地図集巻頭のく概説〉や，本r解説』のくまえがき〉
　が参考になる。調査の方法などについて，さらに詳し
　く知りたい場合は，第1集付載の別冊『日本言語地図
　解説一方法一』を見なければならない。
レ各図凡例の見出しにおいて，〈概説〉に示したもの以
　外で使う特殊な表記については，第3集付載の別冊
　『解説』のくはじめに〉を見られたい。
レある調査地点から2個（以上）の回答が得られた場合
　は，地図に2個（以上）の符号を並べて，（印でくくっ
　て示した。このことはく概説〉で示したとおりであ
　る。ただし，その2個以上の回答のうち一つが標準語
　形と一致し，しかもその語形にく新しい言い方であ
　る。上品な表現・共通語的な言い方・まれにしか使わ
　ない〉などの注記がある盛合は，その語形を地図から
　削った。この手続きを本解説の中でく併用処理〉と言
　うことがある。これは，〈標準語形も上品な表現とし
　てなら使う〉といった回答は，この種の報告のなかっ
　た地点でも，実はありうる，しかも全国的にありうる
　と考えたためである。そのような回答が現実にどこで
　得られたかは，国立国語研究所に保存されている『日
本言語地図資料』に記録してある。
〉ある調査地点から2個月以上）の回答が得られた場合，
　地図に2個（以上）の符号を並べて，（印でくくって示
　したことについては，前項で説明した。ただし本集の
　219図・220図，229図・230図においては，ひとつ
　の調査項目に対して，複数の地図が作られる事事があ
　る。これらの場合，特定調査地点において2個（以上）
　の回答が得られたとしても，それが1枚の地図上に並
　んで印刷されるとは限らず，あたかも併用ではないか
　のよ5に，たとえば219図と220図とに別々に印刷さ
れる場合がありうる。このような場合，ある地図上の
答えが他の地図上の答えと併用の形で回答されたもの
　であることを示すために，特殊な表示法が採用されて
　いるので，注意されたい。すなわち，当該回答が他図
　に併用の相棒を持っていることを示すために，符号の
　下に）印をつけた。このことは，ある地点において2
個（以上）の符号が）印でくくられている揚合も同様で
1
　あって，この揚合も，他図に，それとは別に，「同時に
　得られた併用の回答があることを示している。
レ221図～223図のおたまじゃくし，236図～238図の
　かたつむりの場合も，たしかにひとつの調査項目に対
　して複数の地図が作られている。しかし，この場合は
　前項と異なり，221図と236図がそれぞれ全体の概略
　図でもあることから，）印は使わずにすませている。
レ凡例に「その他」と示したものは，その地点での回答が
　個別的で，地理的な意味を持たないと考えたものであ
　る。その内容はr日本言語地図資料』に記録してある。
　なお，ある調査地点から2個の回答が得られ，一方が
　「その他」に繰り入れられるべき回答であった場合は，
　地図には1個の符号しか示さず，原則として「その他」
　を示す符号を省略した。2個（以上）の符号を（印でく
　くって示す場合も，その中に「その他」を示す符号が含
　まれることは原則としてない。この申合の地図に示さ
　なかった回答も，もちろん『日本言語地図資料』には記
　録してある。
レ解説の中で具体的な地点番号を示す場合，以下に示す
左欄があった置合は右欄のように読み替えていただき
　たい。できるだけ正したつもりであるが，カード上の
誤記がそのまま残っている揚合がありうる。
　　　　　誤　　　　　　　　　　正
　　　　5558。08　　　　　　　　　　　　　　5558。09
　　　　6389532　　　　　　　　　　　　　　6389．22
　　　　6389．66　　　　　　　　　　　　　　6389．56
　　　　6434．62　　　　　　　　　　　　　　6434．52
　　　　6539．50　　　　　　　　　　　　　　6539．60
　　　　6613．87　　　　　　　　　　　　　　6613。97
　　　　7303．28　　　　　　　　　　　　　　7303．38
　　　　1148．57　　　　　　　　　　　　　　1148．59
　　　　2068．28　　　　　　　　　　　　　　　2068．08
　　　　2095．62　　　　　　　　　　　　　　2095。60
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201．　うま（馬）
　この地図は比較的単純であって，語種もすくない。そ
こで，わずかな語形の違いや音声の変種を，ある程度詳
しく示した。なお，この項目に関連して，地図下欄に掲げ
た質問文のほかに「このあたりでは〔ウマ〕を飼っていま
すか」の質問を用意し，その回答を報告するよ5求めて
いるが，その結果は特に地図に登載してはいない。しか
し，202図～204図で「調査していない」の符号が記して
ある地点の分布から，馬の飼育の有無についてのおおよ
その状況を知ることができるので，詳しくは202図の解
説（4ページ左欄以下）を参照されたい。また，本図では
く併用処理〉は行なわなかった。
　分布を大観すると，東北の一部や琉球などを除いて全
国の大部分ほUMAおよびNMA〔mma～mlma〕で占
められていることがわかる。UMAの内容は大部分が
〔uma〕〔umユa〕であるが，別に〔？uma〕1233．61，1242．26，
〔wuma〕6408．72，　〔uma・〕024a97，　0257。12，　025吼43も
含めた。NMA〔mma～m：ma〕は，〔mma〕，〔mma〕，
〔m：ma〕，〔m・ma〕などをまとめたものであるが，この
うち〔mIma〕は鹿児島に，〔m・1na〕は愛知に集中す
る。そのほか，三重の計7地点に見られる〔uαma〕もこ
の見出しに含めた。
　UMAおよびNMA〔mma～mlma〕は，意外にそれ
ぞれの領域をもって地図上に現われるが，具体的な発話
では，両者の中間的な音声や，音声のゆれがかなりあるの
ではないかとも思われる。たとえば，≡i重の〔Ulma〕的な
発音は，そのほかの地域でも起こりうるかもしれない。
　NMA〔？mma～？mllna〕（沖縄南部と入重山），NMA－
N〔？mmaN〕（入重山の2095・60），　MA〔？ma〕（奄美），
MAA〔？nla：〕（沖縄）は，語頭に〔？m〕をもつ語形を蹴出
したものである。これらの〔？mma～〕〔？1na～〕は本土の
〔uma～〕〔mma～〕などに対応するものと考えられる。
　MAおよびMAK（K）0は青森から岩手にかけて集
中するほか，MAの方は，岐阜，島根などに併用とし
て比較的多く見られる。なお，～K（K）0の語形は岩手
で盛んである。MAAは沖縄の5地点のほか，青森
2782．67，石川4589．83，4599．31，千葉6700．48，6711．16
に見られる。分布から見ればMAおよびMAAは比較
的古そうであるが，MA（内容は〔ma〕のほか〔ma？〕
3702。81）は〔mma〕など，沖縄のMAA（内容は〔ma＝〕の
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ほか〔nla・〕6711．16を含む）は〔？mma＝〕などから，それぞ
れ生まれた可能性もある。なお，MAと他の語形との地
点のうち，MAに「古」の注記もしくは，　MA以外の語
形に「新」「共」「上」の注記が見られた地点が，5612．98，
5623．42，6411．66，6413．10，6413．43の計5地点あっ
た。逆に，6412．91では〔Ulma〕と〔ma〕の弓ち〔田ma〕を
「古」としている。また，202図「おうま」・203図「めう
ま」に見られるOTOKOMA・ONAGOMA。ONA－
GOMAKKO・DAMAなど～MA（KKO）の分布と
本図のMA（KKO）の分布とはそれぞれの地点について
ほずれも見られるが，大まかには一致している。ただ
し，203図のDAMAは，本図でMAの見られない九
州北部に大量に分布し，また，～NMA，～MAの両方を
含みうるONMA（202図）・MENMA（203図）が本図
でMAの見られない地域に分布するが，これらについ
ては203図の解説を参照されたい。また，202図の
KOMAの領域は本図の～MA．よりはるかに広いが，
これについても202図の解説で触れるところがある。
　OMAは青森東部から岩手北東にかけてと島根から鳥
取にかけての地域に分布する。これらの地域は共通語の
／u／が／o／に統合されていると言われる。なお，
2783．06，3705．42は〔oma〕と〔mma〕との併用地点であ
るが，いずれも〔oma〕に「古」の注記があった。また
6420．58はオマとウマの併用地点であり，オマに「古」の
注記があった。
　ONMAの内容は〔omma〕であり，0鍛Aの領域中に
点在（2795．01，3714．27，6402．53，6410．77，6412．12）す
るほか，岡山の真鍋島（6474。83）に見られる。このらち
2795．01は〔omma〕と〔mma〕との併用地点であるが，
〔onmla〕の方に「古」め注記があった。また，6410．77，
6412．12ではオンマとオマが併用されているが，このう
ちオンマの方に「幼」「子」の注記があった。幼児語として
のオンマは他の地域にも求めうるはずであるが，オマの
領域中に存在する上記2地点のオンマと，ウマ・ンマの
領域中に存在しうるオンマとは性格が異なるものかもし
れない。なお本図では「幼」「子」「児」などの注記のある語
形もすべて採用してあるが，それらの語形，地点はその
つど記すことにする。
　UNMAの内容は〔umlna〕であり，群馬・長野・岐皐，
三宅島，広島，五島の各地に点在する。また，UNMA－
ME（内容は〔Ummalne〕）が入口島に見られる。これ
らは三宅・入丈のものを除いて，いずれも〔uma〕と
e
’201・202
〔mma〕との境界付近に分布しており，興味をそそら
れる。〔umma〕のような音声は〔u〕から〔ma〕へ
のわたりとして各地でより広く現われうるようにも思わ
れるが，上の分布に見られるように，やはり一定の地域
的条件の下に現われるのかもしれないからである。ま
た，先に，〔uma〕と〔mma〕とがそれぞれの領域をも
つことが「意外」であると述べたが，それが単なる偶然で
はないことを，逆に，この〔umma〕の分布が暗示してい
るのかもしれない。
　UMAME・NMAME・UNMAMEのような語尾
にMEをもつ語形は茨城，入丈島，石川に見られる。こ
の～MEは，202図「おうま」・203図「め5ま」・204図
「こうま」・206図「うし」・207図「おうし」・208図「めう
し」・209図「こうし」。211図「もぐら」・212図「ふくろ
う」・218図「かえる」・226図「へび」・228図「まむし」。
232図「はえ」。233図「くも」など，またその他の動物類
の地図にも各種の語形の構成要素として現われているの
で参照されたい。
　NUUMAは琉球の宮古に集中する。202図「おう
ま」・203図「めうま」・204図「こうま」を見ると，この地
域には，それぞれ，BIK：INUUMA・MIINUUMA・
FFANUUMAなどが分布するが，あるいは，当初は，
それぞれ，BIKI／NU／UMA，　MII／NU／UMA／，
FFA／NU／UMAとして生まれたもの（その揚合
NUは格助詞の「の」にあたるものと考える）が，後に，
BIKII／NUUMA，　MII／NUUMA，　FFA／NUU－
MAと意識された結果，　NUUMAが生まれたのかも
しれない。
　凡例のORO以下は全国に散在する孤立的な語形であ
るが，このうち，DADA以下の語形はういずれも「子」
「幼」「児」などの注記があったものである。したがって
「幼児語」を（も）積極的に採録する調査ならば，さらに
多くの地点に現われ弓るものと思われる。DAADAA
3757・09には「御するときの掛け声」とあったが，HIN－
H：IN　5666．22，6446．43以外は，元来は，この種のもの
であろう。ORO　8300．25にも「オロオロと馬を呼ぶ声よ
り」との注記があった。ただし，6452．17のDANMA，
8333．03，8343．97のDADA，さらに上記のDAADAA
は，203図「めうま」における茶を与えたダウマ類の領域
内に分布するから，上記語形のDAの部分はダウマの
ダとも相互に，何らかの関係があるのかもしれない。
　「無回答」の地点は，1715．53，3750．43，7258．64，7383．98，
3
7417．22，7659．53，1271。05の計7地点であるが，このう
ち，3750．43，7417。22，1271．05では「馬を飼っていない」
との報告があり，7383．98では「昔はいたが今はいない」
とある。それ以外の地点では馬の飼育に関する報告がな
いが，7258．64では「おうま」「めうま」「こうま」の各図が
「調査していない」（これについては202図の解説で述べ
る）であり，7659．53では付近の3地点が「飼っていない」
とあるから，両地点とも馬を飼っていない可能性が強
い。ただし入墨でも7659．62では「昔，1，2頭いた」と報
告があった。北海道の1715．53ではこの項目のカードが
白紙であるので「無回答」と認めたが，この地点は「おう
ま」「めうま」「こうま」とも語形の報告があり，北海道で
は1742．24の地点を除いて「馬を飼っていない」と報告し
た地点はないから，これは報告（記入）もれかもしれな
い。なお，1271．05ではカードにrNR」とあり，注記に
「観念的に知っている。馬は，〔？mma〕という」とあった
が，この〔？mma〕は，理解語と認めて採用しなかった。
本図に登載した語形のほかに，2782．67では「若馬」を
〔makko〕，6367．09では「運搬用の馬」をコンダウマと呼
び，6565．17では「恐らく乗馬の意味で〔d50：meN〕を用
いる」とあったが，これらは馬の総称ではないと認めて
採用しなかった。
202．おうま（牡馬）
　本図は，203図「めうま」・207図「お5し」・208図「め
うし」と相互に関連するところが大きいので，地図・解
説と秀に参照されたい。また，2Q4図「こうま」とも一部
の語形について関連があり，さらに，201図「うま」とは
「ウマ」部分，136図「おとこ」とは「男」「雄」部分の表現に
ついて，それぞれ関連する。なお，以上の各図と関連す
る語形については符号の与えかたに一定の配慮をし，と
くに，「牝馬」「牡牛」「牝牛」の各図とは，語類の分けか
た，凡例における見出しの順序についても統一をはかっ
てある。本図ではく併用処理〉は行なわなかった。
　「牡馬」「牝馬」「牡牛」「牝牛」の図を通じての語類の分け
かたについての原則を述べると，まず，主として動物の
性別を表わす，オ（メ）・オン（メン）。オンタ（メンタ）・
オス（メス）などを含む語形に緑を与えて凡例の最初に並
べ，つぎに，136図「おとこ」・137図「おんな．v・138図
「おんな（卑称）」を参考にして，主として入間の性別を
（．も）表わすと考えられる要素を含む語形に榿もしくは紺
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を与えて凡例の緑の類の次に並べた。そのうち，136
図，137図で全国的に広く分布するオトコ（オンナ・オ
ナゴ）などを含む語形には榿を与え，そのほかの，136
図，137図，138図で比較的狭い領域のオノコゴ・イキ
ガア・ビキ。ヤロオ（メロ・メラ・メナ・ニョオボ・ア
マ・ビイ）などを含む語形には紺を与えてある。
　201図「うま」では〔Uma〕〔mma〕〔？1nma〕〔ma〕〔？ma〕
〔ma：〕〔？ma＝〕などをそれぞれ分界したが，「牡馬」「牝馬」
「子馬」の図における～ウマについては，それらをある程
度まとめて示した。すなわち，〔uma〕〔mma〕〔nlma〕
〔？mma〕などはこれらをまとめてUMAとし，〔ma〕と
〔？ma〕などはMA，〔ma：〕と〔？ma：〕などはMAAと表
示した。ただし，〔Omma〕〔omma〕は，オ＋ンマ，オン＋
マのいずれであるか判断することが困難iなので，これら
をONMAとして分出し，また〔komma〕〔komlna〕
〔ko～ma〕〔k5ma〕などは「子馬」の図における同じ語形と
の関連があるので，これらをまとめてKONMAとし
て再出した。
　つぎに，202図～204図および207図～210図で，凡
例の末尾に「調査していない」（210図では「未調査」）と表
示した地点について述べる。201図「5ま」および206図
「うし」では，地図の下欄に掲げた質問文のほかに，関連
して「このあたりでは〔ウマ〕を飼っていますか」あるいは
「このあたりでは〔ウシ〕を飼っていますか」の質問を行な
い，馬を飼っていない地点では，「牡罵」「牝馬」「子馬」の
項目を，牛を飼っていない地点では「牡牛」「牝牛」「子牛」
「牛の鳴き声」の項目を調査しなくてよいことになってい
る。したがって各図で「調査していない（未調査）」の地点
をたどれば，馬もしくは牛を飼っていない地域の概略を
知ることができることになる。しかしながら，次に述べ
るような事情から，いちいちの地点については，「調査
していない（未調査）」の地点が，馬・牛を実際に飼育し
ていないことを反映するものかどうかはっきりしない場
合があることに注意しなければならない。
　まず，馬または牛を飼っていないと答えたために，指
示にしたがってそれ以下の項目を調査しなかった場合，
それぞれの項目の報告カードへの記入のしかたについて
特に指示を与えていないことに起因する問題がある。す
なわち調査者によって記入のしかたがまちまちのため，
「調査せず」などと記入してある場合は問題ないが，rN
R」とあるもの，白紙のもの，斜線を引いてあるものな
どについては，それが調査はしたが「無回答」なのか
「調査していない」のか，いずれに該当するものであるか
判然としない揚合が多かった。もっとも，馬・牛の飼育
の有無に関する調査結果はカードに記入して報告するこ
とを求めている。したがって「飼っていない」と報告した
地点の「NR」「白紙」「斜線」などは「調査していない」にあ
たるものと判断してよさそうに一見思われるが，実際に
は飼育の有無に関する報告が無かった地点（その中には
「牛」の項目が1962年度以降一部地域で調査打ち切りに
なったため，牛の飼育の有無に関する情報が得られな
かった地点が含まれる）がかなりあり，また，報告があっ
ても「昔はいた」「ほとんどいない」「1，2副いる」などの
付加的報告のある地点では，調査者が結局「飼っている」
と判定したのか「飼っていない」と判定したのかはっきり
しない。つまり，以下の関連項目を調査したかどうか，
はっきりしない場合が多かった。さらに「飼っていない」
と報告した地点でも，関連項目の全部あるいは一部を調
査してその回答を報告している揚合があり，その揚合の
語形もそれぞれの地図に登載することにしたが，それに
関連して，そのような地点で，rNR」「白紙」「斜線」の
項目がある揚合，それがたしかに「調査していない」なの
か，それとも調査はしたが「無回答」なのか，いずれにあ
たるものかが実際には判然としないことが問題になる。
　そこで，202図～204図，207図～210図では，諸般の
事情を考慮して，次に記すような原則でこの問題を処理
し，基本的には，「調査していない（質問していない）」と
「質問はしたが語形を得られなかった」（すなわち「無回
答」）とをできるだけ分離するようにつとめた。その原則
を次の表に示しておく。
飼育の
有無
記入の　関連項目のすべてに
手掛り回答語形なし
関連項目の一部に
回答語形あり
N・な・瓢斜N・な編藻斜
ロってい
ない
不　　明
弁ってい?
調査して　調査して　　　　　　　　　　　　　調査して　　　　　　　　　無回答いない　　いない　　　　　　　　　　　　　いない
鞭に轍て無回答網答
無回答無回答1無下無回答
　「飼っている」と答えた地点では，とうぜん関連項目に
ついて質問しているはずであるから，その場合のrNR」
「白紙」「斜線」は「無回答」を意味するものと考えてよい。
「飼っていない」と答えた地点でも，関連項目の一部に語
形が記入してある場合には，そのほかの項目についても
一応質問している可能性が大きいと考えて，その地点の
rNR」は「無回答」と認めた。そのような地点では，「白
4
4紙」「斜線」などもrNR」の場合と同様に「無回答」とすべ
きであったかもしれないが，このケースは牛の関係項目
に多く，特に，牛を「飼っていない」地点で「牛の鳴き声」
の項目だけに語形があり，そのほかの項目（牡牛・牝
牛・子牛）は「白紙」または「斜線」の地点が多かったので，
それらの地点では「牛の鳴き声」についてのみ特にサービ
スとして調査を行ない，そのほかの項目については質問
していない離合があるのではないかと考えて，これらの
「白紙」「斜線」を「調査していない」とした。しかし，牛を
「飼っていない」地点で，「牡牛」「牝牛」「子牛」については
「無回答」で，「牛の鳴き声」についてのみ回答が得られた
揚合があるかもしれない。
　「飼っていない」と答えた地点で関連項目のすべてが
rNR」「白紙」「斜線」などの揚合には，それらの項目につ
いて質問していない可能性が大きいと考えて，それらを
「調査していない」と認めた。しかし，「飼っていない」地
点であるがゆえに，どの項目についても，質問したにもか
かわらず語形が得られなかった場合も，もちろんありう
るが，ここでは一定の原則で処理せざるを得なかった。
　以上に述べたように，「飼っている」という情報は，そ
れだけでrNR」「白紙」「斜線」を「無回答」と規定する根拠
となりうるが，「飼っていない」という情報だけでは
rNR」「白紙」「斜線」の性格を厳密には規定しえないわけ
であるから，その点で「飼っていない」の地点と「飼育の
有無不明」の地点とはこれらの処理に関する条件は同質
のものである。したがって「飼育の有無不明」の地点で
は，それぞれのケースについて，「飼っていない」地点に
準じた処理原則を適用した。
　以上，「調査していない（未調査）」と表示した地点の性
格について述べたが，これらの地点でほぼ馬または牛を
飼っていないことが確実だとすると，「牡馬」「牝馬」「子
馬」または「牡牛」「牝牛」「子牛」「牛の鳴き声」の各図にお
ける「調査していない（未調査）」の分布から，馬を飼って
いない地点は概して西日本に多く，牛を飼っていない地
点についてはほとんど地域性がないことがわかる。
　さて，本図を大観すると，赤を与えたコマ類と機を与
えたオトコ類が国の東西に分かれて分布し，緑を与えた
類が関東から中国・四国にかけての地域のほか，北海道
と琉球列島北部にみられる，ということになる。
　澄を与えたオトコ類は，136図「おとこ」に見られる分
布の一部が本図に現われているわけであるが，文献の上
では，「をとこ」が古くから人間について用いられている
5
202
よ5であるから，それが全国に広がる過程で動物の（特
に，牛・馬の）雄をも呼ぶようになったものと思われる。
その背景には，古くはおそらく全国的に性に関する表現
が人間と動物との区別なく「を」「め」であったという事
情が影響していよう。しかし，逆に，「をとこ」の語
形が生まれた当初は，それが人間・動物（少なくとも人
間と牛・馬）のいずれにも用いられて全国に広がり，文
献時代にはいって両者の呼称が分離しはじめたのかもし
れない。なお，136図「おとこ」と対照すると，奄美の一
部および宮古・先島などでも，「男」と「牡馬」「牡牛」と
を区別せずインガ・ビキなどと呼ぶことがわかる（イン
ガ・ビキなどと古語との関係については136図の解説で
触れている）。
　なお，「牡馬」「牝馬」「牡牛」「牝牛」の図を通じて，燈の
類および緑の類の分布傾向は大まかには一致していると
見られるから，醜類の歴史的性格も上記の各図に通ずる
ものであると考える。
　「牡馬」「牝馬」「牡牛」の煙毒では，緑を与えた類が，
琉球に分布するものを除くと本州中央部にまとまって分
布する傾向が見られる。このことから，緑の類は一見新
しそうにも見えるが，「牝牛」の図を見ると，東北や九州
南部にも緑の類のほかに，紺を与えたメラ～・メナ～の
語形がまとまって分布しており，おそらく，古語「を」「め」
は琉球の一部などを除いて，多くの地域でオトコ・オン
ナ・オナゴなどに席をゆずって衰弱し，後に，中央など
では動物一般の雌雄を表わす特定語形（オ～・オン～・
オス～，メ～・メン～・メス～など）として息を吹きか
えしたのではないかと思われる。
　ただし，次に述べるように，「牛」「馬」以外の他の動物
については，人間と動物との性に関する表現が分離して
いる地域が，より広い範囲で存在する可能性もあること
に注意したい。
　牛・馬関係の各図をみると，コマ（牡馬），ダウマ・ゾ
オヤク（牝馬），コッテ（牡牛），オナメ（牝牛）など，性に
関する一般称（オ～・メ～，オトコ～・オンナ～・オナ
ゴ～など）を含まない特定称（オナメについては「牝牛」の
解説で述べる）が分布する地域には，概して緑の類が見
られない特徴が認められる。これは，あるいは，性に関
する一般称と特定称が併存する場合には，特定称のほう
を採りやすいことを意味するのかもしれない。それで
は，なぜ，中央などで緑の類が復活したのか。これにつ
いてはっきりしたことはわからないが，あるいは，緑の
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類は衰弱する過程で文章語的性格をもちつつ話しことば
の世界から遠ざかり，後に，オン～・メン～，オス～。
メス～，その他の語形を生みながら再び話しことばの世
界に復帰したのかもしれない。また，緑の類は話しこと
ばの世界から完全に消えたとは限らず，牛・馬などのよ
うに特定称をもたない他の動物の雌雄に関する表現とし
ては，生き続けた可能性もある。つまり，現在緑の類が
分布していない地域でも，牛・馬以外の動物について
は，それを用いていることがありうる。この点について
は，調査してみなければわからないが，おおいにありう
ることだと考えられる。では，そのような地域で，牛・
馬について，なぜ榿の類が現われて緑の類が現われない
のであろらか。牛・馬のように生活に密着した家畜類に
は，才トコ～。オンナ～。オナゴ～のよ5な榿の類の呼
称を用いやすいという事情があるのかもしれない，と考
えてみた。
　緑を与えた類は，西日本ではONMA・ON’UMA・
ONTAなどオーン（～）の語形が多いのに対し，関東など
ではOU璽A・03UUMAなどオ～・オス（～）の語形
が多い，ONMAの語形（内容は大部分が〔omma〕）は，そ
れだけではオ～。オン～のいずれを含むものとすべきか
判別できないが，OUMAの語形（内容はすべて〔ouma〕）
および207図二おうし」におけるON（～）の語形が周囲に
分布するかど5かという点から，関東のものはオ～であ
り，西日本のものにはオ～。オン～の両方が含まれると
みなされる。以．上，各地のONMAについて述べたが，
同様のことは「牝馬」の図におげるMENMAについて
もあてはまる。
　赤を与えたコマの類は東西に分かれて分布している
が，これらはかっては連続していたと考えられる。ただ
し，次に記すような事情から，はたして中央に「牡馬」の
意味でコマが分布した時代があったかどらかについては
一考を要する。
　赤の類は多くの地域で櫨の類と分布が錯綜している。
このことは，両者にはなんらかの意味的な違いがありう
るのではないか，ということを疑わせる。この点に関す
る注記としては，KOMAに，5529．77で「めでたい
馬」，5620．32で「若い男馬」とあっただけであるが，参
考になろ5。なお，204図解説（11ページ左欄）参照。
　「こま」は一般に「駒」と書き，≡省堂『時代目国語大辞
典・上代編』に「もとは子馬のことを言ったが，転じて馬一
般に用いる。ウマとコマとの間に意味の差はほとんどな
かったらしく，また，コマが歌語としての位置を獲得す
るにも至っていなかった」とあるが，馬の一般称として
のコマは201図「うま」にはまったく見られない。現代標
準語としては，歌語または複合語として用いられるだけ
である。おそらく現在各地に分布するコマは，注記にも
見られるように「若い牡馬」「若くて立派な牡馬」の意味が
強いのではないかと思われるが，この点については各地
で調査してみる必要があろう。203図「め5ま」を見ると，
本図のコマの領域内にダウマ・ダマ・ゾオヤクなどが分
布しているから，雑役用の牝馬を「駄馬」「雑役」と呼び，
それに対して乗馬（軍馬）用の若い牡馬を「こま」と呼んだ
のではないかと思われ，そうであれば「こま」が「子馬」か
ら「牡馬」の意味に転じた理由も説明できる。なお，204
図「こ5ま」にもコマの語形が見られるが，「子馬」の図と
の関連については204図の解説で触れる。
　紺を与えた語形のうちGANZYO以下の語形につい
て述べると，まず，　GANZYOからZYENZYOMA
までが岩手・秋田などにまとまった領域をもつ。これら
には「種馬」と注記のあるものが多かった。ガンジョの由
来については辞書類に「岩乗」が「馬の特にすぐれて強健
なもの」の意として登録されている。「頑丈」なども思い
浮かぶが「頑」の音はグワンであり，本図のガンジヲ類の
GAN～部分の内容に〔gwaN〕的な音声は皆無である。
「岩」（本字「巌」）の音はガンである。ただし，『全国方言
辞典』には「がんじょ」の見出しで「牡馬」の意のほかに
「②痩せ馬。青森」と，また「がんじょ一」の見出しで「老
馬。岩手・宮城」とあり，この説明と「強健な馬」とは意
味がくいちが5。「強健な馬」から「牡馬」に，「牡馬」か
らさらに「痩せ馬」「老馬」に意味が変化したのかもしれな
いが，その間の事情についてははっきりせずなお検討を
要する。なお，「痩せている者」の意味でr全国方言辞典』
に各種の語形が登載されているので参照されたい。
　CICIUMA（〔tsidzimma〕3782．98，〔tsitsimma〕37
31．61，〔t∫三d5imma〕5752。94，〔titinma〕4780．64をま
とめたもの）とCUCIMA（〔ts倣dzima〕3740．33，377
1．29）は「父馬」ではないかと思われ，したがって〔ts戯一
dzima〕もCICIMAと表示してもよかったが，同じ調
査者が〔tsidzY〕と〔ts曲dzi〕の両様に表記しているの
で，その区別を見出しに反映させておいた。なお，4780．
64と5752．94のものには「種馬」との注記があった。
　TANEUMAからKJNK：IRIまでは多くは併用と
して現われるもので「種馬」「去勢馬」などの注記があるも
のが大部分である。したがってこれらは牡馬の一般称で
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はないから本図から削除してもよかったが，他に「種馬」
と注記のあるガンジョなどを採用してあり，また，注記
のない今日のタネウマなども少数ながら見られるの
で，これらも一応登載することにした。
　BOからBOOMAまでは「牡」の字音に基づくと思わ
れる語形であり，206図「うし」などに見られるBO。
BOOとはおおむね無関係であろうと考えられるが，
207図「おうし」にはボ～が比較的多く見られ，それらに
ついては，．「牛」のBO・BOOとの関係も考慮する必要
があるかもしれず，さらには本図のボ～の中にも「牛」の
BO・BOOの影響を間接的に受けているものがまった
く無いとは言えない。本図のBO～は全国に点在する
が，その中に畜産業者の専門語であるという注記のある
ものがいくつかあった。なお「牝～」のH工N参照。
　HINからK：OTTEまでは，主として本図以外の
牛・馬関係の図に現われる語形である。この弓ちHIN・
HINBAは「牝～」関係の図に，　DAMA。DABAは
「牝馬」の図に，KOTTEは「牡牛」の図に，　DADA
は「馬」の図にそれぞれ見られう。これらの語形が分布す
る地点は，馬関係の図（KOTTEについては牛関係の
図）における「調査していない」あるいは「無回答」の地点
におおむね隣接する傾向が認められるから，おそらく，
それらの地域では馬の飼育が盛んではないために一種の
混乱が起こったものであろう。それぞれの地域で馬を飼
育していても，被調査者個人がそれに縁遠い職業である
野合などには，このよ5な混乱が起こりうる。なお，
SEN　5676．84，SENBA　6376．68，6394．78，7351．68は
HIN～との関係を考慮して符号を与えたが，「牝馬」「牝
牛」の図にSEN～の語形が見られない点にやや問題が
ある。騙馬（去勢馬）かもしれない。しかし，「牝馬」の図
で石川にHENBAがHIN8Aと隣接して見られ，ま
た「牝馬」「牝牛」の図にSIN～が各地に散在することか
ら，H：INBA＞SINBA＞SENBAの変化もありうる
と考えられる。DADA　7363．12は「牝馬」の図でも同地
点に現われる（同図の解説参照）。
　最：後に，UMA・UNMA・UMAMEの各語形およ
び「無回答」の性格について説明しよう。
　202図「おうま」，203図「めうま」を通じて，報告され
た各地点のカードの中には，単にrNR」とあるもののほ
かに，rNR一区別しない」「区別せずウマと言う」などや，
単に「ウマ」などと記入してあるものもあった。このう
ち，「区別せずウマと言う」とあるものや，単に「ウマ」と
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あるものについては，A：「馬」「牡馬」「牝馬」が同一語形
（ウマなど）のもの，B：「牡馬」に特称（たとえばオトコ
ウマ）があり，「馬」と「牝馬」とが同一語形もしくは「牝
馬」にrNR」とあるもの，　C：「牝馬」に特称（たとえばダ
ウマ）があり，「馬」と「牡馬」とが同一語形もしくは「牡
馬」に「NR」とあるもの，　D：「馬」「牡馬」「牝馬」に共通
語形が見られるが，そのほかに「牡馬」もしくは「牝馬」あ
るいは「牡馬」「牝馬」の両方に併用として特称が含まれて
いるもの（たとえば「馬」一ウマ，「牡馬」一ウマ・オン，
「牝馬」一ウマ。メン），以上4つのタイプが見られた。
そこで，「牡馬」「牝馬」の図を通じて，Aのタイプのもの
はrNR」rNR一区別しない」などと同じ性格のものと認
めてこれを「無回答」に含め，B・C・Dの地点における
ウマなどの語形は，これをUMA（UNMA・UMAME
の地点もある）として地図に登載することにした。BやC
のタイプの地点には．たとえば「家で飼うのはふつう牡
だからンマと言えば牡馬を指す」6485．30とか，「ただウ
マと言えば牝のこと」5682．34などの注記のあるものが見
られるから，注記のない地点のものについても，おおむ
ね同様の事情によるのではないかと思われる。なお，先
に述べたように，「馬」の図ではウマとンマなどをUMA
とNMAとして分出してあるが「牡馬」「牝馬」の図では
両者をまとめてUMA．としてあるから注意してほし
い。Dのタイプのものは，もともとはA的なところに新
たに特称が生まれた場合と，もともとB・C的なものが
なんらかの事情で五的な要素を付加した揚合との両方が
ありうるが，どちらかと言えば前者の都合が多いと思わ
れる。なお，以上の原則は，「牡牛」（207図），「牝牛」（208
図）の項目にも適用してある。
203．めうま（牝馬）
　本図は，137図「おんな」・138図「おんな（卑．称）」・201
図「うま」・202図「おうま」・207図「おうし」・208図「め
うし」などと関連するところがあるので，相互に参照さ
れたい。r牡馬」「牝馬」「牡牛」「牝牛」の各図を通じての，
語弊の分けかた，凡例における見出しの順序，～UMA
部分の内容，「調査していない」についての説明は，202
図「おうま」の解説の冒頭に記した。なお本図ではく併用
処理〉は行なっていない。
　本図における緑を与えた類と榿を与えた類との歴史的
関係は，「牡馬」「牡牛」「牝牛」の図における両類の歴史的
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関係に並行していると考えられる。その内容は202図
「おうま」の解説を参照されたい。
　緑の類の分布は，本図と「牡馬」の図とがほぼ対応して
いるが，北海道と関東でMENMAが「牡馬」の図にお
ける両地のONMAよりかなり多いことが目立ち，ま
た，宮古・入重山における分布は両図に相違が見られ
る。宮古・入重山には「女」（137図）「牝馬」「牝牛」の図を
通じてMII～が分布しているが，これは，あるいは古
く中央で人間の「女」も動物の「雌」も「め」と呼んでいたも
のの残存かもしれない。奄美・沖縄の大部分では人間一
オナゴ類，牝馬一メ～類であるが，奄美の5地点と沖縄
の1地点では両者を区別せずオナゴ類で呼ぶことがわか
る。古くは琉球全域が宮古・八重山と同じ体系（入間・
動物ともメ～類）であったところにオナゴ類の語形が侵
入した結果，奄美・沖縄の大部分では人間（の女）と動物
（の雌）とに区別が生じ，一部では人間（の女）。動物（の
雌）のいずれにもオナゴ類を採用したのであろうか。
　なお，緑の類のうちMEUMAに対するMENMAの
語形の性格については202図「おうま」の解説でONMA
の語形とあわせて述べたので参照されたい。
　撞iを与えた類のうちONNA（～），　ONAGO（～）な
どの分布は137図「おんな」におけるそれらの語形の分布
にほぼ対応している。
　紺を与えた語形のうち，MEROUMA，　MEEROU－
MA，　MEEROUMAMEや，　NYOOBOUMA（能登
に4地点）・NYOOBOMA　4589．83，　NYOOBAU－
MA　5472．31も「女」の図における分布の一部が本図に
現われているわけである。AMAUMA　6700．48，　A－
MAUMAME　5566．95，　AMAKIOUMA　5792．78も，
137図でそれぞれの地点にAMA・AMAKKOが見
られる。なお，アマの語形は137図よりも138図「おん
な（卑称）」に多く見られるものである。また，MENA－
GO　3770．49，　MENAUMA　4751．42はMEROとの
関係を考慮して緑の類からはずしてあるが，これらは「牝
牛」の図で山形や九州南部に多く分布するものである。
BIU］MA　5568。57，　BINTA5568．57，　BII　6631．60は
138図「おんな（卑称）」で岐阜などに見られるBINTA－
A，BII，　BIなどと関連させて，符号の形と凡例におけ
る位置を決めた。また，ZYABEUMA3648．28は，138
図で秋田西南に見られるZYABEと関係がある。
　赤を与えたゾオヤク類および茶を与えたダウマ類は，
中央を他の類によって分断されているという点で共通の
分布傾向を示している。分布からみて東西のゾオヤク類
およびダウマ類はかつては連続していたものとも考えら
れるが，ゾオヤク類の方は，おもに東日本に勢力があり，
西日本に分布するものは各地に新しく輸入された可能性
もあるから，東西のゾオヤク類が連続していたとするこ
とには問題がある。ダウマ類の方は分布からみて，最も
古いものである可能性が強く，琉球などを除いてかつて
はほぼ全国を覆っていたのではないかと思われる。なお，
ゾオヤクは「雑役」，ダウマは「駄馬」にもとつくと考えら
れるが，両者は命名の発想が類似しており，また両類の
分布は各地で隣接しているから，三門は歴史的に密接な
関係にあるものであろ5。字音語に由来すると思われる
これらの語形が古いとい5ことは，何を意味するのであ
ろうか。なお，ゾオヤク類・ダウマ類と「牡馬」の図に見
られるコマとの関係について，202図「お5ま」の解説で
述べているので参照されたい。
　また，各地に分布するゾオヤク類には「古」「希」の注記
のあるものや，「主として馬喰が使う」「馬喰から聞き覚
えた」とあるものが多かった。これはこの類の語が衰弱
しつつあることを示すものかもしれないが，ゾ才ヤク類
は全国的にみて専用地域が少なく，多くは他の類と分布
が錯綜しているから，あるいは，ゾオヤクはもともと一
種の職業語の色彩が濃いものかもしれない。もっとも，
「牡馬」の図におけるコマのよ5に，意味内容に歴史的変
化があったとすれば，他の表現と分布が錯綜しうる。
茶を一与えたダウマ類の中ではDAUMA（〔daunla〕
〔damlna〕などをまとめたもの）とDAMAが大部分
であり，両者はそれぞれの領域をもつが，本図における
DAMAと201図「うま」におけるMAとを比較すると，
青森などでは両者の分布がほぼ一致しているが，九州北
部のDAMAの領域にほ「馬」の図でMAが見られない
ことがわかる。九州北部ではダマをダ＋マと意識する度
合が弱いのかもしれないが，単独ではウマ・ンマと言っ
ていても複合語の～マに「馬」を意識することも当然あり
うる。三省堂r時代別国語大辞典・上代編』に「複合語
の中にはマが多く用いられる」とあるが，本図における
DAMAなどの分布もその現われであろうか。
　ダゥマ類の中でDANO　8343．97，8353．68は，隣接する
DANOUMA　8343．97からUMAが脱落して生まれ
た，すなわち，DANOUMA＞DANOと変化した
ことも考えられ，おもしろい。これと類似のケースの
可能性があるものとして201図「うま」で宮古に見られる
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NUUMAがあるので，同図の解説を参照されたい。
TAUMA　5463．73（内容はタンマ），　DAA　747L33，
DADA　7363．12はダウマ類とすることには問題がある
が，分布および語形の類似からここに含めておいた。73
63・12のDADAは「子」の注記があったもので，しかも
「牡馬」の図にも同じ地点にDADAが見られるから，
これは，むしろ201図「うま」に見られるDADAと同
じ性格と見てよかった。したがって，このDADAは
本図や202図から削除しても良かったが，「牡馬」「牝馬」
「牡牛」「牝牛」の減耗を通じて適用したU皿Aの語形に関
する処理原則（202図の解説末尾を参照）に準じてこれを
「牡馬」「牝馬」の図に登載しておいた。DAAもDADA
と同様に幼児語的性格のものではないかと思われる。な
お，本来は「馬」を意味する幼児語と思われるDAA・
DADAが本図のダウマ地域に現われるのは，ひとつに
は，同音音節〔da〕を共有するからであろう。
　紺を与えた語形のうち，HAADAからHADAU－
MAまでは岩手・秋田に分布する。これらには「乱坐」
「子持ち馬」であるとの注記が多かった。「牝馬」よりも限
定された意味内容の語と言える。『全国方言辞典』には「は
だ」の見出しで「鳥獣の親。青森・岩手県九戸郡・秋田
県鹿角郡・山形県村山地方」とある。この説明による
と「牡」についても使いそうでもあるが，「牡馬」「牡牛」の
図にはハアダ類は見られない。r山形県方言辞典』に
は「ハダ」の見出しで「（鳥獣の）親。（仔に対していう。）
一この雛をハダの所に返してやれ一」とある。ハアダ類
はダウマ類の領域内に分布するから，「母駄ウマ」からハ
アダウマさらにハアダが生まれたのであろうかと思われ
る。一方，ハアダ類の語と「母ぢゃ人」との関係も興味
があるが，はっきりしたことはわからない。方言でも「は
はじゃびと」「はじゃひと」「はじゃしと」の語は西日本各
地に分布するようである。西日本の「ははじゃ」の「じゃ」
が指定の助動詞であるとすれば，それに対する東日本の
形は「ははだ」であるから，それからハアダが生まれる
可能性もある。なお，26図「しかくい」を参照すること
によって，SIKAK：UDA（HAK：0）の現われる地域が
わかる。
　HODAは宮崎の3地点に見られる。これとHADA
とは母音が一つ違うだけであるが，両者は分布がかけ離
れており，関係の有無は不明である。BODAUMA　72
74．57はHODAとの関係を考慮して符号を与えたが両者
の分布も離れている。ただ両者とも分布からみて，ダウ
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マ類となんらかの関係がありそうである。
　KAKEDA　3767．22は内容がカゲダとあったもので
が，ダウマ類との関係を考慮してこの見出しとした。
あるいは「荷を掛ける駄馬」であろうか。
　HINからSINBAまでは「牝」の字音に基づくと考
えられる語形である。北海道および中国から九州にかけ
てHINBAが目立つほか各地に散在するが，中国・九
州のものも含めてピン類の語には「新」の注記のあるも
のや「業者が使う」というものが多かった。　「牡馬」の
図におげるボ～の分布と比較すると本図のピン～の方が
ずっと多いが，あるいは酪農の普及と間接的な関係があ
るかもしれない。
　BO6412．48は「牡馬」の「牡」との混同で現われた
ものであろう。202図にHINが現われる．こと参照。
　最後のUMAの語形および「無回答」の性格について
は，202図「おうま」の解説の末尾に一括して述べたの
で参照されたい。
204．こうま（子馬）
　本図は，201図「うま」・202図「おうま」・209図「こ
うし」などと関連するところが大きいので相互に参照さ
れたい。とくに本図と「こうし」の図とは，そこに見られ
る語形または語形に含まれる形態素に共通するものが多
いので，それらには同形の符号を与えるようにつとめ
た。語類の分けかた，凡例における見出し語形の順序に
ついても，両図を一貫した原則で処理した。
　この項目は，地図左下に掲げた質問文によりて調査し
たわけであるが，地域によっては，質問文の意味内容と
一致する語形がないために，それよりもやや広い，もし
くはやや狭い意味の語形が現われる場合のあることに注
意しなければならない。本図で紺を与えた，K：OUMA
からNUUMAGAMAまでのコウマ類は，おおむね，
質問文よりも広い意味内容をもつ語形であると思われ
る。したがって，本図でトオザイ類しか分布しない地域
にも，質問の内容を少し変えて「ことし生まれたばかり」
とい5限定を与えなければ，コウマ類の語形がより多く
現われる可能性がある。
　また，「1歳の馬はトオザイ，2年めの馬はニサイ，
3年めはサンサイ」などと答えた地点が見られた。その
揚合は1歳馬の呼称のみ地図に採り，他は削除した。ま
た，総称のほかに「牡の子馬」「牝の子馬」の表現が報告さ
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れた地点についても総称のみ採用したが，「牡の子馬」「牝
の子馬」の表現のみで総称がない地点は，両者を併用と
して地図に登載した。
　なお，「ことし生まれたばかりの子馬」「1年目．のもの」
などの注記のある語形と「子馬一般」「漠然と言5時」など
の注記のある語形（もしくは何も注記のない語形）とを併
記してある地点は，前者のみを採用し後者を削除した
が，削除した語形およびその地点は次のとおりである。
KOUMA
KONMA
KOKK：ONMAUMANKO
UMAKKO
　KOKKOMAKKO
　注記の全くない多語形併用は，そのすべてを地図に登
載してあるが，その中に上記の性格のものが含まれてい
る可能性がある。
　本図では，KOUMAおよびKONMAの語形にく併
用処理の原則〉を適用した。ただし，後に述べるよう
に，東北などのKONMAの中にはKOUMAの変種
ではなく1（OMAの変種であるものが含まれているか
もしれない。念のため，〈併用処理の原則〉を適用して
本図から削除したK：OUMAおよびK：ONMAの地点
を次に掲げておく。
　KOUMA　5653。08，5684。26，6526．04，6539．12，
　　　　　　　6600．97，　7346。54
　KONMA　4687．01，5605．70，5614．24，5621．43，
　　　　　　　5636．74，　5646，71，　5652．37，　5666．18，
　　　　　　　6610．00，　6711。60
　現実には，東北6県に「共」「新」「上」「希」などの注記の
あるK：OUMA，　KONMAは見られなかった。
　本図における語i類の分けかたについて述べると，ま
ず，コとウマとの複合語形およびそれらの変種（凡例の
KOUMAからHWAANUUMAまで），さらに，コウ
アと意味的につながりのある　KODOMOUMAから
NUUMAGAMAまでに紺を与えて凡例の最初に排列
し，次に赤を与えたトオザイ・トオネン類を，最：後に上
記以外の語形に紺を与えて凡例の末尾に並べた。なお，
5638。54
4732r86，　4733．91，　4763．62，
5597．78，　5613．53，　5628．23，
6711．60，　7363．12，　7376．62
4734。20，　4734．56
7363．12，　7376畳68，　7377．72，
8305．76
4734．56，　4742。43，　4742．95，
4752．27
4714．22，　4715．33
本図では〔～uma〕と〔～mma〕・〔～mma〕とを原則とし
て．区別せず，これらをまとめて～UMAと表示したが，
〔（～）komma（～）〕〔（～）komma（～）〕のみは，〔koma〕
との関係を考慮して，これを（～）KONMA（～）一一
KONMAのほか，　KONMANKO，　KOK（K）ONM－
A，CINKONMAを含む一として分出した。
　コウマ類（KOUMAからHWAANUUMAまで）
の語形についてその分布を見ると，全国の大半はKO－
UMA，　KlONMA，　UMANOKOなどで占められる
が 北海道や東北から新潟にかげての地域などには
KOK：（K：）ONMA，　UMAK：（K）0など，九州にはU－
MANKOが比較的多く，琉球にほ，　KWA（A），GWA一
（A），KUU，　FFA，　VVA，　HWAA，　HHWAな
どを含む語形が分布する。琉球におけるこれらの形態素
は，本土の「こ」と類似の機能をもつ接辞と考えられる。
なお，22図「ちいさい」を見ると，琉球に，KUU～や，後に
述べるGUMA～の語形が分布するので参照されたい。
　コウマ類のうち，KOK（K：）ONMAはKlOKKON－
MAとKOKONMAとをまとめたものであるが，そ
の内容は前者が大部分であった。KOK：（K）OMAK：一
（K）0は，KOKOMAK：0，　K：OKOMAKK：0，　KO－
KK：OMAI（0，　KOKKOMAKKOをまとめたもので
ある。また，UMANKI（W）A（A）はUMANKA，
UMANKAA，　UMANKWAAを，　KWAAMA－
K（K）WA（A）は，　KIWAAMAK：K：WAと，　K：WAA－
MAKWAAを，　MAANUK（K）WA（A）は，　MAA－
NUKKWAとMAANUKIWAAを，　M：ANK（W）一
A（A）はMANKA，　MANK：WA，　MANKAAを，
それぞれまとめたものである。なお，それぞれの見出し
語形に含まれる音声の変種の具体的内容，およびその分
布地点について知るためには，r旨本言語地図資料』によ
らなければならない。
　次に，本図に見られるKOMAと「おうま」の図に見
られるKOMAとの関係について述べよう。「おうま」
の解説で述べたように，「こま」（駒）は本来は「子馬」の意
味であったという説がある。したがって，本図に見られ
るKOMAがその説の裏づけとなるような分布を示
しているかどうかという点が問題になるが，本図の
KOMAは，さしたる領域をもたずに全国に散在し，
しかもKONMAの領域内に分布する傾向が認められ
る。このことから，これらのK：OMAはむしろKO－
NMAから各地で生まれたものであって，「おうま」
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の図に見られるKOMAとは無関係の揚合も多かろう。
もっとも，KONMAがKOMAに変化する背景に，
「おうま」の意味でのKOMAが，類音牽引を起こさせる
材料として存在することは，否定できない。但し具体的
には「おうま」の図と本図とを対照すると，本図でKO－
MAの地点は「おうま」の図ではK：OMA以外の語形の
揚合が多い。各地域ごとに詳細に検討し，さらに付近を
詳しく調査すれば，KOMAとKONMAとの関係につ
いての種々の事情が判明すると思われる。なお，本図の
KOMA（～）の中には，後に述べる4703．18，6413．76，
6423．75のKOMAK（K）0，　KOMAGOのように「牡
の子馬」を指すと注記のある語形が含まれることに注意
してほしい。注記のないKOMA（～）の中にもこれに準
ずる性格のものが含まれている可能性がある。次に記す
地点では「おうま」と「こうま」が同語形になっている。
すなわち，本図と「おうま」の図とを対照すると，6412．
91，6517．70では三図にKOMAが見られ，4714．68，
4762．99，8341．12では両図ともKONMAである。ま
た，4735．37では「こうま」がKOUMA，「おうま」が
KONMAとOTOKOUMA（内容は〔odogomma〕），
4723．58では「こうま」がKlOUMAとKlONMA，「お
うま」がKONMAである。4725．92では「こうま」が
KOUMA，「おうま」がKONMAUMA（内容は〔k51n－
amma〕であるが，そのKOUMAの注記に，「はっきり
したウであった。牡馬とまぎらわしくなるのを避けたの
か」とあった。なお，「おうま」と「こうま」が一見同語形
の地点で，アクセントによる区別があるのかどうかは，
はっきりしない。
　「おうま」の図を見ると，赤のコマ類と澄のオトコウマ
類は各地で分布が錯綜しているが，これは，コンマとコ
マとが語形，意味ともに近接するために，「おうま」の意
味分野ではコマをきらってオトコウマを採ろうとするも
のかもしれない。「おうま」の図を見ると九州南部ではコ
マの専用地域が広いが，これは，「こうま」の図ではこの
地域にUMANKOが分布することと関係があろうか。
また，「おうま」の図のK：OMAと「こうま」の図の赤の
類（ト才ザイ・トオネンなど）とは分布が似ており，この
事実から，コマとコンマとの語形の類似から「こうま」の
方でもコンマをきらって赤の類に逃げた，赤の類を好ん
だという解釈が可能かもしれない。
　KODOMOUMAからNUUMAGAMAまでは，
「こどものうま」「小さいうま」およびそれに準ずる表現の
語形を並べたものである。入重山に見られるUMANU一
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UTAMA，　UMANUAGAMIのUTAMA，　AGA－
MIは，いずれも「こども」の意である。沖縄のGU－
MAUMAGWAAのGUMAは，「小さいもの」を意
味する。琉球先島のNUUMAGAMAのGAMAも
GUMAとつながりがあろう。なお，201図「うま」では
この地にNUUMAが分布する。　CINKONMA，
CINKOMAは，能登に，　CINKOに隣接して見られ
る。22図「ちいさい1を見ると，　この地域にCIKOIが
分布する。能登と富山に見られるCIUMANOKOも，
やや疑問もあるが，CIを「小」と認めて符号を与えた。
宮城のCYAK：KEUMA　4725．68も，22図では，同
地点はCYAKOIである。
　赤を与えたトオザイ類は，「当歳」もしくは「当年」にも
とつく語形およびその変種をまとめたものである。この
ような年齢とかかわりをもつ表現が広く分布する理由の
ひとつは，馬や牛の年齢が飼育や売買の際にとくに問題
にされるためではないかと思われる。本図を見ると，東
西にわかれて分布する赤の類のうち，西日本のものには
ほとんど専用地域が見られない．これは，東日本と西日
本における馬の飼育に関する歴史の違いを反映している
のかもしれない。したがって，東西の赤の類はかつて連
続していたと一応考えられるものの，東と西とでは赤の
類の分布密度に違いが見ら．れるから，両地域では赤の類
の用法や意味範囲に違いがあるのかもしれない，という
ことになる。すなわち，東日本ではトオザイ類が子馬の
一般称として広く，日常語として用いられるのに対し，
西日本におけるこの類は限定された意味内容をもつもの
であり，また，馬の売買などの時に主として用いられる
一種の専門語としての性格が強いものかもしれない。ま
た，東西の赤の類がかつては連続していたとは言っても，
それは中央で赤の類がコウマ類よりも古いことを必ずし
も意味せず，両者は，上記のように，やや性格の異なる
語として併存していた可能性もある。
　赤の類における符号の与えかたの原則（例外もある）に
ついて述べると，まず，トオザイ，トオゼエなど～Z～
の語形には小刀形の小符号を与え，トオサイなど～S～
の語形には水滴形の符号を，　トオダイ，　トオデエなど
～D～の語形には小刀形の大符号を，ドザイ，ドゼエの
語頭が～D～の語形には長方形の大符号を，トオナイ，
トオネエ，トオネンのような～N～の語形には二等辺三
角形を，それぞれ与えた。また，トオザイ，トオサイ，
トオダイ，ト．オナイ，トオザイッコ，トオザイゴのよう
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な～AIの語形にはべた符号または先端をぬいてある半
ぬき符号を，　1・日歩エ，　トオデエ，　トオネエ，　トオゼ
エッコ，トオゼエゴのような～E（E）の語形にはぬき符
号または底部をぬいてある半ぬき符号を，　ト才ザイッ
コ，　1・オザイゴ，　トオゼエッコ，　トオゼエゴのような
～KO，～GOの語形には半ぬき符号を，それぞれ与え
ることを原則とした。なお，この原則は209図「こうし」
における赤の類にも適用してある。
　以一ヒに記した各種の語形はその分布が錯綜している
が，比較的まとまった領域をもつものについて述べると，
～N～の語形が，北海道，東北中央部，福島から北関東や
中部にかけて，さらに九州などに集中する傾向が見られ
る。このうち，北海道と東北にはTO（0）NEK（K）0
が，北関東と中部にはTO（0）NEK（K：）0およびTO一
（0）NE（E）が，九州にはTO（0）NEGOが比較的多
い。なお，～AIと～E（E）との分布については全国
的に～E（E）の方が優勢であるが，これは，もっぱら
～AIが分布すると考えられる本州中央部に赤の類が見
られないためでもある。AIとE（E）の分布について
は，2S図「あかい（赤い）」などと比較されたい。
　～KOと～GOについては，～GOは大部分が西日
本に分布し，東日本ではおおむね～KOであることが
注目される。ただし，赤の類以外の語形をも含めて，東
北など語中語尾のkが有声化する地域の〔～ko〕〔～go〕
は，すべてKOに含めてあるので注意してほしい（もっ
とも，東北でも大部分は〔～ko〕であって〔～奪0〕〔～gO〕
は非常に少ない）。
　また，赤の類の語形には，かなり多くの音声の変種が
見られたので，これらを大はばにまとめざるをえなかっ
た。たとえば，TO（0）ZAIK：（K）0などのZAIの部
．分には，〔dzai〕〔zai〕などのほか，〔zae〕〔z知〕〔5ai〕
〔nzae〕〔～d5aε〕〔ndza¢〕などを，　TO（0）ZE（E）K一
（K）0などのZE（E）の部分には，〔dzε〕〔d5記〕〔d5a〕
〔zε哨〔zε：〕〔d5a＝〕〔zae〕〔5記〕〔11dze〕〔nd5e〕などを含
めてある。これらの内容についての詳細は『日本言語
地図資料』によらなければならない。また，TO（0）ZAI
はTOOZAI　と　TOZAIとをまとめたものである
が，その内容は，前者がほとんどであった。なお，TO一
（0）ZAIK（K）0は，　TOOZAIKK：0，　TOOZAIKO，
TOZAIKKO，　TOZAIKOを，　TO（0）ZE（E）は，
TOOZEE，　TOOZE，　TOZEE，　TOZEを，　TO（0）一
ZE（E）K（K）0は，　TOOZEEKK：0，　TOZEEKKO，
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TOOZEKK：0，　TOZEKIKIO，　TOOZEEKIO，　TC－
ZEEK：0，　TOOZEKO，　TOZEKOを，　TO（0）ZE一
（E）GOは，　TOOZEEGO，　TOZEEGO，　TOZEGO
を，TO（0）NE（E）は，　TOONE（大部分），　TOO－
NEE，　TONEを，　TO（0）NEK（K）0は，　TOONE－
KK：0，　TONEKKO，　TOONEKO，　TONEK：0を，
それぞれまとめたものである。これらの内容の詳細につ
いても『日本言語地図資料』によらなければならない。
　凡例のTOODAIからTOODEKKOまでの～D～
の語形は，広島から大分にかけての計6地点に見られる
ほか，千葉南部の6730．33に飛地がある。10図「カゼ
（風）の一ZEの音」を見ると，この地域に～deが分布す
る（千葉には10図で～deがないが，伊豆には見られ
る）。語頭がDのDOZAIは北海道の2722．67に，
同じくDOOZEEは大分の7326．41に見られる。大分
のDOOZEEは，隣接するTO（0）ZE（E）とTOO－
DEEとの一種の混交形であろうか。．
　TO（0）NAI　2608．90，2750．44，7322．21，　TONNA－
IK：01743．70のAIの部分は，　TO（0）NE（E）など
が，　TO（0）ZAIなどの影響で回帰したものと思われ
る。一種の「誤った回帰」と言えよ5。
　凡例のTO（0）NE（E）からTOONEMAKKOま
ではTOONEN（当年）の変化形と考えられるが，
TOONENがTO（0）NE（E）に変化する背景には
TO（0）ZE（E）などの存在があろう。トオネ類とトオ
ザイ類とは，分布状況から，相互に関係するものである
ことを思わせる。ただし，NENを含むTOONEN
5579．42，7450．44，TO（0）NENKO　6710。55，6720．67，
6721．33，8373．43，TOONENGO　6339．86，6441．55，
UMANOTOONENGO　6433．97の語形はTO（0）一
ZAIにくらべてかなり少なく，しかも，それらの～N－
EN（～）は，いずれも辺地に分布する点：が注目される。
この事実が，トオザイ（当歳）類とトオネン（当年）類との
歴史的関係をどう反映するものという点については，な
お，検討を要する。
　また，地域によっては問題もある（とくに北海道・青
森など）ので明言はできないが，東日本における分布を
見ると，～Z～の語形が，各地域で，都市を中心として
分布する傾向が見られ，～Z～の類が～N～の類よりも
新しい勢力のように見える。
　KONDOONE　5672．67・5682．37はコノトオネから生
まれた語形であろうか。KOONE　5609．26，　KOONE一
KKO　5648．13は，　TOONE，　TOONEK：KOとKO～
の語形との混交形であろう。
　紺を与えた語形のうち，SYOSAI　5676．28，　ISSE
3740．29，ISSEKO　2649．79，3727。81，　ISEMA　3689。
75，KOTOSIGO　6409．35，　HACUGO　6657．96は，
それぞれ「凶歳」「一歳」「今年」「はつ（初）」にもとつくと
考えられる。青森の4地点に見られるMAREMAK：一
（K）0は「生まれ～」であろうが，この種の語形は，「こ
うし」の図により多く現われる。
　KO　6553．22，　7417．79，　1（OKK二〇　1816。52，　3P753．85，
3783．58，4704．96，6657．54，K：ODOMO　5770．11，5781。
22，KOZO　5791．23は，揚面によっては，「馬」部分を
加えずにこのように表現しても良いという程度のもので
あろう。したがって，これらの語形は，実際には，上記
以外の地点でも広く使われているものと思われる。
　IGAGO　6545．19は，、『全国方言辞典』によれば，「赤
ん坊」の意味で「いが」などが三重県その他に分布してお
り，これと関係があろう。H：ECI　561t74は，「こうし」
の図で広島などに見られる　BE（E）C（C）1，　BEC一
（C）IKOや福井のBE（E）C（C）YAなどとの関係を考
えて符号を与えたが，さらに「幼児」などの意味で山口に
見られる「へち」（『全国方言辞典』による）との関連も考慮
しなければならない。
　｝｛OROからORONKOまでは，九州各地，山口，
愛媛のほか，HURU且URUMAGWAが奄美0228．96
に，ORONK：0が新潟4665．87にも見られる。奄美の
ものは　HURUが本土の　HOROにあたるものとし
て符号を与えた。ポロ，オロの由来は明確でないが，『全
国方言辞典』によれば，土佐や鹿児島で子馬を呼び寄せ
るときに「おろおろ」と言い，また，201図「うま」で天草に
OROが見られることが参考になる。また，『全国方言
辞典』によれば，馬の愛称としてのrほろ」が愛媛県大三
島にある。
　能登5507．20の　CYORONKOは付近に見られる
CIUMANOKOなどと同様に「小さいオロンコ」ではな
いかと思われる。もしそうならば新潟のORONKOに
つながるものと考えられる。新潟に見られるONOK：0
4675．65，00DOKO　4647．69は，分布から見てあるい
はORONK：0などとも関係があるかもしれない。但し
00DOKOについては，『全国方言辞典』によれば，北
陸などに「末子」の意味の「おとこ」「おとっこ」が分布して
おり，これとの関係も考えられる。なお136図「おとこ」
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を見ると，石川にONOK：0が見られるがジこの語と本
図に見られるONOK：0との関係も考えてみるべきかも
しれない。
　OBANAGO　7354．23，　TONKO　4782。96，572L27，
573t13，　TONKOME　5731。13，　ZYAKI　5720．71の
由来ははっきりしな、・が，ZYAKIは，あるいは「牝馬」
（203図参照）の意味のゾオヤクと関係があるかもしれな
い（203図ではゾオヤク類の中に，地域は違うがZYA－
KUの語形も見える。ただし，本図のZYAKIには，
「牝の子馬」であるとの注記はなかった）。TONKO，
TONK：OMEは「こうし」の解説で触れる。
　BIKK：0からKOBICCYOまでは長野・岐阜・静
岡・愛知の県境に集中する。『全国方言辞典』には，この
地域のビッコは「牝の子馬」として登録されているが，不
思議なことに，本図では，別に総称があるため削除した
語形を含めて，「牝の子馬」であるという注記のあるビッ
コは全く見られなかった。なお「牝」との関連では，「め
うま」「め5し」の図，さらに138図「おんな」（卑称）で，
本図のビッコに隣接してBIIなどが見られるので参照
されたい。
　また，「こうし」の図を見ると，本図のBIKK：0の近
くにBEKOが広がっており，　BEK：0とBIKKOと
の関連についても考慮する必要がある。本図の6621．34
のBIKKOには「小さいもののこと」との注記があった
が，これは，r全国方言辞典』に「べっこい」の見出しで
「小さい。滋賀県甲賀郡・三重県阿山郡」とあることと関
係があると思われる（ただし22図「ちいさい」には，こ
の地域にベッコイに類する語形はない）。なお，「こうし」
のべコと「小さい」の意のベッコイとの関係については
「こうし」の解説でも解れる。
　BEKKO以下は，本図以外の馬，牛関係の図に多く
現われる語形である。このうち，BEKI（0からH：YOO－
NOKOまでは，主に，「うし」または「こうし」の図に現
われる。
　BEKKO　3783．08，　BEKKONAMAKKO　3774．44
は，22図「ちいさい」でこの地域に分布するBAKKOI，
BAKI（0（DA）とも関係があると思われる。なお，掛
図を対照すると，3783．08では「うし」をBEG〔9〕0．
「こうし」をKOK（K：）OBEKO，「こうま」をBEKKO
と呼ぶことがわかる。
　BEB正】NKO　6420．3禽7380．74，　BEBEGO　728駄31，
K：OBO6548．82，　KONBOO6631．69，6643．16，　UMA一
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NOK：ONBOO6633．89，　YOKO　6425．41，　HYOONO－
KO　6420．60については「こうし」の解説を参照された
い。このうち，6631．69，6633．89，6420．60のものを除い
て，他の地点では「こうま」と「こうし」とが同一呼称であ
る（もしくは，「こうま」と「こうし」に同一の呼称が含まれ
る）。これはK：0，KODOMOなどに準ずる性格のもの
（それよりも意味が限定されるが）で，必要に応じて6633．
89のように，UMANOKONBO，　USINOKONBOO
などと言い分けるのであろう。
　DADANKO8343．97は「古」「児」の注記があったもの
で，「うま」の図に見られる幼児語的性格のDADAに対
応するものである。
　DAUMAKK：04703．18，　DAGO（鳥取と隠岐に計5
地点），MENKO4653．02，　ZOOYAKU5692．53，HIN－
BA　8306．42，　HINK：06444．25は主として「めうま」の
図と関連するもので，このうち，4703．18，6413．76，6423．75
のものは，「牝の子馬」と「牡の子馬」の併用であるが，他
に総称がないのでこれを採用したものである。その他の
地点のものも，おそらく「牝の子馬」としての性格が強い
ものではないかと思われる。
　「無回答」および「調査していない」については，202図
「おうま」の解説で一括して述べたので参照されたい。
205．たてがみ（叢）
　獅子にもあるが，ここでは馬のたてがみを尋ねた。馬を
飼育していない地域については202図「おうま」の解説を
参照されたい。なお，この調査項目は後期計画で調査を打
ち切った所があるので，調査地点は2400よりやや少ない。
また，この調査項目は回答を得にくかったためか，無回
答が全国で約80か所ほどあった。なお，＜併用処理の
原則〉を適用したのはTATEGAMIである。ほか
に，7356．98では〔tat∫egami〕を併用処理した。また特
に，顔にかかる毛（両耳の間の毛）をさす表現は地図上に
示さないことを原則とした。
　諸表現の分布を大観すると，榿の符号で示したタテガ
ミ類が全国的に分布するほか，各種の表現がどちらかと
い5と，辺境の地に分布している，ということになる。
　以下，各見出しごとに注目すべき点を，1地点にしか
存在しない見出しはその地点を示す。
　TATEGAMIの中には〔tategami，　tatel〕ami〕のほ
か，〔tategami，　tadegami，　tadeηami〕などを多く含み
（以下これに準ずる），そのほか，〔tatega・mi〕7390．70，
〔tatek（g）ami〕7367．25，　〔tateηami〕6603．52，　〔tateηg－
ami〕6495．82，6495。88，6496．56，6496．72，〔tategam〕
6267．68，　6267．84，　6296。27，　724645，　7372．03，7380．26，
830025，8313．84，〔tate1〕am〕7266．60，　〔tategaτ〕734027，
などを含む。
　TEの部分が〔de〕となる地域，　GAの部分が〔1〕a〕と
なる地域はほぼ常識通りであるが，〔tadegami〕が秋田
に色濃く，岩手にやや多く，北海道・青森・宮城・山形
に 見られる点は，やや準目してよい。
　TATEGANは鹿児島，五島に見られるが，中に
　　8361．31の〔tateηaN〕がある。
　TEUGGANは8360．39のみ。
　TAC（Y）EGAMIは7335．34，7344．30，7375．96，737
　　7。27，8305．76であるが，〔tatgegami，　tatsegami，
　　tat§egami，　tat∫egami〕など，さまざまである。
　TACYEGANは8362．81のみで，内容は　〔tat∫eη一
　　aN〕。
　TATENAMIは5699．42のみ。
　TAKEGAMIは5687．32と7382．58であるが，後者
　　は〔takegan1〕。
　TACUGAMIには3747．91の〔tadz薗kami〕を含む。
　　Gの部分には〔g〕も〔1〕〕もある。
TACIGEには1223．91の〔tatigi＝〕を含む。
TACUGEは5547．25のみ。
TACIGARANは2072．20のみ。『入重山語彙』には
　「カラン」髪（与那）とある。
SIDA（NOKE～NK：E）には，〔∫ida，∫inda，∫ida，
　sida，　slnda〕のほか，〔sita〕4761．07，〔∫ira〕4675．45
　を含む。NOKE～NKEを従えるのは4648．42，
　4667．76，4676．39，4686．96，4687。37，5606．83の6
　；地点だったので，別見出しを立てなかった。4686．96
　は〔∫ira1〕ke〕。
RIDAは4771．58のみ。〔（mmano）gida〕とあった。
HWIDAは〔Φ¢inda，Φβinda〕。4609。25と4619．23の
　み。
SUDA〔s放da，　s薗nda〕を内容とするが，　SIDAと
　区別しないでもよかったかもしれない。この点は
　SUDAGAMIなども同じ。4677．65は〔nlmano－
　s菰nda〕であった。
SUNAGAMIは4751．42のみ。
SIDAGEは〔∫idage〕のほか〔sidage〕がかなり多い。
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SUDAGEは4713．60のみ。
SIDAK（K）EはSIDAGEと区別する必要はなかっ
　たかもしれない。〔∫idake，　sldake，　sfdake〕が多い
　ヵミ，　4658．42，　4696．82，　4732．86，4784．41，　5608．51
　の〔∫idakke，∫idakke，　sidakke〕　など，4723．58，
　4735．37の〔sfdakke〕のほか5628．23の〔∫itakke〕を
　含む。
SUDAK（K）EはSUDAGEひいてはSIDAGEと
　区別しないでもよかったかもしれない。〔SUId3ke〕
　などのほか，4734．56，4742．95，4743．95，4752．27，
　4753．52，4753．76の〔s菰dakke，　s曲ndakke〕を含む。
TARAGAMIは6506．55のみ。
DAREGAMIは6575．40のみ。
SIDAREGAMIは4761．57のみ。
SIDARIGEは5629．98のみ。
SIDAREは4628．28のみ。
KONE（NKE）は鹿児島に多い〔mma13k＝one〕を含む。
KOONE（NKE）に含まれる〔nlmaηkome〕は7363．59
　のみ。7326．69は〔kWo＝几e〕。
KOOGEは7259．98のみ。内容は〔ko＝9e〕。
KOHONEは7333．29のみ。
KOGONEは6366．24のみ。内容は〔kogone〕。
K：OMEは8331．98のみ。
KOOMEは7302．87のみ。
KONIは8351．65のみ。
CICIGONEのうち8312．33は〔t∫it∫igone〕，8302．91
　1ま〔t∫i5igone〕o
ERI（NOKE）6536．32，7432．44，7460．23は〔eri〕。
　〔erinoke〕は5633．96のみ。
ERIGAMIは〔erigami，　eri胆mi〕のほか，5656．62の
　〔irigami〕，　6451．83の　〔erugam量〕，　6495．88の
　〔eriηgami〕を含む。
ERIKAMIは西日本だけである。特にERIGAMI
　と区別しなくともよかった。
ERIGEは〔erige，　er幻e〕のほか，6430．26の〔irige〕，
　5665・11の〔irege〕を含む。
ERIKEは5641．73のみ。
RINNOKEは4598。33のみ。
TORIGAMIは3776．97の〔torugami〕を含む。
TORIGOMIは3722。97のみ。
TORIGEは4745．27のみ。
SOKUBINOI（EEは6439．17のみ。
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BONNOK：ONOKEは279L88のみ。説明的表現か
　もしれない。〔bonnoko－no－ke〕と表記されている。
K：UBITANOKAMIは3790．27のみ。
K：UBIKE　には3714．96，3764．86の〔kumpike〕，
　4704・96の〔kupike〕，4713．02の〔k血pikke〕を含む。
KAMI（NOKE）の内容は〔kami〕と〔kam量noke〕とで
　あるが，ほぼ等量である。
KAMIGIのうち〔kam至gi〕は0246．48のみで，他の
　0256．76，　2068．08，　2151。11，　2151．64は〔kamgi〕
HANGIの中には0228．96の〔？ma＝ha1〕gi〕を含む。
KANGIRIは2074。69のみ。
HANGYUUは1242．22のみ。
HA（N）ZIの内容は0294．66，1231．72の〔hand5i〕，
　0249。17，0340．00の〔had5i〕。
HAZISUZIは0340．00のみ。
KANZ（Y）Uのうち〔kanzu〕は1261．16のみ。また，
　1241。05は〔t‘uik‘a∫［5u〕，　1251．73は〔ku∫ikand5u〕
　という。
KANZYUUは1241．49のみ。
K：ANZYUIは1231．88のみ。
KANINは2076．98のみ。
KANNE（E）のうち2076．99は〔kanne：〕，2086．03は
　〔kanne〕。
KANτAAは2095．60のみ。
OK：AAMIは8229。96のみ。
OKAGAMIは6607．18のみ。
E（N）GAMIのうち〔eηηami〕は3716．58のみ。別に
　3715．59の〔iηami〕，3717．90の〔しηami〕を含む。
UNAGAMIは6424．20のみ。
MUNA（｝AMIは7427・71のみ。
NOGAMI（NOKE）　のうち　〔noga血inoke〕　は
　5614．62のみ。
INAGEは6446．43のみ。
UNOKEは7356。98のみ。
INABIKEは6389．56のみ。111図「まゆげ」をみる
　と，この地点ではまゆげをMAHIGEという。
　INABIKEの一BIKEはHIGEにあたるかも
　しれない。
MAEGAMIには0256．08の〔in的am〕を含む。
MAEOSAGEは5508．16のみ。内容は〔maeo∫aηe〕。
MAEDACIは7370．41のみ。内容は〔me：dat∫i〕。
SAGEは7239．90のみ。
15一
205
SAGEGAMIのうち8301．19のものは〔sagega：mi〕。
SAGEKEBAは，5698．30のみ。
　SEEは4706．53のみ。内容は〔se朗。
SYENOKAMIは5595。20のみ。
SEGAMIは6485．30のみ。
SIGEは5585．09のみ。
SUGEは5682．34のみ。
　ZAEKE～ZEEKE（E）の内容は次のとおり。
　　4715．98　は　〔dzaeke〕，　4716．20　は　　〔dzε記＝ke：〕，
　　4716．721ま〔dzε：ke〕。
　ZEEKKEは4715．33のみ。内容：は〔dzε：kke〕。
CIKARAGAMIは6389．59のみ。
　CII（ARAGEは7318．04のみ。
CIKARAHEGEは6480．91のみ。一HEGEの部分
　　はヒゲにあたるであろろ。なお，INABIKEの項
　　参照。
　CIKEGANは8362．34のみ。
　KANMURIは6632．15のみ。
　K：ANMUGIは2151．51のみ。
　HAMUIは2085．69のみ。
　KANBURIGEは4695．87のみ。
　CUKASAは6525。30のみ。
　CYOOZIGAMIは9315．55のみ。
　HUSAは4700．37のみ。
　KASIRAGEは8394．01のみ。
　NAGAGEは6657．96のみ。
　NAMIKEは1738．19コ口。
　SAKAGEは4685．72のみ。
　SISIGEは6427．93のみ。
　SYEGUNKEは8315．42のみ。
　TABUSAは6697．39のみ。
　TAZUNAGAMIは6485．30のみ。
　YOKOGAMIは2791．80のみ。
　次に，本図には反映させることはできなかった，注目
すべき注記を抜葦する。地点番号順にならべる。
　3702．81kami〈？…適例でないかもしれない〉。
　3722．90torigami＜耳のあたりのはm記gam1＞。
　3747．45kubike〈額の部分に垂れているのは，　tate－
　　gami＞。
　3782．38kamike〈首の毛〉，　tategam宝く頭上の
　　毛〉。
　3796．06tadeηami，　torigami〈額に下っている方〉。
4675．45　∫ira＜額に下っている毛はmεmo∫ira＞。
4694．95　kaminoke〈？〉。
4744．10　　tategarni，　〔sulda1〕e〕。
4773．15　∫idake〈下がる毛だから「歯朶毛」と言う〉。
4780．60　∫ida〈多〉，　toriηami。
5574．84ke〈多〉，　tateηami〈馬の専門家が使う〉。
5599．41tateηami，　kubinoke〈他〉。〈他〉だから
　kubinokeは省略してもよかった。
5604．28kamilloke〈kabulrageというのを祖父が使
　うのを聞いたことがある〉。
5604．52tategami〈なにか古い言い方があったが，
　思い出せない〉。
5620．80NR〈昔はたてがみにしないで，切りあげて
　いた〉。
5625．91　kaminoke〔kab田riを馬喰などが使うのを
　きいたことがある〕。
5667．41　∫ida〈これは横の毛で，前の毛はtatega－
　mi＞。
5677．60　　tate1〕e〈？〉。
5685．37　jerigε〈一般〉，∫ida〈馬喰〉。
5686．15　∫ida＜お獅子のたてがみも∫ida＞。
5689．10　∫idare〈？〉。
5699．89　eriηe〈？〉，　tateηaml。
5742．32　∫idaηe（馬は飼っていない）。．
5760．57　∫ida（誘導による答）。
5780．57　tadeηami，∫ida（言秀導による答）。
6287．71tate！，ami〈新〉〈対州馬にはふさふさした
　たてがみはない〉。
6424．89　NR〈湯原町種ではinagamiという〉。
6447．39tateηe〈馬もいないし，聞く程度〉。
6455．31　inagami，　tategami〈むかしの駄馬は力の
　はいるように，－首の立たぬようにしてあった。たて
　がみを切り揃えて立派だった。のばすとinagami
　だ〉。
6485．30　tategami，　segami〈古〉，　tazunagami〈た
　てがみの下の方の部分。それを握って乗ると痛いの
　で馬はあばれない〉。
6491．49tategalni〈？〉（海岸部の大浜部落ではeri－
　kamiと言う）。
6518．87erigami，　tategami〈特に立っているも
　の〉。
6525．30　tsukasa〈？〉。
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　6541．27，maeηami〈普通〉，　tate1〕ami〈おこって立
　　てると〉。
　6563．84　tate1〕alni〈馬は、・ない〉。
　6607．18　0kaηami〈？〉。
　6626．30eri1〕ami〈今〉，∫lda。
　7239．90　　sage＜＝？＞0
　7340．24　maegami〈首のところをkomeという〉。
　7340．74tategami〈komeは馬の背のことだ〉。
　7352．61ko：ne〈？首のつけ根の所をも言うかもし
　　れない〉。
　7356．98　unoke（？）。
　7361．17kome〈tategamiは馬の耳の前の毛〉。
　7363．12　tatega！ni〈komeは馬の背中のこと〉。
　7368。32　tategami（馬は、・な、・）。
　7373．92ko：ne〈やや古，やや希〉，　tategami，〈額
　　の毛はmaegami＞。
　7373．99tategami〈kolneとは背中の筋をい5＞。
　7374．15ko：ne，＜額の毛はtategami＞。
　7374．75ko：ne〈夕立が馬のコオネを振り別くると
　　いうことばを聞くから，コオネは馬の背中になるは
　　ずであるが，当地ではたてがみをコオネと言う〉。
　7381。97　tategami〈額の毛はカムリゲ，またはカム
　　ルゲ〉。
　7401．18　∫ibukami〈多〉，　erikami。
　830L19　sagegami〈？〉，　kubuge〈？首毛〉。
　8303．84taregami〈首の筋の部分をkoneと言う〉。
　0238．55　tategami〈新〉。
　0340．00　had3i（後頭部をいうのが原義）。
　125：L73　ku∫ikalld5u〈首の毛〉，　me：kand5u〈顔
　　にたれたもの〉。
　1271，05　NR〈hap5uは観念語〉。
　以上の引用の中で，5620．80，6455．31，6518．87，6541．27
などのものを参照すれば，タテガミとは，元来，「たて
がみ」に何らか手を加え，毛を立てた状態の表現だった
かもしれないことを想像させる。
　そうだとすれば，自然の状態を示す表現は別にあった
（あるいはカミなどと言った）ものと思われる。しかし，
現在は，一般にすでに命名の起原は忘れられたのであろ
う，注記もなく淡々と使われている地点が多い。このタ
テガミは東北地方北部や九州西岸や琉球列島にも達して
はいるが，どちらかというと近畿地方を中心として勢力
が強く，「たてがみ」を示す一般名として定着したのは，
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そう古くないもののようにみえる。もっとも，文献にみ
える（自動詞的な）タチガミが古く，それは自然の姿のも
のをさしていたが，（他動詞的な）タテガミとなり人工的
な姿のものをさすようになった，などとも考えられ，はっ
きりしたことはいずれにせよわからない。
　タテガミ類の領域を囲むように分布するのは，長野を
中心とする東部地域と四国西岸を中心にみられる空のエ
リ（ガミ）の類であるが，それぞれの地域での発生も考え
られ，これがもっとも古い表現であるとすることはむず
かしい。もっとも，中国地方でこのエリ（ガミ）の類と混
在している紺のイナガミ，ウナガミの類は，四国東南部，
熊本に関連する表現をもち，和名抄に「うながみ」が見え
るところがら，古いものの残存とも思われる。岩手北部
や千葉にある紺で示したE（N）GAMIもこれと関連が
ありそうであるが，この類を古いものとすれば，すくな
くとも西日本のエリ（ガミ）は，イナガミ，ウナガミの類
の翻訳形（語原解釈による新しい形）と考えることがで
き，古い表現の間接的残存ということが可能となる。
　東北南半から関東にかけて分布する緑のシダ～シダガ
ミの類は，神奈川西部の分布をみることによって，古く
はさらに広く分布していた（東京付近もそうであった）と
考えられるが，日本語全体の中に，どう位置づけるべき
かはっきりしない。注記には，羊歯（歯朶）との関係を述
べるものがあったが，案外関連があるのかもしれな》。
草の類の中のシダレ（～）類は，すでに述べたように，各
1地点である。なお，SIDA～とSUDA～との関係
については，後者が，宮城と山形のそれぞれの県内で西
部にまとまった領域を持っていて注目されるが，深い意
味については，明らかでない。
　赤の符号で示したものは，注記で示したように，
7340．24，　7340．74，　7352．61，　736串．12，　7373．99，　7374．75，
8303．84など，元来は，「たてがみ」の生える所ないしは
馬の背をさすことばだったかもしれない。かなり広い領
域を持つが，まず，領域が連続していることが注目され
る。日本語の歴史の中での位置づけは，シダ同様あきら
かでない。
　東北地方北部や福島にみられる茶で示したトリガミ類
は，この地域での発生であろうか。福島に飛地らしきも
ののあることから，シダ類より古いもののようにもみえ
るが，その出現地がシダ類の中心であり，残存ではな
く，なにかこの表現の使用場面がシダ類と違っていて，
なにかの刺激によって顕現したもののように考えられ
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る。この付近で，トリガミとはどういう意味かと尋ねて　　地域での新しい現象と考えられる。ただし，
みれば，意味用法や，語の発生についてもうすこし手掛　　研究が望まれることは，いうまでもない。
りになる情…報を得られるかもしれない。
以下，紺の類について考える。　　　　　　　　　　　　206・うし（牛）
　プリガミ，ブリゲが西関東から中部地方東半にかけて
かなり多く分布する。首の両側にふりわけになっている
ことと関係があるのか，よくわからない。エリガミの類
と領域がほぼ重複する理由も不明である。
　クビ～類の中には，無回答に準ずる，その揚での説明
的な回答が含まれているかもしれない。カミ（～）類にも
同じよ弓な性質のものがあるかもしれない。
　琉球列島にみられるものは，みな相互に関係があろう
が，ここで特に注目すべき点は，本集215図の「とさか」
との関連である。符号の関係を考えず，語形のまとめか
たについても一貫していないので，地図だけをたよりに
する比較では不十分なので，以下原資料にあたって「と
さか」と「たてがみ」に同語形のあらわれる地点と，その
語形を示す。
　karrlgi　2151．11。
　ka1〕gi　1242．26，　1270．26，　214049，2141．71，　2150。06，
　　2151．20，2151．67（ただしこの地点「とさか」をkagam
　　ともいう）。
　ha1〕gi　1242．72。
　kaJld3i～k‘apd5i　1211．69，1221．47，124196，1250濃59，
　　1251．04，1260．78，1260．87，1261．01，1261．32，1261．70，
　　1261．80，　1270．29，　1271。20。
　kapd3u～k‘a皿d5u～kand考u～kandzu　1241．05（ただし
　　この地点「たてがみ」はt‘uik‘and5u－t‘uiは取る，
　　つかむの意），1251。73（ただしこの地点「たてがみ」
　　はku∫ikand5u一頭にかかるのはme：kand3u），
　　1251．98，　1261．160
　hand5u　1271．05（ただしこの地点「たてがみ」は観念
　　語）。
　hapJli　2067，52，2076．97（ただし両地点「とさか」は
　　kaPpi：）。
　kaJlil］　2076．98。
　kanne＝　2076．99。
　kanta：　2095．60。
　この地点の分布を概観すると，かなり広範囲ではある
が，215図「とさか」の図の解説で示したように，この地
域での「とさか」を示す古表現としてはカガミ類が考えら
れることから，「とさか」「たてがみ」の同一語化は，この
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さらに深い
　大部分がウシおよびベコ，またはそれらの変種であっ
て語種が少ない。そこで，音声の変種のうち，ウシのシ
にあたる部分が〔si〕のもの，シにあたる部分の母音に中
舌の〔1〕が見られるものや，ベコのコの子音が有声化し
ているものを引出した。なお，単にSIとして音声内容
を表示していないものは，内容の大部分が〔∫i〕である
が，そのほかに，〔∫工〕，〔∫〕，〔∫し〕なども含めてある。
半長の〔∫i・〕などもここに含めた。したがって，厳密な
意味での詳細な内容は，やはりr日本言語地図資料』をみ
なければならない。また，ウシ類には紺を与え，それ以
外の語形には茶を与えた。茶を与えた語形には，210図
「もうもう」（牛の鳴き声）の図に見られる諸語形との関連
を考慮せねばならないものが多い。また，本図は，207
図「おうし」・208図「めうし」。209図「こうし」の各図と
も相互に関連をもつ。
　本図では，〈併用処理〉は行なわなかった。
　ウシ類は，関東・新潟から琉球まで広く分布するほ
か，北海道・東北でも，多くは茶を与えた類との併用と
して現われる。なお，ウシ類と他の類とが併用の地域
では，能登や鹿児島のものも含めて，ウシ類の語形に
「新」，またはウシ類以外の語形に「古」の注記のある点が
非常に多かった。
　ウシ類の中で，usi〔Sl～SUI〕，　usi〔獄〕，　osi
〔si－s薗〕，　OSI〔∫望〕などのような中舌の〔i〕は，東北
各地から関東の北東にかけてのほか，北陸，出雲，琉球
の先島にややまとまりが見られる。USI〔usi〕は，北海
道南部，秋田から山形にかけて，富山・石川．のほか，
京都6553．47，鹿児島8360．39，8361．31，沖縄1156．89の
各地に点在し，OSI〔si〕は鳥取6413．76に，　USI〔si〕一
BOOは富山5547．96に見られる。
　USIIは琉球の0294。93，1242．00に，　UUSIは石川
5555．09，佐賀7239．24，五島7246．82，7266．34，熊本，
屋久島9312．42，奄美の各地に見られる。なお，UUSI
は〔u：∫i〕と〔u・∫i〕とをまとめたのである。
　OSI，　OSI〔si〕，　OSi〔si－s苗〕，　OSi〔∫i〕のような
語頭がオの語形は，島根（隠岐を含む）から鳥取にかけて
集中するほか，山形4628．61から新潟4638．43にかけて
，
分布する。「うま」の図のOMAと比較できる。
　UHIは五島に集中するほか，宮崎8313．88に見られ
る。また，UCIは与那国2072．20に，　HUSI〔S1〕は入
重山2076．25に，HUSIIは沖縄1231．88にそれぞれ見
られる。
　USIME，　USI〔si〕MEのようなメのつく語形は，入
丈に集中するほか，茨城574工66，5762．41，千葉5792．02，
滋賀6544．69，石川5566．95に分布し，これと関係のある
BEEG〔g〕OMEが茨城5732．73にある。なお，～メの
語形は各種の動物類の図に見られるので参照されたい。
　USIBOOからUSINBEEまでは，ウシと茶を与
えた各種の語形とが複合したと考えられる語形である
が，これらについては，茶を与えた語形についての説明
の中で述べる。
　茶を与えた語形の中ではBEKOまたはBEG〔9〕0
がもっとも多く，それらは北海道と東北に集中する。た
だし，それはこの地図に関するものであって，209図「こ
煙し」を見ると，西日本各地にBEKO，　BEEKOな
どが集中的に分布する。西日本の「こうし」を意味するベ
コと東北などの「うし」を意味するベコとの歴史的関係に
ついては，ここでは，次の3つの考えかたを示しておき
たい。
　1つは，中央では「こうし」の意味として生まれたべコ
が東北に伝播する際に「うし」の意味に変わったとする考
えかたである。この揚合，東北では，最初は「こうし」の
意味でベコを受け入れ，それに指小辞「こ」を加えてベ
コッコ（この種の語形は「こうし」の図で東北に広く分布
する）と呼んだが，次の段階で，そのべコッコのコを
「子」と意識した結果，「うし」を意味するベコが生まれた
のかと考えてみる。もっとも，東北で指小辞「こ」が分布す
る地域は，現在では東北北部が主である（151図「おかね」
におけるZYENKO，　ZYENIKOの語形に見られる
～K：0の分布などが参考になろう）から，東北の中でも
地域によってベコの成立に関する背景が異なることが考
えられ，種々の事情が錯綜する中で，現在の「うし」の図
に見られるような統一を生んだものと思われる。
　2つめは，中央で生まれたものは「うし」の意味でのべ
コであったが，後に，西日本ではべコのコを「子」と意識
した結果，ベコが「こうし」の意味に変化したとする考え
かたである。その揚合，中央日本で最初にベコが生まれ
たときのコは接尾辞（たとえば，「かけっこ」「あいこ一じ
ゃんけんのときの一」などの）であったと考えたいが，関
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西で接尾辞「こ」がどのような意味分野に現われるか不明
である（現在西日本のべコを用いる地域でベコのコを
「子」とは意識していない二合もかなりあるらしい）。こ
の考えかたに従えば，本図における，東北のべコや石川
に見られるベッコなどは，中央から伝播したものの残存
として説明できる。
　3つめは，古くは全国的にベエなどが「うし」または
「こうし」の称として分布しており，各地で独自にベエに
コ（それが「子」を意味するものであったかどうかは地域
により異なり，また，先に述べたように，同じ地域でも
時期的に変化することもありうる）を加えることによっ
て，ベエコ，ベコが生まれたとする考えかたである。こ
の考えかたに従えば，東北などのべコと西日本のべコと
は，かならずしも，かつて連続していたと考えなくとも
よいことになる。
　本図には，210図「もうもう」（牛の鳴き声）に見られる
各種の語形の一部が現われているから，牛の鳴き声（の
表現）と牛をあらわす表現とがつながりをもちうること
は確かである。「こうし」の図にも，同様のことが認めら
れる。もっとも，本図のBEEからMENMENまで
の牛の鳴き声そのものをあらわすと思われる語形につい
ては，多くの地点で「子」（幼児語）の注記がつけられてい
ることに注意しなければならない。この点については，
牛の鳴き声そのものをあらわすと思われる語形は古くは
「うし」または「こうし」をあらわす表現として広く用いら
れたが，それがあまりに擬声語的でありすぎるために一
般称としては好まれず，幼児語などの世界に沈下し，一
般称としては，コ，チーBE（E）C（C）1など一，ターBEBETA
など一などの接辞的要素を加えることによって安定した
語形となって広がったと考えることもできる。
　一方，「うし」または「こうし」をあらわす表現と牛の鳴
き声（をあらわす表現）との関連については，「うし」およ
び「こうし」の図の茶符号の類にはBE（E），　BO（0）を含
む語形が大部分を占めるのに対し，210図「もうもう」で
B～の語形が少ないのはなぜかという点が問題となる。
この点について判断する材料がないが，牛以外の動物
（たとえば山羊など）の鳴き声を全国的に調査してみれ
ば，何か手がかりが得られるかもしれない。
　また，210図でMEEを含む語形（MEE，　MEEE，
MEENなど）は西日本では主として「子牛の鳴き声」と
して分布するのに対し，東北では大部分が「牛の鳴き声」
一19一
　206
として分布している。この事実と，BE（E）を含む語形
が西日本では主として「こうし」の図に，東北では「うし」
の図に見られることとが対応しており，注目される。
「うし」と「こうし」との鳴き声（の表現）の区別と，「うし」
「こうし」をあらわす表現とが相互に関連することを示す
ものであろう。
　なお，ベコの語形は「小さい」の意味の「べっこい」など
とも関係があると思われるが，これについては209図
「こうし」および204図「こうま」の解説を参照されたい。
　以上，BEKO，　BEG〔9〕0を中心として述べたが，
そのほかのべコ的な語形としては，BEKK：0が石川の
3地点のほか，青森3702．81にみられ，BEEKO，8EE－
G〔9〕0が東北から茨城にかけてのBEKO，　BEG〔9〕一
〇の領域内に，BEG〔9〕OKOが岩手378424，4704．45
と秋田3770．62に，BEEG〔9〕OMEが茨城5732．73
に，それぞれ見られる。
　BAKKO，　BOKI（0，　DEKKOはすべて能登に集中
する。なお，BOK：KOは，鳴き声BOOの語形（210図
でも同地域に見られる）とも関係があろうか。BAKKO
はBEI（KOとBOKKOとの交渉によって生まれた
とも考えられるが，BAKKOは「おうし」「めうし」の図
にも見られる語形で，しかも，「おうし」の図では石川の
ほか隠岐にも分布するから，本図のBAKKOは他の地
域から伝播したもので，むしろBOKK：0がBEKKO
とBAKK：0との交渉による語形かもしれない。なお，
BAK：K：0については「おうし」の解説でも触れる。
DEKI（0は207図「おうし」でも同地域（地点はずれて
いる）に見られるものであるが，ζれについても「おう
し」の解説で述べる。
　8EEからMENMENまでは210図「もうもう」に
見られる語形およびその組み合わせによると認めた語形
である6以下に」一定の領域をもつものについては分布
地域を，それ以外の語形については地点番号を掲げてお
く。
　BEE　6520．03，6521．03，8316．20，　BEBO　5623．27，
8352．40，BEBOO　5613．48，　BEEBO　5623．85，　BENBO
3689。75，3699。25，BEEBOO　5632．28，5633．45，　BE－
BU（宮綺南部から鹿児島にかけて），　BO　4694。95，
5604．28，BOO（長野北部から佐渡にかけてのほか，群
馬5636．74，長野5684．26，愛知6548．02，6568．09，兵
庫6447．08，愛媛7404．12），NENBOO　5761．91，　BA－
ABA　6414．25，　MO　6524．01，　MOO（茨城，岐阜，静
岡，滋賀，兵庫，和歌山，島根，福岡の各地に点在），
MOOMO　5680。34，5791．68，6356．98，　MOOMOO
4654．52，4663．49，6448．61，6506．86，7659．31，MOO－
KO　6402．94，　NMOO　6494．08，　MON　6357．38，　MO－
ON（奈良，島根のほか，徳島7406．53），　MONMO
6410．77，MONMON　6357．38，　MEE　4689．62，　MEN
5635．48，MENMEN　4675．45。
　このうち，BO，　BOOおよび～BO，～BOOの語
形は新潟と愛知を結ぶ本州中央部に比較的多いが，これ
は，210図「もうもう」におけるBOO，　BOOBOOの分
布とある程度一致する。（～）BOOは〔bo：〕と〔bっ＝〕と
をまとめたものであるが，このうち〔（～）bっ：〕は新潟に
見られる。また，MOOMOOにも〔mつ＝mつ：〕4654・52が
含まれる。なお，〔～＝）＝〕の分布については210図の解説
を参照されたい。また，BO，　BOOは207図「おうし」
にも多く見られるが，これとの関連については207図の
解説で述べる。
　BEBO，　BEBOO，　BEEBO，　BEEBOOは長野
北部から新潟にかけて見られるほか，鹿児島にもBE－
BOがある。長野付近のものは，　BOOとBEE（210
図でその地域に分布する）との複合形であろう。鹿児島
のBEBOはBEBUの領域の端に位置する。この
BEBUもBEEとBOOとの複合によって生まれた
（九州では合音〔bo＝〕は〔bu：〕になりうる）のかもしれな
いが，210図をも含めて九州にBOOは見られず，ま
た，210図における（～）UUの語形は，九州では熊本
に1地点UUが見られるだけであるから，あるいは，
このBEBUは，他の地域のBEBO，　BEEBOOな
どとは性格が異なるものかもしれない。ただし，209図
「こうし」では，五島にBEEBOO，甑島にKOBO（0）
が見られる。なお，BEBUには「昔」「古」の注記のある
ものが4地点，「子」の注記が3地点，「希」「多」がそれぞ
れ1地点ずつあった。
　NENBOOは茨城の5761．91に見られるが，ウシネ
ンボオは群馬と茨城に立地点ずつ分布する。群馬では
USINENBO にMENが隣接し，また210図で
MEENが群馬にも分布するから，あるいは（ウシ）メ
ンボオから（ウシ）ネンボオが生まれたのかもしれない。
　NYUUは岐阜の6507．13に，　OSEは徳島の7406．53
に見られる。OSEには「成牛を言う」と注記があった
が，『全国方言辞典』で「おせ」の見出しで「成人。おとな。
肥後菊池郡（俗言考）・中国・四国・九州」とあるから，
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これと関係があろ5（「おせ」（大兄）は『広辞苑』にも「年長
者」の意として登録されている）。
207．おうし（牡牛）
　本図は，202図「おうま」，203図「めうま」，206図「う
し」，208図「めうし」，209図「こうし」，210図「もうも
う」（牛の鳴き声），さらに，136図「おとこ」などと関連
するところが大きいので相互に参照されたい。本図では
OUSIの語形に〈併用処理の原則〉を適用したが，「新」
「共∫希」「上」などの注記により本図から削除したOUSI
lま，　1859．84，　1942．03，　5617．85，　5644．74，　5657。73，
5687．32，5696．54，6507．72，6610．77，6641．97の計10
地点のものにすぎない。
　緑を与えた類および榿を与えた類，さらに紺を与えた
IKIGAAUSIからYAROOBEKOまでの語形につ
いての無類の分けかたの原則，凡例における見出しの位
置の決めかた，また，それらの語誌相互の歴史的関係に
ついては，202図「おうま」の解説で一括して述べたので
参照されたい。ここでは，赤を与えたKOTOI以下の
語形について述べる。
　赤を与えたコトイ類は，西日本の大部分の地域を占め
るほか，東日本各地に小領域をもつ。「ことひ」は上代か
ら文献にも現われる語形で，「篠」（『新撰字鏡』），「特牛」
などの字があてられている。三省堂『時代別国語大辞典・
　　　　　　　　　　ココダオヒ　　ココダモノオヒ上代編』には，「語源を許多負・許多物負などの縮約とす
　　　　　　　コト　　オヒる説もあるが，殊＝負の縮約とする説の方がまさってい
る」とある。r和名抄』に「特牛俗語云古止比頭大牛也」とあ
るように，「頭の大きい雄牛で，荷物運搬などに使わ
れるもの」を指していたようであり，本図にも，「角の大
きながっしりした恐ろしそうな牛」6476．92，「大きい恐
ろしいようなものだけにいう」6496．56，「頑固な牛」6577・
13，「おすウシのうち，大きな肩のいかった荷を引く牛
をいう」6580．66などの注記のあるものが，かなりあっ
た（逆に，「おすの牛をすべていう。特に力の強い牛とは
限らない」6553．99の注記もある）。
　分布からは，かつて東日本全域でコトイ類が用いられ
たようにも見えるが，それは，もちろん，各地方でこの
種の牛自体を飼育していたかどうかということと関係が
ある（この種の牛を飼育していなくとも，「牡牛」の一般
称としてコトイ類が伝播する場合もあろう）。
　コトイ類の中で比較的勢力の大きい語形については，
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KOTTOIが近畿の一部から中国・四国などにかけて，
K：OTE・KOTEEが主として東日本各地，　KOTTE・
KOTTEEが近畿，中国の東部から愛媛，さらに九州
にかけて，K：OCII・KOTII・K：OCI・KOTI。K：0－
CCII・KOTTII・KOCCI・K：OTTIなど～IIの語形
が大分から宮崎にかけてなどに，KlOCU・KlOCCU・
1（OCCUUなどが上記の～IIの領域内に，それぞれ分
布する。また，本土のKOに対応するとみられる，語
頭がKU・HUの語形が奄美・沖縄に集中し，語頭が
Gの語形は石川から福井・岐阜・長野などにかけて比
較的多く見られるほか，兵庫南部から四国東部にかけて，
熊本南部，鹿児島南部などにまとまった分布が見られる。
KOTTE・KOTTEEなど～E（E）の語形の領域は，
その広さからみて，OIが規則的にEEになる地域と必
ずしも対応しないものと思われる。24図「ほそい」にお
けるHOSE・HOSEEの分布を参考にすると，中国
東部から近畿北西にかけての地域では，HOSEとKO－
TTE，　HOSEEとKOTTEEの分布が一致する傾向
がみられるから，その地域でKOTTOIからKOTT－
EE・KOTTEが生まれ，　OIがEEにならない地域
では，そのうちのKOTTEの方が好まれて勢力を得た
のであろう。東日本各地のKOTE・KOTEEが分布す
る地域では，24図でその一部にHOSE・HOSEEが
見られる。
　KOCI・KOTI・KOCCII・KOTTIIなどには，
それぞれ，〔kot∫i〕・〔koti〕・〔kott∫i：〕・〔kotti：〕などの
ほかに，〔kotswi〕・〔kotwi〕・〔kottswi＝〕・〔kottwi＝〕な
どの内容のものを含めてある。これらの唇音化され
た　〔tswi〕，　〔twi〕は，　KOCCUI・KOTTUIなどの
〔～tsui〕，〔～tui〕とも近い関係にあると思われるが，九
州北東部でOIが規則的にUIになるかどうかは不明で
あり，むしろ，この〔～ui〕は，KOTTOIなどの〔～oi〕が，
一度〔～i＝〕になり，それが誤って〔～ui〕に回帰したもの
とも考えうる。能登の2地点に見られるDEKKOは
周囲に分布するGOTTEとの関連を考えて赤の類に含
めたが，206図「うし」を見ると，能登の先端にDEKKO
（206図では茶を与えてある）が見られ，その周囲に
BEKK：0が分布するから，本図のDEKK：0　はある
いは，BEKKOなどから生まれた語形で，　GOTTE
とは無関係かもしれない。なお，『全国方言辞典』に
「でっこ」の見出しで「①人形。石川県鳳至郡・香川県
手島。②でっち。丁稚。加賀（浬言増補）・岐阜県海津
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郡。③牡牛。石川県珠州郡」とあり，DEKKIOが後に
述べるDECCIとも関係があることを思わせる。
　次に，紺を与えた語形の5ち，BAK（K）0以下につ
いて述べよう。バッコは「うし」「おうし」「めうし」の各
月に現われるもので，本来はどのような意味であったか
はっきりしない。本図ではBAK（K）0は石川と隠岐に
見られるが，どちらの地域のものにも「大きい牡牛」「大
きいもの」という注記のあるものが多く，したがって，コ
トイ類と意味が近接することが注目される。「めうし」の
図におけるBAKKOには注記のあるものがないが，こ
れとの関係が考えられるBABE，　BABO（いずれも隠
岐）の注記に，やはり「大きい牝牛」あるいは，単に，「大」
とある。本図で隠岐にBAK：URAが見られるが，　r大
日本国語辞典』にrばくら5うま」（博労馬）の見出しで「博
労が飼育したる馬。疲労し易しといふ」とあるから，バッ
コはバクラとともに「ばくろう」の語となんらかの関係を
もつのかもしれない。ただし，「うま」「おうま」「めうま」
「こうま」のいずれの図にも，バクラ，バッコの語形が見
られない。
　CIUZIからTETEBEKOまでは，「父」にもとつ
くと思われる語形である。CIUZIは島根に，CICIUSI
以下は東北各地に分布するが，これらには「種牛」と注記
のあるものが多かった。なお，202図「おうま」でも東北
にCICIUMA，　CUCIMAが見られる。島根のCIU－
ZIは孤立しているが，これにも「父牛？」との注記が
あった。
　DECCI・DECCIUSIは岐阜北部に見られるが，
『全国方言辞典』によると，「でっち」は「男の子」の意味で
岐阜ほか西日本各地に分布しており，これとの関係が考
えられる。なお，136図「おとこ」にもDECCIIの語形
が岐阜北部に見られるので参照されたい。
　DOは宮城の4735．42に見られる。あるいは，滋賀の
6544．26に見られるDOKOTTEのDOと関係がある
かもしれない。DOKOTTEのDOは「ど阿呆」「どた
ま」（頭。101図参照）などの「ど」と同様，卑称の接頭辞
であろう。長崎（平戸島）の3地点に見られるGORO
は，それと併用で見られるK：OTTEGOROの後部分
が分離したものであろう。なお，「こうし」の図にも，
USIK：（K）OROおよびKOROの語形がある。
　HEETAMEは入丈にZOKKUMEと併用で現わ
れる。この地点の注記に，前者は「役牛」，後者は「闘牛
用」とあった。
　MEEOO（福井）は鳴き声にもとつく語形かと思われ
るが，「めうま」「めうし」の図でこの地域に隣接して見ら
れるMERO～，　MEERO～に多少とも関係があるか
もしれない。
　愛媛の3地点に見られるOMOZI，　OMOOZIは，
オモ＋ウジと思われる（なお，ウジの語形については「こ
うし」の解説で触れる）。この語形は「めうし」の図にも見
られるが，r全国方言辞典』に「おも」の見出しで「子牛を
ひいている親牛。山口県豊浦郡」とあるのが参考になる。
この語は上代の文献に見られる「母」を意味する「おも」と
も関係があるかもしれず，もしそうであればオモウシは
本来は「興言」の意味であったものが，一部の地域で「早
牛」または「牡牛」の意味に変化したことになる。さら
に，OMO～の近くに見られるKATOUSIは「めうし」
の図に，より多く見られるものであるが，もしK：AT－
OUSIが隣接するKOTTOI，　KOTTEと関係がある
とすれば，あるいは，この地域では，本来「お弓し」はカ
トウシ，「めうし」（または母牛）はオモウシであったもの
が，なんらかの事情で一部の地域で意味が逆になったも
のかもしれない。なお，『綜合日本民俗語彙』に「オモウシ」
の見出しで「愛媛県北宇和郡御着村で，牛を並べて使う揚
合，右の端に使う牛をオモウシという。中心となる牛の
意である。左端をカタとい5」とある。オモウシの語に
おけるオモ（母）とオモ（主）との関係が想像されると同時
に，この「カタ」とKATOUSIとの関係が考慮される。
　OTONABEKOは福島に，　SIBOは伊豆に見られ，
ZOK（K）U，　ZOKKUMEは入学に集中する。　SIBO
には「種牛」との注記があった。これはウシボのウが脱落
したものであろうか。あるいは「種牡」の字音と関係があ
ろうか。ZOK（K）U，　ZOI（K：UMEの由来は不明であ
る。「めうま」の図に見られるゾオヤクとは無関係であろ
う。なお，「闘牛用」と注記のあるものが見られること
は，すでに述べた。また，ZOKUは「こうし」の図にも
見られるものであり，その解説を参照されたい。
　KAKEUSIからUSINOTANABOまでは，「種
牛」であることを直：接的に表現している語形である。こ
のうち，KAKE～の語形は，三宅島に集中するほか，
静岡，東京，埼玉に見られる，KATEUSI（伊豆）の注
記にもrka七eruは交尾させるの意」とあった。福井にみ
られるTANAUSI，　USINOTANABOのタナはタ
ネの変種と考えて符号を与えた。KINKIRIからTA－
MATORIまでは「去勢牛」の称である。
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?　BOからBOOGYUUまでは，語頭にBO，　BOO
をもつ語形である。これらは，「おうま」の図に見られる
BO（～），　BOO（～）の語形と同じく，「牡」の字音と関
連するものが多いはずであるが，「おうま」の図よりも本
図の方がBO（～），　BOO（～）の分布する地点が多く，
また，本州中央付近にBO，　BOOが比較的多いという
点で，本図と「うし」および「もうもう」（牛の鳴き声）の図
とは分布傾向が類似する（ただし，新潟の5611・74を除
いて，「うし」を意味するBO，　BOOと「おうし」を意味
するBO，　BOOとが重なる地点はない）から，本図の
BO（～），　BOO（～）の中には，「うし」および「もうも
う」の図に見られるBO，　BOO　と関係をもつものもあ
ると思われる。ただし，鳴き声のBOOが牛をあらわ
す表現になったとすれば，その際に，それが「牛の総称」
「牡牛」のいずれの意味で先に用いられたかについては，
なお検討を要する。
　KATOUSIからGANZYOBEKOまでは，他の
図に多く見られる語形である。このうち，KATOUSI，
ONAMI，　ONNAMEは，「めうし」の図に現われ
る。KATOUSIについては先に述べた。　ONAMI（愛
媛7400．11），ONNAME（京都6500．88）は，それぞれの
地点で，「めうし」の図では，MENAMI　7400．11，　ME－
NNAME　6500．88であるから，これは，　ONAMIの0
を「牡」のオ，ONNAMEのONを「牡」のオンと解釈
して，新たにMENAMI，　MENNAMEを造語した
ことがわかる。GANZYO～の語形は「おうま」の図に
広く分布する。YUUGYUU（岐阜）は「雄牛」の音読に
よる語形かもしれない。
　USI，　BEKO，　BEEKOの各語形の性格，および，
それらと「無回答」との関連については202図「おうま」の
解説の末尾部分（UMA，　UNMA，　UMAMEの各語
形と「無回答」の性格について述べてある）を参照された
い。また，「調査していない」の性格についても，202図
の解説の冒頭に一括して述べた。
208・めうし（牝牛）
　本図は，202図「おうま」，203図「めうま」，206図「う
し」，207図「おうし」，209図「こうし」，210図「もうも
う」（牛の鳴き声），さらに，137図「おんな」，138図「お
んな」（卑称）などと関連するところが大きいので相互に
参照されたい。本図ではMEUSIの語形にく併用処理
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の原則〉を適用し，「新」「共」「希」などの注記のある計
11地点0840．33，　1942．03，　4672。19，　5617。85，　5696．68，
6507．72，6508．36，7237．67，7312．69，7357．31，750427の
MEUSIを削除した。
　凡例のMEからBINTAUSIまでの語形について
の，語類の分けかたの原則，凡例における見出しの順序，
それらの台南相互の歴史的関係については，202図「お
うま」の解説で一括して述べたので参照されたい。ここ
では，緑を与えた類のうち，他の馬・牛関係の緑の類に
は全く，あるいは例外的にしか現われない本図独特の語
形についてのみ触れる。
　MEOZIからMYOOZIUSIまでは，紀伊半島南部
と佐渡とに集中する。MYOOZIは隣接するMEUZI
のEUがYOOになって生まれた語形と考えられる。
MYOOZIUSIの語形の存在は，もはやMYOOZIの
末尾を「うし」とは意識していないことの現われであろ
う。なお，209図「こうし」に見られるKOUZI，1（00ZI
などの分布と比較されたい。～UZI，～OZIについて
は209図の解説で述べる。
　MEOUSI（福岡7351．09）は隣接するMEN’USI，
MEUSIなどの変化した形であろうか。
　METAは「めうま」の図にも見られるが，本図では，
特に九州西南に集中している。
　MEKKAIBEKOからMENKAまでは東北北東
部に集中する。これらは語頭のMEを「牝」「女」の
「め」と解して緑の類に含めたが，別の考えかたがあるか
もしれない。『全国方言辞典』を見ると，「めうし」以外の
意味の「めっか」「めっかい」が全国各地に分布しており，
参考になる。なお，220図「ひきがえる一その2」で東北
北西部にMOKK：E，　MOKKESI，　USIMOKKEな
どが分布しており，本図との関係が考慮される。
　MERAからMENABEKOまではMEROとの
関連が考えられる語形である。このMERA～，　ME－
NA～の語形は「めうま」の図よりも本図に主として見ら
れるものである。本図では，山形にはMENA～が，
九州南部には，おもにMERA～が分布する。137図
「おんな」では上のいずれの地域にもMERO，　MEROO
が見られないが，138図「おんな」（卑称）ではMERO，
MEROOが全国に散在するから，北陸の一部などを除
いてもっぱら卑称として全国に分布するメロオが，地域
的に，語形変化を伴いつつ「めうし」などめ意味にも用い
られるようになったものと思われる。
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　BIIからBINTAUSIまでは岐阜北部に集中する。
これらは「めうま」の図に見られる同類語形とともに，
138図「おんな」（卑称）でこの地域に分布するBIIなど
と関連するものである。なお，本図のBII，　BINTA
には，「卑称」の注記のほか，「牛に限らず一般にめすの
動物について言5」との注記が多かった。
　次に，赤を与えた各種の語形について述べよう。赤の
類はオナメを中心に，それとつながりがあると認めた語
形をまとめたものである。ただし赤の類は，榿を与えた
オンナ～，オナゴ～の類と関係があり，そのため両者は
符号の形を似せてある。また，MENNAME，　MEN－
AMI，　MIIUNANの3語形は，語頭部分に注目して
緑を与え，後部分について符号の形を与えて，赤の類の
中の，それぞれの関連語形の隣に配置した。なお，ME－
NNAME（京都6500．88），　MENAMI（愛媛7400．11）
についてはこれらがONNAME，　ONAMIから変化
して生じたものと考えられることを，「おうし」の解説で
述べたので参照されたい。MIIUNAN（琉球の宮古）は
隣接するUNANとMIIUSIとの混交形であろう。
　赤の類の中では，ONAME，　ONAMI，　UNAME，
UNAMI，　UNO，　UNOOが大部分を占めるが，べた
符号を与えた～MEの語形は，ぬき符号を与えた～MI
の語形をとりまく形で分布しているから，～MEは～
MIよりも古そ5である。
　ONAMEは137図「おんな」に見られるオナゴのオ
ナ（〈オミナ）とウマメ，ウシメのような動物の呼称やア
イツメなど人間の卑称に見られる接尾辞～メとが結合
したものではないかと思われるが，「うま」「うし」の図に
ついては，～メの語形が西日本にはほとんど見られない
点に問題がある。しかし，馬，牛以外の動物の呼称や人
間の卑称などの接尾辞としては，西日本でもメを用いる
ことがありえよ5。本集における種々の動物に関する地
図を参照されたい。もっとも，接尾辞としての～メの由
来は不明であり，あるいは，これと「牝」「女」を意味する
「め」との関係も考慮すべきかもしれない。その勘合，三
省堂r時代別国語大辞典・上代編』に，「妻妾」の意として
の「をむなめ」「をなめ」の古い用例が引かれていることが
参考になる。『全国方言辞典』によれば，東北に「めかけ」
の意でオナメが分布するが，これも上の文献例と関係が
あろう。202図「おうま」の解説で述べたこととも関連す
るが，古語「め」が衰弱する過程で卑称的な位置に沈下す
ることも考えられる。
　また，赤の類が入間の女をあらわす表現と接尾辞メと
の結合形であるとすれば，それが動物一般の牝を意味せ
ず，もつぼら「牝牛」の特称として用いられているのはな
ぜかという点が問題になるが，これは，「めうし」には，
たとえば「めうま」に見られるようなダウマ，ゾオヤクな．
どの特定称（オトコ～・オナゴ～，オス～・メス～……
などを一般称とした場合の）がないために，本来は一般
的性格をもつはずのオナメなどが「めうし」の特定称とし
ての性格を濃くしたのかもしれない。
　赤の類は西日本のほか東日本各地にも見られるが，こ
の分布から見て，東西の赤の類はかつては連続していた
ものと思われる。しかし，牛そのものの伝播経路が不明
であるので，はっきりしたことは言えない。東日本各地
のものはその領域の狭さから見て，各地に飛火的に輸入
された可能性もある。
　ONAMEとUNAMEの新古は分布からは判然
としないが，ONAMEのONAがオナゴなどのオ
ナと関係があるとすれば，ONAMEからUNAME
が生まれたことになろう。ONAMEとUNAMEは
各地で隣接しているから，それぞれの地域で独自にON－
AME＞UNAMEの変化が起こった可能性がある。
　中国西部のUNAMIは，その両側に分布するON－
AMIとUNAMEとの混交によって生まれたものか，
あるいは，UNAMIが先に生まれ，それとONAMEと
の混交によりONAMIが生まれたものか，のいずれか
であろう。また，九州北部のUNO，　UNOOは，　UNA－
ME，　UNAMIなどを母体にして生まれたものではな
いかと思われる。
　次に，紺を与えたBABE以下の語形について述べよ
う。
　BABEおよびBABOは隠岐に，　BAGOは広島北部
から島根にかけて，BAKKOは能登に，　BAMEは入
丈に，BASIは中国中央部にそれぞれ見られる。このう
ち，入場のBAME以外の語形は，本図および「うし」「お
うし」の図に見られるBAKKO，　BAK：0とBAの部分
について相互に関係するものであろう。なお，BABE，
BABO，　BAKKOの各語形については「おうし」の解説
も参照されたい。入丈のBAMEは伊豆大島のUBA
と関係がありそうである。8AMEのMEは動物の呼
称の接尾辞であろう（「5し」は弓丈ではUSIMEであ
る）。
　「乳牛」と考えられるCIUSI，　CICIUSIは近畿以東
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oに点在し，1｛00UHIT，　HOOHIは五島に，　KATO，
KATOUSI，　KATOOZIおよびOMOZIは四国西部
に，OYAUZIは広島に，　SANBEIは三重に，　YEE－
NANは与論に，　ZYOOは滋賀に，それぞれ見られる。
このうち，HOOUHIT，　HOORITのHOOは，ある
、・は「母」にもとつく語形で，H：WAHWA＞HWAWA
．（HAWA）＞HOOと変化したものかもしれない。　K：A－
TO～とOMOZIとの関係については「おうし」の解説
で述べたので参照されたい。YEENANは琉球各地に
分布する赤の類との関係も考えられる。ZYOOは，『全
国方言辞典1に登載されている「娘」「女児の自称」「女児
に呼びかける詞」「人妻」などの意の「じょ一」と関係があ
るかもしれない。
　1｛INからSINGYUUまでは「牝」の字音にもとつ
くと考えられる語形である。「めうま」の図における同類
の分布と比較されたい。
　NYUUGYUU（北海道0747．70），　YOOGYUU（岡
山），WAGYUU（岡山）は，それぞれ，「乳牛」「洋牛」
「和牛」であろう。6466．16のYOOGYUUに「乳牛を買
うようになってから言うようになった」との注記があっ
たが，外国から輸入した乳牛を「洋牛」と呼び，それに対
して在来種の乳牛を「和牛」と呼んだものと思われる。
　DAUSIからHINBAまでは，主として「めうま」の
図にかかわりをもつ語形が，なんらかの事情で本図に現
われたものである。次に，それぞれの地点における「め
うし」と「めうま」の語形を対照的に示す（括弧内が「めう
ま」）。
　DAUSI・DAKKOUSI4712．54（DAUMA），　DA－
　MA　7382．97（DAMA），　DAMAUSI　7332。97（DA－
　UMA），　HADABEKO　2795．01（DAUMA），　HA－
　ADA　3766．97（HAADA）・3768．50（DAUMA），
　ZYOYAI（U　3735．50（ZYOYAKU），正【INBA　376
　7．87（DAUMA）。
　上記のうち，3735．50，3766．97，7382．97では「めうま」
と「めうし」を区別していないことになる。ただし，「めう
ま」の解説で述べたように且ADA，　HAADAは必ずし
も「牝馬」の特称とは言えないようであるから，DAMA，
ZYOYAKU，1｛INBAなどの場合とはやや事情が異
なるかもしれない。HINBAは新語であるために，意味
をとり違えたものであろう。
　最後に，USI，　BEK：0，　BEKKO，　BEEKOの各
語形の性格，および，それらと「無回答」との関連につい
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ては，202図「おうま」の解説の末尾を参照されたい。「調
査してない」の性格についても，202図の解説の冒頭で
一括して述べた。
209．こうし（子牛）
　本図は，204図「こ5ま」，206図「うし」，210図「もう
もう」（牛の鳴き声）などと関連するところが大きいので
相互に参照されたい。とくに本図と204図「こうま」と
は，そこに見られる語形または語形に含まれる形態素に
共通するものが多いので，それらには同形の符号を与え
るようにつとめた。語々の分けかた，凡例における見出
し語形の順序についても，無心を一貫した原則で処理し
た。ただし，本図で茶を一与えた類の語形は，「こうま」の
図にはほとんど見られないものであるが，これは，「う
し」および「もうもう」（牛の鳴き声）の図に見られる同類
の語形との関連で符号を与えてある。
　地図左下に掲げた質問文と本図に登載した語形との関
係については「こうま」の解説を参照されたい。「牡の
子牛」「牝の子牛」の注記のある語形も，「こうま」の場合
と同じ原則で処理した。
　「子牛一般」の注記のある語形と「ことし生まれた子牛」
の注記のある語形とを併記してある地点で，「こうま」の
図の原則に準じて前者の語形を削除した地点は4733．91
（BEKOK：KOを削除），5659．42（KOUSIを削除）の2
地点だけである。
　また，本図ではKOUSIの語形に〈併用処理の原
則〉を適用したが，「新」「共」「上」「希」などの注記が
あるK：OUSIを削除した地点は，全国で計22地点あっ
た。
　紺を与えた語形のうち，コウシ類（凡例のKOUSIか
らHWAAHUSIまで）は大部分がK：OUSIである
が，そのほかの比較的勢力のある語形には，北海道から
東北にかけて分布するKOKKOUSI，関東およびその
周辺のUSIK（K）0，西日本各地のKOUZI，　KOOZI，
九州東部その他のUSINOKO，宮崎を中心とする
USINKO，鹿児島のUINOKOなどがある。また，
琉球には「こうし」の「こ」にあたる部分に各種の変種が
見られる。
　本図ではKOUZI，　KOOZIなど「うし」の「し」にあ
たる部分がZIの語形が広く分布するが，206図「うし」
では～ZIの語形が全く見られない（「おうし」および「め
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うし」の図には，ON’UZI，　OMOZI，　MEUZI，
MEN，　UZI，　MENTAUZI，　KATOOZI，　OYAUZI
などの語形に～ZIが見られるが，本図と較べて地点数
は少ない）。「うし」の図にUZIなど～ZIの語形が見
られないことから判断して，KOUZI，　KOOZIなどが
見られる地点では，その後部分を「うし」と意識する度合
いが弱いのではないかと思われる。したがってKOUZI
からさらにKOOZIへと変化しやすいのであろ5。な
お，「おうし」「めうし」「こうし」の各図を対照して～ZI
の語形の現われかたを詳細に検討すれば～ZIの成立な
どについてより精確な判断を得ることができよう。
　凡例のKODOMOUSIからINAUSIまでの語形
については，「こ5ま」の解説を参照されたい。ただし，
USINYA（N）KA　O294．66と0294．93，　AKAUSIGA－
MA　2150．06，　INAUSI　O248．00は，「こうま」の図と直
接は関連しない。USINYA（N）KAはUSINYAKA
とUSINYANKAをまとめたものであるが，　これら
は，AKAUSIGAMAとともに，「赤児」のアカと関
係があるかもしれない。INAUSIは「小牛」の意味であ
ろう。22図「ちいさい」におけるINA～の分布を参照
されたい。
　茶を与えたBEKOからMEMEKOZIまでは，牛
の鳴き声の呼称（210図参照）とのつながりが考えられ
る。BE，　BO，　MEなどを語構成の中心とする語形を
一つの類としてまとめたものである。したがって茶の類
はさらにいくつかの小町類に分けることも可能であり，
地図を一見してわかるように各種のグループが各地にそ
れぞれの領域をもって分布する。しかし，茶の類全体と
しても東西にそれぞれ大領域をもつことに注目したい。
　BEKOからKOKKOBEKOKOまではべコの類と
してまとめられる。このうち，BEKOは三重とその周
辺地域，兵庫から京都，徳島などにかけて，広島から島
根にかけてなどに専用地域をもち，BEEKOは京都，
山口，佐賀，その他，どちらかと言えばBEKOの外側
に分布する傾向が見られる。北海道や東北に分布するも
のにはBEKONOKO（北海道に多い），　BEK（K）OK一
（K）0，KOK：（K）OBEKO、　KO13EKOなどが比較的
多いが，これらは，206図「5し」と対照するとわかるよ
5に，「うし」を意味するBEKO，　BEG〔9〕0などに対
する「こうし」をあらわす表現である。なお，BEK（K）一
〇K（K）0の内容は大部分がBEKOKKOまたはBE－
KOKOであるが，そのほかにBEKKOKKOが含ま
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れる。KOK（K：）OBEKOの内容は大部分がK：OKKO－
BEKOであり，KOKOBEKOは比較的少ない。また，
206図では〔b叱Q〕〔bego〕を地域にかかわらずBEG〔g〕一
〇として特出したが，本図では，東北など語中語尾の
K 有声化する地域の〔～ko〕〔～go〕は茶以外の類をも
含めて，すべてKOと表示してあるので注意してほし
い。
　ベコの語形の由来および本図に見られるベコと206図
「うし」の図に見られるベコとの歴史的関係については
206図の解説で述べたので参照されたい。ただし，206
図の解説では，ベコの語形の由来について，主として牛
の鳴き声をあらわす表現との関連を述べたが，204図「こ
うま」の解説で述べたように，「小さい」の意味で，「べっ
こい」が滋賀，三重に，同じくrばっこい」「ばっこ（だ）」
が東北各地に分布するから，この事実と，「5し」または
「こうし」の呼称としてのべコとは相互に関係をもつもの
ではないかとも思われる。すなわち，少なくとも西日本
の「こうし」を意味するベコは「小さい」の意味の「べっこ
い」に由来するという見方も可能である。しかし，「べっ
こい」の由来そのものが不明であり，かりにベコが「べっ
こい」にもとつくとしても，それが単に「・小さいもの」の
表現にとどまらず，主として「こうし」の呼称として分布
すること（「こうま」の意味のBIKKO，　B耳KKO．との
関連については「こうま」の解説を参照されたい）や，ま
た，「こうし」の呼称として，BEを含む語形がベコの
語形に連続して西日本に広く分布することの背景には，
牛の鳴き声の呼称が少なからぬ影響を与えているものと
思われる。
　BE（E）BE（E），　BENBEなどのBEの反復形は
中国から九州北部にかけて分布する。これらは，BE（E）一
BENOKO，　BENBENOKO，．BE（E）BENKO，
BE（E）BEK（K）0，　BE（E）BE（E）GO　などと各地
で隣接しており，両者は歴史的に相互に密接な関係をも
つものと思われる。また，これらとBEKO，　BEEKO
などとの関連についても考慮しなければならない。
　BE（E）BE（E）の内容は大部分がBEBE　または
BEEBEEであるが，ほかに少数のBEBEE，　BEE－
BEが含まれる。8E（E）BENOKO，　BE（E）BEN－
KOの内容は大部分が，それぞれ，　BEBENOKO，　B－
EBENKOである。　BE（E）BEK（K）0の内容は大
部分がBEBEKOで，ほかにBEBEKKO，　BEEB－
EKq　8EEBEKKOが含まれ，　BE（E）BE（E）GO
？
?は大部分がBEBEGOであり，そのほかBEEBEEG－
0が含まれる。なお，BE（E）BE（E），　BE（E）BENK：一
〇などには「生まれて6カ月までの子牛」「生まれたばか
りの子牛」などの注記や，「対幼児語」との注記のあるも
のが見られた。また，BE（E）BE（E）には「子牛を呼
び寄せる時に使う」と注記のあるものがあった。これら
の注記から判断して，BE（E）BE（E）～の語形は子
牛（とくに生まれて間もない子牛）の鳴き声と密接な関係
があり，その擬声語的性格のため一部の地点では幼児語
的傾向をもつものと思われる。「子牛を呼び寄せる時に
使う」との注記のある語形は子牛をあらわす表現とはや
や性格が異なるとも考えられるが，その意味的な境界は
微妙であると思われるので一応採用しておいた。
　BEE，　BE（E）BE（E）などの変種と考えられる語
形のうち，やや変わった，孤立的なものとしては，HEB－
E，HEBENOKO，　EBOがいずれも愛媛北端に，
且EBENKOが，飛んで熊本8303．47に，　BEEYAN
が兵庫に，BIBIが鹿児島の長島8310．26に，　BEEK－
ANが福岡7320．95にそれぞれ見られる。
　なお，『全国方言辞典』によれば，「不潔」の意味の形容
詞「べべか」「べべしい」が長崎，五島，壱岐，大分に分布
するが，これと子牛の呼称の「べべ」とはなにか関係をも
つものであろうか。
　BEEBOO　7246．82，　BEBOKO　3689．75，　KOBE－
BO　5623．27のうち，3689．75と5623．27のものは，「う
し」の図でそれぞれの地点にBENBO，　BEBOが見ら
れることと対応する。7246．82（五島）のものは，「うし」
および「もうもう」の図でζの地域にBOを含む語形が
見られないという点で孤立しているが，本図では九州に
BOI　7347．55，7355．81，　KOBO（0）8229．96のようなBO
を含む語形が点在し，さらに，次に述べる九州南部に集
中するBEBU，　BEBUNKOもBEBOとのつなが
りが考えられるから，本図に分布する地点以外にも，～
BO的な語形が各地でより多く用いられている可能性も
ある。なお，7355．81のBOIには「呼ぶときに使う」と
の注記があった。また，BOIは愛媛のBOIBONOKO
7329。57ともつながりをもつものであろう。
　九州南部のBEBUNKOは「うし」の図における
BEBUにほぼ対応するものである。本図でBEBUの
地点8322．43，8363．51は「うし」の図ではUSIである。
なお，「うし」の図におけるBEBUについては，「うし」
の図の解説を参照されたい。
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　KOBO（0），　KONBO（0）は愛知から静岡にかけて
集中するほか，山梨，伊豆諸島，和歌山，その他の地域
に見られる。これらは「子のボ（オ）」と考えられるが，
「うし」の図でこの地域に（～）BO（0）の語形は少ない。
これは，あるいは，「うし」を意味する80（0）は幼児語
などの世界に沈下したためかもしれないが，接尾辞とし
てのボ（オ）は「うし」以外の語形にもつきう．る（たとえば
「アバレンボ（オ）」「ツクシンポ（オ）」など）から，それら
のボ（オ）との関係についても考慮しなければならない。
また，BO（0）の語形は，むしろ「おうし」の図に多いが，
「おうし」の意味のBO（0）と本図のKOBO（0），　K：0－
NBO（0）との関連については，本図に登載したそれら
の語形に「牡の子牛」と注記のあるものが含まれていない
から，KOBO（0），　KONBO（0）は「おうし」のBO（0）
よりも「うし」のBO（0）との結びつきの方が強いと判断
される（ただし，6697．59では別に総称があるため削除し
た語形の中に，「雄」と注記のあるコンボがあった）。な
お，6631．60では「子馬，子山羊，子豚も，それぞれ～の
コンボオと言う」と注記があったが，本図にUSI（NO）一
KONBOOが見られることや，「こうま」の図にKO－
BO，　KONBOO，　UMANOK：ONBOOが見られる
ことは，そのような事情の現われであろう。ただし，～
NOKOBO（0），～NOK：ONBO（0）の語形は非常に少
ないから KOBO（0），　K：ONBO（0）は，大部分の地
域で 主として子牛を指す語形と判断して良いのでは
ないかと思われる。
　BE（E）C（C）1からBEC（C）IKOまでは，広島から
島根にかけて集中するほか，福井にBE（E）C（C）YA
が見られる。BE（E）C（C）1の内容はBECIまたは
BECCIが大部分であるが，ほかにBEECIも含まれ
る。BE（E）C（C）YAは〔be＝t∫a〕5585．63と〔bett∫a〕
5595．05とをまとめたものである。この～CI，～CYA
は接尾辞的性格をもつものと思われるが，その由来や，
どんな語につきうるかという点などははっきりしない。
なお次に述べる～TAとの関連も考えられる。
　BERUNOKO　7415．01，　BEROKO　7405．85，　BER－
AKO　7359．78は四国に見られる。これらの前部分は「う
し」にあたると考えたいところであるが，「うし」「おう
し」「めうし」の図にBERU，　BERO，　BERAの語は見
られない。ただし，r全国方言辞典』によると，山口県大島
では乳児の意味で「べろ」を使うが，この「べろ」と「こう
し」のBER～とはなにかつながりがありそうである。
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　BEBETAは山口に，　Bli】NTA，　BENTANOKO
は島根・鳥取県境に，BETANKO　6415．78，　BEETA－
NGO　6415．83は鳥取に見られる。この～TAは「おう
ま」「おうし」「めうま」「めうし」の図に見られるONTA，
MENTAなどの～TAと同じ性格の接尾辞ではないか
と思われるが，この地域には上の各図を通じてONTA，
MENTAなどの～TAの語形は非常に少ない。ただし
109図「あご」を見ると島根・烏取県境にAGOTAが集
中し，107図rほほ」で同地域にHOTA，　HOOTAが見
られるから，この～TAは動物の呼称や人間の身体部分
をあらわす表現に現われやすいものかもしれない。～
CI，～CYAとの関連がありそうなことは，すでに述べ
た。
　BABEUSIは愛媛7420．91に，　BIYOは奄美の徳之
島0275．36，0276．50に，BYONKOは鹿児島8343．97に
見られる。BYONKOはビヨノコの変化形であろうが
BIYOの由来は不明である。島根のH：YOONOKOと
語形は似ているが分布が遠い。
　MOOIからMEMEKOZIまでは，　MOO，　MEE
など，牛の鳴き声をあらわす表現と密接な関係をもつと
見られる語形である。以下にそれぞれの語形が分布する
地点の番号を掲げておく。210図「もうもう」などと対照
されたい。MOOI　O228．96，　K：ONMOO7279．93，　ME
3711。98，6473。04，6463．73，MEME　6594．67，　MEEN
6440．25，MENME　7504．27，　MEEMYAA　1213．76，
MEIZI　7533．11，　MEENOKO　5462．57，5463．64，
6267．16，6277．62，MENKO　4588．98，4589．83，4653．
02，　6425．57，　6446．05，　7417．22，　7511．66，　　7513．01，
MENGO　6657．96，　MEEKO　7513．01，　MEK：OZI　751
3．15，7533．12，MEMEKOZI　7533．12。
　これらの語形には牝のメ・メンなどとつながりをもつ
ものが含まれる可能性があるが，上記のうち，「牝の子
牛」と注記のあったものは，7511．66のMENK：0だけで
あった。また，6440．25のMEENには「子」および「鳴
き声から」の意の注記があった。なお，紀伊半島南部に
はMEME，　MENME，　MEIZI，　MENKO，　ME－
EK：0，　MEKOZI，　MEMEKOZIのよ5なME～
の語形が集中するが，「めうし」の図を見ると，この地域
にMEUZI，　MEEUZI，　MEOZI，　MIYOZI，　M－
YOOZI，　MENKOなどが見られ，両図の関係につい
て興味ある現象がうかがわれる。なお，『全国方言辞典』
などによると，メメが小さいものをあらわす場合がある
ようであるが，以上示したものの中に，関連するものが
含まれているかもしれない。
　赤を与えたTO（0）ZAIからTOONENGOまで
は，本図よりも204図「こうま」に広く見られる語形であ
る。これらの語形については204図の解説を参照された
い。本図と204日置を比較すると，赤の類の領域の違い
は，東日本，とくに北海道で著しいようであり，これは，
それらの地域では赤の類の語形は「こうし」よりも「こう
ま」について使う傾向が強いことを意味していると考え
られる。
　次に，紺を与えたISSAI以下の語形（ただし，　BE－
KOを含む語形には茶を与えたものがある）について述
べよ弓。ISSAI　6552．88，7435．07，　ISSEE　6408．15，
KOTOSIK：KO　5628．23は，「こ弓ま」の図に同類の語
形が見られるので，その解説を参照されたい。ただし本
図と「こうま」の図とで分布が異なるが，これは，この種
の語形が各地で現われうることを示すものであろう。
　UMAREKK：0からMAEK：OBEKOまでは，いず
れも「生まれ」にもとつくと考えられる語形で，これらの
うちNMAREBEK：OKO以下は青森西部から秋田北
部にかけて分布するが，UMAREKK：0は群馬5635．48
に，UMAREGOは島根6430．26にそれぞれ見られる。
なお，「こうま」の図でも青森にMAREMAK（K）0が
見られるが，本図の方が語種も多く分布も広い。また，
群馬，島根に点在することから，この種の語形は，コウ
シの類やトオザイの類などとはややずれた意味内容をも
つ語として，より広い地域に潜在する可能性もある。
　CIBANARE　7423．80，　CICIBANARE　4666。99は
「乳離れ」であろう。CIBA　7326．41には「1歳半くらい
まで」との注記があったが，次に述べるマルハ，マルクチ
などに見られる注記との関連も考慮して符号を与えてお
いた。
　MARUHA　6552．88，　MARUKUCI　6398．42，6485．
46，7402．42には「乳歯の生えかわり終わる生後20ケ月く
らいまでを言う」など，これに類する注記があった。
　KO　4773．15，7418．07，　KOKKO　O896．22，0897．91，
3783．58，4659．01，6657．54，　KODOMO　5781．22は「こ
うま」の図にも見られる語形であり，その解説を参照さ
れたい。AKIANGO　6686．75もこれに準ずる。
　KOROは栃木を除く関東各県に散在し，それに隣接
してUSIK（K：）ORO，　TOOZEKKOROなど～KO－
ROが見られ，また，午下N輩OROが岐阜5588．81に，
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9KOCCUGORO，　UNAMEGOROが宮崎7386．55に
ある。なお，TANKORO，　K：OCCUGOROは「牡の
子牛」，UNAMEGOROは「牝の子牛」と注記のあった
ものを，』他に総称がないので採用したものである。～
KORO，～GORO，　KORO，　GOROの語形は「こう
ま」や「おうし」の図でも少数地点に見られるが，この種
の語形は本図における勢力が，地域的には関東一円で最
も強い。なお，『全国方言辞典』に「ころ」の見出しで「①
仔猪　奈良。②子牛　神奈川。③豚の子　千葉。④犬の
子茨城・千葉・神奈川・長野・岐阜・三重。奈良。」
（郡名は省略）とあり，この記述では「犬の子」としての分
布が最も平そうに見える。
　K：ODO　6505．58の由来は不明である。　KOROの変種
である可能性もあるが，むしろ，滋賀や静岡などに見ら
れるKOBOの変種とみた方が良いかもしれない。一
方，「おうし」の図で滋賀南部に見られるDOKOTTE
のDOとのつながりの有無も一応検討の対象としてあ
げておきたい（「お5ま」の図では，宮城にもDOの語形
がある）。
　SUMO（0）RO　5677．85，6639．79，　SUMOORU
5688．01には，「英語のsma11に由来するという説」と注
記のあるもの5688．01や，「できたばか．りの牛」と注記の
あるもの5677．85があった。なお，5688．01のSUMO－
ORUは「牡の子牛」とあるものを採用したものである。
　YOOYOOからYOKOまでは岡山に集中する。
HYOONOKO　6339．35，6339．37はYOOYOOの類
と語形が似ており，一方，これは「ひよこ」の意味の
ヒョーナ，ヒョーナッコ（『全国方言辞典』によれば，仙
台，神奈川，静岡，山梨，長野の各地に分布する）との関
係も疑われるが，地域的にかけ離れている点に問題があ
る（なお，「ひよこ」との関連では山口にHINAUSI
があることが参考になる）。H：00GO　6378．87，6397．24
も，あるいはHYOONOKOとつながりがあるものか
もしれない。
　DENGOは鳥取東部に，また，　KABEは島根西部
付近に，それぞれ専用領域をもつ。KABEは，あるい
はKOBE（E）などの変化形かもしれない。
　TONKO　5731．13，5741．30，　TONKOME　5731．13は
「こうま」の図にも見えるもので，あるいは赤の四一た
とえばTO（0）NEK（K）0など　　との関連も考えら
れるが，疑問もあるので紺を与えておいた。入丈のCY－
0（N）KOMEはTONKOMEと関連させて符号を与
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　ZIGO（USI）6582．48は孤立形であるが，これは付近
に分布するK：OUZI，　KOOZIとの関係も考えられる。
しかし，あるいはよそから購入した子牛に対して自分の
家で生まれた子牛を．「地の子牛」としてZIGO（USI）と
呼んだものかもしれない。
　TOK：U（GYUU）0840．33，0896．22，1863．48，4653．84，
6639．79，6730．33は子牛を意味する「積」の字音（漢音ト
ク・呉音ドク）にもとつくものと思われる。上記地点の
うち4653．84でTOKUまたはTOKUGYUUとあっ
たほかは，他の地点のものはすべてTOKUである。た
だし，0840．33の内容は〔tok鯛であって，これは次の
DOGUとも関連する。なお，　TOI（Uには「馬喰の影響
で使う」「商売で使う」と注記のあるものや，「牝の子牛」
とあるもの6639．79が含まれている。
　DOGU　5579．42は内容が〔do奪㎜～doη田〕であったも
ので，この〔瑚は有声化でありうるが，〔1〕〕も見られる
ので，この見出しとした。注記に「時により両方の発音
をする。積の音よみという」とあった。
　ZOI（ 　6643．72と「積」との関係の有無ははっきりし
ないが，これは「おうし」の図で入国に集中的に見られる
ZOK（K）Uとつながるものではないかと思われる。
　1（ TTOIからKATOZIまでは，「おうし」または
「めうし」の図に主に現われる語形（または，それにKO，
GOを加えたもの）である。事実，これらは「牡の子牛」「牝
の子牛」と注記があって他に総称がないために採用した
ものが多いのであるが，注記のない地点もかなりあっ
た。併用の地点では，注記のない場合でも，牡または牝
の子牛としての性格の強いものかもしれない。単用の場
合には子牛の総称といって良いものとも言えるが，分布
から見て，これらは子牛の総称について自信がないため，
隣接の意味分野のものを誤って答えた可能性もある。以
下にそれぞれの語形の分布する地点番号を掲げ，「牡の
子牛」「牝の子牛」と注記のある地点については地点番号
の後に（牡）または（牝）と記しておく。
　KlOTTOI　6480．41，6516。10，6535．90，7417．22，　K：一
〇TEE　3767．87，　KOTTE（USI）7351。68，　KOTEKO
2732．39，4720．17（牡），4760．64，4751．42（牡），KOTEKO－
KKO　4760．64（牡），　KOTTEKO　7511．66（牡），　KOT一
（T）E（E）GO　5472．34（牡），　6267．68，　6413．43（牡），
6413。76（牡），7218．58（牡），　7394．14，　KOC（C）IGO
7395。25，8324。26（牡），KOCINKO　8306。42（牡），　K：0一
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CCUGORO　7386．55（牡），1（ONDAI　6386。66，　GOTT－
ONOKOO　5518．20，　MEK（K）AKI（K：）04703．18，
4720．17（牝），　MESU　5588．81（牝），　MESUKIKO
5688ゆ1（牝）．ONANGO　5472．34（牝），6413．76（牝），
MERAGO　8324．26（牝），　MENAKO　4751．42（牝），
4760．64（牝），4762．04，BIINOK：04663．06，0NAM－
EGO　6487．66，7394．14，　0MAMIGO　6413．43（牝），
UNAMENKO　8306．42（牝），　UNAMEGO　7395．25，
UNAMEGORO　7386．55（牝），　KATOZI　7430．80。
　なお，1（ONDAIは「お5し」の図におけるコトイ類
との関係を考えて符号を与えたが，これは，あるいはコ
トイ類と直接は関係がないものかもしれない。これに関
してr平家物語巻入』に「木曾牛飼とはえいはで，『やれ子
牛こでい，やれこうしこでい』といひければ……」（『日本
古典文学大系35』141ページ）とあり，校注者の頭注に
「『こでい』は健児（こんでい）で諸官署で使われる下僕。
義仲が牛飼をr子牛健児』と勝手な名前をつけたものか。
延慶本では『牛小舎人』」とあることが参考になる。もし
牛飼を「こうしこでい」と言う方言があったとすれば，そ
の「こでい」がさらに子牛の意味に変化することはあり5
ると思われる。
　「その他」に含めた語形は次のとおりである。〔tSUIma〕
4598。33，デッチコ5569．36（牡），ビンタコ5569．36（牝），
〔komlna〕6698．20，〔gigago〕7504．11。このうち，デッチ
コは「お5し」の図におけるDECCIと，ビンタコは「め
うま∫めうし」の図や138図「おんな」（卑称）におけるB－
INTAとそれぞれ関連する。
　「無回答」および「調査していない」については，202図
「お5ま」の解説で一括して述べたので参照されたい。
210・もうもう（牛の鳴き声）
　牛の鳴き声一般，および子牛の鳴き声について質問し，
子牛の鳴き声に特別の言い表わし方が認められれば，そ
れを注記するという形で報告を求めたものである。した
がって，この項目は「牛の鳴き声一般」（以下，「牛の鳴
き声」と略称する）と「子牛の鳴き声」との2枚の図に
分けることも可能であるが，子牛の鳴き声に特称が認め
られない地点がかなり多かったので，両者を1枚の地
図にまとめて登載し，子牛の鳴き声に特称が認められる
地点のみそれを「子牛の鳴き声」（凡例B）として地図
上に表示することにした。したがって，牛の鳴き声と子
牛の鳴き声とが同一形式の地点や，牛の鳴き声のみを
カードに記載し，「子牛のは別にない」「子牛はNR」な
どと注記のある地点の語形は，それを「牛の鳴き声」（凡
例A）として地図上に登載してある。1地点に2つ以上
の語形が併記してあって，しかも，牛の鳴き声，子牛の
鳴き声に関する注記のない揚合も，「牛の鳴き声」（凡例
A）どうしの併用として地図上に登載した。なお，本図で
は数地点でMOO　MOO・MOONなどの語形について
「共」「新」「希」の注記があった程度なので，＜併用処理の
原則〉は適用しなかった。また，「未調査」の地点につい
ては202図の解説に一括して触れてあるので参照された
い。
　以上が本図作成の基本原則であるが，次に，具体的処
理にあたって問題となったケースの処理原則について述
べる。
　まず，牛の鳴き声として2つ以上の語形（たとえば
MOOとMEE）が併記してあり，それに加えて子牛の
鳴き声としてそのうちの一部の語形（たとえばMEE）が
記してある二合には，それらの語形のすべてを「牛の鳴
き声」（A）として扱った。このケースについては，上
記のMEEを「主として子牛の鳴き声について言う」と
解釈して「子牛の鳴き声」（B）として扱うという考え方
もあろう。しかし，本図作成にあたっては，「子牛の鳴
き声」（B）は，それぞれの地点で「子牛の鳴き声を表わ
す場合のみに用い，しかも牛の鳴き声一般や成牛の鳴き
声を表わす場合には用いない語形」に限定することにし
た。その理由は，この項目の質問形式が特殊（あいま
い？）だったため，上記のケースなどについて調査者の
扱いに差があると思われるからである。
　上記と類似のケースであるが，牡牛力勃語形，牝牛お
よび子牛がン語形の地点（3724。36，3736．03，6441．55，
7307．18，7359．78，8341．46）では，oσ・〃ともに「牛の
鳴き声」（A）として扱った。これは，忽語形が子牛の
鳴き声のほかに（牝の）成牛の鳴き声をも表わすから，
という理由による。しかし，上記の地点で牡牛がMOO，
MOO　MOO，　MOON，　MOON　MOON　のいずれ
か，牝牛および子牛がMEE，　MEE　MEE，MEEN，
MEEN　MEENのいずれかであって，牝牛および子
牛の鳴き声が牡牛の鳴き声と対立することが注目され，
このことは，牛の鳴き声一般をりσ語形，子牛の鳴き声
を〃語形と報告した地点でも，実は〃語形が子牛の鳴
き声のほかに牝牛の鳴き声を表わすのにも用いられる揚
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ρ合が多いかもしれないことを予想させる。しかし，質問
法・記入法の厳密さが欠けていた事情から，どうするこ
ともできない。
　次に，牛の鳴き声と子牛の鳴き声との区別ではなく，
それ以外の区別として2つ以上の語形を報告した地点が
若干あった。それらはすべて「牛の鳴き声」（A）の併用と
して扱った。それらの大部分は，牡牛の鳴き声と牝牛の
鳴き声とを区別するもので，具体的には次の地点であ
る。3725．72，3736．58，8334．63（以上の地点は，随一
MOO　MOO・第一MEE　MEE），3726．25（牡一〇〇
〇〇・牝一網A冠A冠A），6369．32（牡一MOON・牝一
MEEN），6487．43（牡一MOO　MOO・牝一UOO
UOO）（この地点は他に子牛の鳴き声．としてMEE
MEEがある），7374．15（牡一MOOO・牝一MEEN）。
以上にみられるように，多くの地点では牡牛の鳴き声が
モオ～型，牝牛の鳴き声が畳叩～型であって，この対立
が各地にみられる「牛の鳴き声」と「子牛の鳴き声」との対
立や，先に述べた牡牛の鳴き声と牝牛・子牛の鳴き声と
の対立の揚合と同様の語形を採っていることが注目され
る。このほか4713．02では腹のへった時がNMOO，発
情した時がMEE，さらに，4598．33では牛の鳴き声
がMEEN，若い牛の場合はMOONとあったが，い
ずれも「牛の鳴き声」（A）の併用として処理した（4598．33
の「若い牛」は「子牛」と認めなかった）。
　以上にあげた例のほかにも処理にあたって問題が生じ
たケースがいくつかあったが，それらの具体的な内容は
r日本言語地図資料』についてみられたい。
　なお，3740．33および6686．75の地点では無回答と
「子牛の鳴き声」（B）との併用となっているが，これらは
牛の鳴き声については無回答とあり，子牛の鳴き声につ
いてのみ語形が記載されていたものである（子牛の鳴き
声のみが無回答の揚合はそれを地図上に登載していない
ことは，すでに述べた）。
　次に，本図における符号の与え方の原則について述べ
よう。まず，色については，モオ類（凡例のMOMO
から　MYOOO　まで），ボオ類　（BOO　から　BEE
BOOまで），オオ類（00から0000Nまで）のよ
うに，母音部分に0を含んでいる語形には空を，メエ類
（MEから1NMEENまで），ベエ類（BEEから
BOBEE　BOBEEまで）のように母音部分にEを含ん
でいる語形には赤を，そのほかの語形には紺を与えた。
ただし，BEEBOOやBOBEE　BOBEEなどのよ
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うに0とEの両方を含んでいる語形には，後部分の母
音によって色を与え，また，OWAおよび窟A査A査A
はそれぞれ空の類，赤の類から除外した。符号の形につい
ては，凡例のBOOからBOBEE　BOBEEまでのよ
うに子音Bを含む語形には線符号を，また，凡例の00
以下のように内部に子音MやBを含まぬ語形には分銅
型・つりがね型などの符号を与えて，それら以外の，内
部に子音Mを含む語形（凡例のMOMOからMYAN
まで）と区別した。
　さらに，「牛の鳴き声」（A）と「子牛の鳴き声」（B）との
区別については，面符号の場合はAにぬき符号，Bに
べた符号を，線符号の揚合はAに直線的符号，Bにか
ぎ形符号を与えることによって両者を区別した。した
がって，べた符号とかぎ形符号を追うことによって「子
牛の鳴き声」（B）の分布を知ることができる。
　次に，主な見出し語形の内容について説明しよう。
　MOO，　MOOO，　MOOON，　MEE，　MEEEなど
のように母音の連続を含む見出し語形の内容には，それ
ぞれ〔mO＝〕〔moH〕〔mo＝：N〕〔me＝〕〔me：：〕などのほかに，
〔mO’〕〔mO：▼〕〔mo：▼N〕〔nユe7〕〔me：’〕のような半長音をも
つものも含めた。MOO，　MOON，　NMOO，　NMOON，
BOOなどの00の部分には，内容が〔＝》：〕のもの（新潟・
宮崎に多い）を，また，MEE，　MEEN，　BEEなどの
EEの部分には，内容が〔曾：〕や〔ε二〕，〔紀：〕のものを含め
た。なお，MII　MII（6513．51）の内容は〔mhni＝〕である。
また，MOOOには〔mo：u〕（7659．31），〔mo瓢〕（6630・43）
を，MOOには，〔mo：？〕（6539．12）を含めた。
　MOσ，　MOOδ，　ME言，　MII了など，末尾母音の鼻音
化を見出しに表出したものには，〔mOI〕，〔mo：1〕〔me三〕
〔mi：1〕などのほか，　MOOには〔mo～〕，　MOOOには
〔mo：～〕，　MEE恋には〔me：～〕のような，末尾母音の次
に鼻音化が記されているものを含めた。なおMEGA
（4619．23）の内容は〔meη旬である。　M◎0，0δδ0，
（3702．81）のような，語中の母音の鼻音化を表出した
ものの内容は，それぞれ，〔mδ：〕，〔o鰍〕であり，　ま
た，MOδN（6568．09），　MOOδN（6559．22），　MEEEN
（8373．43）の内容は，それぞれ，〔moサN〕，〔lno々N〕・
〔me＝～η〕である。◎0，δ000N（4676．39），UU，亡MOO
など，語頭の母音の鼻音化を表出したものの内容は，そ
れぞれ，〔δ11，〔6：：＝N］，〔飼，〔Umo：〕であり，　UI
（3649．58），UUN（4685．88）の内容は，それぞれ〔面〕，
〔薇＝N〕である。
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　MOON，　UMOON，　MEN（3750．28），　MEEN，　ON
（4648．42）など末尾音節をNと表出したもののN部分の
内容は〔m〕（7332。52），〔ll〕〔1〕〕〔N〕などのほか，〔mom：〕
〔Umo：111〕〔m毘n：〕〔ON：〕のような，末尾鼻音が長音のも
のを含めた。ただし，〔m：1no＝〕〔m：＝mOl〕〔m：1110111〕〔m：一
bo：〕〔m：po：〕や〔m：〕「ml：〕〔N＝N：〕のように，語頭の鼻音
が長音のものや，語形全体が長い鼻音のものは，それぞ
れ，NNMOO，　NNNMOO，NNMOON，　NNBOO，
NNPOO，やNN，　NNN，　NN　NNのよ5に，そ
れを見出しに表出した。
　〔？mmOl〕〔？mmu：【〕〔？me＝〕〔？mbo＝〕〔？mbu：〕などのよ
うに声門閉鎖音に先立たれる語形は，それらを分出せ
ずそれぞれ，NMOO，　NMUUU，　MEE，　NBOO，
NBUUに含めた。なお，これら声門閉鎖音に先立たれ
る語形は五島の〔？mel〕（7246．82）以外1ますべて沖縄本島
以南の琉球諸島に見られる。
　そのほか，00は〔o【〕と〔wOl〕を，　UUは〔u：〕と〔WUI〕
をまとめたものであり，〔woNwoN〕（8344．71）の見出し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　はON　ONとした。同様の観点からモウオ（6517．65）は
MOOに，〔mvo：N〕（6575．40）はMOONに含めた。た
だし，ウオーウオーおよびウオーウォーはUOO　UOO
として分出したが，これらも，あるいは〔WO：WO：〕的な
ものであるかもしれない。1iA寛A窟A（3726．25）の内容
は，エンア　エンア　エンアであり，「ヱは鼻に抜く」と
の注記があったので，この見出しとした。
　この項目では「牛（および子牛）の鳴き声をどう言い表
わすか」すなわち，牛・子牛の鳴き声を表現する言語形
式を求めているのであるが，地点によっては，鳴き声そ
のものを，もの真似的に発声してみせた場合があるかも
しれず，実際にはこの区別はあいまいの場合が多いと考
えられ，穂A庖A査Aは，あるいは，もの真似そのも
のめ例と言えるかもしれない。
　さて，全国を大観すると，最も目立つ地域差は，空の
モオ類・ボオ類・オオ類一以下，（～）00類と称する一
と，赤のメエ類。ベエ類一以下，（～）EE類と称する一
との対立である。すなわち空の（～）00類は，ほぼ全国
に分布しているが，宮城・山形以北の東北や山梨などで
は希薄であり，それに対して赤の（～）EE類は，上記の
地域と，主として琉球を除く近畿以西の西日本に見られ
る。ただし，東北各地や山梨の（～）EE類は主として
「牛の鳴き声」（A）として分布しているのに対し，西日本
のそれは，大部分が「子牛の鳴き声」（B）である。すなわ
ち，東日本では「牛の鳴き声」（A）と「子牛の鳴き声」（B）
とを区別しない地点が大部分であるのに対し，琉球など
を除く西日本各地では両者を区別する地点が多い。
　（～）00類と（～）EE類との新古はどうであろうか。
本図において，言語地理学的解釈の一般原則が適用でき
るとすれば，（～）00類は中心地である京阪や江戸を含
む地域に広がり，（～）EE類は国の両端や辺地に分布す
る傾向が認められることから，（～）EE類が古く，（～）
00類が新しいという解釈が成り立つ。ただし本図から
「子牛の鳴き声」（B）として分布する語形を排除し，「牛の
鳴き声」（A）のみについてみれば，西日本の（～）耳E類
の大部分ほ消去されるわけであるから，（～）EE類が必
ずしも周圏分布をなしているわけではないが，この点に
ついては，古くは「牛の鳴き声」（A）が全図的に（～）EE
類であったところに新たに（～）00類が広がった結果，
西日本各地では（～）EE類が「子牛の鳴き声」（B）の位置
に移動したという推定が可能である。この推定は，古く
は「牛の鳴き声」と「子牛の鳴き声」とを区別していなかっ
たという考え方に立っているが，岩手北東部や伊豆諸島
などには西日本各地と同様に両者を区別する地点が集中
的にみられ，このことは両者を区別する体系の方が古い
ことを意味するのではないかという疑問を起こさせる。
もしそうであるとすれば，古くは全国的に「牛の鳴き声」
は（～）00類，「子牛の鳴き声」｛ま（～）EE類であったも
のが，何等かの事情で両者の区別を失い，関東・中部な
どでは両者とも（～）00類に，山梨・宮城・山形・秋田
などの多くの地点では両者とも（～）EE類になったので
あろうか。しかしながら，後者の推定については，両者
の区別が失われるための理由づけが困難であり，現段階
では前者の推定の方が蓋然性が高そうに思われる。な
お，本図の解釈をより真実に近づげるためには，他の動
物（羊・山羊など）の鳴き声との関連についても考究する
必要があろ弓。
　また，本図は擬声語の分布図であるという点に特色が
あり，この工合に，言語地理学的解釈の一般原則が適用
できるか否かも問題になろう。意味と形式との結合が恣
意的であり，それにもかかわらず一定の地理的分布が認
められるところに“解釈”の根拠があるとすれば，擬声語
にあっては，その対象の固有の音（声）をいわば模倣する
わけであり，形式選択の恣意性について，かなりの程度
に制約を受けるであろうと思われる。したがって，同一
形式が相互に離れて分布している揚合に，両者がそれぞ
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れの地域で独自に生まれた可能性が他に比して圧倒的に
強いことに注意しなければならない。
　次に（～）00類・（～）EEi類の中で，比較的まとまっ
た分布を示す語物についてその分布地域の概略を記して
おこう。まず，MOON，　MOON　MOON，　MEEN，
MEEN　MEENなど語末がNの語形が千葉南部，静
岡，奈良，中国西部から四国北部や九州北部にかけてな
どの地域に集中している。また，NMOO，　NMOO
NMOO，　NMOON，　NMEE，　NMEE　NMEE，
NMEEN，　NMEEN　NMEENなど語頭がNの語
形が，四国の東寄りの地域や福岡北部などにかなりまと
まって分布している。さらに，語頭がBの語形では，
BOO，　BOO　BOO，　BEEなどが新潟西部から長野北
部にかけて，BEEN，　BEEN　BEENなどが山梨に
ややまとまった分布を見せているほか，東北各地や九州
の一部などにも点々とみられ，NBOO，　NBUUなど
のNB～の語形が入重山に集中している。
　（～）00類・（～）EE類以外の語形については，
MUU，　MUU　MUU，　NMUU，　NMUU　NMUU，
NBUU，　NBUU　NBUUなどの母音がUのものが琉
球各地，特に，奄美と宮古に集中している。これらは，
本土のMOO，　NMOOなどに音韻的に対応するものと
考えられ，擬声語の場合にも，それぞれの地域の音韻上
の特色を反映していることが注目される。ただし，沖縄
本島では，大部分がMOO，　NMOOなどの（～）00類
であり，奄美の（～）UU類と対立した分布を示してい
る。これは，牛が伝来した時期の相違によるものかもし
れない（質問番号218では，それぞれの土地における牛の
飼育の有無について質問することになっているが，その
結果によると，奄美ではすべての地点で「飼育」とあるの
に対し，沖縄本島ではこの点に関する報告が少なく，報
告のある地点では飼育数が少ないという地点が多かっ
た）が，先に述べたように〔m。：〕など開音〔っ：〕のものが
開合の区別の認められる新潟と宮崎に集中的に見られる
ところがら，沖縄本島などの（～）00類は，これらの
開音の系統を引くという推測も可能である。ただし九州
の開合の区別は，一般に〔α〕と〔u二〕との対立であると言
われているから，宮崎の〔。：〕の性格については，なお検
討を要する。宮古および入重山には（～）00類と（～）
UU類との両方があり，そのほか琉球のみに分布する語
形としては，MAA，　MAA　MAAが奄美と入重山に
見られる。母音がUのものは本土にもMUU（3760．33），
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BUU　BUU（5566．95）のほか，　UU，鳶U，　UU　UU，
鳶U亡U，UUU，UUN，　UUN，　UIの語形が各地に分
布し，特に石川・富山両県にはUU，鳶U，　UU　UUが
集中する。
　なお，本図と206図「うし」との関係については，206図
の解説で触れた。
211・　もぐら（土竜・鼠屡鼠）
　この図を見る揚合，おおまかに言ってつぎの2つの観
点が考えられる。ひとつは語頭に注目して，モグラ，モ
グラモチ，ムクロ等のような，語頭にMを持つ類である
か，オゴロ，オゴロモチ等のような語頭に母音が立つ類
であるかという観点である。もうひとつの観点は，モグ
ラ，ムクロに対するモグラモチ，ムクロモチ，オゴロ，．．
ウグロに対するオゴロモチ，ウグロモチのように，語末
にMOCIを持つかどうかという観点である。このよ5
な観点からこの図を見ると，MOCIを持たない類と，
MOCIを持つ類との分布はあまりはっきした対立を示
さない。とくに，国の中央部では複雑に入り組んでいて，
あまりはっきりとした分布は見せていない。これに対し
て，語頭がMか母音かという別は明らかな対立を見せて
いる。したがってこの図では，語頭のMの有無に重点を
おき，MOCIの有無は＝二次的なものと考えそれぞれの
色を一与えた。
　なお，各類を通じての語形内部の音声的な特徴を，符
号の形で示した。例えば，第1音節がMUあるいはU
となるものには三角形の符号を与え，あるいは，第2音
節の子音にはおもにGとK：との2つが見られるが，K
となるものには，シッポ付きの符号を与え，さらに，第
3音節がRAとなるものには，ぬき符号を与え，　ROと
なるものはべた符号で示した，などであろ。なお，語末の
MOCIにはさまざまな音声変種が認められたが，ここで
はすべてMOCIで示した。
　茶で示したもののうち，MOGURAからMORAU
までは，語頭がMで，語末にMOCIを持たない類であ
る。MOK：URAMEからMOKURONEZUMIまで
と，HOGURIPEからCUCIMOGURIまでも，上の
基準に準ずるものとしてこの類に含めた。これらの類
は，大きく分けて3地域に分布を持つ。大まかに言えば，
関東を中心としたMOGURAなど，九州西半に分布す
るMOGURA，　MOKURAなど，中国東半，近畿北辺，
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北陸，新潟にほぼ連続した分布を見せるMOKURO，
MONGORO，　MUKUROなどである。
　標準語の「もぐら」は，これらのうちの関東のモグラの
分布を背景として生まれたものであろう。九州西半のモ
グラは，分布の広さ，密度から考えて，標準語の「もぐ
ら」が最近になって侵入し広がったものとは考えにく
い。かなり古くからこの地域にあったものであろう。し
たがって，両地域のモグラはかなり古いものの残存であ
り，かつては両方のモグラの分布は連続していたと考え
られる。
　中国東半，近畿北部，北陸に分布する茶の類の内容は
MOK：URO，　MUKUROが中心となっている。　MO－
K：UROは山陰，隠岐，．北陸にかなり分布が見られるほ
か，岡山南部，近畿北部にも点々と見られ，佐渡の北端
を北限としている。MUKUROは，岡山東部から近畿
北部にかけての地域と，佐渡に分布する。なお，榿で示
したMOCIを持つ類の中にも，　MOKURO，　MUK－
UROという形を持つものがあり，茶のMOKURO，
MUKUROの分布と入り混って分布する点に注目する
必要がある。これら，モクロ，ムクロの分布領域は，東
日本と九州に広く分布するモグラ，モグラモチの内側に
あることから，モグラよりは新しい広がりのものである
と言5ことができよう。ただし，福島，千葉にあるムグ
ロ，モグロについてはなお疑問が残る。福島のものは新
潟のものと連続するのか，千葉のものは海路西からもた
らされたものか，あるいは，モグラに圧倒された結果の
残存か，決めがたいところである。
　凡例で，MOMORAからMORAまでは語形の上
に類似が認められる。第2音節にMが現われる点，あ
るいはそれから派生して，Mが消えて，単なる鼻母音
となっている点である。これらの特徴を持つものは，茶
で示したものの中には少なく，東北地方に数地点と，長
野・山梨に数地点見られるだけであるが，むしろ榿で示
したものの中に，MOMORAMOCI，　MONMORA－
MOCIとして東北地方に広い分布を示している。また，
緑，あるいは草で示したものの中にも，　OMORA，
OMORAMOCIなどが見られ，岐阜・長野南部に分布
が見られる。
　澄で示したものは，語頭がMで，語末にMOCIを
持つ類を中心としている。　さらに，　MOKKURAM－
USSIからMOGURAOZIまでは，上に準ずるもの
と考えて榿を与えた。榿の類は北陸から東北地方にかけ
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て広い領域を占めるほか，千葉から愛知にかけての海岸
部，近畿北部，山口，鹿児島西半などに多少まとまっ
た分布が見られる。その他の地方にも点々と見られる。
その主なる語形はMOGURAMOCIである。近畿北
部から北陸にかけては，MOKURAMOCI，　MOKU－
ROMOCI，　MUKUROMOCIなどが分布する。上
でもふれたよ5に，これら榿で示した類の語形は，
MOCI部分を除けば，茶の類の語形と同じものが少な
くなく，分布も錯綜している点が注目される。
　緑で示したものは，語頭が母音で語末にMOCIを持
たない類である。これに対して，語末にMOCIを持つ類
を草で示した。これら2類の分布は，さきの茶，榿の分布
よりさらに入り交り，互の関係が密なので，分布の説明そ
の他を合わせて行なうことにする。これらの類は，岐阜・
長野南部・静岡西部から，近畿北部と中国東半とを除く山
口・九州東半までの地域に連続した分布領域を持つ。茶
と澄で示した語頭にMを持つ類の分布を分断する形で
広がっていることから，母音で始まる類の方ボ語頭にM．
を持つ類よりは歴史的には新しい広がりであると言えよ
う。これらの弓ち，おもなものの分布を凡例の順にみる
と，まず，OGURA（MOCI）は，岐阜・愛知と九州東
半とに比較的多く分布している。この類の中では古いも
のであろう。OGORO（MOCI），　ONGORO（MOCI）
は近畿を中心に四国全土に広く分布することから，これ
らの諸語形のうち最新の語形のように考えられる。UG－
URO（MOCI）は分布が分かれる。まず，三重に見られ
る10数地点，次に広島を中心とする広い分布，さらに，
徳島，高知の数地点である。上のオゴロの外側にあり，
オゴロより少し古い時代に広がったものと言えよう。
IGURA（MOCI），　INGORO（MOCI）等，語頭の母音
が，1ないしYU，　Eのものを一類として共通する符号
を．与えた。緑，草類の分布の東端である静岡西部，愛知，
三重にひとつの広がりを持ち，一方，本州西端の山口，
島根西部にひとつの広がりを持つ。この分布からは，上
のオグラとならんで，これらの語頭に母音を持つ類の中
では，最も古いもののひとつであると言うことができ
る。ただし，オグラなどの語頭の0あるいはUが，1
へ変わり，イグラが生じることは，それぞれの地域で独
自におこりうる。この可能性も全く否定することはでき
ない。
　紺で示したものにはいろいろなものが含まれるが，全
国的な解釈にかかわるものは見られない。青森に見られ
?
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るジネには「種類がちがう」という注のあるものも見ら
れる。琉球，三宅を除く伊豆七島，瀬戸内海などには無
回答が多い。これらの地域には「もぐら」は棲息していな
いのであろうか。
　以上，分布のあらましと，分布から考えられるそれぞ
れの歴史的な関係を，大まかに述べてきたが，なお，問
題として残るのが，近畿を中心とした，茶・澄類と緑・
草類との分布の解釈である。図全体から見れば，母音で
始まる類の分布は連続していて，語頭にMを持つ類の分
布の内側にあり，M類よりは新しいとい5ことが言える
が，近畿を中心とした分布だけを見ると，なお，どちら
とも決めがたいところがある。しかし，京都・大阪など
が，緑類の領域内であることから，一応緑が新しいとい
う立場をとっておく。
　中央語の文献による「もぐら」に関する語史の研究
には，前田富祓「モグラの語史」上・中（「日本文学ノー
ト」4号，昭和44年2月，同5号，昭和45年3月）があ
る。これによると，「……すでに10世紀には，ムグロモ
チ，ウゴロモチのふたつが対立していた」（上2ページ）
とい5。これらを地図上でみると，ムグロモチは近畿北
部に4地点，ウゴロモチは奈良南部に1地点それぞれみ
られるだけである。すなわち，文献でたどれる最古の
ものが，近畿周辺にしか見られないということになる。
上でいらムグロモチは「牟久井持」と記されたものであ
る。これをムクロモチと清音で読むと分布領域は広がる
が，なお，かなり狭い範囲内の地域であることには変わ
りない。このほか，前田の論文には，時代を追っていく
つかの語形が挙げられているが，問題とされている語形
のほとんどが，この図では，近畿周辺に分布するものに
限られる。とくに，この図で最も古いと考えられるモグ
ラ，あるいはモグラモチは，近世になって，それもかな
り遅く，ようやく現われるとい5ことは注目していい。
文献に現われる諸表現が，日本語全体の流れの中でごく
限られた一部しか示さないのではないかという疑問が生
ずるが，これ以上のことについては，前田氏などのさら
に詳しい調査を待つほかない。ただし，これまで見たか
ぎり，すくなくとも，この図においては，文献による語
史の研究と言語地理学による語史の研究とが，うまくか
み合っていないと言わざるを得ない。
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　「ふくろう」と「みみずく」とは同じふくろう科の鳥なが
ら，形態には多少の違いがあるものらしい。この項目の
質問にも，「みみずくなどと区別する」という注意がされ
ている（『日本言語地図解説一方法一』参照）。しかしなが
ら，一般の人々にとって，夜行性のこの鳥の形態の多少
の差異は，さほどの関心事ではないらしい。いま鳴いて
いる鳥が何であるかは仏法僧の例からいっても，わかり
にくいこと当然であり，この鳥の名が，その物を見ての
命名か，鳴き声の主としての命名かはっきりしない点が
ある。この項目は「ふくろう」の名を求め「みみずく」の名
を排除したつもりであるが，「みみずく」「ふくろう」の語
形上の違いについて触れた回答は，わずかしか見られな
かった。したがって，この図の作成にあたっては，この
点にはあまり考慮を払わず，回答されたものを区別せず
に扱った。したがって，動物学上の「みみずく」を指す語
形が混在している可能性もないわけではない。また一
方，「みみずく」「ふくろう」以外にも，この種の鳥をあら
わす表現を，意外に詳しく区別している地方があるのか
もしれない。それらの点についても図上には反映されて
いない。そのへんの事情の詳細については『日本言語地
図資料』として記録してあるので参照されたい。
　作図にあたっては，語形の変種が非常に多いことから，
音声的変種を大幅にまとめて示した。詳細については
『日本言語地図資料』に記録してあるから，参照された
い。見出し語形を示すのに，括弧を多用した。このあと
それぞれのところでその内容を示しておこう。
　フクロ・フクロオ類およびそれに類するものを，赤
の符号で示した。東北中部から新潟・長野・北陸・近
畿・中国東部にかけて連続した分布を示すほか，北海道
にも広い分布が見られる。その他の地方にはあまり多く
は見られないが，関東には他の類の語と混在して分布す
る。HUKUROOは標準語として登録されているが，
近畿にはほとんど見られない。関東にも，他との併用で
分布するだけで，専用地域は少ない。むしろ福島・長野
などに専用地域がある。ただし，HUKUROを含めて
フクロオ類を考えれば，分布の形から見て近畿を中心に
広がった最も新しい広がりと見ることができよう。HU－
K：UROとHUKUROOとの区別は，コオヒとコオヒ
イの差に準ずるのかもしれない。このヨUKUROは，
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東北から新潟にかけての地域，および近畿。中国東半に
見られる。HUKURYO（0）は新潟西部，長野北部に9
地点見られる。このうち，HUKURYOOは，5631．75
1地点である。HO（0）KURO（0）としたものは，北海
道，新潟，関東，近畿周辺，中国に計33地点に見られ
る。ほとんどはHOKUROであるが，5685．02，6472．68
にはHOOKURO，5732．13，6667．81にはHOKUR－
00がある。HUKUROKU，　HUKUROKO，　HO－
KUROKUの3語形の構成には共通した特徴が認めら
れる。分布も北海道，秋田に数地点離れて見られ，大阪
の数地点もやや離れているほかは，石川南部・福井・滋
賀北半にまとまった領域を持っている。秋田のものは近
畿北部のものが海路運ばれたものであろうか。大阪南部
のものと近畿北部のものとはもとはつながっていたので
あろうか。なお，これら末尾の第4音節コ，クは，単
に，フクロ等にコ，クが付いたとも考えられるが，『和
名抄』などに見られる「布自暴不」の「呂不」が長音化しロ
オとなるか，さらに，ロと短くなる以前，「不」が単独
の音節を形成していた時代に，その一変種として生じた
ものとい5考え方も可能である。その背景には「福緑寿」
などという語も介在していたかもしれない。一考を要し
よう。HUUROOMOMA，　MOMAは福岡，大分，
鹿児島に計6地点見られる。HUUROOとフクロォと
の関連を考えてここに置いたが，緑で示したものに多く
含まれるポロ，フル等の要素との関連も考えられよ5。
HUKURODORI以下しばらくは，後部分にドリが付
加されるものが続く。ドリを持つものは，北陸にHUK－
URODORIがかなりまとまって分布するほか，あまり
まとまった分布は示さない。HUKURODORIMEは
石川白峰に見られる。赤の類以外にもドリを後部分に持
つものがある。括弧をもって示したものは，その見出し
に含まれる語形にドリを持つものと持たないものが混在
しているものである。なお，ドリと示したなかには，ト
リ，トイ等の音声的変種が含まれるものもある。さらに，
その見出しに含まれる語形中ごくわずかにしかドリを
持つものが見られない揚合は，見出しにドリは示さない
ことがある。注意。詳細は『日本言語地図資料』参照。
HUKURADORIは青森に，　HUK：URASUZUME
は神奈川にある。214図の「すずめ」には，神奈川と愛知に
フクラ，フクラスズメが見られるが，これとの関連は不
明である。何か，類音牽引が働いたのかもしれない。
HO（0）KUBODORIと，　OKUBODORIは宮崎北
部に9地点見られる（133図rほくろ」の地図にHOK－
UBOが現われるが，宮崎ではない）。　HOOKUBOD－
ORIとなるのは7385．84だけである。　OK：UNBOは上
のOKUBODORIと形の上で類似する。愛知・静岡に
計3地点見られる。UNBODORIは長崎に1地点見ら
れる。これらは，語形．k，あるいは，分布上からも，相互
に関連 見られるが，九州のものと，静岡のものとの歴史
的関係は不明である。これら4つは，HO（0）KUBO－
DORIにフクロオと類似が見られるので一応フクロ
オ類として赤で示した。YOHUKUROは鹿児島に，
YOBOK：UROは千葉に見られる。　YOHUKUROは
付近のYOSIKURO（SI）と，　YOBOKUROはYO－
GO（0）などとYOの部分で関連があろうか。
　緑を与えた類はツクという要素を中心に一類としたも
のである。スク，スコ，スケ等，かなり広い範囲のもの
も，ここではック類として認めた。この類のおもな分布
領域は，関東，東海，紀伊半島南部，四国，中国西半お
よび琉球と，赤のフクロオ類をとりかこむような形を呈
している。フクロオ類が広がる前は，国の中央部でも
使われていたものと考えられる。r和名抄』には「木菟」
に「都議或美美都久」とあり，「桑」に「布久角筆」とある。
「みみずく」と「ふくろう」は名称として区別されていたよ
うで，ツクは「みみずく」の方に用いられていたらしい。し
かし，r類聚名義抄』では，ツク，フクロフは必ずしも明
瞭に区別されて用いられていないようである。つまり，
古い文献の時代にも，「みみずく」と「ふくろう二の区別
は，それほど明確iではなかったのではないかと考えられ
る。古い文献時代のそのよ5な状態と，現在の分布でツ
クが古く，フクロオが新しいという先後関係を示してい
ることとの間の歴史的経過については，さらに詳しい考
察を加えることが望ましい。その前段階として，「みみ
ずく」その他をも調査してみる必要のあることは，いう
までもない。
　HURUCUKUからHOOK：UCIDORIまでは，フ
ル，ポロ，ホオ等の前部分と，ツク，ツケ等（スク，スケでは
なく）とが結び付いたものとして，ひとつのまとまりと認
めた。HURUCUKUが中心的な語形である。おもに紀
伊半島南部，四国，中国西南半を中心に領域を持ち，関東
周辺，屋久にも点在する。HO（0）CUK（K：）0（0）は，
6606。35のHOOCUKKOと5696．54のHOCUKOOと
の2語形を合わせて示したものである。HOOSUKE－
からDARASUKOまでは，いくつかの観点を
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，、
合わせてひとつのまとまりとした。ホロ，ポロ，ゴロ，ノ
ロ，トロなど，一連の類似した前部分を持つこと，後部分
がスコ，スケ，スク等の類似点を持つことを基本とし，そ
れに類似するさまざまなものをも含めてここに置いた。
スコ，スケを含まないものは，緑の符号は与えなかった
が，前部分に注目して類似の形をした符号を与え，緑類
の間に置いた。関東周辺から東海地方にかけての太平洋
岸には，ホロスケ，ゴロスケを中心に，ポロ，ポロ，ゴ
ロを持つものがとくに多く見られる。広島にBORO－
KICI，佐賀にHOROSUKE，福岡にGOROSUKE－
SEEZEE，大分にBOROKITEHOOKOOが飛び
はなれて見られる。静岡東部。山梨のGOROC（C）YO一
（0），GOROCCI（1）は，　GOROSUKEを神奈川，伊
豆半島南端，静．岡西部に分断する形で分布し，GORO－
SUKEより新しい広がりと言えよう。　GOROC（C）一
YO（0）としたものは，　GOROCCYOO　6645．37，　GO－
ROCYO　6635．36を除いてGOROCCYOである。
GOROCC1（1）のうち，　GOROCCIIは6614．04だけで
ある。BOOZUKKOは群馬，山梨に3地点見られる。
「坊主」も連想されるが，ズクとの関連を考えこの類に入
れた。BOOSUKA　6616．22，　BOSUKASU　6645．62
も，BOOZUKKOと類似していることと，分布も近
いことからここに置いた。GOROK：UTOは，鳥取西
部，岡山北西端に計11地点見られる。関東，東海あた
りの一群との歴史的関係は不明である。GOROSUKO－
TOOKOOからGOROTTOHOOK：0までは九州北半
に4地点，茨城に1地点見られる。末尾のTOOKOO，
HOOZOO，　HOOKOO等は，鳴き声を．模したもので
あろ5。HOOKOOからは「奉公」が想起され，それに
まつわる言い伝え，昔話・民謡などがこれらの地方では
聞かれるにちがいない。本集には載せなかったが，質：問
番号225で，「この鳥（ふくろう）の鳴き声を言い表わす
のに何と言いますか」という質問をした。その回答のな
かには，鳴き声と同時に，それにまつわる「話（ことば）」
が記されているものが少なくない。また，柳田国男は，
『野鳥雑記』のなかで，ふくろうに関して，その鳴き声に
まつわるさまざまな「話（ことば）」をとりあげている。傾
聴すべきであろう。NOROSUKE（HOHO）からNE－
CUKEHOOROOまでは，前部分にノロ，ノリ等，　N
で始まるものを持つことに共通点を認めた。上で述べた
ゴロ等と音の配列に近似性を認め，似た形の符号を与え
た。東北北部に多く見られるほか，山形南部にもまとま
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りを持ち，新潟南部，長野，島根西部にも各1地点ずつ
見られる。ノロスケがもっとも多く見られる。NORO－
SUKE（HOHO）としたもののうち，ほとんどがNO－
ROSUKEであり，　NOROSUKEHOHOとなるの
は3761・74の1地点だけである。NORICUKEから
NECUKEHOOHOOまでは，ツケ，ツキを含み，先
に述べたスケ，スコを含むという観点からは外れるが，
ノロ，ノリとの関連でここに置いた。これらも「糊付け
干せ」などという「話（ことば）」を想起させるもので，こ
こに見られる一連の変種も，それをもとにして派生した
ものと考えてよかろう。TOROSUKOからDARA－
SUKOまではノロと音声的に近いトロ，テレなどを前
部分に持つものである。青森，岩手，茨城，栃木，’静
岡，福岡に．計15地点見られる。
　ZUKUからCUKUMEまでは関東，伊豆諸島にか
なりの分布が見られ，北海道，鹿児島東南部にも数地点
見られる。r和名抄』などの「都島」の直接の子孫かど5か
はべっとして，入丈などにあることからかなり古いもの
と考えられようか。CIKOOからSUUCYUK：KWA
までは，屋久，口永良部の2地点以外，すべて琉球列島
に見られるものである。ツクにあたると考えられる要素
の後に，さらに音節の加えられている語形がほとんどで
ある。それらをどう解釈するかは今後検討を加える必要
があろう。CIK（K）UHU（U）のうち，　CIKUHUU
となるものは1233．61，CIKKUHUは1232．75の各1
地点で，あとはみなCIKUHUである。　CIK：（K）0一
（0）HOは，　CIKOHO．0246．97，　CIKOOHO　O257．43g
CIKKOHO　1223．91，1242．26をまとめたもの，　SIKO一
（0）HO（0）　は，　SIKOOHOO　1242．22，　SIKOHO
1242．72をまとめたものである。CUUKUIRORIは大
分に見られる。
　NEI（ODORIには榿の符号を与えた。九州を中心に
広い地域に分布が見られるほか，茨城，北陸，岐阜，兵庫，
隠岐，愛媛，山口にも見られる。ネコドリという命名の
発想には，いろいろあろう。鳴き声を模したことも考え
られる。もし，ピンと耳を立てた「猫」の顔付によるとし
たら，むしろ「みみずく」のことを示すものと考えられ
る。「ふくろう」には耳がないとされているからである。
この現象は単なる誤解ではあるまい。先に述べた「みみ
ずく」と「ふくろう」の区別の有無ということ，あるいは，
ツクとフクロオの歴史的関係などと無関係ではないと考
えられる。検討すべきであろ5。山口に2地点見られる
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NEKOCUKUは，フルツクなどのツクとネコドリとの
混交によって生じたものであろう。ツクを中心に考えて
緑で示し，符号の形はネコドリと同じにした。NIKA－
CIKUKU以下MYAACIKO（0）HOまではすべて
琉球列島に見られるものである。NIK：ACIKUKUは
ネコドllのネコとの関連を考えた。　MYANCIKKUU
以下のものの前部分，MYAN，　MYAA，　MAYAA
等は，「猫」にあたる語と考えられる。後部分は，上で述
べたように，ツク類の語と考えられるから，つまり，山
口のネコツクと同類ということになる。符号はツク類に
注目して緑を与え，ネコドリと似た形のものとした。た
だし，喜界のMAYAAKUUは，　KUUの部分に問題
があるので，紺で示した。この類のかっこつきの見出し
のうち，MYAACUK：0は0256．76，　MYAACIKU－
BUは0246．48，　MYAACIKIOOHOは0257．12であっ
た。TA（K）ACII（UHUは宮古に見られる。このうち
TAACIK：UHUは2150．07，2150．17の2地点である。
上のものと語形の上で直接のつながりは見られないが，
一応ここに置いた。
　MIMIZUKUからMI（N）ZUKIUまでは，ミミズク
類としてひとつにまとめられる。道南，佐渡，関東，岐
阜，瀬戸内海沿岸地域にやや多く見られるほか，全国的
に点々と見られる。MI（N）ZUKU中，　MINZUKUは
6621．94，6677．70の2地点である。与那国のMINKUKU
のKUKUがツク類かどうか確かではないが，周囲
の分布から緑の類と認めてここに置いた。MONCU．一
1（IDORIは熊本天草に見られる。「紋付」と関係がある
かどうか不明だが，CUKIという部分に注目し，ツク
類に入れた。YO（0）ZUKU，　YOCUK：U，　YO（0）一
ZOKUはひとつのまとまりと考えられる。島根を中心
に広い領域を持ち，山口，大分にも数地点見られる。
YOOZUKUは6348．77，6431．41の2地点，　YOOZO－
KUは6403．60，6413．10，6413．43の3地点である。　こ
れらのヨは「夜」と関連があろ弓か。YOSIKODORIか
らYOSUPPOまでは語頭のYOに注目してここにな
らべた。上のヨズクとの関連も考えた。九州南半に見ら
れる（YOHUKURO・YOBUKUROについては既
述）。YOSIKA（DORI）中のYOSIKAは8305．76，
8306．42，8313。88，8332．84，8333．03，8334．63，　YO－
SIKURO（SI）中のYOSIKUROSIとなる地点は
8362．34である。YOSITOKAPPOは五島に3地点，
KAP（P）0（0）DORIは九州北半に7地点見られる。
これらのうち，7303．17はKIAPOODORI，7376．62，
7395．88は1（APPODORI，7350．96はK：APPONDO－
RI，7352．38，7353．51はKOPPODORI，　7268。87は
KOPPOODORIである。7256．64のYOHITORIは
YOSITOKAPPOとつながりがあろう。　YOSUPPO
は8304．66にある。HIKOROKUは愛媛と鹿児島に2
地点見られる。人の名のようであるが，HIK：0の部分
に，ツク類との関連を考えてここに置いた。すでに述べ
たH：UKUROKUなどとは，分布が離れている。　DE－
SIKOSIは，愛媛，大分に計7地点見られる。語中のSI－
KlOに注目して緑を一与えた。　K：ESIKO（0）（DORI）は
種子に見られる。KESIKO　8393．69，8394．01，KESII（一
〇〇9313。55，KESII（ODORI　9303．88をまとめたもの
である。これもSIKO部分に注目して一応緑で示した。
　おもに紺の符号で示した0（0）H（H）0（0）以下には，
さまざまな類が含まれる。類別は，やや主観的な印象に
よるものが り，それぞれの類の間に，はっきりとした
語形の違いの見られないものも少なくない。0（0）H一
（H）0（0）からPONPONDORIまでは，鳴き声を模
した擬声語のようなものを集めた。0（0）H（H）0（0）は
青森・岩手に広く分布する。3715．51の00HOO，2795．
01，3743．49，3745．98の00HO，3754．13，3755．32，
3763．17のOHHO以外はすべてOHOである。NOHO，
OHO，　MOHODORIも上のオホとの類似を考えて
ここに置いた。分布はオホに隣接した青森西半，秋田北
部である。DEHO，00TOは岩手に見られる。　TE－
TEP（P）OPPO（0）は山形，宮城に7地点見られる。
TETEPPOPPOOは4711．42，4722．40，4741．43，　TE－
TEPPOPPOは4721．36，4740．26，4763．11，　TETE－
POPOOは4711．82，である。なお，本集241図「たん
ぽぽ」に，岩手を中心にテデッポッポが広く見られる。
この図のものとどう関係があるか不明である。見出し語
形の示し方が両罰で異なるので，比較する牛合注意を要
する。新潟に見られるDOTEPPOは上のものと形が
類似する。HO（0）HO（0），　HO（0）HO（0）DORIは，
関東と九州中西部とにやや多く見られるほか，全国に点
在する。どちらも，HOOHOOとなるものがもっとも
多いが，HOHOOが1156．8gに，　HOHOODORIが
7382．93に，　H： H：0ヵミ3742．82，　3752．47，4629．43，4711．
42に，HOHODORIが6439。77，7279．65，8325．77，
8345．18に，HOOHODORIが5760．24にそれぞれ見
られる。HOIHOIDORI以下PONPONDORIま
38
、
rでの見られる地域をまとめて述べると，福島西端，関
東，新潟西部，静岡西部，名古屋付近，三重，兵庫・大
阪・奈良・和歌山にかけての地域，高知，九州西南半な
どである。これらのうち，BOOHOは5608．51，　HOP－
POODORIは6587．42である。　POOP（P）00D（D）一
〇RIとしたものは5677．28のPOOPPOODDORI
と，5667．24，5761．91，5771．42のPOOPOODORIを
含む。POPPO（0）DORIのうちPOPPOODORIと
なる地点は，7249．95と7380．74である。
　つぎに一類と認めたものは，鹿児島のTOK（K）0一
（0）（DORI），　TOK（K：）WO（DOI），佐賀のDOOK－
0（0）（DORI）など，トッコ（オ），ドオコ（オ）などの要素
に注目して集めたものである。凡例のTOPPODORI
からDOOHO（DORI）までを，この類に含めた。みな
九州に見られるものである。TOPPODORIは長崎北部
と宮崎西部に計4地点見られる。トッコ（才）や上のポッ
ポなどとの音の類似を考えてここに置いた。CYOPP－
OGASUKE　8303．84は，　SUKEの部分があることか
ら緑を与えた。TOK（K：）0（0）（DORI）はTOK：KO
8322．68，8332。59，8334．63，8342．51，　8343．74，　8352．29，
8354．14，8363。64，8372．47，TOKIK：ODORI　8310．87，
8320．59，　8324．83，　8344．71，　8353．68，　8362．85，TOKKニー
008363．51，　TOKODORI　7372．03　をまとめたもの
である。TOK：（K）WO（DOI）としたものは，8351．07
のTOKIWOと，8320．98，8362．81のTOKKWOD－
OIとのほかは，すべてTOKK：WOである。　K：一
〇NOCIKITOKKO（鹿児島2），　KONOSUKED－
OKK：0（鹿児島2），　KANECUKEDOOI（00（佐賀
7）は，それぞれ，CIKI，　SUK：E，　CUKEに注目して
緑の符号を与えた。DOOKO（0）（DORI）は，7248．99，
7340．27，7340．50，7340．74，7350．21でDOOKOOと
なるほか，みなDOOKODORIである。　DOOHO一
（DORI）は7370．16でDOOHODORI，7350．96で
DOOHOとDOO’HODORIとの併用であった。
KOOKOOからKUUKUUMEまでは，語形の上
でひとつのまとまりと認められる。これらの現われる地
域を見ると入目，岡山西部，山口，大分，壱岐，鹿児
島，沖縄渡嘉敷である。まとまった分布とは言えない。
1（00ZUUDOOKOOからMOSUPPEまでは，コ
オズウ，コ（才）ゾ（オ）などという要素を持つものに注目
して一類と認めた。兵庫中部のKOZYORO以外は，す
べて九州に集中する。KOZYOROは語形の上からこれ
39
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らの類に含めたが，分布からは別物と考えるべきかもし
れない。KlO（0）ZO（0）（DORI）としたもののうち
わけを示すと，KOZODORI　7382．97，K：00ZO7311．68，
7312．83，7313．68，7332。46，KOOZODORI　7375．30，
7375．37，7382．01，K：OZOODORI　7303。29，7326．69，
7336．28，KlOOZOODORI　7352．97，7353．51，7362．42，
7363．12，　7363．85，　7373．56，　7373．92，　7373．99，7382．58，
7383．98，　7384．16，　7392．33，　7392。45，　7393．62，8301．19，
8303．84であり，のこりはKOOZOOである。7373．99で
はKOOZOOとKOOZOODORIとが併用されてい
る。K （0）ZU（U）（DORI）のうちわけをしめすと，
KOZU　8325．03，8335．05，8335．11，8335．83，8345。74，
8364。33，1（OZUDORI　7382．97，8306。04，8311。59，
8314．52，　8315。46，　8324．26，　8334．25，　8345。10，　8354．
29，8355。23，8355。62，KOZUUDORI　7386．55，8335．
48，K：00ZU　7322．79，7322．81，　7332．52，7333．29，
7333．51，　7342．10，　7342．12，　7342．72，　7343．76，　7344．45，
7344．99，　7346．58，　7353．03，　7355．22，　7355．48，　7355．81，
8345．18，8345．24，KOOZUDORI　7248．15，7351．09，
7374．75，73 0．75，KOOZUU　7331．41，7333．75，7334．44，
7334．78，　7335．34，　7335。93，　7343．14，　7343．17，　7344．30，
7345．43，7353．19，7357．31，K：00ZUUDORI　7330．77，
7366．14である。7352．61では　KOOZUとKOOZU－
DORIとが併用されている。7370．41のDOOZUDO－
RIはコオズウとさきのドオコオ類との混交かと考え，こ
こに置いた。KASUPPE　8315．421ま，近くのKOSUP－
PODORI　7395．63とつながりがあろう。　MOSUPE
83 5．40はKASUPPEとのつながりでここに置いた。
　KOOYATULI以下は，相互関係もはっきりせず，
また一方，これまでのものとの関係もはっきりしないも
のが大部分である。千葉のBUUTAROO，　BUBUT－
AROOは，赤のHUKUTAROOの近くにある。何
かつながりがあろうか。YOHEEからOTOKU（DO－
RI）までは，人の名に似ているという点で共通点があろ
うか。GO（0）HEE（DORI），　GOHEEZUKUが関
東北部にややまとまって見られる点以外には6459．29の
YOHEE，6487。43，6487．66のOTOKU（DORI）とま
とまった分布らしいものは見られない（OTOKU（DO－
RI）とすでに述べたTOK（K）0（0）（DORI）とは，地域
的にも離れている）。7390．26の　YOGOE互ACCYO－
ODONは，「夜々入丁殿」と解釈されようが，語形の上
でYOGO（0）との類似を認めここに置いた。なお，
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GO（0）HEE（DORI）中ではGOHEEが5658．54，
5669．12，GOOHEEが5658．89のほか，みなGOH－
EEDORIであった。　YOGO（0）のうちYOGOOは
6721．31の1地点であった。OTOKU（DORI）中，6487．
66はOTOKUDORI，6487．43はOTOKUとOTO－
KUDORIの併用。　YOTAKAは青森。秋田，佐渡，茨
城，長野・岐阜，鳥取・岡山，徳島．山口，熊本・宮
崎・鹿児島（甑）の各地に計22地点見られる。MONZI－
TAKAは2782．16に1地点見られる。6506．03のBA－
NDORIは，この地方でも用いられる「蓑」を意味する
rばんどり」とつながりがあろ5か。また，214図「すず
め」の図にも，バンドリという語が見憩れるので参照さ
れたい。これらが，はたしてこの鳥の名として適切な回
答かどうかは，はっきりしない。以下，のこりのものを
凡例の順にその位置を示しておく。KOOYATULI，
KUUYATUL、1はともに宮古，　EBO，　IBUROは千
葉，BOISAは入重山，　YOTORIは香川，　MOZU
は岐阜，GENZIは静岡，　MAMEMAKIDORIは
神奈川，MUGIURASIは香川，　SIMOYOBI，　YU－
UMEはともに対馬，　GAZYANKWEEは沖縄粟国
に，それぞれ見られる。SYAKEBIは山形に見られる。
古語の「さけ」とつながりがあろうか。
　これら紺で示したものは東北北部と九州とに特に多く
分布する。これらを，本州・四国に広く分布するツク類・
フクロオ類より古いものと考えたいところであるが，琉
球のツク類の分布を考えると，：九州の紺は新しい発生と
も考えられる。全国でrみみずく」「ふくろ5」の区別をす
るのか，するとすれば，「みみずく」を何と言5か，それら
についての文献の資料，あるいは，鳴き声の写しかた，
それにまつわるもろもろの「話（ことば）」などを合わせて
考えて，さらに詳しい考察を加えるべきであろう。
213．せきれ収鶴鴇）
　「せきれい」には「せぐうせきれい」「きせきれい」など
分類学旧いくつかの種類があるようであるが，この調査
では，それらをまとめた総称を求め，種類の別のあるもの
についてはそのつど注記をすることにしてあった。地点
によってはその注記の見られるものもあったが，とくに
地域性は見られなかったので，作図にあたってはそれら
の別にはとくに注意を払わなかった。詳しくは『日本言
語地図資料』として記録してある。
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　調べてみると「せきれい」を表わす方言形は非常に多
く 作図にあたって音声的な変種などはかなり大幅にま
とめ，見出しの表記にあたって括弧も多用せざるをえな
かった。それらの内容について，重要と思われるものは
解説中にふれるが，詳細にわたっては『日本言語地図資
料』を参照しなければならない。
　赤の符号を与えたものはセキレエの類である。他の類
と比べて，語形の変種が比較的少ないと言えよう。比較
的まとまって分布する地域は，北海道，東北地方の太平
洋岸，関東，中部，東海，四国，九州東岸である。北陸，
近畿，中国にもやや多い。東北地方の北部，および，日
本海側，九州西半には少なく，琉球には見られない。こ
の類のうちSEKIRE（E）（KO）がもっとも多く，とく
に関東には広い領域を持っている。SEKIREEKOと
なるのは3787．50の1地点のみである。SEKIREとな
るものは東北地方に比較的多い。末尾母音が「ε．之広く
なるものは見られなかった。中心となるものはSEK1－
REEである。末尾母音部分がエの長音となるものとエ
イとなるものとがあり，エイとなるものは西日木に比較
的多かった。SEKIREN（KO），　SEKIRIN，　SIKI－
RIN（KO），　SYOKIREN，　SYO（0）KIRINは，宋
尾音節がレエではなく，レン，りンと三音の現われる点
で特徴がある。岩手南部，神奈川西部・静圃東部，岐阜。
長野・静岡愛知県境付近，近畿南部，中国山地，四国南
半の各地にそれぞれまとまった領域を占めて分布する。
そのうちSli】KIRENKOは岩手・宮城の7地点全部で
ある。SIKIRINKOとなるものは3765．28にある。
SYOOKIRINは6414．25に見られる。．
　他の赤符号の語形の分布する地域を示すと，SEEKI－
REKOは岩手にあり，SEKIRI（1）は北海道・東北・関
東，富山・長野・静岡，大分・宮崎に，SEKISEEは新
潟，岐阜・三重・滋賀，大阪・兵庫，島根・LLI口にそれぞれ
見られる。SEKIZUIは東京に1地点ある。　SEKIN－
MEは茨城に1地点ある。　SIKIRE（E）は宮城・福島
に計12地点見られる。5ち，4762．44，4771．98，4793．41
ではSIKIIREである。　SIKIR1も福島に見られる。
SEKI～としたものは，2722．67のSEKICIIと，65
95．32のSEKIDORIのふたつである。SUZURINKO
は岩手に1地点見られる。近くに分布するカワスズメ等
のスズメとSUZUの部分が共通する。
　セキレエは「二三」の字音にもとつくものと考えられよ
う。セキリンなど，末尾に三音の現われるものの発生に
?
?
，
，ついてはどうであろうか。「鴇」にはリンという字音もあ
るようで，あるいは，セキリンはそちらの字音を用いた
語かもしれない。あるいは「淵底」をエンテンとする現象
（rかたこと3による），あるはい「葬礼」をソオレンと言
う現象などとの何かつながりがあろうか。一考を要しよ
う。また，「せきれい」には，「鷲鴇」という表記もあるら
しい。ショキレン，ショキリンなどは，あるいは，この
表記と何らかの関係があるかもしれない。セキレン，セ
キリン等，末尾に嬢音を持つものの分布を見ると，概し
て近畿周辺に分散して分布し，広く広がるセキレエ等よ
りは内側にあると言えよう。セキレエよりは新しい広が
りであろうか。いずれにしても，赤のセキレエ類は，分
布領域としては東北南部から九州東海岸までの地域にし
か分布せず，かなり新しい広がりということができよ
う。
　緑で示した類は，イシタタキ，およびそれに類するも
のである。道南，山形から新潟・福島県境付近にかけ
て，北陸西部，四国北半，九州の大方の各地域にそれぞ
れまとまった領域をもって分布するほか，各地に点々と
した分布が見られる。中心的な語形はISITATAKI一
（DORI）である。　ISITATAKIDORI　となるのは
6494．55，7257．94，7266．09の3地点である。ITTA－
TAI（1は宮崎・鹿児島に計8地点見られる。1SITAT
は8331．17，8334．25の2地点である。TATの部分は
直接早耳キにあたる形ではないが分布からは関連があ
ると考えられる。IISITAは五島に1地点見られる。
ITATTAは鹿児島に1地点見られる。いずれも語形と
してはイシタタキからやや遠いが，分布からはイシタタ
キと関係があるものと考えられる。SIT（T）ATAKI
は群馬，新潟，佐賀，熊本に計11地点見られる。SIT－
ATAKIとなるものは5674．06の1地点である。　なお
ISITATAK：ITAROBEE中に関連するものがある。
これらは空で示したシリとの関連が考えられるかもしれ
ない。後で述べる茶で示す類との類似も考えられよう。
SICCYACYANGIは甑に1地点見られる。古語に
「みそさざい」のことを「ささぎ」と言ったようであるが，
何か関係があろうか。HITTATAI（1は8322．68に，
HINTATATは8342．69にある。8335。83のKAWAI－
SITATAK：1はKIAWAの部分に注目して榿で示し，
イシタタキと同形の符号を与えた。福岡・佐賀・熊本・鹿児
島に見られるISITATAKITAROBEEはいくつかの
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変種を含む。うちわけを示すと7353．03のISITATAK：一
ITAROBEE，7239．24のISITATAK：ITARONBO，
8343．74のISITATATNOTAROZYO，8351．65の
ITTATAINOTAROZE，8332．84のSITTATAT－
NOTAROBE，7352．14のSITATAKITAROZE，
8361．28の　SITATAKETAROZYO，8351．07　の
SITATATNOTAROZYO，8300．80の　SITATA－
KITANONZYOである。鹿児島にのみ計11地点見
られる　HITATAKITARAZYO　もさまざまな変種
を含む。内容を示すと，8248．18のHITATAK：ITA－
RAZYO，8342．35　の　HITATATNOTOROZO，
8352．29のHITATATNOTOROZYO，8353．68　の
HITATANNOTOROZI，8332．59のHITATAT－
NOTAROBE，8364．33のHITATTATNOTARO－
NBO，8341。94のHITANTANNOTAROBE，8344．
71のHITOTONTAROBE，8350．68のHITATA－
INOCYANOZYO，　8229．96のHITATAKITA－
NKEZYOO，8342．51のHITANTAROの各語形であ
る。ISIP（P）ATAI（1としたものは岩手・宮城，新潟・
長野に計6地点見られる。ISIKAKEZOROBEは83
62．34のISIKAKEZOROBEと8362．85のISII（A－
KECYONOZOとである。ISIKANZIは福井にある。
ISIISIは高知にある。どちらもイシの部分に注目して
一応ここに置いた。MIZUTATAKIは，5574．42，65
42．58，7343．76の計3地点にある。タタキの部分に注目
した。
　これら緑で示した類は，赤のセキレエの外側に広い領
域を持ち，また，その他の地域にも分断されて分布するの
で，セキレエより古いものと言うことができよう。
　草で示した類は，「くなぐ」に由来すると考えられる形
を含むもの，およびそれに関連したものを一類としたも
のである。青森・秋田・岩手・山形・新潟・長野の連続
した地域，および，琉球にかなり広い分布領域があり，
近畿にも数地点見られる。東日本では緑の類の近くに分
布し，西日本では琉球に見られ，九州の皇室より外側に
分布すると言えよう。したがって、歴史的には緑の類に
近いところに位置するであろうか。古い文献にはクナギ
という語を直接含む鶴鴇をあらわす表現は見られないよ
うであるが，「学柱」「嫁教鳥」などと命名の発想が通じて
いる点で，これらとの関連が考えられる。また，「ニバ
クナブリ」のクナとの関連も考えられよう。これらの点
から，草の類は，古い文献に現われる諸語形にかなり近
一41一
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いものと言うことができようか。ISIKUNAGIは新
潟・長野に多く見られ，山梨，京都・兵庫にも見られ
る。ECIGUNEは5622．48にある。　USIKUNAGI
は長野に3地点見られる。USIはイシの音変種であろ
うか，あるいは，「牛」との縁があろ5か。USINAGE－
KKOは長野北部に，上のUSIKUNAGIにはさまれ
て2地点見られる。この地域で「くなぐ」の元来の意味が
通用しているとすれば，「粘くなぎ」といういささかあか
らさまな語形を避けようとして作られた語形かもしれ
ない。SIK（K：）UNAGI（KO）は岩手・秋田・山形・新
潟・長野に分布する。4639．69はSUCCYONAGIだっ
たが，ここに含めた。SUK（K）UNAGIDORIは，秋
田に2地点見られる。SIKURAGEDORI（K：0）は青森
に8地点見られる。上のSUK：（K）UNAGIDORIと
の類似からここに置いた。5ち，3701．70はSIK：ORAD－
ORIであったがここに含めた。これらの前部分シ（ッ）
は，空で示したシリとの関係も考えられよう。また，セ
キレエ，ショクレエなどのセキ，ショク部分とこれらの
シ（ッ）との間の関係も，無視すべきではないかもしれな
、・。HIK（K）UNGI（DORIKO）は岩手・秋田・山形・
新潟に多く見られる。SYOKUNAGIは4695。87，
4696．82に，C（Y）UKUNAGIは4685．88，　4702．10
に，ISINAGI（DORI）は5624．05，5624．85にそれ
ぞれ見られる。　SUKU～　と示したものは3741．57
のSUKURENKO，3762．42のSUKUNAGURI，
4638．43の　SIKURANAGIをまとめたものである。
SIIHUNAGYA（DULi）以下の5語形はみな琉球に見
られるものである。多くの変種をまとめたので，以下そ
の5ちわけを示しておく。SIIHUNAGYA　2151．64，
2151．67，SIINUHUNAGI　2151．20，　SIIH：UNAGI－
DULi　2151．51をまとめて　SIIHUNAGYA（DULi）
とした。SIIはシ1」にあたるものであろうか。　ZIIH－
UNAGYA　2150．06，　ZIIHUNAYAA　2076．97，　ZU－
UHUNAYAA　2076．96，　BUU且UNYAA　2074．69，
ZIGUZYUUKUNAGAA　1242．26，　ZIGUYADU－
RI　2095．60，　KAZIHUNAZIMACYA　2150．17を，
かりにZYUUIIUNA（G）YA（A）（DORI）として示
した。ZYUUNAGA（A）（DUI）はZYUUNAGA－
DUI　1232。75とZUMUNAGADUI　1231．72，　ZYU－
UNAGAA　1148．59の3語形をまとめたものである。
ZYUUほ「尾」1こあたるものと考えられる。　TAAKU－
NAZYA（A）としたものには　TAAK：UNYAGYA
0275．36，TAAHUNAZYAA　1251。98，　TAAHUN－
AGA　O248．00，　TAAHUNAGYA　O246．97，0257．43，
TAPUNAGYA　O228．96，　TAAHUNYAA　2067．52，
TANBUSIHWONAGYAA　O237．84が含まれる。
ABUSIKUNAGYAのABUSIは「畔」にあたる形
であろう（第4集187図「あぜ」参照）。TAAK：UNA－
ZYA（A）に含めたTANBUSIHWONAGYAAの
中にもABUSIが含まれている。
　空を与えた類は，シリフリ，オフリのように，「尻」
「尾」等にあたる語形をその中に含むもの，および，それ
に類する一連のものである。静岡，北陸，近畿にやや多
く見られる以外，まとまった分布領域を持たず，各地に
点在する。SIRITATAKI，　SIRITATAKITARO－
ZYOO，　SIRITAK：Aはともに九州に見られる。　OP－
P TATAKIは4609．54，　KECUTATAKIは5574．42
に各1地点見られる。SIRIHURI（DORI）は千葉，神奈
川・山梨・静岡・愛知，北陸，近畿に散在する。このう
ち6563．84はK：ANAYANOSIRIHURIであった。
SIRIHURIOMACUは大阪・和歌山に集中し，千葉
にも1地点見られる。千葉のものはSIRIHURIOMA－
Nであった。OSANSIRIHURIは静岡に5地点，
新潟西端に1地点見られる。OSANPEGOPEGOは
茨城に1地点，OSANは富山，岐阜，静岡に計4地点，
それぞれ見られる。OMICU，　OMACU，　etc。として
示したものは，7440．72，7450．20のOMICU，．7501．72
のOMACU，7430．80のOMICI，6628．64のOMIY－
o，6609・05のoNAcu，6617・75のQHARu，6516・10
のOTAKA，6639．43のOICI，7339．27のOTAMI
をまとめたものである。以上のSIRIHURIOMACU
からOM CU，　OMACU，　etc・までは，いずれも女．
性の名とおぼしき語形をその中に含む。河原で尻を振る
この鳥の動作を若い女性に見立てたのであろうか。ある
いは，「せきれい」の鳴き声を，水辺で洗い物などする若
い女たちのおしゃべりに見立てたものかもしれない。昔
の入のあけすけで，おおらかな笑顔がそこにある。SI－
RI～として示したものは，5595．05のSIRI131NKO，
5605。70，5615．28のSIRIBEKU，6267．16のSIRIKO－
GIDORI，6418．13のSIRIBUKKURI，7356．06の
SIRICUKIの5語形をまとめたものである。いずれ
も尻を振る動作に注目して生まれた語形と思われる。
KECUHURI（DORI）は1731。89，6563．43，6564．33，
6574．06にある。GESUHURIは能登に4地点見られ
一42一
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，る。K：ECUHURIOMACUは5699．42のKECUH－
URIONACUと6533．89のK：ECUHURIOMANをま
とめたもので，上のSIRIHURIOMACU等と，命名
の発想は同じである。見出しも上のものと合おせてOM－
ACUとした。（KECUHURI）TANK：OROは5539．43
の1地点にしかない。6481．15のIDOHURISUZUME
は，榿で示したスズメを含む類との関連から，同形の矢
印の符号を与えた。IDOは，「尻」にあたるものであろう。
SIPPORURIは5625．32，5625．91，5633．96にある。
うち5625．32のものはSIPPORIであった。0（0）HU－
RI（DORI）は石川，滋賀，愛知，奈良に計5地点見ら
れる。うち5566．51のものはOHURIであった。6591．81
にはOHURIOMACUがある。　SIRIHURIOMA－
CUのすぐとなりである。　OHURIMIKO（N）CYOは
7511．93のOHURIMIKONCYO，7521．16のOHU－
REMIKOCYOのふたつをまとめたものである。語中
のMIKOは「巫女」にあたるものであろうか。紺で示し
たオイセドリ，ダイジングウサンドリなどと発想の点で
関連がありそうである。すぐ北に分布するシリフリオヤ
ツとも何らかの縁があろうか。ISENOO（0）HURIは
滋賀に2地点見られる。すぐ南に見られる榿で示したオ
イセノミズクミなどとともに，「伊勢」を共有して関連が
ある。ONBOHURI，　ONBOHYOK：OHYOK：0は岐
阜南部。愛知・三重に見られる。ONBOHYOKOHY－
OKO以下は，プリという要素を含まないが，「尾」ある
いはそれを振る動作を表わす語を含むという観点からこ
こに入れたものである。HIK：OHIK：ODORIは対馬，香
川・徳島に計3地点見られる。うち香川のものはPY－
OK：OPYODORIであった。　OPINPIYODORIは
静岡に1地点見られる。PENPEN（DORI）は青
森・岩手・宮城，新潟，山梨に計5地点見られる。PI－
KKONDORIは佐賀に1地点見られる。　OBIKO（D－
ORI）は京都・大阪。兵庫に計8地点見られる。うち，
6543．52ではOBEKOであり，6571．63ではOMEK－
ODORIであった。「尾」あるいはそれを振る動作を表
わすとしたが，なかには鳴き声と関連のあるものもある
かもしれない。ZYUU～としたも．のはみな琉球に見ら
れるものである。1231．88のZYUUMUK：UMUKU－
U，1233．61のZYUUBITABITA，1241．05のZY－
UUBITABITAA，1260．78，1261．80のZYUUMI－
TAMIITAA，1261．16のZYUUMINAMINAA，
1261．32のZYUUHWENHWENUU，1270．29の
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NAGAZU GANTAA，1271。20のISIZYUUHW－
AA，2076．98のZYUUHURYAA，2076．99のZY－
UUHURUTURU，2140．96のZUUBAおUVVAS－
YAをまとめたもので，みな「尾」にあたると考えられ
るZYUU，　ZUUを含むものである。　NAGAZYU－
UGANTAAは，草のZYUUNAGA（A）（DUI）との
関係を考えるべきであろう。KOYUSURIは6591．57，
6592．35の2地点である。ユスリは「揺り動かす」の意味
であろうか。NENNEN’YOBORIは東京にある。
青森に1地点見られるDONZAGEには被調査者の注
として「尾をドンザゲル（つきあげる）から」とあったので
ここに置いた。ONAGADORIは香川にある。　OPP－
AGECCYO，　ABURAGECCYOは3699．55で併用
されている。OPPAは「尾」を意味すると認めここに置
いた。CIBIMUK：AMUKAAは沖縄本島に見られ
る。CIBIを「尻」にあたる形と考えてここに置いた。
NNICUBIHATUTIは与那国に見られる。これも語
中のCUBIに注目してここに置いた。
　茶の符号を与えた類は，チン，チイなど鳴き声を模した
擬声語と思われる形を中に含むもの，および，それに類
すると考えられるものをまとめて一類としたものであ
る。長野・山梨・静岡東部にかけての地域，近畿南部，瀬
戸内海沿岸部から九州東海岸にかけての地域，などにや
や多く見られるほか，全国に点在する。なお，質問番号
227で「せきれいの鳴き声をどう言い表わすか」を質問
した。当然考えあわせるべきものであるが本集には載
せなかった。詳しくは『日本語地図資料』を参照された
い。CI（N）DORIは岐阜，奈良・和歌山，愛媛に，
計9地点見られる。弓ち，CIDORIとなるものは，
7338。48，7502．89，7513。01，7513．43，　7523。30であっ
た（7313．01はCINDORIとの併用）。　C工C（C）IN一
（DORI）としたものは青森，群馬，東京・千葉，長野・
静岡，三重，和歌山，兵庫，四国，大分・熊本に見られ
る。このうち，6484．43ではCICINKODORI，6488．48
ではCICINKONKOO，6656．31ではCICINPEERO，
7382．93ではCICINTAOであった。　HIC（C）ICINは
群馬，宮崎・鹿児島に計3地点見られる。RICICINTA－
ROBEは8354．14に見られ，すぐ西のイシタタキタロ
ベエなどとの関連が見られる。1｛ISSIは宮崎に2地点，
KISIは8304．66に，　SICICINは6594．67にそれぞれ
見られる。SISINBIKI，　ONIBIKIは奈良・大阪に見
られる。空で示したオビコのピコと関係があろうか。
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1C（C）1（N）CINとしたものは7349．86のICICINと
8341．12のICCINCINのふたつである。　CICIIDOは
7351．09に見られる。CINCIN（DORI）は青森・岩手，
福島，千葉，山梨・静岡，岐阜・三重，香川。愛媛・
高知，大分・熊本・宮崎・鹿児島に点々と分布する。
SENCINDORIは山口に，　SENNENDORIは島根
にそれぞれ見られる。CINCINKARAは青森・岩手，
栃木，岐阜に計5地点見られる。（CIN）CIRO（RIN）
として示したものは，7338．55，7400．15，7513．15，7522．94
のCINCIRO，6476．17，6665．25，7533．11のCINCI－
RORIN，6490．30のCIRORIN，7503．48のCINCI－
GOをまとめたものである。　CINCIKU（RO）（DORI）
は7521．79，7523．74，7533．11のCINCIKURO，6633．27
のCINCIKU，7471．33のCINCIIくUDORIをまとめ
たものである。K：AMACINCIK：U，　CINCYOBACI
はそれぞれ三重に，CINGOICIは広島に，　CIKINは
静岡に，CIK：ICINDORIは愛知に，　CUI（UNCUK－
UNは秋田にそれぞれ見られる。HI（N）KOCIは兵庫。
岡山，山口，徳島，福岡，宮崎・熊本・鹿児島に見られ
る。このうち，7408．25ではHIKOCI，6465．07，7324．24，
7331．27，　7394．60，　7396．16，　8315．46，　8315．89，　8325．03，
8325．56，8325．77，8335．48，8344。11ではHINK：ACIで
あった。KINKOCUは7381．97にある。　HINKUTA－
K：UTA，　KITAI（ITAは千葉に，　K互KK：ATAは茨城
に，HEKI（AτAは群馬にそれぞれ見られる。HIK：A－
CCANは徳島に，　HIGACCINは長騎に，　TAMA－
CINは広島にそれぞれ見られる。　CYOCCYOは静岡
に，CYONGAMEは宮崎に，　CYOICYOIDORIは
北海道にそれぞれ見られる。TINCYUTは奄美に見ら
れる。SINCIKARAは青森に見られる。付近に分布す
るCINCINKARAと関連があろ5。（BI）CIBICIN
は7523．27の　BICIBICIN，7523．05のCIBICIN，
7514．21のBICIZINをまとめたものである。KINI（IN一
（DORI）は北海道に4地点見られる。これらは鳴き声と
関連があろうとしたが，中には尾を振る擬態語と考えら
れているものが含まれているかもしれない。
　榿で示した類は，カワラスズメ，カワチドリ，ハマチ
ドリなどのよ5に，「せきれい」の棲息する場所，あるい
は，よく見かけられる揚所に関する表現を語中に含むも
のをまとめて一類としたものである。ただし，草のタア
クナギャアのよ5に別な観点からこの類に含めなかった
ものもある。この類（ほかその後に示すもの）の中には，
．あるいは別の鳥をあらわす名が，なにかの誤解によって
混入したのではないかと思われるものが，すくなくな
い。たしかに，その疑いの持たれるものがある一方，あ
とで述べるよ5に，分布上から，あるいは他の鳥の名の
分布と比較して，たしかに「せきれい」をあらわすと考え
られるものも多い。
　さて，この類は，東北北部，北陸，近畿西部から中国
にかけて分布し，他の地方にも点在する。四国，九州，
琉球などには比較的少ない。分布からはいくつかの地域
に分断されているので，少なくとも，セキレエ類よりは
古そうに見えるが，緑，草の類との歴史関係はよくわか
らない。西日本では，緑，草の類よりは内側にあるが，
東北地方では必ずしもそうではないからである。ただ，
東北地方の日本海岸では北側にあるからすぐさま古いと
も言えないところがあって，この図の草と澄の関係も，
榿が草より後から海路運ばれたということも考えうる。
ただ，榿1の類の性格がカワラ，カワ等を語中に持つとい
うことであり，語の構成としては二次的な要素に着目し
ているので，語史全体から見ると，この類は二次的なも
のと言えるかもしれない。KAWARASUZUME（K：0）
は道南。東北北部と中国に広く分布するほか，北陸，近
畿にも点在する。末尾にKOの付くのは3730．39の1地
点だけである。KAARA（DORI）は岩手，福島，大阪
に計4地点見られる。このうち福島のものはSIROK－
K：AARAであった。　KAwAsuzuMEは，上のカワ
ラスズメとほぼ同じ地域に分布するほか，佐渡，栃木，
愛知などにも見られる。IDESUZUMEは6494．08に
見られる。KAWADORI（KO）は青森，長野・岐阜，
島根，対馬に計6地点見られる。KANASUZUME一
（KO）は，東北北部に多く見られる。　KANAの部分は
直接「水辺」を表わすものではないかもしれないが，分布
が近いこと，カワと語形が似ていることなどから榿の類
に含め，ここに置いた。K：AWAGARASUは北海道，
東北，中部，近畿，広島，鹿児島に計13地点点在する。
KAWASEMIは岩手・宮城，茨城・埼玉，富山・石
川，京都・大阪・和歌山，広島・山口，愛媛に計25地
点見られる。カワセミについては，のちに述べるショオ
ビンなどとともに「翁翠」との関係を考慮しなければなる
まい。KAWAHIBARIは福岡に，　KIAWACIDORI
は岩手に，KAWACUBAM：Eは青森にそれぞれ見ら
れる。KAWARAH亙WAは北海道，山陰に，計5地点
ある。KAWAR戴SEKIIREN，　K：AWASEKIREE
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は長野，兵庫，高知に見られる。カワラセキレンは3地
点ともセキレンとの併用である。セキレエにさらにカワ
ラ，カワを付加しなければならない理由は不明である。
「せきれい」の種類（下位分類）に関することであろうか。
K：AWARADAYUUは広島に2地点見られる。　KA－
WANOOTAYANは淡路に1地点見られる。オタヤン
は『全国方言辞典』によれば，「おたふく，おかめ」として
この地域で用いられるようである。K：AWARASYO一
（0）BINは京都・兵庫に計9地点見られる。　SYOO－
BE（N）DORIは兵庫北部を中心とした分布のほかに徳
島にも1地点見られる。カワ，カワラという要素を持た
ないので紺で示したが，上のカワラショオビンとの関係
からここに置いた。前部分はいずれもSYOOBEN，
SYONBEN，　SYONBEであった。「小便」という意
識があるのだろうか。SYO（0）BINは茨城，長野・岐
阜，京都・兵庫，高知に計13地点見られる。上のショ
オベンドリと同様紺を与えてここに置いた。これら語頭
のショは，赤のショキレエなどのショと何かつながりが
あろうか。81NCYOOは埼玉にある。　OS（Y）0（0）一
：DENは栃木・群馬に4地点見られる。いずれも上の
ショオビンとは無縁かもしれないが語形に多少共通な点
を認めここに置いた。SYO（0）NI（1）は広島・山口に
計9地点見られる。広戸惇r中国地方五県言語地図』（昭和
40年，風間書房刊）によれば，ショニは「弱翠」の意味で
広く中国地方に分布する。この213図ではシ。オビンド
リは兵庫北部に小領域を持つが，上記の地図では「かわ
せみ」の意味ですぐ西どなりの鳥取にショオビンが分布
し，両者の間で興味ある関係があることを思わせる。た
だ，上記の地図では兵庫北部がどうなっているかはわか
らない。今後の課題であろう。SONAは福島に1地点
見られる。（KIAARA）SYOOTO（0）からKAARA－
PINPINまでは兵庫・鳥取・岡山に見られる。（KAA－
RA）SYOOTO（0）のうち，6454．24ではKAARASY－
100TO，6444．62，6444．89，6453．59ではKAARA－
ZYOOTOO，であった。6453．59ではただのSYOO－
TOも見られた。上記広戸惇の地図ではrほおじろ」の地
図にショオト（オ）が広く見られる。考慮すべき課題であ
る。KAARASINBEのうち，6425．57ではKAA－
RASINPOであった。　KIAWARACYOPPINのう
ち，6520．50ではKAARAHEPPINであった。　KA－
WARAHASIRIは秋田，新潟，高知に計4地点見ら
九る。KAWARAKEは山口にある。　KAWAKUMA
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は青森・岩手に計5地点見られる．。うち2763．22では
KAWAKUMO，3724．96，3733．18ではK：AK：UMA
であった。KAWARAGICCYOは山形に1地点見ら
れる。すぐ北にある空で示したオッパゲッチョやアブラ
ゲッチョとつながりがあろう。KAWARANOOISI
は滋賀に1地点見られる。付近に見られる，空で示した
イセノ才オフリなどとの関連も考えられる。岩手に見ら
れる，1（AARACU（N）（CU）（N）としたものは，3776．
97のKAARACUN，3753．88のKARACUNCUN，
3726．21のKARACUCCU，3726．25のKAARAC－
UCU，3763．17のKARACUCUをまとめたものであ
る。KIAWAzYuNzYuNは広島に1地点見られる。
このふたつは，茶で示した類との関連が考えられよう。
（K：AWA）SIGEは，3757．59のKAASIGE，3746。41
のKAASUGI，4609．68のSIGEをまとめたものであ
る。KIAWA～として示したものは3766．97のKAA－
CIGIRI，7415．85，7426．61のKAASANZAI，8351．41
のK：AWACISI，8373．08のKAWAZYECCI，027
6．50のKOOSAGYAをまとめたものである。
　以上は榿のうち，カワラ，カワを含むものであったが，
以下はそれ以外の水辺に関するさまざまな語形を含むも
のである。．ABUSIBICYOBICYO，　TANAGAKIW－
EEは沖縄本島に見られる。草で示したTAAI（UNA－
ZYA，　ABUSIKUNAGYAと関係があろう。　UMI－
SUZUMEは青森に，　UMIDUYAAGWAAは沖縄
本島に見られる。HAMASUZUMEは青森に見られ
る。正［AMACI（N）CIDORIは5462。29，5462。57，561
2．22のH：AMACIDORI，5472．31のHAMAICIDO－
RI，5472．34のHAMAECIDORI，5471．59のHA－
MAECIDORI・AMA；ECIDORIの併用，6586．27の
HAMACINDORIをまとめたものである。　HAMA－
CINCI（DORI）は6677．70のHAMACINCIDORI，
6与77．86のH MACINCIN，7400．11のHAMACIN－
CIRO，6731．03の且AMANOCICIKURINをまとめ
たものである。HAMACUBAMEは，秋田男鹿に見ら
れる。ISOI（ACCYOは対馬に1地点見られる。この
イソは後に述べるイセと何らかの関係があるかもしれな
い。IWACUBAMEは2784．63に1地点見られる。
IWA～としたものは，2774．59のIWADORI，6403．60
のEWANOSENDOのふたつである。　MIZUK：UMI一
（DORI）としたものは6523．06のMIZUKUMIと，655
一45
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3．47の皿IZUKUMI・MIZUKUMIDORIの併用，
6553。99，6554．88，6576．56のMIZUKUMIDORI，65
85．49のSIOKUMIをまとめたものである。　OISEN－
OMIZUKUMIとして示したものは，6544．69のOIS－
ENOMIZUKUMI，6576．93のOTERANOMIZUK：一
UMI，6586．32のTERANOSIOKUMIのみっつをま
とめたものである。上のミズクミドリとともに，尾を振
る動作を「水汲み」と見たてたものであろうか。オイセ，
あるいは，テラの部分は，他のイセノオオフリ，オイセ
ドリ等と関連があろう。MIZUDORIは福井，三重，
岡山，愛媛に計4地点見られる。うち岡山のものはMI－
ZODORIであった。　MIZUSEMIは6575．40に見ら
れる。上のカワセミとの関連が考えられよう。
　MISOSAZAE以下の紺を与えたものの中には，さ
まざまなものが含まれる。MISOSAZAEは兵庫・鳥
取に3地点見られる。5ち6428．91のものはMISOSA－
NZAIであった。上のKIAWA～のうちの，高知に見
られるKAASANZAIとのつながりが考えられよう
か。　（MISO）SAICINは5557．42のM：ISOSAICIN
と，5557．48のSAICINのふたつをまとめたものであ
る。MISO～としたものは3735．50のMISOPASA－
MI，3797．32のMISOKOGORI，5612。22のMI－
SOTTORI，7383．83のMISOCCYOとをまとめて示
したものである。ZAKKOTORI（SANZO）は3772・32
のZAKKOTORISANZOと3764．86のZAKKO－
TORIのふたつである。10TORIは広島に1地点見
られる。INKODORIは7218．09と7425．82とに見
られる。YASIKIDORIは宮崎に見られる。　HOTO－
K：EDORIからMIKOCCYOまでの各語には，ある
共通点が認められないだろ弓か。これまでにも出てき
た，イセ～（テラ～を含む）とともに，ホトケ，オンタケ
サン，スイジン，ダイジングウ，イセ，ミコシ，ミコッ
チョというようにならべてみると，何かしら宗教的なに
おいがしてくるのである。rせきれい」にまつわる「話」を
調べると興味あるさまざまな問題が生じてくると思われ
る。HOTOKEDORIは鹿児島に，　HOTOI（ENH：1－
TAKIは大分に，　ONTAKESANは千葉に，　SUI－
ZINDORIは長野に，　DAI　ZINGUSANDORIは
佐賀にそれぞれ見られる。（0）ISEDORIは奈良，徳
島。愛媛に計11地点見られる。このうち，6593・30，
7503．11では　ISEDORIであった。　ISODORIは
7329．39にある．．（ISOKACCYOについてばすでに述べ
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た）。イソは「磯」と考えることもでき，澄とすべきかも
しれないが，近くに多く見られるオイセドリのイセとの
関係を考えここに置いた。OSIEDORIは6581．36，
7313．68，7412．26，7417．72に見られる。古く「まなばし
ら」とあるように，まぐわいのみちを「教える」鳥という
意味であろ5が，一方，イセとの関係も考えられる。
OISEとOSIEとは音がよく似ている。「教え」どり
が先にあって「お伊勢」と結びついたのか，あるいは，そ
の反対かは判然としないが，両者が互に関係しているこ
とは認めてもよかろう。7382．97のRITONOMICIも
オシエドリと同じ発想のものであろう。MIKOSI，
MII（OCCYOはともに和歌山に見られる。「神輿」「巫
女」に関係ありと見たがどうであろう（OHURIMIKO
（N）CYOについては，すでに述べた）。　MUGIMAKI一
（DORI）は千葉を中心に栃木，神奈川，伊豆諸島に領域
が認められるほか，琉球先島にもMUNMAI（IDURU
の形で1地点見られる。MUGICUKIDORIは6618・51
に見られる。MUGUCCYOは5669・12に，　TANE－
MAKIDOR は5792．02に，　CUBAMAKIDORIは
7303．17に，KIADASUZUMEは5614．68に各1地
点ずつみられる。SIZYUUKARAは新潟，島根に計
4地点見られる。1（OZYUUKARAは6359・38に1
地点見られる。　GARASINUSYUUは入重山に見ら
れる。GARASIは「烏」であろう。SYUUは「父」であ
ろうか。IWASIKAKIは対馬に見られる。　IWA－SI－
KAK：1と切ると榿となるところであるが，ここでは
IWASI－K：AK：1と一応切ってみた。5538．88のSAN－
MAINOHONEHIRAIも上のオンタケサン等の類と
同じく，宗教的なにおいのするものと通じる点が見られ
る。TARO（0）BE（E）は，7332．97のTAROOBEE
と8353．63，8363．64のTAROBEをまとめたものであ
る。緑で示したイシタタキタロベエなどとの関連が考え
られる。SIROBEEとしたものは7504・64のSIRO－
BEE，6552．88のSIRONCYOのふたつである，YO－
NOK：ICIは4676．60に，　K：ANDUYAAは1261．70
に見られる。広島に見られる澄のカワラダユウと関連が
あろうか。TULiGAMAは琉球宮古（多良間島）に見ら
れる。
　その他として示したものの内容を，挙げておこう。
GYUGYU　2755．76，　NASURODORI　3755．32，　K：A－
MAYANOTORI　5463．64，　0CYAGANOKAKA
5594．02，H：AZIRO　5679。86，　KUINA　5678。86，　SE一
?
■
?TTOO　5683．77，　SYOKUDORI　6447．84（赤のショク
レンなどと関係があろうか），KANKODORI　6477．02，
ZYUUZU　6526．45，　ENDANOTORI　6533．36，正【A－
ITORI　6603．82，　MONDORI　7303．17，　NAGASYE－
DORI　7346．58，　MANUHUUGYA　1241．49，　ITT－
IKUU　1271。05，　MACISITAA　2086．03，　ISAUD－
ULi　214L71，　SIICINAK：IDULI　2151．11。
　無回答にも地域性が認められる。とくに，新潟，関東
中央部，北陸，近畿から中国にかけての瀬戸内海沿岸に
多い。「見かけない」という注記がかなり見られた。棲息
しないのであろうか。広島などの無回答の地域を上記の
広戸惇の地図で見ると，「せぐうせきれい」の図にシジュ
ウカラが，「しじゅうから」の図にホオジロが，rほおじ
ろ」の図にショオト（オ）がそれぞれ見られた。この地域
での，これらの小鳥に関する名称について，語彙構造の
上で興味ある現象があるようである。さらに検討が必要
であろう。
214．すずめ（雀）
　ここでは種類による異称もできるだけ地図に示した。
それについての詳しい情報，併用地点での使いわけにつ
いては，r日本言語地図資料』を見られたい。
　奄美・沖縄を除くと全国ほとんどどこでもSUZU－
MEまたは～SUZUMEで通用するようである。この
類をすべて緑で示した。赤で示したITAKURAおよ
びKURAの類は，沖縄本島以南をはじめ，四国中央
山地，紀伊半島南部，銚子付近に分布し，この類が
SUZUMEの類より古いことを一見思わせる。その他
の類で目立った分布を示すものは千葉のNOK：IBAの
類，富山のBANDORIの類，奄美諸島等のYUMU－
NDURIの類である。．
　SUZUMEについては，全国に広く分布する語形で
あり問題はない。SUZU～は「小さい」意という説もあ
るが，この烏の鳴き声の擬声語からきていると見るのが
いいであろう。～MEはカモメ，ツバメなど鳥の名にも
あらわれるものである。なお，広くウシメ，ウマメなど
と動物によく～MEがっく地方がある（茨城など）。こ
れとも関係があるかもしれない（201図，206図など参
照）。SUZUMIが3730．43（秋田），3745．62（岩手），
5527．61（石川），5558．67（岐阜），6698．61（入目島）にあら
われる。はじめの2地点はEと1とのいわゆる混同に
213●21．4
よってあらわれた可能性があるが，他は敏達紀十四年の
スズメの別称スズミ，r和名抄』などにのっているスズメ
の異称スズミと関係があるかもしれない。これらは回す
べてSUZUMEの中に入れてある。
　SUZYUMEは九州中央部，福島西北部，北海道な
どに見られるが，鳥取，秋田のSUSUME，鹿児島の
SUHIMEとともにSUZUMEから変化したもので
あろう。CUZUMEも同じと見てよかろうが，入丈島
に独特の形をとって分布し，SIYUME，　SYU（U）ME
が五島に分布しているのが注目される。SYU（U）ME
のうち，SYUMEは7275．84である。
　SUZUNEMEはスズメのメが鳥や動物としての意
味を語原的に持っていたことが忘れられたのち，動物
に～MEをつけることの多い茨城でSUZUMEME
ができ，同音異化によって今の形となったものではある
まいか。SUZUNMEなどの形が前にあり，それが発展
したとも考えうる。SUZUMECCYO（埼玉）の～CYO
は鳴き声を示すところがら出たとも考えられるが，また
これは動物などをあらわす語の後部分によくあらわれる
ものである。
　IESUZUME以下は～SUZUMEの類で，雀のう
ちのある種類について答えた可能性が高い。しかし，
SUZUMEが，雀より広い意味だった可能性もある。
　IESUZUMEは「家雀」であろう。ESUZUMEも
同じと思われるが，前者が高知，後者が神奈川なので，
独立にあらわれたものであろうか。HEESUZUME
（岩手）は「山雀」，DOOSUZUME（千葉）は「三三」，
NOKISUZUME（岩手，愛媛，壱岐）は「軒雀」，　NO－
KIBASUZUME（千葉）は「軒端雀」であろう。次の
NOKIWASUZUME（富山），　NUGIBASUZUME
（茨城）はNOKIBASUZUMEの変種としてよかろ
う。なお～SUZUMEでないNOKIBA，　NUKIBA
は千葉に分布し，この中では，むしろ変種と考えられる
NUKIBAの方が地点の数は多い。
　以上が（一軒の）家を中心とした命名であるのに対して，
家の集合した所を主とした命名によるものに次のSA－
TOSUZUME（岩手）「里雀」，　W【URASUZUME（青
森，京都）「村雀」，KAITOSUZUME（和歌山）があ
る。KAITO～は「垣内」で，村内の小部落を意味するこ
とが多い。MURA～はあるいは「群～」の意味であるか
もしれない。
　KADOSUZUMEからYAMASUZUME　まで
一47一
　214
は，この鳥が多くいる所についての，その他の命名によ
るものである。KADOSUZUMEは高知に1地点あ
る。196図によると，この地点では「前庭　　仕事場」
の意味でKADOという語は使っていないが，近くに
は使う地域があるから，あるいはこの　KADO　はその
意味かもしれない。NIWASUZUME「庭雀」は千葉に
あり，静岡のNIWASUもその略であろう。NOSU－
ZUMEは「野心」で静岡と壱岐に，　HAMASUZU－
MEは「浜雀」で高知に，　YAMASUZUMEは「山雀」
で岩手に見られる。
　MASUZUMEはイワシに対するマイワシのように，
SUZUMEがスズメの類，あるいは広く小鳥一般の称
と解される所で，本来の雀を指すために命名されたもの
であろう。これは，この省略形と考えられる　MASU－
ZUや，発想を同じくすると考えられるHONSUZU－
MEとともに，関東の東部南部のほか，岩手の三陸海
岸，石川に，ある地域を持った分布が見られる。家の屋
根に巣くったのがMASUZUMEで，田などにいて
作物を荒らすのがSUZUMEだとしている5742．32，
5752．32のような地点もある。
　AKASUZUME（岐阜）のAKA～は，色の「赤」かも
しれないが，「垢」であり，きたないという意味を示すも
のと考えてみる。奈良のAKACCYOもこれと同じ
と考えてよかろう。この類はBABASUZUMEまで
ある。BOROSUZUME（能登）は「櫨櫻雀」であろう。
BOTTOSUZUME（能登）も『全国方言辞典』に「ぼろ」
の意味のポットが岩手・秋田，石川県鹿島郡にあるよう
に書いてあり，鹿島郡は少しこの地点とは違うが，やは
り「濫襖」であろう。BOTASUZUME（隠岐）もr全国方
言辞典』によれば「ぼろ」「ぼろ着物」の意味のボタが隠岐
にある。BABASUZUME（富山）もババッチイ，バッ
チイなどとの関係を考えて，この位置に置いたが，『全
国方言辞典』にババイロ「褐色」富山とあり，この方が関
係深いかもしれない。「婆雀」ではあるまい。
　INASUZUME（山形）は「稲雀」，　MUGISUZU－
ME（北海道）は「麦雀」であろう。前者のようにいってい
た地方の人が稲のない地方に移住して，後者のように言
いかえた可能性もある。
　CUGARUSUZUME（岩手）は「津軽雀」であろうが，
この地点は津軽に近いが津軽そのものではない。害をな
すものとして悪口をいうとき，このように隣，あるいは
近くの地名をつけることが多い。
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　赤で示したのは，ITAKURAおよびKURAの類
と「羽鳥」の類とである。
　まず，ITAKURAは，奈良・和歌山，高知・愛媛
の各県に分布している。r綜合日本民俗語彙』では，中国
地方の山村にも聞かれるように書いてあるが，われわれ
の調査では，中国地方には現われない。このr綜合日本
民俗語彙』や『野鳥雑記』によると，　ITAKURAの
ITA～は東北地方のイタコ（巫女）のイタ～と同じく読心
することで，沖縄のユタ（巫女）という語もこれと関係が
あるかもしれないといい，～K：URAの方は「燕」をツバ
クラ，「せきれい」をチンチクロ（213図参照）などという
ように「鳥」の意味で，したがってITAI（URAは「読
む鳥」，「よく凝る鳥」の意味としている。とすると奄美
以南にあるYUMUNDURIなどと同じ意味を示すこ
とになるが，ユタドリというような言い方は沖縄にはな
い。このITAI（URAは，　SUZUMEより古く，あ
るいは古くからのSUZUMEの行なわれていたある
一時期に中央で行なわれた可能性もある。～K：URAは
倉の瓦の下にいるからという地点もある（6593．30）が，
語原俗解であろう。
　ITAKURASUZUME（奈良，高知。愛媛各県）は，
亙TAKURAが本義を失いかけたので，補強されたも
のか，あるいは一品種を示したものであろう。ITTA－
KURA（和歌山），　ITAKURO（奈良）はITAKURA
の変種である。沖縄本島のNAAGURAのNAAは
「農家の前庭」の意味であろう。三重のONAGURAの
ONA～は，　NAA～との類似によってここに置いたが
不明である。
　ZICCIKURAのZICCI～，　ZIZIGUROのZI－
ZI～，　DOOZYUGUROの～ZYU～，　ZYACCI－
GUREEのZYACCi～（以上すべて千葉）はいずれも
鳴き声からきていると思われる。ZICCIKURAには，
子どもにいう時との注があった。DOOZYUGUROの
DOO～は「堂」であろうか。　DOOSUZUMEの地点
と近い。
　．沖縄本島はKURAAが多い。　YUMUNDURIの
系統より沖縄では新しいであろうか。
　沖縄本島のKURADUI，　KURAADUYAAは，
KURA～が「小鳥」を意味していたとすれば，その語原
が忘れられてから，新しく～DUI　r鳥」などをつけた
ものということになる。KURAAGWAA（渡嘉敷島）
の～GWAAは小さいものをあらわす接尾辞である。
?
噂
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KURAYUMA（沖縄本島北端）の～YUMAについセ
は後ろにつく点に難点があるにしても，YUMUN～
との関係が考えられる。KURAYAMA（1232．61），
KURAAYAMAA（1231．88）の～YAMA（A）もはっき
りしない。現在は「ヤマ（林）」と理解されているかもしれ
ないが，1（URAYUMAと同じく，YUMUN～と関係
があるかもしれない。K：URAYA－MAと切り，一MAを
指小辞と解することも可能かもしれない。KURAYA－
MADUI（沖縄本島）は，クラ＋山鳥か，上のクラヤマ
に鳥をつけたものであろう。
　KURAYUMUDUYAA（沖縄本島）はこの地域に
新しいKURAの類が侵入して，古いYUMUNDU－
RIの系統を駆逐したとき混交によって生じたものであ
ろう。KURAMUDUYA（沖縄本島）もこれと関係が
あろう。いずれも沖縄本島のKURAENCYA，　KU－
RACICYA，　KURAZIKA，　KURAAZICYAAの
5ち，KURA（A）～以外の部分は，鳴き声と関係があ
る可能性が強い。これも沖縄本島のKURABICCYOO
やKURAI｛UCCYAについても，　KURA～以外の
部分がはっきりしない。～CCYO，～CCYAの部分
は，鳴き声によるとも考えられるが，先に述べた動物を
示す～CYOとの関係も無視できない。
　黒島のHUNADUREの～DUREは「鳥」として，
HUNA～は何であろうか。『入重山語彙』によると黒島
には「鮒」の意味の〔f田1a：〕があり，これは「黒い魚」であ
るとの注がある。且UNAは「黒」であろうか。しかし，
KURAがHUNA～に変わる可能性がある。
　いずれも宮古諸島のHHWADURYAからFFA－
DURYAまではPADULi（羽鳥）との関係があろうか
と思われるが，「こうし」「こうま」の「こ（こら？）」に
あたるものとしてHHWA～，　FFA～があることから
（204図，209図参照），「子鳥」の可能性も高い。また，
沖縄本島のKUR～に対応するものとしてHHW～，
FF～もあることから，　KURAの類と関係のある可能
性も低くはない。この最後のものが，もっともいいかも
しれない（宮古では暗いをffa～という）。　YAANU－
FADULI（多良間島）は「屋のッファ烏」，つまり「屋根の
雀」であろう。FUSADURYAMACYA，　SADORY－
AMACYA（ともに伊良部島）の語頭も，上述のッファ
にあたるだろう。～CYAのところも上に述べたことと
同様であろう。～DORYAMA～は「小鳥」かもしれな
い。与那国島のHADUYA，宮古のPADURA，　PA一
DUnはいずれも「羽鳥」の変種と思われる。
　NOKIBA，　NUKIBAについては既に述べた。
NOKIBASUZUMEがこの地域のはずれにある。
NOKIDAREは徳島なので，他の形とは直接関係はな
いかもしれないが，NOK：1～はやはり「軒」であろう。
　K：ARAYANUGUUGWAA（西表島），　KAARA－
YAANUTURAAMA（鳩間島），　KAARAYANU－
TUNNAMA（石垣島）は「瓦屋根の小鳥」という意味で
ある。GAARATUINAA（竹富島）も，「河原」よりも
「瓦」であって，「丁丁」の意味であろう。なおググは西表
島では「難」の意味であるから，正しくは～GUUGWAA
は「小さい難」の意味である。
　NIWAKK：0（千葉）は庭にいるところがらきたもので
あろう。NIWASUZUMEと地域的にも関係がある。
INAMURA（和歌山）も「稲叢」で，そのいる所からきて
いるものであろうが，ITAKURAとの関係も見のがす
ことはできない。
　HUKURA（神奈川）は羽毛をふくらませている姿か
らきている。HUKURASUZUME（愛知）とは地域が
離れているが，同種の命名と思われる。
　BANDORIからBANCUIまでは，すべて一類と
見てよく，全部富山に分布している。富山を中心に，北
は山形，南は岐阜県大野郡丁丁から郡上郡まで使われる
蓑の名をバンドリという（r綜合日本民俗語彙』）。雀を
BANDORIというのは，この蓑を着ている姿に似てい
るからともいうが，逆にBANDORIという名の雀に，
この蓑を着た姿が似ているので，この蓑の名が生まれた
という逆の方が蓋然性が高い。後ろ部分に～DORIが
ある らである。蓑の名の方が雀の名よりも地域が広い
が，命名の根元になった方は広がらずに，蓑の名の方が
広がったと考えることも不自然ではない。～DORIが
「鳥」とすると，BAN～が問題となる。これは「羽鳥」か
もしれないが，ハドリの類とは，分布がすこし離れすぎ
ている。BANCII（U，　BANCIKO，　BANCUIの後
ろ部分，～CIKU，～CIK：0，～CUIは鳴き声をあら
わしたものであろう。被調査者はBANCIKO，　BA－
NCUIはクソスズメであるという。クソスズメという
語形はないが。BABASUZUMEを思い起こさせる。
ババにはまた「大便」の意味がある。
　TORUK．0（岩手）はトリコである。　MASSAN（神奈
川）の意味はよくわからないが，古いいいかたであるとい
う。MASUZUMEと関係があるであろうか。　MOK一
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1（00（SUZUME）（新潟）のMOK：KOOは「猛複」の意
味なので，符号を合わせた。
　ZYUUCIKUからCYACCYARAAまでは鳴き声
を示すものである。CINCINME（茨城）の～MEにつ
いては既に述べた。ここでは「子どもにい5とき他の小
鳥も含めていう」とある。その他のこの類も児童語が多
かろう。NIWACINCIN（千葉）のNIWA～は「庭」で
ある。CYONCYO（N）のうちCYONCYOは6412・12
（島根），CINCI（N）のうちCINCIは6702・21（千葉），
CYOCCYOROO（伊平屋）やCYACCYARAA（伊是
名）の～ROOや～RAAはよくわからない。クラのう
の部分と関連はないだろ5か。
　YUMUNDURI以下INDUYAAまでは，奄美以
南，沖縄本島まで分布する。前部分は「読む」にあたると
思われる。「読む」は「しゃべる」という意味である。
　MISYUTUNNAAからMISYUDURIまで（入重
山）のMISYU～は「味噌」の意であると『入重山語彙』に
ある。その色からきているものと思われる。「みそさざ
い」という鳥がいるが，その「みそ」は何であろうか。～
TUNNAMAの～TUNは「鳥」，～NAMA，～NAA－
MAは愛称をあらわす。前の語の語尾が～N，～Uのと
きつく。すなわち，TUNNAMAは「小鳥」の意味である。
　YUNOONTUNNA（入重山）のYUNOONは，「与
那国島」を意味する。命名心理は既述CUGARUSUZ－
UMEと似ている。SINASITURU（宮古）の～TURU
は「鳥」であろう。SINASI～は黒島でシナシキが「杵」
の意味で「稲揚き」からきている（r入重山語彙』）というの
と関係があるかもしれない。MANCOOZI（平安座島）
は不明である。
215。とさか（難冠）
　凡例に示した見出し語数もほどよく，分布もかなり
はっきりしており，まず成功している地図と思われる。
無回答も1867．15，4736．63（鶏がいない），8331．98の3
地点のみで，そうむずかしい調査項目ではなかった。な
おく併用処理の原則〉を適用したのはトサカ（58地点）
および，〈共〉〈希〉の注記のある5598．67のケイカン，
7361．17のケイクワンである。
　．日本言語地図一般の傾向としては，東日本が単純であ
り西日本に諸種の表現が錯綜してあらわれる地図が多い
ようであるが，この地図は，東日本，特に東北地方に複
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雑な様相がみられて，特色がある。
　国の中央に分布しているサカ・トサカ類に赤を与え，
その亜種と思われるものに榿を与えた。榿の符号は，概
して赤の分布している地域に接している。
　．エボシ，カンムリ，カブトの類には空を与えた。西日
本以外では，エボシの類が東北の入戸を中心とする地
域，．および利根川河口にみられる。カンムリの類は対馬
に多いが，瀬戸内海・愛媛西部にもある。カブトの類
は，四国から九州にかけてほぼ連続してみられるだけで
ある。
　緑，茶，紺を与えたものは，いわばその他の類である。
緑を与えたもののうち，三角の符号を与えたもの（K：AN
以下SANまで）は，主として，奄美以南の琉球列島で
使われているものであるが，KANだけは東北地方，
長野，高知などにもわずかに見られる。なお，沖縄の諸
語形については，本論205図「たてがみ」と関連するとこ
ろがあるので，その地図および解説を参照されたい。そ
の他の緑（線あ符号・四角の符号）は主として東北地方を
中心に見られるが，入丈にTONZIN，渥美半島や淡路
や佐賀にKE（E）TO（0）やKEECUU，熊本にKI．
N，KINKIRAなどが見出される。
　茶は，茸類と関係のある表現である。本集245図と比
較されたい。これらの中では北島のキノコが優勢である
が，岐阜北端や熊本にもわずかに見られる。
　紺を与えたもののうち，分布領域のはっきりしている
のは，山形を中心とするビクの類，秋田北部と糸魚川地
方と能登のモチ，千葉のナッツァキ，宮城・山形及び香
川を中心とするヤマ（ガタ）であろうか。宮城のイタダ
キ，宮崎のト（オ）にも，ややまとまった領域がみられ
る。岩手を中心とするケッケロコ，北秋田のキモ，宮
城・山形のビレ（ンコ），ビデンコ，高知のタブなどの分
布は，ややまばらである。
　以下各見出しについて，その内容に注目すべきものが
あればそれに触れ，一方，全国で1地点にしか見られな
いものについてはその所在を示すd
　SAK：A，　Kが〔9〕のものを含む。3762．71は〔sagako〕，
　　5792．021ま〔sa1＝｝a〕。
　SYAKO　6473．65のみ。
．SYOGA　5546．34のみ。実際の音声は〔∫01〕a〕。
　TOCUSAKA　7311。68のみ。
　TOSSAKA　O873．94ではK：が〔幻である。5565。12は
　　〔tossa・ka〕o
A
■TOCCAK（K：）A　〔tottsakka〕は，5605．70のみ。
　Kが〔g〕のものを含む。
TOCCYAKA　岩手と秋田の3地点ともKは〔9〕。
TOSSAKO　6437．94のみ。
TOSSAKI　5558．33のみ。
TOC（C）AKE　5614．68のみ。〔tottsake〕と〔totsake〕
　の併用。
TOTOSAKA　6505．58のみ。
TOSAKA　Kが〔9〕のものを含む。別に6586．32の
　〔toslaka〕，651a24の〔tosaka・〕，0776．88，1793．14
　の〔tosa1〕a〕，6657．54，6710．02の〔tosaha〕を含む。
TOZAKA　576024の〔toza奪a〕を含む。
TOSOKA　4687．37のみ。
TOZUKA　6425．57のみ。
TOSAKEE　4725．68のみ。
CUSAKA　7302．66のみ。
TOCU　4598．33のみ。
TOCYO　5507．09のみ。
KASA　6486．50のみ。
KESA　8302．55のみ。
KASE　4762．99の〔ka∫e〕を含む。
TORIKASA　6545．19のみ。
TOKKESA　4678．77の〔tQkklsa〕を含む。
TOKKESI　〔tQkke∫i，　tokke5i，　tokke5i〕を含む。
TOKKECI　〔tokkets了，　tokkets廿〕を含む。
TOKASA　Kが〔g〕のものを含む。6556・03は〔toka－
　sa〕とともに〔toηasa〕をも使う。
CUKASA　6525．30のみ。
TOKUSA　6486。07のみ。
TOKARI　O724．95のみ。内容は〔tQkari〕。
TOK：YAI（A　3619．08のみ。
KECYAKA　〔ket∫aga〕を含む。
KECC（Y）AKA　〔kett∫aga〕とともに，3766・47の
　　〔kettsaga〕を含む。
KECCYAKU　3733．18のみ。内容は〔kett∫ag倣〕。
KECCYAKI　373322，3733．73の〔kett∫agi〕を含
　む。
EBO（0）SI　〔ebosi，　ebos茸，　ibo∫i〕のほか，7363．12
　　の〔ebo：∫i〕を含む。
EBUSI　〔ebusi〕を含む。
EBIISU　7246。82のみ。
YOBO（0）SI　〔jobo∫i〕を含む。〔jobo：∫i〕は8229・96
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　のみ。
YONBOSI　6413．10のみ。内容は〔jombo∫i〕。
KA（N）MURI　〔kammuri〕は6287。71と6482．26。
　6277・62は〔kammuri〕と、ともに〔kan・uri〕とも言う。
　6267．84，6286．68は〔kammuτ〕。
KA（N）MORI　〔kammori〕は6287．42。6267．68は
　〔kamor〕。
KABURI　7440．72のみ。内容は〔」1iwatori　no　ka－
　bUlri〕。
KAMURO　6296。27のみ。
KABUTO　〔kabuto〕のほか・　〔kabuto，　kaβuto・
　kaPuto，　kaputo＝〕などを含む。7391．01は〔kabutu〕，
　8311．59，　8311．63，　8320。98は〔kah亨to〕，　7258．64は
　〔tori　no　kabuto〕，　7269．48は〔tonno　kabuto〕。
TOKIN　3740．82のみ。内容は〔tokiN〕。
TOI（KIN　〔tokkiN〕のほか3750．28の〔tok殖N〕を
　含む。
KINTOKI　3730．39のみ。内容は〔klntoki〕。
TONKE　3770．96のみ。内容は〔toηk記〕ρ
CUNK：E　4762．44のみ。
TONKIN　4619。29のみ。
TONZIN　7659．53のみ。
SYOKKIN　4684．77のみ。
1（INKIRA　7392．94のみ。
KENKE（N）　〔keBkeN〕は4704・96のみ。
KENTO（0）4703．18の〔kento〕を含む。4700・37に
　〔kento・〕，4700．78に〔kento：〕がある。
KENTAA　2095．60のみ。
KAAN　2141．61のみ。内容は〔ka＝m〕。
TUNNUHAAN　2085．69のみ。
KAGAMI　O249．17の〔ka1（ami〕を含む。
1（AGAAMII　1231．88のみ。
KAGANI　1231。72のみ。
KAGAN　〔kagaN〕のほか，〔kagam〕8地点，0256．08
　の〔kaga・m〕，0246．97の〔kakam〕を含む。
TUINUHAGAN　1213．76のみ。
1（00MIN　2074．69のみ。
KANAN　2Q72．20のみ。
KANIN　2076．98のみ。
KANNEE　2076．99のみ。
KANGI　〔kaηgi〕8地点のほか，2151．11，2151・51
　1ま〔kamg量〕。
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HANGI　1242．72のみ。
HANZYU　1271．05のみ。
KANZU　1261．16のみ。
KE（E）TO（0）　〔ke：to：ンke：to〕のほか，7340．50，
　7350．21の〔k：eito：〕，6479．95，7249．95の〔keito〕や，
　東北地方にかなりたくさん見られる〔ke：do，　kedo〕，
　3724．36，3725．72，3733．88の〔kedol〕を含む。
KEECUU　7330．77のみ。
KETOKI～1（E（E）TOGI玄内容ほ〔ketog至，kさdokl，
　kedogi〕のほか〔kedoη三，　ke：doOi〕を含む。
KETOKE～K：E（E）TOGE　内容は〔kedoge，　ke＝一
　doge〕のほか，〔kedo1〕e，　keldoηe，　ke：do1〕ε，　ki－
　toηe〕である。諸形とも各1地点である。
K：IDONI　3765．28のみ。
KABUTONABA　7383．98のみ。
NABA　7394．60のみ。
1（INOKO　〔kinogo，　klnoko，　ksinogo〕を含む。
TOSAKANOKINOK：0　1731．89のみ。内容は〔to－
　saganoklnogo〕。
KIKURAGE　〔kikuraηe，　kiguraηe〕の1まか3689．75
　の〔klg戯rage〕を含む。
KIK：U　375上81のみ。内容は〔kig倣〕。
KOKERA　5557．85のみ。
BE（E）RA　〔bera〕は5549．55のみ。
BERABERA　5574．68のみ。
BERO　5566．95のみ。
BETTOO　5615．20のみ。内容は〔bettっ：〕。
81DENKO　4734．20のみ。
BIKO　4628．61のみ。内容は〔bしgo〕。
BIKU　〔biku，　biku，　bigu，　bigu〕のほか，4731．59
　の〔bikku〕，4760．98の〔b晦UI〕を含む。
BIRE（NKO）　〔bire〕のほカ｝，4760．54の〔birさ〕，
　4725．01の〔bireηko〕を含む。
BIRI　4730．96のみ。
BIROO　5604．65のみ。内容は〔birっ【〕。
CIRIMEN　7393。62のみ。
GIBISI　8372．87のみ。
HANA（KO）　〔hana〕は7349．07，　〔hanako〕は
　3780．65。
ITADAKI　4地点とも語頭は〔e〕，　Kは〔9〕。
KANOKO　6447．84のみ。
KEKEKOO　3753。85のみ。
　K：EK（K）ERO（KO）　3704．42の〔kekero〕．，3745．98，
　　3764．92の〔kekkero〕，3745．62の〔kekkeroko〕の
　　ほか，3761．22の〔k肥k…£ro〕，3763．17の〔kεkkεrQ－
　　ko〕を含む。
　KESIBA　7356．70のみ。
　KIMO　KIの部分は全部〔kiかksi〕。
　MO（0）CI　CIの部分は〔t∫i，　tsI，　ts旬のほか〔dzi，
　　dz旬。5527。15は〔mo＝t∫i〕，3732．73は〔torhlodzi〕。
　NACCAE　〔nattsae〕のほか〔nattsai，　natt∫e：〕。
　　次項と関連させNACCAIとすべきだった。
　SAZU　3735。50のみ。
　SEKIREE　6720．67のみ。213図の内容との混乱
　　は，併用だし，いちおう考えにくい。
　TAACIKYAGE　O228．96のみ。内容は〔ta：t∫ikja－
　　9芭〕。
　TANZYEN　4672．19のみ。
　TOGE　5577．06のみ。内容は〔to1〕e〕。
　TONBO　7266．34のみ。
　YAMA（KO）　〔jamako〕は3760．58のみ。
　次に，回答として地図上には反映していないが，参考
となる注記を抜引する。新古などの注記については，ト
サカ類対他類のもの（トサカ類が新しい），トサカ類内部
のもの（トサカに近いほど新しい）は，割愛した。
　3699．55キクラゲ（茸の名一黒く形が似ている一の転
　　用）。
3746．09　トッツァカ〈低血圧の薬〉。
　3752．53ケドゲ〔ケドは鶏頭〕。
　3763．17　ケァッケロコ〈子〉。
4619．29　カン〈今〉。
466 ．49　ケン〔小木町宿根木ではタンゼンー頭に飾る
　　模様のある美しいきれ　という〕。
　4734．20　ビデンゴ〈希〉。
4742．95　イタダキ〈古〉。
　5508．19　モチ〔語原は餅〕。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5615．20ベッタォオ〈ベッタォオタテルというのは，
　　昔の女の子が髪にリボンのようなものを飾ったこと
　　からきた〉。
5661．34　カン〈鳥屋と話す時など〉。
　5696．68　トサカ〈他にサカということばも聞く。こ
　　れは飼育する人たちが主として言う〉。
5698．91サカ〈最近養鶏の人が使うしゃれたこと
　　ば〉。
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　5792．02　エボシ〈多〉，サガ〈正確には切れ目をい
　　う〉。
　6403．62　トサカ（この町は神話の伝え通り，鶏を飼わ
　　ないのでトサカのことよく分からない〉。
　6417．72　ヨボシ〈多〉。
　6423．75　ヨボシ〈多〉，サカ〈上〉。
　6470．11　ヨボシ〈寝小便の薬〉。
　6482．26　カンムリ〈古〉。
　7334．44　ヨボシ〈古〉。
　7356．70　カブト〈雄のもの〉，ケシバ〈雌のもの一
　　総称はない〉。
　7372．92　カブト〈希，古？〉。
　7374．75　カブト〈エボシは若者が希に使うかもしれ
　　ぬ〉。
　7383．98　カブト〈希〉。
　7393．62　チリメン〈鶏頭（の花）をチリメンバナとい
　　う〉。
　7394．60　カブトくやや古，やや上〉。
　7422．26　カン〈子どもも使う〉。
　8302．55　ヶサ〈やや古・希〉。
　8315．46　ト〈多〉，エボシ〈新というほどでもない，
　　中年も使う〉。
　0294．66　カガニ〔カガミの転〕。
　0294．93　カガニ〈カガミの詑〉。
　なお，質問文にはなかったが，鶏のあご（くちばしの
下）にたれているものについて特に注記した報告を一覧
する。
　2782．67不明，3639．49sitamodz虹，3702．81とさかと
同じくklnoko，3746．09　taΦultaΦα1，3772．73　sagariki－
nogo，　3780．65　tab亡1ko，　4609．68　kurai〕e，　4619．63と
さかと同じくbigul，4629．43とさかと同じくbigul，た
だしとさかをUlwabigUI，これを∫itabigUIといって区
別することもある，4659．50bigul，4713．02不明，
4731．42とさかと同じくbire，4740．26とさかと同じく
big田，4741。92　bigul，5507．20　mont∫i，5623．27　kint∫一
ak㎜〈？〉，　5689．34　dare，　5712．70　　jodare1〕a1（e，
5751．60tare，　5782。79∫itadare，　6485．30　tabul，6610．77
10dokake，6701．46人によってとさかをtosaka，これ
をsa琴aと言う，736上82　bire，7659．40　mi：mi，215L64
daru。
　全国を大観することによって，トサカの類が国の中央
勢力を背景にし，文献的には古いが（天武紀，和名抄），
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全国に勢力を及ぼしえないでいることがわかる。宮城や
北九州などのトサカは標準語の侵入と見られる。三陸の
トッツァカもこの地域の特殊性から，新しい侵入のよう
に思われる。
　トサカ類の中では，関東東部と，岡山南岸から徳島に
かけて分布するサカが古いものではなかろうか。富山・
岐阜，兵庫を中心とするトッサカ，石川，三重・奈良を
中心とするトリサカなどは，そう古くなさそうである
が，いかがであろうか。
　澄類の中で，カサ，トカサ，トリカサ，トッカサなど
は，サカ，トサカ，トリサカ，トッサカなどの音位転倒
と考えられる。福島西部のトッケシなどの由来はよくわ
からないが，なにかこの地域での語原解釈があるのであ
ろう。北部につながる宮城西部のケ（エ）ト（オ）などのケ
との関係があるかもしれない。岩手北部のケッチャカな
どは，トッツァカとケトキ～ケ（エ）トギとの混交とみて
よかろう。
　エボシ類とカンムリ類とカブト類との相互関係はどう
であろうか。カンムリ類は地点もかぎられ，他の類から
の翻訳ではなかろうかと思われる。エボシ類とカブト類
については，（1）エボシ類のほうには青森や千葉に飛地が
ある。〔2）西日本では巨視的にみてカブト類のほうが地域
が連続している。（3〕やや徴視的にみて四国西岸，大分，
五島などにエボシ類の点在分布がみられることから，エ
ボシ類のほうが古いものと考えることにする。併用の場
合の注記からは，利用できる材料がない。
　文献ではこのエボシにあたる表現は（鳥帽子そのもの
についても）サカなどより新しい時代に現われるようで
あるが，言語地図からはどちらかとい5と，エボシ類の
ほうが古そうに見える。青森東部や利根川河口付近のエ
ボシはその地域の特殊性から西日本のものの飛火と考え
ることもできようが，中国地方ではエボシ類が古そ5に
みえるからである。
　秋田，新潟，熊本などに散在するトキン～キンの類も
かなり古そうに思われるが，各地での発生ということも
考えられなくはない。
　琉球列島に分布する諸語形の中では，カガミが古いの
かもしれない。入重山の鳩間と東北，長野，高知のカン
の相互関係はわからない。
　ケ（エ）ト（オ）以下のものは東北地方以外にもないこと
はないが，鶏頭という表記を背景にしていようから，そ
の分布を残存とすることはできない。岩手南部から宮城
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三訂にかけてのケント・ケンなどは，その北と南をケ
（エ）ト（オ）類にはさまれているから，多分新しいもので
あろう。
　紺で示したもののうち，領域が何箇所かにみられるも
のはモ（オ）チとヤマの類であるが，この． Tち，モ（オ）チ
は，古く能登以北の日本海岸に力を持った表現と考えて
よかろう。ヤマの類は，いくつかの表現の衝突する地域で
のそれぞれの発生ではなかろうか。宮城・山形北部と香
川との間をむすんで，古くは広く分布していたものとす
ることはむずかしそらである。
216．さかな（魚）
　この項目は後期調査にあたって新しく加えたものであ
るため，地点数が少ない。本図は，下欄に示した3つの
質問文をもとにして作った。語形を求めるなぞなぞ式質
問のほか，語形を与えてその用法を求めるS式質問を加
えているので，「魚」を意味する語の分布以外に，サカナ
とウオのそれぞれの用法の違いをも地図に示してある。
以下すべての魚を含んだ名称をく総称〉，用法の違いに
よる名称を〈個別称〉ということにする。個別称は，「海
魚」「川魚」「生きている魚」「店頭の魚，料理した魚」「小
魚」「特定魚」「標準語的」の7種に分ける。
　実際の回答から得られた語のあらわれ方を用法によっ
て類別すると，（1〕サカナまたはウオの5ちどちらかの語
が総称として用いられ，それ以外の語はまったく用いら
れない，②一方の語が総称として用いられ，他の一方の
語が個別称として用いられる，（3総称として用いられる
語がなく，サカナまたはウオの一方の語が，ある用法を
示す個別称として用いられ，もう一方の語が別の用法を
示す個別称として用いられる，（4）サカナまたはウオが総
称または個別称として用いられ，サカナまたはウオ以外
の語がさらに個別称として用いられる，の4種となろ
う。
　254の質問文は「魚」の総称を求めているので，その回
答としては総称をあらわす語が得られるか，もしくは，
別々の個別称をあらわす2つ，又はそれ以上の数の語が
あい補って総称的な用法を示すことになるか，のいずれ
かのはずである。また，255，256の質問文では，サカナ
およびウオの2語をあらかじめ与えておいて，その用法
の違いを求めている。実際の254の質問の回答では，語
としてはサカナとウオが中心となり，それに，用法によっ
てジャコなどが多少あらわれるという程度であった。こ
れらのことから，地図上には総称をあらわす語，または
総称がないために対立する個別称となって総称のかわり
をなすサカナおよびウオを第一に地図上にあらわし，こ
の2語以外については，それが総称にかわる要素（対立
する個別称）となり得る場合に限って地図上に採用した。
そのために，たとえば，0894．61では，総称としての
SAI（ANAがあるのでく小魚〉としてのZYAKOは
地図に採っていない。また，6385．10では，〈海魚〉と
してSAKANAを，〈川魚〉としてUOがあるので
一この2語で総称にあたるので一，〈小魚〉としての
ZYAKOを採っていない。これに対して6419・69では・
〈海魚〉としてSAKANA，〈川魚〉としてZYAKO
という状態なので一このZYAKOとSAI（ANAが組
になって総称のかわりをなしていると考えられるので一
このZYAKOを地図に採用している。全体を通してサ
カナまたはウオ以外の語が総称に用いられる地点は全く
ないし，総称にかわる要素としての個別称にはジャコが
現われるだけである。そのほか，地図に載せなかった語
は，主として幼児語に用いられるaka（4781．48），　t凱itai，
bi＝bi：，　d5id5i，　gokko，　bo：，　bo：bo，　toto，　bu正wa，
dodo，　dotto，　dzadza，　rno，　サjo（4791・12），　oしjo（479
1．61），　oelo（4792。80），　jo：jo（4793。41），　epPo，　t∫it∫i，
ki？ki？，　bebe，　bul：wal，　bo＝50，　bott∫o，　bi：ko，
1nemme【などである。
　以上の基本原則にしたがって，凡例に示すように，サ
カナとウオの2語に，ジャコを加え，個別称がなく総称
のみのものに1つの符号を与えるほか，総称と個別称の
組み合わさったもの，または総称がなく個別称のみが2
語組み合わさったもの，それぞれに1つの符号を与える
方式をとることにした。他の地図が1語形1符号である
のとはかなり違うので，注意されたい。符号について
は，総称をあらわす語ごとに色を分け，サカナに赤を，
ウオ類に緑を与えた。また，総称がなく個別称のみの組
み合わせに紺を与えた。
　SAKANAは，〔sakana　sagalla，　saYana，　sa琴ana，
sa1〕ana，　sagana，θakana〕などすべての変種を含め
た。UOは〔uo，田。，　juwo，　juo，　julo，　uwo，　tαo，
uwo，　juwo，　ubo，　juwo，　jul：o〕などを内容としたも
の，10は〔i・，iwo，　iwo，1・：，1ω＝，し・・，　e・，　j・・，
1・・」i…w・・liw・・i」・・i」・・i自…w・・igme・i・〕など
　を，IYUは〔j田【，　eu・，？iju，　iju，　iju，’ju，’ju：，
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?？ju：〕などを，　IRUは〔iru〕，　IZUは〔izi，　izu，　izu，
i5u，　i冨u〕をそれぞれ内容としている。このうち，　uo，
10，IYU，　IRUを1類にまとめてウオ類とすることが
できる。また，ZYAKOは〔d5ako，　zakko，　dzakko〕な
どを，その内容としている。ただ255，256の質問項目
が，サカナまたはウオという語形を与えてその用法を聞
くというものなので，調査者の積極的な表記がない限り，．
その地点における正確な語形をつかむことはできない。
したがって地図に示した語形は，3つの質問項目，ことに
255，256という一種の限定を持ったものから得られた範
囲のものである。
　赤の正方形べた符号を一与えた「総称」のSAKANAで
ある地域は，九州中南部および琉球を除いてほぼ全国に
わたって分布している。それに対して，緑の正方形べた
符号を一与えた「総称」がウオの類は，主として西日本，それ
に伊豆諸島に分布している。「総称」がウオの類は「総称」
SAKANAとの併用としてあらわれる引合が多いが，こ
れは，254の質問項目で語形としてウオ類が出た時，256
の質問で標準語として使われている．語形SAKANAを
質問文中で与えるので，いずれの語も「総称」として使
うという結果が各地であらわれることになったのであろ
う。赤の平行四辺形符号を与えた「総称」がSAKANA
で「標準語的」がUO，10，　IYUである地点は全国に点在
しているし，反対に緑の平行四辺形符号を一与えた「総称」
がUO，10，　IYUで「標準語的」がSAKANAであるも
のは，九州中南部地域にまとまって分布しているほか，各
地域にも点在している。赤の釣鐘形符号を与えた「総称」
がSAK：ANAで「海魚」が10の地点は6484・43（香川）
1地点のみであり，緑の釣鐘形符号を与えた「総称」が
10，IYUで「海魚」がSAKANAの地点も5645・27（群
馬），0248．00（奄美）の2地点と，同じく少ない。赤の三
角形符号を与えた「総称」がSAKANAでr川魚」がUO，
10は，関東以西に41地点点在しているのに対して，
「総称」がウオ類でr川魚」がSAKANAの地点は全くな
い。赤の紡錘形を与えた「総称」がSAKANAで「生き
ている魚」がUO，10は，4743．61（宮城），4760・54（山形），
5628．70（栃木），5652，81（長野），5663．64（長野）5682・34
長野），6523．54（滋賀），6577．86（三重），7361．17（熊本），
7417．22（徳島），7503．48（三重）の11地点あるのに対し
て，「総称」がウオ類で「生きている魚」がSAK：ANAの
地点は全くない。「総称」がSAKANAで「店頭の魚・料
理した魚」がウオの類の地点が全くないのに対して，緑
216
の分銅形の符号を与えた「総称」がUO，10，　IYUで「店
頭の魚・料理した魚」がSAKANAは，佐渡，入丈にそれ
ぞれ1地点と岐阜から沖縄までの47地点とに点在して
いる。赤の銀杏葉形を与えた「総称」がSAKANAで
「小魚」がUO，10は，5606．83（新潟），6545．19（≡≡重）
の2地点であり，「総称」がウオ類で「小魚」がSAK：ANA
の地点は全くない。赤の円形符号を与えた「総称」が
SAKANAで「特定魚」がUO，10，　IYUである16地
点について「特定魚」の内容を示すと，次のようである。
3760。93〈鮭〉，4619．29〈鮭〉，4637．20〈鮭〉，4638．22
〈鮭〉，4647．69〈鮭〉，4648．04〈鮭〉，4666．42〈鮭〉，
4668。27〈鮭〉，4676．67〈鮭〉，4685．10〈なま鮭〉，
4710．18〈鮭〉，　4710．55〈鮭〉，　5741。30〈鮭〉，　5751．60
〈鮭〉，62ε6．68〈ぶり〉，6534。37〈鮒の雌で卵をもっ
ているもの〉。新潟・山形にほぼまとまりをもって分布
しており，しかも「鮭」を意味する場合が多い。それに対
して「総称」がウオ類で「特定魚」がSAI（ANAの地点は
全くない。なお，「海魚」がSAKANAで「特定魚」が
10の地点（4695．33）は1地点であるが「特定魚」の内容は
〈鮭〉である。
　紺を与えた「総称」をもたず個別称のみの組み合わせの
地点を見ると，菱形符号の「海魚」がSAKANAで「川
魚」がUO，10，　IYUは，東北から九州まで34地点に
点在している。それに対して，蝶々形符号の「海魚」が
UO，10で「川魚」がSAKANAの地点は，6366．16
（山口），6373．84（山口），8311。41（鹿児島）の3地点のみ
である。小刀形符号の「海魚」がSAKANAで「生きて
いる魚」がUOは2774．59（青森），6441．71（広島）の2地
点のみであり，「海魚」がウオ類で「生きている魚」がS－
AKANAの地点は全くない。「生きている魚」がSA－
KANAで「店頭の魚・料理した魚」がウオ類は全くない
が その逆のリボン形符号の「生きている魚」がUO，
10で「店頭の魚・料理した魚」がSAK：ANAは岐阜か
ら九州までの28地点に点在している。また「川魚」が
SAKANAで「店頭の魚・料理した魚」がウオ類となる
地点は全くみられず，長方形符号の「川魚」がUO，10
で「店頭の魚・料理した魚」がSAK　ANAである地点も
5587．74（岐阜），5631．26（長野），7385・84（宮崎）の3地点
のみである。なお，ZYAKOについてみると，菱形ぬ
き今回の「海魚」がSAKANAでr川魚」がZYAKOの
地点が3754．76（岩手），3763．17（岩手），3774・44（岩手），
4701．14（山形），4722．40（山形），474M3（山形），5613・33
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（新潟），6419．69（兵庫），6439．61（兵庫），6447．39（兵庫），
6522．79（京都），6532．93（京都）の12地点であり，リボン
形ぬき符号の「生きている魚」がZYAKOで「店頭の魚・
料理した魚」がSAK：ANAの地点は，6520．50（兵庫）
の1地点である。
　以上みた分布状態をおおまかにまとめてみると，全国
的に総称としてのSAKANAが広く分布しているが，ウ
オ類も入丈，九州中南部および琉球をはじめ西日本にか
なり広い分布がみられることがわかる。個別称では，
SAK：ANAを「海魚」とする地点が全国に点在し，また，
「店頭の魚・料理した魚」とする地点が主として西日本に
点在している。ウオ類についてみると，r川魚」とする地
点が主として西日本に点在し，「生きている魚」も多少み
られ，「特定魚」とする地点が地域的にまとまった分布を
みせている。
　一般によく知られているように，文献をたどることに
よって，ウオは「魚類の総称」であったのに対して，サ
カナは「酒（さか）菜（な）の義，酒を飲むに添へて食ふ肉。
菜類」（『大日本国語辞典』）であったと考えられる。こ
れと符節をあわせるように，次に列記する地点では，
SAKANAを「魚」の意味にも使うが，「一菜」または「料
理したものすべて」の意味にもっかっている。4653．02，
6552．90，　6553．22，　657229，　7238．12，　723840，7238。82，
7239．82，　7239．90，　7246．45，　7248．49，　7257．94，　7258．82，
7258．89，　7259．93，　7266．09，　7266。60，　P7266．92，7268．87，
7279．93，7289．31，7323．02，7323．17，7330．77。また，次
の各地点ではSAKANAを「酒菜」の意味にしか使って
いない。7229．50，7237．67，7309．37。
　このような本来のサカナの意味が，「魚」の総称の意味
に使われるようになる変化過程を，全国に点在している
SAKIANAの個別称「店頭の魚・料理した魚」・「海魚」
が示していそうである。と同時に，このサカナの意味変
化に対応して，ウオ類も「生きている魚」・「川魚」の意味
に転用される地点が主として西日本に点在し，また全国
的に「総称」としての勢力を失いつつある状態を地図にみ
ることができそうである。このことを図示すると次のよ
うになる。
　また，「鮭」を意味するウオについて，『聞書秘伝』（寛
政7年写）に，「うをとばかりおし出して申し候は，鮭の
事也。」とあるので，あるいは地域的にもっと広範囲の基
盤があったのかもしれない。なお付言すれぱ現在，SA－
1（ANAが勢力を伸ばし，　UOなどの類が後退しつつ
SAKANA
酒を　む時
に添　て食
へる
　店要の魚
／料理た宙 ＝寧＼
→　海　　角　＝　川　　色　←
＼．励＿「河嘉γ
　　　　　　1　　　　　　　　　圏　　　　　　L　　　　　　　　　　」
「］・・
あるひとつの理由として，U＋0という2母音の組み合
わせという不安定な発音の性格も挙げることができるか
と考えられる。
217．うろこ（鱗）
　「うろこ〕の図に現われる語形には，『日本言語地図』第
3集105図「ふけ」，同じく131図「あか」，また本集245
図「きのこ」に共通して現われる語形が多い。合わせて参
照されたい。またそれらの諸語形のうち，コケ類につい
ては，別に，本真246図として総合地図「コケの意味」を
作った。同時に参照されたい。
　全国を大観してまず目につくのは，赤で示したウロコ
あるいはそれに近いと考えられる一連の語形と，緑で示
したコケ，コケラの類との，飛騨山脈を境として大きく
対立する分布である。ウロコ等の類は飛騨山脈から西へ
琉球先島まで連続した分布領域を持ち，佐渡，東北北
部，北海道にも分布する。コケの類は，それ以外の東日
本に，広い領域を持つ。
　凡例でUROKOから　HIRE　までは，赤一色で示
した。これらをウロコ類としてひとつにまとめてしまう
ことは，多少，問題かもしれない。ただし，ウロコ，イリ
キなどを見ると，ほとんどが，U，1という高い母音あ
るいは，それに類する音で始まっている点，第2音節の
子音にRを持つものが多いとい弓点，第3音節の子音
がKとなるものが多いという点などの共通点があげら
れ，これらを大きくひとまとめにすることはまず承認さ
れると思われる。イラ，エラ，ヘラ，ヒレなどは，「え
ら」「ひれ」との関連も考えられ，問題があるが，語形の
上からこれらの類に一応含めた。
　この赤の類をさらに小さな類に分けると，まずUR－
OKOからYUIKOまでが一類とされる。中心となる
語形はUROKOで，中国・四国より東をおもな領域
としている。オロコは北陸，山陰にややまとまって見ら
れ，ウロコよりは古いものかもしれない。ウルコは四
国・九州に広く見られる。音声の問題だから，個別の変化
一56一
食
?
?とも考えられるが，あるいは古いもののなごりかもしれ
ない。これらのうち，URIKOからYUII（0までは，
第2音節が下に述べるイリコ等と，共通性が強い。地理
的にも，ともに九州に分布している。
　IROKO以下IRUまでを一類とみることができよ
う。ほとんどが九州に分布し，IRIKO，　IKOが中心
的な語形である。九州に6地点見られるIROKOは，
古語の「伊呂古」と同形である。VIROKOはとびはな
れて富山にある。〔v1roko〕という語形で報告されたも
のである。形の上からイロコのそばに置いたが，この
〔V〕はウロコのウが変化し，半母音〔W〕を経て〔V〕と
なったもので，〔1〕も〔田〕が中舌化してできたものと考
えると，このVIROKOはウロコに近づけて考える
べきものかもしれない（ただし，富山にはIRARA
もある）。IKOは，　IRIKOのRが弱まってできた形
IIKOからさらに変化して生じたものであろう。鹿児島
東部に見られるIRAKOは，後述する　IRA　と関係
のある形である。彊（いらか）などということばが思い出
される。末尾にKOを持つことからここに置いた。入
重山に見られるIZINUIRAG〔9〕UのIRAG〔9〕Uも
同様に後述するIRYAA，　IRAG〔9〕1などと縁のある
形であるが，末尾のG〔9〕Uに引かれてここに置い
た。IZINUは，「魚の」にあたると考えられる。なお，
IG〔g〕0，　EG〔g〕0のふたつは，それぞれ，薩摩半島
西南部と，甑島とに見られる。この地域は，語中のKが
有声化する傾向のみられる地域であるから，これらはイ
コにあたるものと考えられよう。八重山の　IRUは上
の類と言えるかどうかわからないが，音の対応からはイ
ロにあたると考え，ここに置いた。
　IRIKIからICIまでをひとまとめと考えた。すべ
て琉球に分布する。これらのうちIRII（1からIRUG一
〔g〕1までがさらに下位の小類として分けられよう。第
2音節にRを保っている点が共通である。中心的な語形
はIRIKIとIRICIである。　IRICIは，　IRIKIか
ら規則的に変化して生じた形と考えられ，沖縄本島を中
心に分布する。宮古の　ILIKI，　ISIKI，　nlKIは，
つぎのIIKI等の類との中間に位置するものかもしれ
ないが一応ここに置いた。これに対して，IIKIから
ICIまでは，　Rが完全に脱落している点で共通してい
る。これらIRIKIからICIまでは，　IRIの部分（あ
るいは，II，1）について，九州のイロコ，　イコなどと
通ずるところがあり，両者が歴史的に近い関係にあった
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ことを思わせる。ただ，琉球の諸語形に共通する末尾の
KIあるいはCIと本土部に多く見られる末尾のKOと
は，子音がともにKということから，何かの縁があっ
たかと思われるが，母音を見ると，単純な対応関係には
ない。考察が期待される。
　IRAKIから　1i】RAまでは，第2音節にRA（あ
るいはRYA）を持つ点が共通している。すでに採りあ
げたIRAKOも関係がある。　IRAK：1からIRACYA
まではみな，琉球にある。末尾の音節は上のイリキ等の
類と共通している。CYAも，口蓋化している点で，　CI
に通じて、・る。IRASAは大分のIRAの領域の周辺
に見られる。IRARAは富山にある。．これらの末尾音
SA，　RAは他との関係が薄いが，一応ここに置いた。
IRARAのRAは，緑で示したコケラのうと関係があ
るかもしれない。IRARAとつぎのIRAとの関係に
ついても何とも言えない。IRAは大分を中心に分布す
る。これと，九州に多く見られる，イリコ，イコ等の類
とは，語形の上ではかなり違うとも思われるが，分布か
ら見て何らかの関係があると考えられよう。しかし，両
者の歴史的先後関係については，よくわからないと言わ
ざるを得ない。また，琉球，とくに入重山に多く見られ
るイラキの類と大分のイラとの関係，さらに，それらと
琉球のイリキ，イイチ等との関係についてもなお考察が
必要であろう。ERAは栃木，愛媛，九州とに計4地点
見られる。愛媛，九州のものは，大分のイラと関係がある
と考えられるが，栃木の1地点が九州のものと関係があ
るかどうかについては断定的なことは言えない。「鮒」と
の関係も考える必要があろう。すくなくとも現在は「鰐」
と関連するものとしての語原解釈がされていそうであ
る。またKOKERAとの関係も考えられよう。また，
古くはイラ，イララは，r刺」を指す語として用いられて
いたらしい（『大言海』による）。後に述べるササラの例と
ともに，「とげ」と「5ろこ」との関係をも考慮する必要が
あろう。
　H：ERAからHIREまでは語頭にHを持つ点で共通
している。上の各類との関係は薄いかもしれないが，
ERAとHERAとの形の類似からここに置いた。分布
は九州東半に見られるHERE，且IRE以外，まとまっ
たものが見られない。HERAは117図「した」にも現わ
れるが，愛知のものぐらいしか地理的には関係がなさそ
うである。長野のものは鱗HIRA，舌HERAである。
　緑で示したものは，コケ，コケラの類である。飛騨山
57一
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脈を境にして東日本に広く分布する。そのほか香川に数
地点，佐賀唐津に1地点，北海道に数地点見られる。緑
の類をさらに類別すると，凡例でKOK：EからKOKI
までのコケ類と，KOIくERA以下1（OIRAまでのコケ
ラ類とに分けられる。1（OKEZA以下は上の2類には
必ずしも含められないが，語形の類似から緑の符号を与
えた。KOKEZAは入丈，　KOSERAは岐阜，　TOG一
〔9〕ERAは栃木，　OG〔9〕ERAは千葉に見られる。
KERAは滋賀，　KOREは北海道日高にそれぞれ見ら
れる。酒類の分布領域の外にあるものは，あるいは別な
ものかもしれないが，一応ここに置いておいた。
　コケとコケラとは，分布が交錯していて，両々のはっ
きりとした分布領域は見られない。したがって，コケと
コケラとの間の歴史的な関係を分布から推定することは
むずかしい。これら緑の類については，本革246図「コ
ケの意味」の図で，他図に現われるコケとを比較対照して
検討したので，ここではこれ以上触れないことにする。
　紺で示したものには，さまざまなものが含まれる。
HADA，　HAZAは，紀伊半島の大平洋岸沿いの地域
と静岡御前崎とに分布する。人の「膚」と関連があろ5
か。あるいは，先に述べたヘラ，実在はしないがバラ
などともつながりが考えられようか。SAME，　SAMI
は，福井，兵庫北部，長崎に計9地点見られる。『全国
方言辞典』によれば，このほか鹿児島の種子にもあると
あるが，この図には見られない。また，「木の皮を去っ
て荒削りする」という意味で対馬に「さめる」，長崎平戸
に「斧で材木をけずる」という意味で「さむる」がある。こ
れらとのちに述べるコケラが，一方で「木のくず」を表わ
すことと並行的な関係にあるとは言えないだろうか。
CUから10NCUまでは九州西部に分布する。与那国
のITUは形は似ているがこの類かどうかわからない。
あるいは，赤で示したIRU（入重山）との関係も考えら
れよう。『全国方言辞典』によれば，「つ」のほかに「つ一」
という見出しがあり，九州地方では亀や蟹の甲，かさぶ
た，柿などのへたなど，いくつかの意味で用いられてい
るらしい。その使用地域も，九州の西半地域でかなり錯
綜しているようで，それとこの図の「うろこ」を意味する
ツとの関係は詳しく検討すれば興味ある問題と思われ
る。SOBUは隠岐にSOBUKEは広島に見られるが
他との関連はよくわからない。ZENG〔9〕0は静岡に
見られる。鹿児島のHENKOと形の上で似ているの
で何らかの関連があるかと思われる。HENKOは，．さ
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らに，赤で示した，HERE，　HIRE等にKOが付い
て生まれた形という道も考えられるかもしれない。『全
国方言辞典』によれば，「甲，こうら」の意味で「せんご一」
という語が高知で用いられるらしい。また，愛媛中部で
「いかの胴にある石灰質の甲」のことを「ぜんご」と言うと
いう報告もある。また，「鰺の腹側にある刺に似た鱗」
（r広辞殉）としてゼンゴという語もある。上のツの場合
と同じく，このゼンゴ，ヘンコの場合も「うろこ」と「甲」
というふたつの意味に関係を持っているようである。
SASARAは静岡西部に1地点ある。ササラは本集249
図「とげ」にも現われる語形である。「とげ」の図ではさま
ざまな語形の変種を伴っているが，愛知東部にはSA－
SARAが数地点見られ，この図のSASARAととなり
あっている。さらに，「とげ」の図にはこの図のSASA－
RAのある地点のすぐ南に，　UROK：0という語形が見
られる。この地方では「うろこ」と「とげ」とが非常に近い
関係にあるらしい。また，『全国方言辞典』によれぽ，和
歌山西部で，「屋根ふき用の板」の意味で「ささら」がある
らしい。さらに，「屋根ふき用の板コはふつう「こけら」と
言われる。このことと，この図で東日本に広く分布する
コケラと対比すると，「うろこ」と「屋根ふき用の板一こ
けら」との間にも深い関係があるよ5である。AKUMI
は沖縄に見られる。『全国方言辞典』によれば，「みかん
などの袋にある白い筋」として喜界にあるとある。つな
がりを考えられないであろうか。GOZIは宮崎に見ら
れるが，他との関連はよくわからない。
　図全体を見わたして，ウロコとコケ（ラ）との関係を考
えると，東日本では，ウロコが日本海沿岸を北上して
行った様子がうかがわれる。佐渡や東北地方の日本海側
にももとはコケ，あるいはコケラが分布していたのでは
ないかと考えられる。関東などに点々と見られるウロコ
も，西からの飛火としてはいったものであろう。標準語
は「5ろこ」であるが，関東におけるウロコの分布は，そ
の背景としてはかなり希薄である。京都を中心としたウ
ロコが文章語として採用され，それが関東での地理的な
分布の背景を持たないまま標準語となったものと考えら
れる。
　佐賀唐津のコケは東からもたらされたもので，古いも
のの残存ではなかろう。香川のコケラについては，分布
の場所がまつ先に京の勢力の及びそうな地域なので，こ
れを残存と言うことはむずかしい。高松藩は水戸の分家
であることから，あるいは東からの飛火かもしれない。
，
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この背景には，つぎに述べる「ふけ」との関係も働いてい
たと考えることができよう。
　九州南部から琉球にかけての，ウロコ，イコ，イリキ
等の分布に関しては，第3集105図「ふけ」の図を参照す
べきである。作図のつこうによって符号の形は共通にで
きなかったが，九州南部から琉球にかけての地域に，
「ふけ」「うろこ」ともに同語形で表わすという地点がかな
りある。また，隠岐にも数地点同様のことが見られる。
とくに琉球では入重山群島を除いてほぼ全域にこの傾向
が見られる。このことは，たまたまそうなったのではな
く，古い時代には，「ふけ」と「うろこ」との間に語形とし
て区別がなかったことの残存であると考えたい。また，
「ふけ」の図で高知東北部にコケラが数地点見られる。上
でふれた香川のコケラと隣接していると言えよう。ここ
でも，「ふけ」と「うろこ」とが密接な関係にあったことが
考えられる。古字書の類でも，たとえばr和名抄』では，
「鱗」「雲脂」の両方に「いろこ」という和語が記されている
ようである。上の推定と合致すると言えよう。
　また，さきのサメやコケラのところでもふれたよう
に，「うろこ」と「木屑」との関係も考えなげればならな
い。サメは数か所に分かれて分布するが，単なる残存形
ではなく，さきの「ふけ」「うろこ」の場合と同様に，「木
屑」という意味と「うろこ」という意味の接触から，各地
で独自に生まれる可能性を持っていたとも考えられる。
これらの語の歴史を考えるときには，これら「うろこ」
「ふけ」「木屑」「屋根ふき用の板　　こけら」「瓦」「あか」
「とげ」さらに「きのこ」「苔」など，一連のものを同時に考
慮してはじめて，十分な解釈が得られるものであろう。
218．かえる（蛙）
　この項目は，地図の下欄に示した質問文のように，
「蛙」の総称を求めたものである。したがって，たとえば
3727．81の〈総称カエル，雨蛙ビッキ〉の場合，カエル
のみを地図に採用した。しかし，7342．72の＜taηgaku
は殿様蛙，gikiは赤蛙，　bikiは雨蛙〉というように総称
がなく個別称のみの揚合は，すべての語形を採用し，ま
た5676．10の〈kawazuは小さいのを言5＞のように単
に大小を示す語形の場合は注記のないものとともにこの
語も採用した。
　なお，関連項目として219図・220図「ひきがえる」，
221図・222図・223図「おたまじゃくし」があるので参
照されたい。
　空の符号を与えたカエル類は，福島・新潟・長野・関
東・伊豆諸島，東海・近畿・中国・四国北部など国の中
央に大領域があり，北海道・東北北部にもまとまった分
布がみられるほか，それ以外の地域にも点在している。
語頭子音が〔9〕などの有声音をもってGAERUなどと
なる地域は，かならずしも画然とした分布領域を示して
はいないが，東北から中国にかけてかなり広い地域にわ
たって見られる。語の後部分にME，　KO，　GO，　TA－
MA，　PE，　BOO，　MACI，　MA，　CYOOなどをもつ
ものは，茨城のKEERUME，入丈のKAERUME，
島根のGYA（A）RIKO以外は各地域にほとんど点在
しているだけである。5676．84のGETTOO，　GETTO－
KUは紺符号で示したBETTO（0），　BETTOMEの
分布に接していることから，それとの関連を考えること
ができるが，6547．79のGEETA，　Gli】ETAKUTAに
ついてはあきらかではない。
　草の符号を与えたカワズ類は，中部地方に広い分布領
域をもっているほか，全国に点在している。このうち，
KAWAZUは新潟。長野・岐阜。静岡南部・愛知など
にあらわれるほか各地に点在しているし，GYAWAZU
は新潟南部から石川にかけて，まとまっている。凡例
GAEZUからGAECUGUまでは，ほぼ新潟にみられ
るものであるカ1；それと接して分布をもっているカエル
類ともなんらかのつながりがあろ5。なおここで注目
すべきは，他の語と併用されている地点におけるこの語
史についての被調査者の意識である。併用地点が比較的
多くまとまってみられる新潟・長野・愛知は，カエル類
との併用がほとんどであるが，そのうち注記のあるもの
をまとめると次のようになる。
題
?
?? ?????
?????? ??????
その他
5地点
2
1
????
??
長　　野
2地点
4
5
カエル類を
「古い」とす
る地点1地
点，「下品」
とする地点
4地点
愛　　知
点地??
カエル類を
「古い」とす
る地点1地
点，「下品」
とする地点
1地点，「子
供に対する
ことば」と
する地点1
地点
一59．一
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これでみると新潟ではカワズ類を「古い」と理解し，長野
では「標準語的・新しい」と理解するという反対のとらえ
方の傾向がみられる。しかし3才頃通じて，カワズ類を
「上品」と理解するか，またはカエル類を「下品」と理解す
るかという共通した傾向がみられる。
　緑の符号を与えたガク類は，新潟・長野，徳島，九州，
沖永良部などに少数地点ずつみられるもので，このうち
新潟にはGYAKUが，福岡・熊本にTANGAKU，
TANGYAKUがまとまっている。古文献にみられる
「ひきがえる」を意味するといわれる古語タニククとこの
語類とを関連させて考えることがあるいは可能かもしれ
ない。なお，5642．67のGYAKUTTAMAにくギャク
ギャク鳴くから〉という注があり，また，7372．27の
TANGYAKUについて〈鳴く時に限っていうように思
う〉という注がある。参考になろ5。
　茶の符号を一与えたゴト類は，能登のひとまとまりのほ
か，三重・和歌山，四国などにも分布があり，また，富
山，岡山，山口，屋久島にも1地点ずつみられる。凡例
：KUTTOBIKIからBIKINTOまでは，和歌山，四
国などヒキ類の分布に近接しているのでそれとの混交形
であろう。このよ5にゴト類は，広い分布領域ではない
が，西日本のあちこちにみられること，220図「ひきが
える一その2」では山梨などにもあることなどから，こ
の語類の発生，分布経路などに考える．べきことの多いこ
とを思わせる。
　榿を．与えたヒキ類は，東北，岐阜北半，紀伊半島，中国
西南部・四国・九州・琉球など，カエル類に次いで広い分
布領域をもっている。このうち，BIK（K）1などのよう
に語頭がBIとなるものが東北と九州とに大きなまとま
りをもち，伊豆半島，紀伊半島，愛媛などにも小さなまと
まりがみられる。これに対して，HIK：1などのように語
頭がHIとなるものは，北海道南端，近畿南部，中国・四国
などに分布している。岩手北東部のHURUDA，王｛UR－
UDAI（0については，ヒキ類の分布領域内にあること，
また，219図「ひきがえる一その1」をみると，同じ地域の
HURUを含む語形が当然ヒキ類のHUKUを含む語
形の分布に連続していることから，この類に含めた。凡例
BIKITA（N）から　TAKASUTOBIKIまではほとん
ど九州に分布しているものであるが，BIK：ITA（N）は
岩手にも3地点（3757．09，3767．18，3767．87）みられる。
なお，TAKATARO（0）BIKIは愛媛（7431．82），高知
（7451．22）の2地点のみにみられ，九州にはみられない
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ものである。DONBIKIからDONBIKISYAまでは
主として岐阜中北部を中心とする地域および広島から愛
媛につづく瀬戸内海地域にそれぞれひとつのまとまった
分布をもっている。同じDON81K：1などの語形が，
219図「ひきがえる一その1」では，これにほぼ隣接した
領域に分布して，注目される。また，主に四国に分布し
ているONBIKIが，本図および219図「ひきがえる一
その1」のDONBIKIに連続した地域にみられるの
で，当然関連があると考えられる。凡例ATABIK：A
からAACYABIIまでは，沖縄本島およびその周辺の
島々に分布している。ATTARABIKYAは徳之島に
みられるものであるが，これらの語の前部分のATTA－
RA，　ATA，　AACYAなどについては，紺符号で示し
たものの中にも，通ずるものがある。すなわち，凡例の
ABUTAから　MAN（A）TAが先島諸島に，　ATA－
RA，　ATAROが徳之島に分布し，それらとのつなが
りを思わせる。
　桃を一与えたドンク類は，長崎から鹿児島までの主とし
て九州西部に分布しているほか，佐賀，宮崎にもみられ
る。8361．31（鹿児島）のAPPEDONは，次のワクド
類のAPPUまたはAPPEとこのドンクとの混交形
とみたが（ワクドのドさえドンクとの関係が考えられ
る），．後部分のDONは，あるいは人名などにつける尊
敬語ドンとも関係があろうか。　ドンク類と．ドンビキと
は，地理的に離れているが，ドンビキでさえ2領域にわ
かれているのであるから，関係があるかもしれない。
　赤の符号を与えたワクド類は，6642．33（静岡）のBA－
KKURIを除いて，大分・熊本・鹿児島など桃の符号
のドンク類の分布領域に接したり，またそのなかにみら
れ，なんらかの関連をもっていそうである。
　紺の符号で示したもののうち，房総に小さなまとまり
をもっているANGOと5658．01（栃木）のNANKOと
は，語形が類似しており，また220図「ひきがえる一そ
の2」をみるとこの2語形のそれぞれの分布領域がこの
図の揚合よりさらに近づく点から，関連ありとみて同形
の符号を与えた。埼玉・群馬にみられるBETTO（0），
BETTOME，　BETTOKUSYOOについて，「踵を合わ
せて坐る」ことを秋田でベットアグラと言い，「あぐらを
かく」ことを佐賀でベットズワリスルと言っているので，
「別当」と関連づけることができようか。長崎にまとまっ
てみられるZYOOKO（0），　ONZYOOK：0と鹿児島・
種子島のCYOI（KO，　CYOKKANとの間には，何ら
c
e
かの関係があろうと考え，類似の符号を与えた。そのほ
か，DOBAが愛媛に，　MOKKEが青森西から秋田北
部にかけて，SANGENTOBIが四国東部に，それぞ
れまとまって分布している。無回答の2地点は，6657．96
（大島）〈この島にはいない〉，2068．08（宮古）〈いない〉
であるが，注のように実物が居ない地点である。なお，
ほかに，回答をしながらも実物が居ないという注記をし
た地点として，4736・63（宮城の江ノ島），6657．54（大島），
6667・81（利島），6677．41（新島），6697．39（三宅島），6697．49
（三宅島），6698．20（三宅島），6698．61（…≡宅島），2075．22
（入重山），2085．69（入重山）がある。
　以上概観したそれぞれの語類のうち，もっとも広い分
布領域をもっているのがカエル類とヒキ類である。この
1枚の地図だけでみれば，言語地理学の基本的な見方か
ら東北，四国・九州，琉球など辺境に分布しているヒキ
類が，それより主として中央部に分布しているカエル類
より古そうだということになる。この推論の蓋然性につ
、・ては，関連項目の219図「ひきがえる一その1」，220
図「ひきがえる一その2．vと重ね合わせて，次の219図・
220図の解説でふれてみたい。221図・222図・223図
「おたまじゃくし」にも触れるところがある。
219．ひきがえる（墓・蜻虫余）一その1
220。ひきがえる（墓・雪除）一その2
　218図が「蛙」の総称の地図であるのに対して，219図，
220図はそのうちの1種類の「ひきがえる（墓・蜷蛛）」の
名称の地図である（「ひきがえる」が「かえる」の一種と
意識されているか，あるいは対立する別種のものと意識
されているか，という問題はしばらくおく）。
　方言量がきわめて多いために，音声的変種をかなり大
はばにまとめ2枚の地図に分けて示した。219図には語
に且IK：1，　BIKIおよびそれに類する形を含むと考えた
ものを，220図にはそれ以外のものを掲載した。併用語形
を2枚目地図に分けて示す揚合，それぞれの符号の下に
アーク印をつけて同一地図中に限定される併用と区別
した。218図の内容と219図，220図の内容とは相互に
関連するので，符号の色・形の与え方を統一し，符号の
色は，語の要素にKAERUおよびそれに類する形を・も
つものに218図のカエル類に合わせて空を与え，語の要
素にKAWAZUおよびそれに類する形をもつも．のに
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218図に合わせて草を与えた。以下GAKUに緑を，
GOTOに茶を，　DON’KUに桃を，　WAK：UDOに赤
を一与え，それ以外で宜lkI，　BIKIおよびそれに．類す
る形をもつものに榿を与えた。そしで，これらに含まれ
ないものに紺を与えた。ただ，たとえば219図，220図
の見出し語形KAERUには，218図の見出し語形
KAERU，　KEERU，　KAERO，　GAERU，　GYAARU
などに含まれる変種すべてをまとめてあるため見出し語
形の内容には違いがあるが，みかけ上同一の見出し語形
に符号の形を合わせた。このことは，単独語形だけでな
く語形の一部門としての1（AERUについても，また
K：AWAZU，　GAKU，　GOTO，　DONKIU，　WAKIU－
DOについてもほぼ同様の原則によっている。
　本項目は221図「おたまじ1やくし（蜥斜）」，222図「お
たまじゃくし一カエル類の詳細図一」，223図「おたま
じゃくし一ヒキ・ワクドなどの類の詳細図一」とも関連
するので参照されたい。なお，HIKIGAERUに〈併用
処理の原則〉を適用した。
　まず，219図について述べよう。
　本図に採られたHIKI，　BIKIをもつものは，北海
道・東北の大部分から山口，四国に至るまでと，奄美・
沖縄に広く分布している。このうち空の符号を与えたも
のは，すでに述べた通り語の後部分にKAERUをもつ
いわばヒキガエルの類である。この類は，福島・新潟か
ら中国北部までのほぼ国の中央部に広い分布があるほ
か，北海道，青森東部にもみられる。IIIKIGAERU
の前部分HIKIには，〔giki，　gikI，　gikkiη〕などのほ
か〔¢igi，∫iki，　git∫i〕などが含まれているが，これらの
うちで地域的にまとまった分布領域を示すものはあまり
なく，かなり他語形と混在してみられる。H：EKIGAE－
RUには新潟南部に小さくまとまっている〔heggε＝rUI，
hegε＝rUI〕なども含めたが，いずれも同じ語形に含めた
〔he1〕igaerul，　hekigaerQ，　hekigε：rul〕の分布に接して
みられるのでこの見出し語形にまとめた。HUKUGA－
ERUはかならずしも特定の地域にまとまって分布して
おらず，HIKIGAERUと混在しながら広い地域にみ
られることが注目されよう。このHUKUとHIKIの
歴史的関係について考える手がかりはあまりないが，
HIKIの音声的あいまいさのためにHEKI，　HIK：U，
あるいはHUKIなどを経てRUKUが生じたという
考えが』あろう。それとともに，5633．45の〈ふっくりし
ているから〉のような別種の蛙と形の区別をする意識．
一61
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6655．51の〈縁起がい、・，決して殺さない〉というような
民間信仰的意識などが，発生の触媒になっているとも言
えよう。なお218図ではHIK：1またはBIK：1をもつ
語形が広い領域をもっているのにHUKUをもつ語形
がまったくみられない点：が注目される。00EIKIG－
AERUには〔ohikige：ro，　ogikiηaeru，　ogiki1〕aero，
ogikigaeru，　ogikigε：ro〕なども含まれているが，いず
れも関東にまとまって分布しているので同じ見出し語形
で示した。この頭部分の00は「大」であると考えられ
る。ところが218図にはこの地域にヒキ類が全然みられ
ない。これは，蛙の総称または別種の蛙についてHIKI
を含む語をあてた時期が過去にあり，それと区別するた
め00HIKIGAERUが存立したということが想像さ
れ注目される。このことは，当然本図に櫨で示した00－
HIKI，00HIKIDAについても言えることである。
HIKIDAGAERUが群馬・長野・岐阜・静岡・愛知
に，HUKUDAGAERUが青森東部から岩手北部に
かけてみられるほか，4763．45にも1地点ある。2795．01
のHUKUROGAERU，6498．93のHIHUKIGAERU
はなんらかの民間語原が働いたのであろ弓か。SIISII－
GAERUはわずか1地点（6615．02）であり語形からみて
ヒキガエル類に含めることに疑問もあるが，HIKIGA－
ERU，00HIKIの分布に接しているのでこの類に含
めた。
　草の符号を与えたヒキガワズ類のうち，後部分の
GAWAZUは〔kawazu，　kawaz實1，　gawazu，　Yawaz曲，
ηawazu，ηjawazu，　gjawazu，　gjawa〕などさまざまの
変種を含んでいるが，〔gε：t∫i，gεtsul，　gaetsul，　get∫i〕
はGAWAZUに含めた変種とは語形の上でかなり違い
があるので，見出し語形をGEECUとして分出した。
この類は，新潟・富山・石川・福井，愛知に少数地点ず
つみられるだけで，218図の同種のものの分布領域と重
なり合いながらも，それよりかなり点在的になってい
るb
　緑の符号を与えたヒキガク類は，3地点にみられるだ
けである。このうち，HUKUGAKUは〔ΦUlo9田ge－
kkul］の4667．76，〔Φulkulηgjakul〕の4686．96の2地点
でいずれも218図でガク類が分布している地域とほぼ隣
接しているが，8345．74のGAKUTOBIKIは赤の符
号で示したWAKUDOBIKIとの併用なので，それの
類音牽引が働いて生じた異類のものとみることもできよ
う。
　茶の符号を与えたヒキゴト類は，富山。石川にHIKI－
GOTO，1｛UKUGOTOが，近畿南部にHIKIGOTO，
GOTOBIKIが，四国にGOTOBIKI，　KUCUBIK－
1が，それぞれまとまって分布して、・る。6424．89，7425．27
のHIKIDOは，同じ茶の類のKUCUBIKIに接して
みられることからこの類に含めたが，やや疑問がある。
6375。65のKOTTOIBIKIも語形の類似からこの類に
入れたが，この類の分布からやや孤立した地点である。
ただ，207図「おうし」をみると，この地点を含めたかな
り広い地域にK：OTTOIが分布していて，単なる偶然の
一致とは考えられず，このことはさらに発展してゴト類
全体について，207図と対比してみる必要のあることを
感じさせる。
　桃の符号を与えたものは，いわばドンクビキの類であ
る。しかし，DONKUBIKIが7340．74，8343．97，　A－
OHIKIDONKUが7266．34，7274．57，　AKU且IKID－
ONKUが9322．52と，わずかに5地点，いずれも九州
に点在しているだけである。九州には，218図でヒキ類
が広く分布しており，また，22σ図では，DONKIUを
もつ語がかなり分布し，さらに本図でその複合形がほと
んどみられないということから，HIKI，　BIK：1，と
DONKUとは結合度のきわめて薄弱なもの（相互に反
干しあうもの？）だ，といえそうである。
　赤の符号を与えたワクドビキ類についても九州に関し
ては，同じようにHIK：王，　BIK：1とWAKUDOとの
結合度が弱いと言えそうであるが，島根・広島・山口に
WAK：UDOBIKI，　WANBIK：1があり，218図，220
図にはワクド類がまったくみられない沖縄本島を中
心にWAKUBIKII，　WAKUBICI，　YAK：UBICIが
まとまってみられる点で興味深い。
　澄の符号を与えたものには，語形にHIKI，　BIK：1お
よびそれに類する形をもつさまざまのものが含まれてい
る。全体としては，全国域に相当広く分布しているが，
小地域ごとに特殊な語が比較的まとまって分布してい
る，といえそうである。HIKIは中国に大領域をもつと
ともに，対馬，青森南部にも小さなまとまりがみられる
し，〔biki，　bikki，　blkld，　bit〕を含むBIK（K）1は北海
道南部，福島南部，九州，奄美などに小数地点ずつみら
れる。また，00HIKIが関東にまとまった分布を示し
ている。中部に分布しているHIKIDAに接して岐阜・
愛知にHUK：UDAが分布して相互に関連があることを
示しているし，岩手・宮城・秋田・山形のHUKUDA一
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ROO，　RUKUDABIKI，　EUKUDAROBIKIなど
と，それに接してみられるHURUDA，　HURUD－
ABIKI，　YAMAHURUDA，　ZYAHURUDAとは，
やはり相互に関連があろう。房総に小さなまとまりをも
つ王【UUANGO，　HUUTANGOについては，そのそ
ばにHIK：IGAERU，　BIKITANGAERUがあるこ
と，218図でこの地域にANGOが分布していること
から，このHUUの部分については，　HIKIまたは
HUKUのK：の脱落したものとしてこの類に入れた。
山口に分布しているNYUUDOOBIKIは，「ひき
がえる」の体の表面のいぼ状の皮膚と「癩病」とを
関連づけた命名であろう。宮城のDOSUBIKI，
5548．24のKASABIK：1，3771．29のZYANBOBIK：1，
下北・岩手北部，長野南部・静岡・愛知などに分布する
凡例工BOBIKIからIMOBEK：UDAまでのものな
ども，「ひきがえる」の皮膚の特徴に注目した語であろ
う。GAMA，　KAMAを含む語は220図では全国のか
なり広い地域に分布しているが，本図のGAMABIKI，
OKAMABIKIは，東北に点在するほか愛媛に1地点
みられるだけである。OKANBIKIも愛媛にみられる
ので同形符号を与え，6428．76のK：ANEBIK：1も語形
の類似から同じ符号にしたが，多少問題もあろう。6473．
04のOKUDOO（BIKI）は，「かまど」からの意味的連想
による「くど」を介して生じた語とみたがどうであろう
か。主として東北南部にMACUBIKI，　MASUBIKI，
MASUBOBIKIが分布しているが，前部分のMAC－
U，MASUが何を意味するか知る手がかりはほとんど
ない。ただ，MASUの部分には〔mas菰，　ma∫i，　masi〕
が含まれていることと，山形県面内でマシが「猿」である
こととを考え合わせる必要があろう。近畿南部にまと
まっているTOCYAMA（BIK：1）には，〔tot∫amabiki，
tott∫amabiki，　tott∫ama，　dott∫ama，　tot∫iwara，　tot∫一
ijamabiki，　tot∫ijama〕を含んでいるが，6584．90〈栃の
実を拾いにいく山にいるから〉，6593．30〈tot∫iwaの
国から来たから〉，7503．48〈殿様ビキの意なり〉などい
くつかの語原意識があるようである。DONBIKIがほ
ぼ中国に，ONBIKIがその分布に接するように兵庫・
大阪から四国にかけて分布している。高知のYADOB－
II（1は，　ONBIKIの分布に接しながら一方220図の
YADO（MORI）の分布にも接しているので，それぞれ
つながりがあろう。
　次に220図について述べる。
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　凡例に示した語類の順序はほぼ218図に準じ，空の符
号のカエル類，草のカワズ類，緑のガク類，茶のゴト
類，桃のドンク類，赤のワクド類，そして，紺のその他
のものとした。ただ，紺で示したもののうち，語の要素
としてKAERUを含まないがカエル類と関連ありと
認めたもの，および218図にあらわれたものと全く無縁
考えたものに紺の符号を与えつつ，空の符号の類と並
べて示した。また218図で紺の符号を与えたものと同類
と考たものは，218図と同じく凡例の最後に示した。
　KAERUには〔kaerul，　kεa＝r田，　kε記ro，　kε：ri，
gjar就1，　galro，　ge：ro，　gero，　g記ro，　gεro，　kairuko〕を
含んでおり計14地点であるが，このうち10地点が218
図と同語形であり，また，2731．97が本図で〔gero〕，218
図で〔gero〕，〔∫iki〕の併用，567LOOが本図で〔ge：ro〕，
〔gama〕の併用，218図で〔ge：ro〕と〔dombiki〕の併
用，とそれぞれ同語形をもっている。3702．24も本図で
〔daesakamokke〕，〔9εro〕の併用，218図で〔mokke〕で
ある。したがって，13地点で「かえる」と「ひきがえる」と
が密接な関連を持つことがわかる。もう1地点6557．77
は本図が〔gairo〕，〔kawazu〕の併用であるのに対して
218図は〔g雲kigairo〕である。何らかの思い違いがある
のかもしれない。凡例DOSUGAERUからIBORA
までは，219図でDOSUBIK：1などに関連して述べたよ
うに，「ひきがえる」の体の膚のきたなさを病気にみたて
た名称であるが，このうちではIBOGAERUが関東な
どかなり広い地域に散在している。ETTAGAERUは，
6535．73に現われる。凡例IEMABURIからYADO一．
KARIまでは6665．25〈家を守ってくれる。決して殺さ
ない〉，7425．02〈家に入ってきた時jamoriというこ
とあり〉，7427．90〈昔は台所の水がめのところにこれ
が一匹ずつ居た〉，7436．68〈宿守の意であろう〉など
の注があるように，その生態に注目し，「家」に関連ずる
名を与えられた語である。これらは，6665．25のIEMA－
BURIを除いて，四国南部にまとまって分布している。
凡例GAMAGAERUから00GAMAまでは，関東
を中心に集中的に分布し，ほか，全国に散在している。
GAM：AGAERU，　GAM：Aは語頭が〔g〕のもののみ
である。これに対しOKAMAGAERU，　OKAMAの
Kの部分には〔k〕のほか〔g〕の音も含まれているが，ま
とまった分布領域はあまりない。なお，OKAMAの0
と既述の00EIKIなどの語頭との関連は不明である。
　草で示したカワズ類は，219図と同じく，地点がきわ
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めて少ないので語形の内容とともに列記しておく。
　KAWAZU：〔dekkaigjawazu〕5539。43，〔glawazu－
nodekail〕a〕5555．58，〔kawazu〕6557．77，　GAMAGA－
WAZU：〔gamagja：zu〕5539．16，　METTAGAWA－
ZU：〔mettakawaz戯〕6548．02，　GEECU：〔dekkalg－
a色〕5620．30，MASUGEECU：〔nlas田gεttsul〕4648．0
??
　緑で示したガク類は奄美にGAKU，沖縄にYAMA－
GAK：Uがみられ，また，和歌山にDANGOKUがま
とまって分布している。和歌山のものについて，218図・
219図では，この地域にガク類がまったくみられないの
でガク類としてよいかど5か，実ははっきりしない。
　茶で示したゴト類の5ち〔goto，　go＝to，　qo：to，
1〕onto，　goto＝，　got仁。，　gota，　go：ta，　gatto，　gjatto，
gotosaN〕を含むGOTOは，富山・石川，山梨，近畿
南部，四国などに分布し，そのほかめものもほぼGOTO
の分布に接してみられる。5518．20のNOTTONGYA－
WAZU，5585．63，5595．05のBOTTO（GAERU），
5594．37のHOTTONGAERU，6527．22のHOTTO－
KU（GAERU），5595．20のHOTTAI，6505．60のKA－
SABOTTOも，語形の類似とともに分布が接している
ことによってゴト類に含めた。
　桃で示したドンク類は，すべて九州に分布しているも
のである。このうち，DONKUが佐賀・長崎・熊本・
宮崎・鹿児島にみられ，もっとも広い分布領域をもって
いる。WAK：UDONKUが主として九月西部に，　GA－
MADONKU，　OK：AMADONKUが佐賀・長崎・鹿
児島に，OBADONKU，　BABADONKUが宮崎に，
それぞれ分布している。凡例のSYOOKEEDONK：U
からSIPPYADONKUまでは，主として長崎に分布し
ているが，それに隣接してみられる紺の符号のZYOO－
1（0，0NZYOOKO，　ONTAROOZYOOKOなどと
何らかの関連があろうと考え，同形の符号を．与えた。
　赤の符号を与えたワクド類は，ドンク類と同じ九州が
分布領域のほとんどすべてであり，ドンク類とのつなが
りを思わせる。九州以外では，山口と6378．05（広島）に
WAKUDO，6632．15（静岡）にBAKKUI，関東の千
葉・神奈川。静岡の4地点にONBAKU（GAERU），
6626．30（神奈川）にBAKUDO，6636。05（神奈川）に
BAKKU，4751．42（山形）にDAIDOBAKKA，4730．
45，4750．32（いずれも山形）にDAIDOBAK（K：）一
〇，4760．98（山形）にDADABAKO，4760，64（山形）に
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DENDENBAKO，4742．95（宮城）にBAKKUがそ
れぞれみられる。九州では，そのほぼ全域に分布してい
るのがWAKUDOであり，そのほかISIWAKU－
DO，　ISIBAKUDO，　USIWAK：UDOが熊本北部
に，1（ASAWAKUDO，　KASABAKUDO，　KA－
WAWAK：UDOが熊本北部から大分にかけて，　KIA－
MAWAKUDO，　K：AMABAKUDOが大分に，　TA－
NNONWAKUDO，　TANNONBAKIUDOが大分に
それぞれまとまっている。鹿児島にまとまっている
APPU，　APPUTTA，　GOEMON（APPU），8335．11
（宮崎）のDAPPUは，、・ずれもWAKUDOの分布
に接していること，鹿児島では桃の符号で示した類の中
のWAK：UDONKUに近接してWAPPUDONKU
があることなどから，この類に含めた。
　紺の符号で示したもののうち，218図にあらわれるも
のと関連するものを最後にまとめて示す。
　凡例ATAから　YAMAATARO　までは琉球に分
布するものである。このうちATA，　WAATAが沖縄
に，YAMAAUDA，　YAMAABUTAAが入重山に，
HUNATA，　KAAHUNATA，　HUGAAHUNA－
TA，　HUGAAが宮古に，それぞれまとまって分布し
ている。そのほか，徳之島にATARA，　YAMAA－
TAROが，渡嘉敷にYAMAATAがそれぞれ1地点
ずつみられる。千葉にまとまっている凡例ANGO一
（GAERU）から　KATTEEBOANGOまでと栃木の
NANKO，　NANKONBO，　IBONANKOは，地域
がさほど離れていないことと語形が類似していることか
ら同形の符号を与えて関連性を示しておいた。そのほ
か，まとまった分布をもつものとして，愛媛西部にみら
れる　DOBAを含む語形，青森から秋田に分布領域を
もつMOK：K：Eを含む語形などがある。
　無回答は109地点，北海道，佐渡，八丈，隠岐，琉球など
島部と海岸部に，概して多くみられる。これらのうちに
は，「実物が居ない」という注をつけた地点が多かった。
そのほか無回答でない地点でも，4677．65〈このものは
土地には少ない〉，6547．79の〈土地が乾燥するのかこ
のあたりにはいない〉という注もあり，棲息地などに限
定があるよ5である。これが語の分布にもなんらかの影
響を与えたかもしれない。
　以上，2枚の地図の分布を概観したが，これに218図
を加えて3枚の地図によって，それぞれの語口の歴史を
考えてみよう。すでに218図の解説でその分布からカエ
?
?
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ル類よりヒキ類が歴史的に古いものであろうと推論し
た。219図をみると，語の要素にHIKI，　BIKIをもつ
ものの分布が218図のヒキ類だけでなくカエル類の分布
領域をもおおっている。つまり218図と219図を重ね合
わせてみて，全国の大部分の地域がヒキ類の分布地域だ
ということになる。ヒキ類の勢力の及ばない地域は，モッ
ケ類の分布する東北北西部の地域とドンク類などの見ら
れる九州西半と，ABUTA，　UNATAなどの分布してい
る先島の地域にすぎない。九州の大分から熊本にかけて
のワクド類の分布地域，長崎北部のジ。オコ類の地域も，
「ひきがえる」の地図ではヒキ類の分布のみられない地域
であるが，これについては218図で九州の大部分にヒキ
類が分布していること，218図，219図いずれにおいて
も山口，対馬，奄美などがビキ類の分布地域であること
などによって，かつては西岸を除く九州全域をビキ類が
おおっており，それが「蛙の総称」と「ひきがえる」とを区
別するためにいくつかの比類があらたに生じたものと考
える。そして，それらがやがて，ヒキ類にとってかわる
ようになったと考えるのである。全国的にみると，青森
西部から秋田東部にかけて，218図がMOK：K：Eである
のに対して，220図がMOKKEまたは～MOKKEで
ある。九州西岸では218図がDONKU（U），　DONKO
であるのに対して220図がDONKU，　DONKUWA－
KUDO，　WAKIUDONK：Uである。宮古諸島では218
図がUNATA，　MANATAなどであるのに対して220
図がHUNATA，　HUGAAHUNATAなどであり，
入重山では218図がABUTA，　AUDA，　OTTA（A）
などであるのに対して220図がYAMAAUDA，　YA－
MAABUTAAである。またビキ類の分布している下
北では，218図がBIK（K：）1であるのに対して219図が
IBORABIKI，福島西部で218図がBIK（K）1であ
るのに対して219図がMASUBIKIである。山口では
218図がHII（1であるのに対して219図がDONBIKI，
NYUUDOOBIKI，奄美では218図が81K（K）1，
BIK：Aであるのに対して219図がBIKI，～BIK：1であ
る。このような分布現象が国の中央部から，もっとも離
れた地域に主としてみられることから，もともと全地域
に「かえる」と「ひきがえる」とを区別しない同一名称が分
布していたと考えることができようか。また，219図の
解説で触れたように，218図でヒキ類がまったくみられ
ずカエル類，カワズ類が分布している関東に，219図で
「大」を意味すると考えられる00を頭部分にもつ00一
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HIK：IGAERU，00HIKI，00HIKIDAが分布して
いるので，「かえる」の総称としてのカエル類，カワズ類が
分布する以前にこの地域にもHIK：1またはHIKIDA
が分布していたと見られる。それと「ひきがえる」を区別
するために頭部分に00をもつものが生じ，それが219
図に残存的に分布しているのであろう。このこともヒキ
類が歴史に古いものであり，しかも「かえる」「ひきがえ
る」を明確に区別はしていなかったというひとつの証拠
になろう。関東東部から福島にかけては，218図でヒキ
類カミまったく分布せず，219図でもヒキ類がきわめて希
薄な分布しか示さない地域であるが，これは，おそらく，
新しい勢力としてのガマ類に圧倒されたものであろう。
なお，かなり古くから文章語的性格をもって使われてい
たらしいカワズ類，さほど大きな勢力ではないが主とし
て西日本に広く分布しているゴト類，全国に点在するワ
クドの類などの歴史的位置づけについてはなお不明であ
る。今まで述べたことを65頁に図示しておく。
　このような考え方は，分布の上からは妥当だとして
も，まだいくつかの間題がある。もともと総称のみで区
別した名称がなかったとい5前提に立っているというこ
と，分布の．しからの歴史的関係と文献の上から見た場合
の関係と必ずしも一致しないとい弓ことなどで，解決す
べきことが今後に残されている。
221．：おたまじゃくし（蜻虫斗）
222．おたまじゃくし（蜻i餅）一カエル
　　　類の詳細図
223．おたまじゃくし（1科虫斗）一ヒキ・
　　　ワクドなどの類の詳細図
　方言量がかなり多いので，3枚の地図に分けて示し
た。
　221図には，オタマジャクシ類と，222図，223図の
語類から除いたものを掲載し，　さらに，　この地図1枚
で，「おたまじゃくし」に関する諸表現の全体を，きわめて
大まかに概観できるように，他の2枚の地図に示したも
のすべてを，単純化した符号で併せ掲載した。凡例末尾
を見られたい。
　なお，222図には，218図「かえる」で言うカエル類，
つまり語形にKAERUまたはその変種をもつものを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一66
掲載した。この222図作成にあたっては，218図と関連
するところが多いので，符号の色・形の与え方に共通性
をもたせることも考えられるが，1つには，使用可能の
色・形に限度があること，とくに，方言量の多い219図
「ひきがえる一その1」，220図「ひきがえる一その2」に
ついて，218図に合わせて符号の色・形を与えたため，
同じく方言量の多い本項目の地図の見出し語形にあてる
符号が十分に残っていないこと，2つには，218図と
222図の作図方法に違う部分があること，などによっ
て，独自に221図，222図，223図の中での統一した基
準を設けて，符号の色・形を与えた。
　なお，OTAMAZYAKUSIにく併用処理の原則〉
を適用した。
　まず221図を説明する。
　緑を与えたオタマ類は，語形にTAMA，　DAMAを
もつもの，およびそれとなんらかの関連があると考えた
ものである。全国のほとんどの地域に分布しているが，
東北，九州中南部，琉球での分布はきわめてまばらであ
る。このうちもっとも広い分布領域をもっているのは，現
代標準語形として採られているOTAMAZYAKUSI
である。北海道，関東，近畿・中国・四国に集中的に分布
し，東北，九州では，まばらである一方，他の語類との
併用地点が目立っている。これら併用地点の多くみられ
る地域には，このほか，〈新〉〈希〉〈共〉の注記が
あるため，〈併用処理〉したOTAMAZYAKUSIが
あったり，相手語にく古〉の注をもつ地点がかなり多く
見られたりする。これと逆に，OTAMAZYAKUSIに
く古〉，あるいはその相手語にく新〉〈希〉〈共〉など
の注記をもつ地点はまったくない。このことと，本土中
央部に主として分布していることとを考え合わせて，こ
れが，「おたまじゃくし」表現の中でもっとも新しく分布
した語類と考えられる。福島東部，長野南部・静岡に分
布しているOTAMAK（K）0，静岡に小さくまとまって
いるOTAMACCYO（0），関東にまとまった分布領域
をもつほか各地に点在しているOTAMAなどは，OT－
AMAZYAK：USIと分布が交錯している地点も多いの
で，それからの派生形と考えられるが，一方，「球」をもと
として，オタマジャクシとは無関係に，各地で独自に生
まれたと考えうるものもあろう。6512．09，6591．02の
OTAGAZYAKUSI，6521．20のOTOKAZYAKU，
6512．09のOTAGAのG，　K部分については，オタマ
ジャクシのもとと考えられている「お玉杓子」が，「御多
や
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賀杓子」の転音だという一説にしたがえば，これこそ古
形を保存している数少ない語形だともいえるが，それに
しては地点がきわめて少なく，分布もOTAMAZYA－
KUSIなどと比較すれば，かなり限定されているので，
「御多賀杓子」と関連はあろうが，非常に古いものとも思
えない。5643．33，5710．84のOTAMAZYAKKO，
5645．89，5665．11のOTAMADOZYOO，5790．64の
OTAMAKKOZYOROのそれぞれの後部分は，他の
魚の名称とみられるのでそれらと関連づけた命名であろ
5。同様に，・6534．85TAMACICIIく0のCICIKO
については，『全国方言辞典』によればチチコが滋賀，徳
島で「かじか」の意味だという。そ5なれば，同地点の
TAMACINも，それとのつながりが考えられようし，
地域は離れるが長野北部のCINCIKU（DAMA），
ZUZUGOTTAMAも，あるいはそれとの関連づけが
可能かもしれない。また，紺符号で示した6504．01の
BOBOCIN，6439．17，6544．69のCICINK：0，6520。79，
7338．48のCICIGOなどもそれらとのつながりが考え
られよ5。茨城に小さくまとまっているOTAMA－
KONPOZI，　OTAMAKONBOの後部分のKON－
POZI，　KONBOについては，『全国方言辞典』採録
の，マツコブシが埼玉で「まつかさ」，ゴンボが千葉県山
武郡で「蕾」，コンボが群馬で「椿」，コンボチが静岡で
「どんぐり」であることと，つながりがありそうである。
6497．41のOTAMAKONGOも，地域は違うが語形の
類似から，通じるものかもしれない。5781．22のTA－
MAGUSI，6527．22のDAMAKUZIについては，
239図「なめくじ」が参考になろうか。6527．44のDA－
MAHYORO，　5674．54のHYOOROKUDAMA，
6519．43のHEEROKUDAMAは，紺符号で示した
5641．07のHYOROHYOROとともに，擬態語と思わ
れる。ご方，「表六玉」（愚鈍な人を罵っていう語）とのつ
ながりもあろう。　そのほか，5549．55，6632．88のKA－
IZYAKUSIの前部分KAIは，「蛙」であるとも「貝」
であるとも考えられる。なお，富山ではカイは「匙」で
ある。
　紺の符号で示したものにはさまざまの語種が含まれて
いるので，鳥類ごとに，ほぼアルファベット順に並べて
示した。AMANZYAK：U，　AMANBOKO，　AM－
AK：K：0は，6425．57（岡山）以外，長野にまとまってい
る。この3語形に共通した要素AMAの成立について
は，①この分布に接してみられる5671．94のATAMA一
DEKIK：Aの前部分の変種であるという見方，②沖縄に
「雨の子」の意味のAMINUKI（K）WAA，　AMINU－
KAなどが分布しているので，発想として同様に「雨」
を考える見方，③アマンジャク，アマンシャグメが，
「いら虫」「蝶の蠕」など幼虫と成虫の形の異なるものの名
称として使われている地域がみられるので，同様の変態
をたどる「おたまじゃくし」につけられたものだとする
見方などがありうるが，緑の符号の5605．57のANZY－
OTTAMAのANZYOが「尼僧」の意味と思える
ので，このAMAも，「尼」と考えることもできそうで
ある。138図「おんな一卑称」には，BII（1（1など「蛙」の
方言形と関係の深い語形がみられ，またAMAも分布
している。これは，この「おたまじゃくし」のAMAと
無関係であろうか。隠岐にATAMABUTO，　ATAM－
ABUKKO，　ATAMAHUCYAGEが，7461．39（高知）
にATAMABUTOが，5671．94（長野）にATAMA－
DEKKAが，5679．86（茨城）にATAMADAEZIN
，1251．27（沖縄本島）にSUBURUBUUTAが，11
69。84（沖縄），125上98（沖縄本島）にTAACIBURAA
がそれぞれみられるが，いずれも「おたまじゃくし」の頭
の大きいことに注目した語形と考えられる。なお，緑の
符号で示した才タマ類のOTAMAは，この「頭」の意
味のATAMAを介して生まれる可能性もありうる。
そこで符号の形を共通にしてみた。凡例BIRUGOか
らTAABIRUWATAK：Aまでは，語形にBIRUま
たはその音変種を含むものである。ほとんど奄美・沖縄
に分布しているが，そのほかBIRUGOが7352．14に，
BIRIGOが6576．93にもみられる。『採訪南島語彙稿』
によれば，「蛭」の意味で奄美大島に〔b’iru〕，徳之島に
〔ko：b’iru〕，入重山に〔pi：ri〕があるのでそれとのつな
がりが考えられる。なお，『全国方言辞典』には，奄美に
「生まれつき身体の弱い者」のピル，ビルーが載せられて
おり，記紀に「手足のなえた子」の意味の「ひるこ（水蛭
子） がみられる。参考になろう。静岡西部・愛知東部に
まとまっている，凡例TABERAからDEBEREK－
KOや，本土の主として西の各地に点在する凡例DE－
REKODEREKOからBEBEDANGOも，81RU。
BIRIを含む語形と類似する部分を含む。なんらかのつ
ながりがありうると考えて，符号を似せておいた。
　以下，まとまった分布領域をもっているもの，あるい
はなんらかの説明が可能なものについて，凡例順にふれ
てみる。BABAZ（Y）AKKOが富山にまとまってお
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り，BABAKKOが群馬に，　BABAGOが石川に，
BABASUKIOが茨城に1地点ずつみられる。石川の
GAMAZYAKUも，地点の接しているBABAZ（Y）一
AKK：0などとつながりがあろうということで凡例も並
べておいた。しかし石川県鹿島郡ではガマが「ごり（鱗）」
「どじょう（鱈）」の意味で使われるというから，それと
も関連するものであろう。石川のBOBOTA，　TABO－
BO，島根のTAPOPPO，福井のBOBOCINに共通
するBOBO，　POPPOは，「丸いもの・球」であろうか。
DOORANGOが鳥取東部に，　IMORIKOが佐渡南端
に，KANIGORO，　GANIGOROが大阪に，　OKOG－
OROが四国西端に，　GOROK（K：）0が千葉などに，
MEME（N）ZYAKO，　MEMENZYAKU，　MEME－
NOI（0が北陸に，　OBOZUKKO，　OBOROKKO，
ROKOが新潟に，　TAINAGO，　TANAGO，　TAN－
OGOが北陸，兵庫などに，　Z（Y）UUMIGA，　TAA－
NUIZUGAMAが宮古島に，それぞれみられる。無回
答は，全部で18地点。うち，島部が15地点，沿岸沿いの
地点が2地点である。島における無回答地点の5ち10
地点が〈実物が居ない〉という注記があるので，これら
18地点ほとんどの地点では実物がいないとみてよさそ
うである。218図「かえる」で無回答の地点がわずか2地
点であることと矛盾するが，218図では，回答がありな
がらく実物が居ない〉とい5注記をした地点が10地点
あり，「おたまじゃくし」より「蛙」のほうが観念的である
にしても，よく知られているということなのであろ5。
　赤符号は，222図，223図の内容をそれぞれ1つの符号
の形にまとめて示したものである。直線符号が222図に
あらわれたもの，四角形べた符号が223図にあらわれた
ものにあたるが，直線符号が地域的に多少ばらつきをも
ちながらもほぼ全国に広く分布し，四角形符号が地域的
にある程度まとまりながら分布していることがわかる。
これを218図「かえる」における分布と重ね合わせてみる
と，たとえばカエル類の分布については，本図と異なっ
た分布を示していることがわかり，はなはだ興味深い。
この地図と218図におけるヒキ類，ワクド類などの分布
事実を含めて，これらの関係については，あとでふれる
ことにする。
　222図を説明する。
　この地図に掲載したものは，218図で空の符号を与え
た類に通じる，カエル類である。このうちもっとも広い
分布をもつものは，空の符号を与えたカエル類に，KO，
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GOをもつものであるが，ここでGOと示したものには
〔90〕，騰。〕，〔§o〕，〔1〕o〕を含めた。1（AERU（NO）K一
（K：）0が北海道，栃木，近畿・中国に分布しているほか，各
地に点在している。これには〔kaerumQko，　kair｛unoko，
kaerulnoko：kaeruko，　k記eru夏ko，　kairu11（o，　kaeru卜
kko，　kαeru1〕1（o〕等の諸変種が含まれているが，地点数
として〔kaerumQko〕がもっとも多く次いで〔kaerulko〕
が多い。KAERUGOは福島西部から新潟東部にか
けてと近畿，中国西部などに，それぞれ多少まとまって
分布しているし，K：EERU（NO）KOが兵庫北部に，
KEERUGOが福島西部と岡山に，　KAARU（NO）K：0
が山梨，島根・広島に，KAEROKK：0が栃木に多少ま
とまってみられる。KAIRAHU，　KUURUH：U，　KA－
LiNHUは宮古島に分布しているものであるが，221
図にみられる入重山のTARAGU（U）ともあるいはつ
ながりがあろう。以下ある程度の分布領域をもってい
るものと主なる地域を凡例順に示しておく。GAERU一
（NO）KO　主として近畿，島根。　GAERUGO　主とし
て近畿，四国北部。GE（E）RU（NO）K（K）0　宮城，新
潟，九州など。GE（E）RUGO　宮城，新潟。　GYA（A）一
RU（NO）KO　富山，福井，熊本など。7383．83のZY－
ARUKOの内．容は〔5aruko〕であるが，　GYA（A）RU一
（NO）KOの分布に接しているので，その変種であろう。
GYA（A）RUGO　富山・石川・福井・滋賀，鳥取。
GAERO（NO）K（K）0　山形・新潟などの日本海側。
GE（E）RO（NO）K（K）0　東北北部，新潟南部・長野
西部，大分。GE（E）ROGO　東北北部・宮城。　GAE－
RAGO，　GAERAGU　山形南部など。　GE（E）RAG－
0　岩手・宮城北部・秋田東部。3724．96のZERAGO
は，GE（E）RAGO，　GYARAGOの分布に接してい
るので関連があろう。GYARAGO　岩手北部・秋田北
部，富山。GEREKO　九州に点在。7372。03のZYA－
ARENK：0の近くにGYA（A）RU（NO）KO，　GE一
（E）RO（NO）K（K）0，　GYA（A）RENKOなどがみ
られる。GE（E）RIKO　福岡，長崎，大分・宮崎。　GEE－
RIGO　新潟。7302。71のERIKOはGE（E）RIKOに
接しているので符号を同じものにしたし，7279．65のE－
RIGO，　EGOにも関連性をもたせた。　GYARIK：0，
ZYARIK：〇九州西部など。　GYARIGO石川な
ど。GYAA（NO）K：0　富山，鳥取・島根，熊本など。
GEENOKO　九州南部。　GOINKO，　GEG（G）0，
GEKOZYO，　GOGGERA，　KOGORYA主として
九州南部。
　語形にTAMA，　DAMAを含むものに草の符号を与
えた。221図で緑の符号を与えたものと関係する。山形
南部を中心にした地域，関東。中部，奈良北部・大阪南
部などにみられる。このうち主として関東・中部に分布
しているものは，凡例のK：AEROTTAMAからGE－
EROTTAMA，　OTAMAGAERUからTAMAGE－
EROまでで，221図のオタマジャクシ類の分布とほぼ
重なっているのでそれとの混交形とみることもできよう
し，一方，凡例GAERUKUDAMAからGAARO－
KUDAMAまでのみられる山形や，　GAERUK：UDA－
MA，　GAEKURUDAMA，　KAEKODAMA，　GE－
NGORODAMAの分布している奈良などでは，オタ
マジャクシ類がほとんどみられないので，オタマジャク
シ類の領域の拡大の過程において，語形の一部門カエル
類の語形とを複合させて，できたものとみることもでき
よう。
　茶の符号を与えたものは，語の後部分にK：UTO，
K：OTOなどをもつものである。この後部分について
は，たとえば1（UTOには〔kUlto〕〔9Uldo〕を含め，
KOCYOには〔kot∫o〕〔kod50〕〔1〕ot∫o〕を含めた。すな
わち，無声・有声の区別をしなかったわけである。主と
して秋田・山形およびその周辺にかなりまとまって分布
している。このまとまりをかこむように，秋田北部に
GE（E）ROGO，　GE（E）RAGOが，岩手にGE（E）一
RAGOが，宮城にGE（E）ROGOが，山形南部に
GAERAGUなどがそれぞれ分布している。この分布
状況から，1（UTO，　KOTOを接尾する形式は，周辺
の諸語形にTO，　CYO，　TAなどを複合させて成立し
たものだと考えうる。このTO，　CYO，　TAの性格に
ついては，山形南部などに分布する草符号のGAERO－
KUDAMAなどの後部分のTAMAと関係があるので
はないかという見方があろうが，また，新潟北部にみら
れるGAERUMA（N）CYO，　GERUMA（N）CYOな
どのCYOとのつながりも考えうる。さらに，　KU－
TO，　KOTOなどを，218図，219図，220図にあらわれ
るゴト類と関連づける見方もできる。このように，茶の符
号を与えた類については，いくつかの考え方がありうる
が，いまのところ，いずれを採るべきか，判断できない。
　紺の符号で示したものは，語の前部分，もしくは後部
分に，上記以外のさまざまの形をもつものである。GE－
RUMA（N）CYO，　GEERUMAは新潟にまとまって
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おり，5602．99にGAECCYOが，6661．02にGUURO－
CCYOがみられる。凡例のKEERUKONBOZIから
KEERUKONBOまでは茨城にまとまってみられる
ものであ．るが，この後部分は，221図の解説でもふれた
ように「球状のもの」の意味をもっているものであろう。
この地域について，221図と222図を重ね合わせてみる
と，O KONPOZI，　OTAMAKOBOをとり
かこむように，その周辺に紺の符号のKEERUKON－
BOZIなどが分布しているので，おそらく，前部分に
OT MAをもつもののほうが，歴史的に新しいもので
あろう。宮城・秋田北部，兵庫に分布する凡例GEE－
RUMO（N）からGEERAMOまでは，～GOの分布
に接しているので，それの変種とも考えられるが，
GAERU（N）BOが近くにみられる地点もあるので，
～BOとの関連も考えられよう。岐阜，大阪にみられる
GAEGORO，6572。22のGAERUGORO，6552．88の
GAEGOROTAなどのGORO，　GOROTAを接尾す
るものは，ゴロが「かたまり，石ころ，どんぐり」など「球
状のもの」として使われている地域が各地にみられるの
で，それと関係があろうか。5770．11にGENGORO，
8351．41にGINGORO，5770．60にGENGURUKO，
8321．58，8331。12，8344．11にGE（E）KURO，8312．33
にGEKEREが見られる。ちなみに，『全国方言辞典』
によれば，ゲンゴロが千葉で「ありじごく」，東京で「ご
きあらい虫」であり，ギンゴロが鹿児島で「いな（鰻）」で
ある。5527．94のZYAGEROのZYAは，221図にみ
られる，近接する地域のBABAZ（Y）AKKOとつなが
りがあろうか。あるいはGYAなどの変形だろうか。
　榿の符号は，単独のKAERUおよびその変種と思わ
れるものに与えた。この類のうち青森西部から秋田・山
形にかけて主としてGE（E）ROが，千葉にGE（E）RO
が，岐阜に主としてGAEROが，和歌山南部にKA－
ERUが，広島にGA（A）RUが，山口にKAERUが，
四国南部にKAERU，　GAERU，　GYARU，　GAE－
ROなどが，九州東部にGE（E）ROなどが，壱岐，宮
崎南部などにGE（E）RIが，対馬にGERUが，鹿児
島などにGEEが，それぞれまとまって分布している。
218図「かえる」では，これらの地域にはカエル類以外の
語，具体的には，青森西部にMOKKE，秋田・山形に
かけてBIK（K：）1，房総にANGO，岐阜にDONBI－
K：1，和歌山南部にHII（1，　BIK（K）1，広島にDON－
BIKI，山口にHIKI，四国南部にBIK（K）1，　DON一
一69一
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BIKI，九州東部にWAK：UDO，　BIKIITAROO，　BIKI一
（K）1など，壱岐にBIK（K）1，対馬にHIKI，　BIK一
（K）1，鹿児島などにBIK（K）1が，それぞれ分布して
いる。このことから，「蛙」の意味のカエルが，主として
ヒキ類が勢力を広げたあとにひろがっていく過程におい
て，既存の語の勢力が強い地域では，「蛙」と関連ある
「おたまじゃくし」のほうに入り込んでいったのではない
か，同じよ5に，たとえば218図でヒキ類の分布して
いる東北に，222図ではGE（E）RUGO，　GE（E）RO－
GO，　GE（E）RAGOなどが分布していることについて
も，カエル類が，「かえる」ではなく「おたまじ1やくし」の
意味に入り込んでいったのではないか，と考えることも
できる。ただそのように考えるには，222図における新
しい語としてのカエル類が，本土中央部および琉球以外
の大部分の地域にあまりに広く分布していること，およ
び，空の符号を与えてある後部分にGOをもつ語形と榿1
の符号を与えたもたない語形の分布の違いについて，説
明がつけにくいなどの点が疑問として残る。ここで注目
すべきことは，この澄の符号を与えた語が青森，九州東
部をはじめ，ほぼ国の中央部から離れた地域にみられる
ことである。このことから，榿の符号の語が，「おたま
じゃくし」を示すもっとも古いものだとする考え方がで
てくる。つまり，かなり大胆な推論になるが，もともと
「おたまじゃくし」がカエルであってそれが全国に分布し
ており，「蛙」については，ヒキ，ビキなど，まったく別
の表現が分布していたとい弓推定である。そのあとに
「蛙」に意味を転じたカエルが中央から広がっていくが，
ヒキなどの勢力の強い地域では，依然として「おたま
じゃくし」がカエルで「蛙」がヒキ，ビキとして残る。そ
して新しい「蛙」の意味のカエルが分布した地域，たとえ
ば近畿・中国東部などでは「おたまじゃくし」をカエルゴ
など後部分にコをもつ語形にしてしまう，というのであ
る。このような考え方を採ってみても，「蛙」でヒキ，ビ
キの分布している東北に，榿の符号のGE（E）RUなど
の分布領域と空の符号のGE（E）RUGOなどの分布領
域があるのはなぜか，あるいは文献に「おたまじゃくし」
がカエルであったという例がない，などとい5問題がい
くつか残る。結局，ここでは，分布からこのような考え
方が可能だという問題提起をしておくにとどめざるをえ
ない。
　223図について説明する。
　凡例のKIAWAZUNOKOからGACIKIUTAまで
をカワズ類とする。これは218図「かえる」で草の符号を
与えた類に通じるものである。KAWAZUNOKOか
らGAECUGUまで，およびGECI，　GACIKUTAの
現われる地域は，218図「かえる」におけるカワズ類の分
布領域とほぼ重なっているが，凡例のGEZUNOK：0
からGEHINOKOまで，およびGEZIは218図でカ
ワズ類のまったく分布していない九州南部にみられる。
したがって，これら全部をカワズ類とすることには，疑
問もあろう。しかし，これがカワズ類であると考える
と，カワズがすでに上代の歌などに現われていること
や，すでに述べた218図でカエルの現われない地域に，
222図にはカエル類が現われてくる現象と関連して，興
味ある問題を提起するのではないだろうか。また，本土
に分布しているもののなかでも，KAWAZUNOK：0の
5595．89では「蛙」が〔gjaru，　bikki〕であり，　KAWA－
IKOの6413。10では〔gja：rulko〕，　GYAWAZUの
4588．98では〔gatto〕，5558．33では〔dombikl〕，　GECI
の4637．68では〔bikki〕とい弓夢再応がみられ，問題の
深さを窺わせる。ただ，九州のものは，222図の同じ地
域に分布するGEENOKOなどとの語形の類似から，
その面からの問題も考えねばなるまい。
　GYAI（UNOKO，　GAGGANOKO，　TANGAKU－
NOKOは218図で緑の符号を与えたガク類に通じ
るものであるが，ここでは，GYAKUNOKOが7266．09，
GAGGANOKOが7266．92，　TANGAKUNOKOが
7342・76の，それぞれ1地点にみられるにすぎない。GA－
GGANOKOの7266．92では，「蛙」は〔do1］ku〕であるが，
本図でも218図でも，この地点に接してガク類がみられる
ので，これをガク類とみることは，さしつかえなかろう。
　GOT（T）ONOKOからDAMAGUCUまでは，218
図で茶の符号を与えたゴト類に通じるものである。能登
にGOT（T）ONOKO，　GATTONOKOが，名古屋およ
びその周辺にOTAMAGOCCU，　OTAMAGUC（C）一
U，OTAMAGUSU，　OTAMAGOCURI，　DAMA－
GUCUが，四国西部にGOT（T）ONOK：O，　GOTTA
が，それぞれ分布している。このうち能登と四国は，
218図でもゴト類の分布する地域であって重なり合うの
に対して，名古屋周辺には218図にゴト類がみられな
い。なお，愛知ではグッは「小鎗」であるという。
　凡例のHIKINOKOからHUKUまでは，218図
で榿の符号を与えたヒキ類に通じるものである。北海
道・東北，飛騨，近畿南部・中国・四国・九州6奄美・
70一
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沖縄における分布は，たしかに218図のヒキ類の分布と
重なっているが，218図でヒキ類のみられない千葉，山
梨・静岡・愛知にもこの形が分布している。はなはだ興
味深いが，これは，219図「ひきがえ．る」のヒキを含む語
形とともに歴史的に古いものの残存とみることができよ
うか。HIKINOKOが北海道南部，広島・山口，四国
に，2，3地点ずつみられる。〔bikkinoko，　bikkimoko，
b宝kk至110ko，　b1kino1（o，　b董killoko，　bik幻ko，　bikk董ko〕
などの内容を含むBIK（K）IN（0）KOは，北海道・東
北，近畿南部，徳島，九州などにみられ，この類のうちで
もっとも広い分布を示している。BIKKINOKOKKO
が岩手に2地点，BIKIGO，　BIK：KOGOが佐賀，貢薫
本に計3地点みられ，BIKIN（U）KWA，　BIKA－
NUKWAは奄美にまとまっている。岩手・秋田に分
布しているBIKKEROGO，　BIKKI（NO）GERO，
BIKKEROは，222図におけるGE（E）ROの分布
地域に接しているので，それとの複合形とみることがで
きようし，そのような見方からすれば福岡・佐賀，宮崎
に1地点ずつみられるBIK：KI（NO）GERO，　BIKI－
GORO，　BIKKORO，　BIKKYOROも関連づけるこ
とができよう。しかし一方，「石ころ」など「球状のもの」
とのつながりも考えられよう。DONBIKINOKO，
DONBUKINOKOが福井・岐阜に，　DOBINCYO，
DOBIKK：0が山梨に，　ONBIKINOKO，　ONBIKI－
CICIKOが高知にそれぞれみられる。
　TABICCYOが長崎に1地点，　BIKUCCYOは
BIKU　とともに山梨にまとまっている。なお，　BIKU
については，すでに221図について述べたAMAが
「尼」と関連づけることができるとすれば，「比丘」という
ことも考えられよう。凡例のATABICYANUKWAA
から　ZUUMIIATADIK：A　までは，いずれも沖縄に
みられるものである。このうちZUUMIIATADIKA
は「尾の生えた蛙」の意味である。山梨北部に1地点と福
岡・佐賀にまとまっているBIKKO，福岡・佐賀にみら
れるBIGGO，福岡に1地点のBINKO，山口に1地
点のBUNKOほいずれもヒキ類の中の後部分にKO
をもつ語形の分布に近接しているので，それの音変種で
あろう。HUKUDAGOからHUKUまでは，　HUGU，
HUKU単独か，それらを語中に含むと考えたものであ
る。これらはHIK：1の音変種とみてHIK：1類に含め
たが，あるいは「河豚」との形状の類似から，類音牽引
が働いているものもあろう。岩手に　HUKUDAGO，
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HURUDA（NO）KO，1｛URUDANOKOKKO，　HU－
RUDAGOが，秋田にHUKUが，千葉にHU－
GUTAN，’gUUTANGEERO，　HUUMAN，　HU－
NMADO，　HUUMANDOZYOO，TAHUZYOZYO，
TAHUGU，　OTAHUKU，　CYACCYAA且UGU
が，静岡にHUGUが，愛知にHUKUDAMA，
RUGUDAMA，　H：UGUTA工RO，　OTAMAHUGU，
TAHUGU，　MENDARAEUGU，　GEERAHUGU，
H：UGUCUが，三重に　TA且UGU，　IIUGUが，鳥
取にOTAHUK：Uが，山口にTA（A）BUKU，　TA－
BUKO，　OTAHUKUが，愛媛にTA（A）BUKUが，
福岡にTABUKO，　OTAHUKUが，大分にGERA－
NBUKU，　GAERABUKURO，　GEERABUKU－
RO，　MAMEBUKIUROがそれぞれ小数地点ずつみら
れ，分布領域としては多少まとまりをもっているといえ
よう。
　DONKUN（0）KOからDONKO（0）までは，218図
で桃の符号を与えたドンク類に通じるものである。ほと
んど九州西部に分布しているが，DONGUCUのみは，
218図，219図，220図，221図，222図を通じ：てドンク
類が分布していない愛知に1地点みられる。別種かとも
考えられようが，語形の類似から凡例としてここにおい
た。
　WAK：UDONK：0からCYAPPUNOK：0までは，
218図で赤の符号を与えたワクド類に通じるものであ
る。ワクド類の分布する九州にWAKIUDONK：0，
WAK：KUNKO，　BAK：UNOKIO，　APPUNNOKO，
APPINNOKO，　CYAPPUNOKOがみられるほか，
静岡にBAKUDOZYOO，　OBAKUDOZYOO，　BA－
KUB KUがみられる。
　ABUTANUHWAAからUNATAまでは，先島
に分布するものである。あらわれる語形と地点を示す
が，参考までに218図における同地点の「かえる」をさす
語形を並べてみる。
　（おたまじゃくし）
ABUTANUHWAA
AUTANUHHWA
AUDANUHWAA
2074．69，
2075。22，
2067．52，
2076．25，
2076．97，
2076．98，
AUDANUH：WAANAA　2076．96，
．一 V1一
（かえる）
abuta
auta
awuda
auda
auda
auda
auda
221．222●223・224●225
　UNATANUHHWA　　　　2150。07，　unata
　　　　　　　　　　　　　　　　2150．17，　unata
　UNTANUHHWAGAMA　　2150．06，　ullta
．MANATANUHHWAGAMA　2151。67，　manata
　OTTAN　　　　　　　　　　　2086．03，0tta
　UNATA　　　　　　　　　　　2151．20，　manata
　このうち，最後のUNATAは，218図において，近
接する2地点にあらわれるものである。他地域における
「かえる」と「おたまじゃくし」との間の名称の交流を考え
ると，単なる誤答ではないであろう。BETTOONOKO
が埼玉西部に，BETTOMENOK：0が石川に，　HA－
RADANBETTO，　HARABETTOが富山に分布し
ている。かならずしも218図，219図，220図と重なる
分布ではない。52図「あぐらをかく」に関連する表現が
現われるが，それらを含めて，BETTOの分布の広さ
を思わせるものがある。ZYOOKONOKOが長崎に，
DOBANOKOが愛媛に，　MOKKENOKOが青森西
部に現われ，いずれも218図の分布と重なる地域に分布
している。
　以上，分布を概観し，当然218図，219図，220図と
関連させてみるべきところの多いことを示したが，大綱
の見通しを述べるにとどまった。さらに1地点ずつのこ
まかい対比によって，それらの相互関係の詳細を把握す
ることが必要であろうし，それと同時に，「蛙」とは形
態，棲息場所などとかなり違いがある「おたまじゃくし」
の名称を，独自に，あるいは他の動物との関連でみるこ
とも必要となろう。
224・とかげ（蜥蜴）
225。かなへび（金蛇）
　この2枚の地図は相互に関係が深いので，一括して解
説する。さらに最後のところで「かまきり」との関係につ
いても，触れるところがあるので，229図，230図を参
照されたい。
　最初に，「とかげ」および「かなへび」について，手近の
百科事典から，その記述を引用する。
　トカゲ　蜥蜴　爬虫類・トカゲ目・トカゲ科。日本列
島に固有のトカゲの一種。南千島から大隅半島までの各
地に分布し，平地の乾燥した草むらなどに多い。体長
15～20センチ。レからだは褐色で側面に黒褐色のしまが
ある。幼時は，頭・胴部が黒くて5本の明確な白っぽい条
を備え，尾が全体に青いので，別種のように見える。昆
虫類やクモなどをこのんで食べる。卵生で初夏のころ石
の下などに白くて細長い卵を産む。尾は切れやすく，ま
た容易に再生する。敵におそわれると，切れた尾がミミ
ズのように動いてその目を幻惑する。〉ヤモリ類とヘビ
類以外のトカゲ目の総称でもあるが，これは学術上の呼
称ではない。この意味でのトカゲは世界で2000種内外を
産し，約20科に分類される。体形や大きさはさまざま
で，あしの退化したヘビ型のものも少なくない。しかし，
ヘビのように左右の上顎が別々に動くことはなく，また
原則としてよく発達したあしを持っている。沖縄をふく
む日本には17種ほどのトカゲがいるが，．ふつ5にみら
れるのはトカゲとカナヘビとの2種だけである。（上野
俊一）
　カナヘビ　金蛇　爬虫類・トカゲ目・カナヘビ科。沖
縄を除く日本全土に分布する細長いトカゲの一種。〉体
長20センチ内外。背面は褐色で，大きいうろこが六列に
ならぶ。からだの表面には光沢がなく，尾が長く，トカ
ゲ は区別がつく。平地や丘陵に多い。◇別種として沖
縄には全体に美しい緑色のアオカナヘビ，北海道にはか
らだがずんぐりした卵野性のコモチカナヘビがいる。（上
野俊一）
　以上の記述から，この2枚の地図を作るに際しての質
問文が適当であったかどうかについて，いささか疑問が
生ずる。224図については，すくなくとも青い線は不適
当であり，白い線と青い尾にすべきであった。また，北
海道や琉球列島についての調査には，別の配慮が必要で
あったに違いない。しかし，224図を作るに際して求め
たものが，成熟して色が変わるにしても，未熟期の色に
特徴があること，日本に産する広義のとかげが17種ほ
どであるにしても，ふつうに見られるものが224図で求
．めた「とかげ」，225図で求めた「かなへび」の2種であ
る点から，とかげをめぐって2つの質問を用意したこと
が，まったくまちがっていたとは，現在も考えていな
い。生物学者のみたとかげと，一般民衆の目からみたと
かげとの間に，差があってしかるべきことは，い5まで
もあるまい。
　もっとも，以上弁解はしてみたものの，調査の現揚で
は，さまざまな困難があったものと思われ，質問番号』
012と質問番号013の質問に対する各地点におげる回答
は，いろいろであった。その反映であろう，回答の記入
一72一
?
には若干の混乱が認められた。そこで，原則として質問
番号012の質問に対する回答を224図に，質問番号013
の質問に対する回答を225図に記入はしたものの，この
2項目に対する全回答を地点ごとに対照して，作図に際
して，全国的視野のもとに，注記を頼りにして補正した
ことをここにおことわりしておく。この補正が完全に適
正であったとする保証はないが，全体的な傾向としては
正しい方向であったと信じている。
　この補正に伴い，また224・225の両図の比較対照の
便宜を考えて，なまの資料をいくつかの見出しにまとめ
るにあたっては，2枚の地図を通じて，同じ原則によっ
た。つまり，2枚の地図にあらわれる同一の見出しに含
まれる音声の変種の範囲は同一である，ということにな
る。2枚の地図を通じて同一語形の見出しに同色同形の
同じ符号を与えたことは，いうまでもない。
　なお，224図作図に際してく併用処理〉したのはトカ
ゲであり，225図作図に際して〈併用処理〉したのはカ
ナヘビであった。ただし，74頁に示す実例の第8例の
ような場合，つまり結局224＝225となる場合は，225図
についてトカゲがく併用処理〉される、，
　次の諸語形の分布の概略をみることにしよう、，
　224図，225図を通じて，大局的には，分布が共通す
るといっていいと思われる。福島を例にすれば，224図
TOKAG〔エ〕〕E，225図KANAHEBIが主流である
が，このような状態は，むしろ例外である。
　新潟・富山県境から伊豆半島にかけて線を引いてみる
と，その線以西では225図に224＝225が多く，これは
とかげ，かなへびを通じてこの地域が両図に差がないこ
とを意味し，その線以東では緑，草，空などの色を与え
た符号が多くみられ，224図で，この地域にかなりみら
れる赤の符号をいちおう除外すれば，画図を通じて，津
軽を中心に空，その南に緑，群馬から千葉にかけて草，
その南西に空といったように，共通の性格が支配してい
ることを窺わせる。そこで，ここでは両図を通じての概
観をこころみる。
　符号の色は，次の原則によっている。トカゲの類に赤，
トッカゲの類に榿，トリカゲ類に桃，以上に通ずるもの
で語頭がチョとなるものに茶を与えた。すでにちょっと
ふれたが，新潟。富山県境から伊豆半島を結ぶ線以東に
主としてあらわれるもののうち，カナ～を語頭にもつも
のに緑，カマ～を語頭にもつものに草，カガ～・カラ～
を語頭にもつものに空を与えた。これらのものは，トカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一73
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　224・225
ゲの類と混在しつつ，混在の状況は224図と225図との
間に差はあるものの，両図を通じてそれぞれの領域を主
張しつつ分布している。そして，その他に紺を与えた。
　紺を与えたもののうち，まず，225図の凡例冒頭にあ
らわれる224＝225について説明する。
　225図は，「かなへび」をあらわす各地の表現を示すこ
とを目的としているが，224図との比較も目的としてい
る。そこで，「とかげ」をあらわす表現を求めた012の質
問に対する回答と，「かなへび」をあらわす表現を求めた
013の質問に対する回答とが一致する揚合，224＝225
として示した。2つの質問に対して両方無回答の場合
も，224＝225とした。つまり，225図に示されている
内容は，224＝225を除いて，224図との間に差のあっ
たものだけ，ということになる。
　もっとも，たとえば012トカゲ：013トカゲ，カナヘ
ビの場合，あるいは012トカゲ，カナヘビ：013カナヘ
ビのような場合は原則として224＝225としなかったか
ら，同一地点に，一方が併用（両方が併用の揚合もあり
うる）の揚重に限られるが，同一語形のあらわれるケー
スもあることに注意しなければならない。また，012ト
カゲ：013無回答，012無回答：013カナヘビのような
揚馬，ことに前者の揚合は，本来224＝225であるため
に生じたものとも考えられるが，そしてそ5いうものが
かなり含まれている可能性があるが，（区別がない）と
いった注のある例外を除いて，224＝225としなかった。
　以下，224＝225とすることができたかもしれないが
そのまま語形を掲げたものについて，具体的に説明しよ
う。
　第1例1757．61012トカゲ，カナヘビ：013カナヘ
　　ビ。この場合，012でトカゲ＝カナヘビとあるのだ
　　から，結局224＝225とも考えられるが，一方，012
　　の質問の場では同じものとして答えたが，013の質
　　問の場になって，それはカナヘビと答えたのかもし
　　れないと考えて224二225としなかった。
　第2例1745．54012トカゲ，カナヘビ〈古〉：013
　　トカゲ。これは，被調査者（または調査者）が013に
　　際してカナヘビ〈古〉を略したとも考えられるが，
　　224＝225としなかった。
　第3例3793．37012カナヘビ：013カナヘビ，トカ
　　ギ〈希〉。第1例，第2例の逆である。本来は区別
　　がないのだが，くりかえし同じようなことを聞かれ
　　るので，トカギ〈希〉を補みたのかもしれない。し
224・225
　　かし224＝225としなかった。　　　　　　　　　　　に，225図のかなへびについて，これらの注記のある地
　第4例8345．10012ト豪胆リ：013チョカンギリ。　　点が，全国で約140あった。
　　最初に標準語に近いものが出て，次に方言的なもの　　　その分布図を作ってみると，224図については北海道
　　が出たのかもしれない。しかしそのままとした。　　　東半，青森・岩手・宮城東半にとかげをくいない・希〉
　第5例736t17012トヵンギッ：013ト野望ッ。信　　などとする地点が集中し，秋田南半から新潟にかけても
　　じにくいが，そのまま出した。　　　　　　　　　　　いくらかみられる，そしてそのほかは，各地方に1～2
　一方，この地図では224＝225としたが，そうすべき　　地点ずつみられるといった状況があらわれる。225図に
でなかったかもしれないものに，次のようなものがある。　　ついては，かなへびを〈いない・希〉などとする地点は，
　第6例6635．54012カ日メッチョ：013カアメッ　青森を除く東北地方にはむしろすくなく，関東西半，近
　　チョ〈多〉。カガメッチョ。第2例などと似ている　　畿西北半，そして山口・福岡にかなりまとまっている，
　　が，カアメッチョとカガメッチョが通ずる語形であ　　といった状態を示す。
　　ることから，標準的な表現を補足したものとみて，　　　これらの報告がない地点でも，＜あまり見かけない＞
　　012にカガメッチョを補い，224＝225とした。　　　　ないしは〈いない〉場合がありうると考えられるが，し
　第7例　5635．48　012カマギッチョくこの絵よりやせ　　かし，すくなくともこれらの報告は，生物学にとって，
　　ている〉，トカケくもつと太っている〉：013カマ　　新しい情報を提供することになるのかもしれない。ただ
　　ギッチョ〈トカケはひなたに出ない〉。012トカ　　し，生物学上の棲息分布の資料としては，これらいわば
　　ケ：013カマギッチ。と整理することも可能と思わ　　素人の発言は，たとえば両者の区別をしない草合，一方
　　れるが，012の回答が併用であることを保存するの　　をいないとする，すくなくとも注意を払わないので気が
　　が穏当と考えて，013には注記からトカケを生か　　つかないとする場合が考えられ，第一級のものとはなし
　　し，224＝225とした。　　　　　　　　　　　　　　えないことは当然であろう。
　第8例5641．13012ヵナエッチョ，トカゲ〈新〉：　　　ここで，上記のとかげ，かなへびがくいない・希〉と
　　013カナエッチ。，トカゲ。012の注は013で省略　する地点は，ただちに無回答とは限らない，また，逆
　　されたものとみた。ついでながら，このトカゲは　　に，地図上で無回答となっている地点を，ただちにすべ
　　〈併用処理〉されている。　　　　　　　　　　　　　てくいない・希〉という注記をもっていた，とすること
　第9例7303．61012トカキリ：013トカキ＜別に区　　はできない点を注意しておこう。
　　別はない〉。注を生かして013の記入に脱落がある　　　もっとも，224図では，両者はかなり並行的な傾向を
　　とみた。012が誤記，または，012トカキリ，トカキ　　示している。225図については，無回答の地点がくいな
　　の併用，013も同様，と考えることもできた。　　　　い。希〉の注をもっていたとは限らない点が目立ってい
　第10例　8342．69012タヵジ：013トカジ。記入は　　る。たとえば，滋賀や徳島には，無回答の地点が多い
　　音声表記であり，taとtoのいずれかの誤記とみ　　が，〈いない・希〉とする地点はひとつもなかった。こ
　　て，TAKAZIを採った。やや強引だったかもしれ　　のことは，注記のつけ方について調査者の個性のあるこ
　　ない。TOKAZIとすることも，もちろんできた。　　　とを示すのかもしれない。しかし，225図については，
　この2種の生物は，すでに示した百科事典の記述にあ　　224＝225と無回答との関係をも考えねばならない。
るように，北海道，琉球列島を除く本土部全域に棲息し　　224＝225だから225図については報告がなかったとも
ているよ5である。北海道には別種のかなへびがいるら　　考え5るからである。むしろ後者の考え方が適当なので
しいが，地図には，ともかく，この質問文によって得た　　あろうか。これも，調査者の報告のしかたの個性の反映
回答が載せてある。琉球列島にいっても，同様の扱いを　　　と解釈できよう。
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　225図におけるくいない・希〉とする注記と，無回答
　さて，本土部にはどこにもいるはずなのであるが，北　　　と224＝225との相互関係については，さらに深く検討
海道，沖縄を含めて，224図についての回答の中にはこ　　する必要があろう。このことが224図にはねかえる可能
のとかげがくいない，みたことがない，まれである〉と　　性をもつことが，そのひとつの理由である。すなわち，
いった注記のある地点が，全国で約120あった。同様　　一例を挙げれば，秋田はとかげがくいない・希〉とする
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　74一
?ことがすくないかわりに，それの多い岩手などとくらべ
て，224＝225が多くみえる。このことは，実質的には
同じなのに，たとえば，秋田では224ではカナヘビ，225
では224＝225と報告し，岩手では224で無回答くいな
い・希〉，225カナヘビと報告する傾向があったかもし
れないと想像されるからである。
　もっとも，これは想像にすぎない。地図をみるにあ
たって，いちおう配慮しておく必要があることを指摘す
るにとどめて，これ以上深入りしないことにする。
　なお，224図，225図通じてあらわれるヤモリ，イモ
リなど，他の生物を答えたのではな、．・かと思われる回答
も，「とかげ」や「かなへび」への無関心な態度を反映する
点で，上記のものに準じて考えうる。誤答が混じている
ことも考えられる。しかし，とかげ＝かなへびとする民
衆の立町があるとすれば，とかげ＝やもり，かなへび＝
やもり，あるいはとかげ＝かなへび＝やもりなどとする
ことも，それほど不自然でないのかもしれない。和名抄
以来の伝統ともいえるし，これらをただちにすべて誤答
などとすることができないことは当然である。あとで示
す注の中にも，誤答でないことを支持する例がある。
　次に，両図の凡例を追いながら，もうすこし詳しくみ
ることにしよう。
　TOKAG〔η〕Eは，西日本にはあまり多くなく，兵庫，
徳島・高知などにもあるが，新潟・長野・静岡以東の地
域に多い。224図の5575・93の〔tokwaηe〕，5741・66の
〔tokaηeme〕，5575．93の〔tokake〕を含むほか，7405・21
の〔toka加e〕を含む。最後のものは，　TOKANGEと
して分出してよかったものである。224図がこのTOKA－
G〔η〕Eであって，225図がKANAHEBI，　K：ANA－
KIC（C）YOなどという地点が多い。すでに述べた福島
がその典型である。
　TOKAG〔g〕Eは，新潟・群馬，千葉にかけてみられ
るほか，全国に散在し，西九州にも目立っている。224
図の6710．02，6731．03の〔tohage〕のほか，7312・69の
〔tokage＝〕を含む。
　TOKAKEは，新潟・群馬を除けば富山。岐阜・愛
知以西に多く，山口西半以西や四国南半には多くない。
赤の類の中では新しいもので，新潟・群馬のものは上方
からの輸入であろうか。
　224図6616．79のTOKAG〔η〕ECCYOは，付近に
K：AG〔η〕AMIC（C）YO（0）カミ多く，混交形と認めら
れる。しかし，同図TOKAG〔g〕ISSYO　7275．84や
224・225
TAKAKICCYO　7312．11は，それでは説明できない。
前者は，付近のSISIMISYOO（紺）と関係があろうか。
229図「かまきり」の地図には，この付近にKAMAK：1－
CCYOがあるが，関係があろうか。
　TOKAKUは，224図では5517．57，225図では5566．95
（実際の表現はトカクメ）のみであった。224図に北陸3
県に集中的にみられるTOKYAKUに摂してもいいも
のであった。
　224図の凡例丁OKAG〔η〕IREからTAKAKIRO
まで，225図の凡例TOKAG〔η〕IRIからTOKAK：IRO
までは，ほとんど九州にあらわれる。例外は，224図で
はTOI（AG〔1〕〕IRI（新潟・長野，高知，種子に点在す
る），TOK：ANIG〔g〕IRI（愛媛），TOK：ANG〔g〕YARI
（島根），TOK：AKIRI（：九州のほか，淡路，山口），225
図ではTOKAG〔9〕IRI（高知）のみである。
　～RE，～RIを語末にもっこれらのの語形について
は，この虫の尾が切れやすい特徴と何らかの関係があろ
うか。それとも，224図の7218．09，8343．97にく食いつ
かれて10日で死ぬ〉，7372．96に〈10日以内に死ぬ〉と
いう注があったが，「十日ぎり」という語原解釈が正しか
ろうか。この点についてはあとで触れるところがある。
　すでにTAKAKICCYO　7312．11と　「かまきり」の
K：AMAKICCYOとの関連の有無についてちょっと触
れたが，以上の類の5ちΨOKANG〔g〕IRI，　TOKA－
NKIRIなどは，　TOの部分をはずせば，ただちにかま
きりをさすことばと似てくる。224図7382．93のTO－
KANG〔g〕IISUの後半部分などの性格を考えるにあ
たって，何か参考になる気がする。
　～70KAG〔1〕〕E以下の語形の～について説明する。
224図の～は，ほとんどが〔ao〕であり，そのほか〔∫ima，
doku〕がわずかにあり，ほかに〔abura，　tonosama〕が各
1地点であった。225図の～は，〔baba，　mb3〕と〔jama〕
がやや多く，他は〔aka，　kuro，　tsut∫i，　doro，　kuso，
kare，　gie〕などであった。ほとんどが～の部分のない語
形（またはごく近い語形）と同地点か，その近くにあらわ
れる。224図の対象と225図の対象とを区別するために
与えられた語形と考えられる。
　榿で示したものは，224図3741．57のTOKKAG〔η〕E
を除いて，長野・静岡以西にあらわれる。224図では長
野・静岡・愛知にかけて，福井・岐阜・三重・滋賀・
奈良，西九州にまとまっている。225図では，長野・静
岡・愛知の地域と奈良にみられる。
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　224図の～TOKKAG〔η〕Eから～TOKKNG〔η〕0
までの～部分は，やはり〔ao〕が多く，ほかに，〔∫ima，
kill〕がある。
　桃で示した224図のTORIK：AG〔1〕〕EからTORI－
KAG〔9〕1までは，すべて奈良南部から熊野灘沿岸にか
けてあらわれる。225図6583．93の～TORIKAG〔1〕〕E
の実際の内容は〔jamatorikaηe〕であった。
　この桃の類と燈の類とは，相互に何らかの関係がある
と思われるが，はっきりとしない。
　CYOK：ANG〔g〕1，　CYOKANG〔g〕IRI以下の茶の
類は，東南九州に集中的にみられるほか，224図で，
．CYOK：AG〔g〕IRIが7266．92，7380．74に，　CYOI（KI－
RIKOが6464．90に，　CIRIK：AG〔13〕1が6592．10にあ
らおれるだけである。後の2者は，この類とすべきでは
なかったものかもしれない。なお，224図～CYOK：AG一
〔g〕IRI　8306．42の～の内割は，〔∫Ilna〕であった。
　229図「かまきり」の8315．42（西都市三阿字早喰）に
TOKAKEがあらわれておどろかされる。しかし，224図
同地点はTOK：ANG〔9〕IRO（225図で224＝225）で，付
近に224図にCYOKANKIRI，　CYOK：ANG（g）IRI
があり，「かまきり」については，付近にKANCYORO，
lKANCYOORAIがあって相互に類似する。この状態
があることから一種の混乱がおこり，標準語化するとき
に錯乱が生じて，かまきりをTOI（AKEというような
事態に至ったと解釈できよう。同様に229図「かまきり」
の7357．69（津久見市大字四浦字落ノ浦）にもTOK：AKI－
REがあらわれるが，同地のとかげはTAKAK：IRE
（224＝225）であって，この地図にもられている材料から
は十分にあとをたどることができないが，何か，過去に，
上記の地点の場合と類似の現象が起こったことを想像さ
・せる。
　緑の符号で示したものは，すでに述べたようにKA－
NAを語頭にもつものである，このうち三角符号で示し
たものは語尾にROのつくもので，両月を通じて宮城・
山形・福島・群馬・新潟・長野にまとまりをもち，224
図・225図の間で多少の差がありながら，方言の地域
・性を考えさせる。このROと赤で示したTOKAG〔9〕一
工RO，　TOKAI（IROなどのROとの関係は不明であ
る。
　224図のKANAG〔9〕ICYOROからKANAKI－
SYOあたりまで，225図のKANAG〔1〕〕IC（C）YORO
からKANAHECCYOあたりまでのものは，　KANA
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の次にGIまたはそれに準ずる形をもつもので，宮城を
中心とする地域，および福島西南端・新潟中部から長野
北部にかけてまとまり，その他としては224図で関東西
端にKANAG〔9〕IC（C）YO（0）が2地点，5629．23に
KANAG〔1〕〕ECCYOがみら．れる程度である。
　KANANKYOは225図に多く，その変種とみられ
るKARANKYOとともに，福島東北部にかたまって
いる。
　菱形符号を与えたKANABICCYO（0）の類は，山
梨にだけあらわれる。
　KANAHEBIの類は224図・225図を通じての領域
をみると，北町から庄内・新潟・富山まで，福島。戦
域・栃木に広く分布し，224図では，福島をもっとも典
型的な例として，TOKAG〔1〕〕Eなどとという地点と入
りまじっている。KANAHEBIの類のHEBIの部分
の音声の変種は，おおはばにまとめられ，〔hcb三，　hembi，
he：bi，　geb三，　genlbi，Φebi〕などが含まれている。227
図などが参考になろう。音声変種の地点ごとのこまかい
対照は，今後の問題となる。
　草の符号を与えたものはK：AMAを語頭にもつもの
である。224図の1867．15のKAMEHEBIを例外とし
て，224図で伊豆半島南端，225図で長野に各1地点あ
るほか，すべて関東地方にみられる。KANAの領域に
とりかこまれ，KANAからの変化と考えられよう。
　草の類の中には語尾にROのつくものがすくない。
224図では5791．23のKIAMACYORO，5790．03のKA－
MAG〔η〕ECYORO，印旛沼付近に4地点のKA－
MANCYORO，5698．19のK：AMAMICCYORO，225
図では564LO7のKAMAG〔13〕ICCYOROのみであ
る。
　それに反して，K：AMAに続いてGIあるいはそれ
に類する部分をもつものは，非常に多い。KANAの類
のそれと連絡しているといえよう。
　K：AMANCYOO，　K：AMACCYO，　KAMACYO－
CYO，　KAMACIKO，　KAMACYOK：0などは，千
葉東北部に集中的にあらわれる。
　225図のKIAMAG〔9〕1は群馬に，224図のK：A－
MAZI，　KAMAG〔g〕YUU，1（AMAZYUUは伊豆
諸島にみられる。224図にはこのほかKAMAに続い
てZのあらわれるものが1（AMAZICCYO，　KAMA－
ZIKKOとあり，これも同じく伊豆諸島にみられる。
　224図のKAMAG〔9〕IRIは5677．85，　KAMAKI一
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RIは5667．81，6629．98，6720．67にあらわれる。「かま
きり」をトカゲというのと同様に，「とかげ」をカマキリ
という現象は，まことに奇妙にみえるが，これについて
は81頁末尾以下でふれる。
　224図K：AMAMUSIは5689．34，　K：AMAITACIは
5677．85，KAMAHEBIは5678．33，5750．30にあらわ
れるものであるが，これらもKAMAKIRI，　K：AMA－
G〔η〕ICCYO，　KAMAG〔g〕IC（C）YO（0）などとと
もに，229図「かまきり」にあらわれる。
　空の符号を与えたものは語頭にK：AGAまたはKA－
RAをもつものである。
　KAGAの類のうち，語末にROのつくものは
6701・01のみである。それに対して，KAGAの類では，
次にMIまたはMEの続くものが多い。224図のみの
KAG〔1〕〕ABICCYO（0），　KAG〔g〕ABICCYOは，
KANABICCYO（0）と同じく山梨にみられる。225図
のみにあらわれるK：AG〔1］〕AHEBIは1706．82であ
る。
　KARAの類の中では，224図のG〔9〕ARAG〔η〕一
ICCYOO　5676。52，　KARAMICYO　5674。11のみは関
東・中部域であるが，他は東北地方（および北海道）に
限ってみられるもので，同じ空が与えられているが，
KAGAの類とは別種のものである。同色を与えたのは
単なる便宜である。KARANKYOはKANANKYO
から，K：ARAHEBI，　KARAHEBIKOはK：ANA－
HE81，　KANAI｛EBIKOから変化して生じたもの
（その逆もないとはいえないが）とみてよかろう。224図
KARASUHEBI　2781．34は，　KARAHEBIからさ
らに変化して生じたものに違いない。
　K：AGAMI～，　KAGAME～の類はKAMAGI～，
KAMAGE～の類に連続し，分布状態からみてそれら
から変化したものと考えられる。逆の変化ももちろんあ
りうるが，1（AMA～にはKANA～などの大きな背景
がある。
　残った紺の類について略説する。
　HEBINOOBASAN　としたものは，種々のものを
含む。224図の4599．31，5508．43，225図の4588．98は
〔hebinobando，　gibinobando〕などであった。注記に
は224図4599．31に（バンドは雑役？），225図4588．98
に（バンドは番人，使い）とあったが，224図で，4598．33，
4598．74，5508．16に〔hebinoobasama〕があったので，
強引にここにおいた。224図の6449．19，6520．50，225
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　224・225
図の6439・77の実際の語形は，〔kut∫inawano（kut∫i－
nano，　kutsunano）obahaN〕であった。また224図の
6633．89，6642．58，6643．15，6643．16，225図の6623．53
のものは，〔bambahebi，　bamba＝he＝b三〕などであった。
さらに224図の7427．71，7427．90のものは〔ofnbagu－
t∫垣a，obagut∫i〕であった。中国語に蛇舅母の名があ
るようだが，何がしかの関係があるかもしれない。
　ONBAの中にも225図4599．31の〔bando〕が含ま
れている。224図の7435。07は〔omba∫i〕，6439．17は
〔obako〕であった。
　ONBAG〔η〕OZE　の中には，224図　7425．02　の
〔ombal（oze〕，7433．37の〔m乱goze〕が含まれている。
GOZEについて「薯女」の意識が働いていようか。
　224図のKACINUMIIPAAPAAG〔g〕WAAには
（垣の中のおばあさんの意）という注記があった。
　224図HEBINOOISYAは6457．51〔kut∫inawa－
noi∫a〕，7323．02〔ja5inoi∫adoN＝ヤジは蛇のこと〕，
7323．17〔hebinoo三∫a〕であった。中国語に蛇医，また
三曲母という名があるようである。
　HEHAI（ARIは224図の4639．10，　HIBAKARI
は225図の7258．64〔girakari〕，7370．58，7380．26
〔Gibakari〕で，分布がかなりはなれている。
　HIKAG〔η〕Eは224図で5731．67，225図で
7218．09。これもかなり分布がはなれている。
　224図～YAMORIの実際は6532．93〔tobbi1（ijamori〕
であった。
　1（ABECYORO　も，224図では6464．23，225図
で7229．50，7229．75，7249．95，7332．97，7382．58で
分布がはなれている。
　～IMORIの～の部分は224図3772．32で〔oka〕，
225図3741．57で〔jama〕，6591．02で〔jabu〕であっ
た。
　225図HISAMUSIの内容は，8310．26〔t∫雲t∫a〕，
8361。31で〔glsamusi〕，8362．34で〔∫lsamu∫雲〕，
8373．08で〔kl∫amu∫i〕であった。
　HICIBU（～）の中にもいろいろなものが含まれてい
る。224図では7303。17　〔git∫ibun∫o＝〕，　7303．75
〔git∫ibuN〕，7420．18〔git∫ibugus3ri〕，225図では
5595 89　〔i∫ibu∫i〕，　6374．68　〔git∫ibuN〕，　6472．58
〔t∫it∫ibu〕，6477．02〔φt∫imi∫a〕，6481．90〔git∫ibi〕，
6482．26　〔git∫ibusa〕，　6485．82　〔git∫irnu∫a〕，　6494．21
〔it∫ibu〕，6506．03〔lamai∫至bl∫i〕，7239．41〔∫i∫omu∫o〕，
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7326．41〔∫it∫immu∫i〕であった。　このうち5595・89に
は，〈土の中から出てくる。色は黒い〉（正しい答えと
は思われぬ）とあった。
　MAHOO以下は琉球列島にみられるものである。
224図AHAG〔9〕IZYA以下ZYUMAまで，225図
IZYANZAからYAMABAG〔η〕URAまでは，雑多
であるが，何か相互に関係がありそうである。224図の
BAKAG〔g〕IRA，　CINAG〔g〕IRA，　DINAG〔g〕1－
RA，　KYOOZIRA，　G〔g〕AZIRA，　ZIRAZIRAA，
225図の00RUG〔g〕AZIRA，　YAMABAG〔1〕〕URA
の語尾の～GIRA，～ZIRAなどは，九州のトカギリ，
トカギロなどの語尾と関係があるかもしれない。224図
の0257．43には〔dina：girja〕〈diは尾の意味〉とあった。
　224図のYADUNABBYAA　O340．00，　TINNAB－
URA　O237．79の語尾は「見る者」であろう。0237．79の注
に〈天を見るの意〉とあった。
　ANDA～のANDAは油と理解できるが，～部分は
さまざまである。地点ごとにみな違うといってもいいほ
どである。詳細は『日本言語地図資料』をみる必要があ
る。
　224図SYOOZIMUYAA，225図SOOZIMUYAA
は，224図ANDASYOOZIMAYAAと関係させて似
た符号としたが，0247．31の〔∫o【5imija〕，0247．56の
〔sodz6mura〕なども含む。224図1261．80の注に〈so：一
5imujaはいもりのこと〉とあった。
　224図KAMI（NU）WARIの中にもいろいろのもの
がある。1242．72の〔ha：miwaja：〕，1231．88の〔ha：mip－
3a＝ri〕，1232．29の〔hamiggwarik‘wε：〕のほか，1242．00
の〔haminuk，aηk，aN〕，1251。04の〔makkaiwara：〕も含
んでいる。
　KOOREEKWEEもさまざまである。224図の
1261．01だけが〔kolre：kwe：〕で，1221．47は〔holrugit∫i－
git∫i〕，225図の1242．72は〔ko：regus撃kwe：〕，1211．69
は〔Φurugusukwaja：〕，1233．61は〔Φuso＝kwe＝〕であっ
た。
　その他としたものの内容は，224図は，2803．22〔ma－
tsu1］e〕，4665．87〔take∫ihebi〕，4685．28〔t∫orot∫orohebi〕，
5697．86〔jamakkaηa∫i］，6296．27〔san∫o：iwo〕＜水の中に
いるのではない〉，6432．22〔t∫oroma〕，6456．73〔kata－
1（o∫i〕〈肩を越すと死ぬ〉，0249．17〔’tu【’ka：〕，0276．50
〔mad3i’kuja〕，1231．72〔jamabik’u〕，1271．05〔at∫ibit∫一
a＝〕，　2074．69〔bomat∫エ〕，　2086．03〔mandarahabu〕，
2141．61〔pa：gigassa〕，であった。
　225図のその他は，4723．51〔lamagazu〕，4762・44〔ja－
mado50：〕，5576．96〔jamadzako〕，5586．70〔jamab了∫i〕，
5628．23〔san∫oiwo〕〈産卵の時水にはいる一別物か。引
用者二一〉，6379．68〔hemobori〕（やもりのことなるべ
し），6426．04〔∫amo〕〈小さくてくいつく〉，6441・55〔ka－
negamisannotsukai〕，6488．85〔hekko〕，6516．10〔jama－
t∫i5iku〕〈土の中に、．・る〉，6551ユ8〔ni∫iki〕，6562．64
〔∫o：beηgut∫ina〕，　7249．35〔kabeto：∫i〕，　7274・57〔kara－
mugi〕，7370．41〔girakat∫i〕，8229．96〔hamuko〕，8342．35
〔sori〕，　1261．16〔harunnad3iro：〕，　1261」70〔kaP5a＝∫o＝一
ma＝〕，1270．29〔nad3inabu【〕，であった。
　なお，この日本言語地図では，その他として扱った語
形は，他の語形と併用の揚合注記化して地図上に示さな
いことを原則としているが，225図の6551．18に限って，
もし注記化すると224＝225になってしまうので，図上
に示した。
　資料の説明を終わるにあたり，地図に記載されず，以
上の説明の中でも引用しなかった報告に際しての注記の
うち，注目すべきものを抜粋してみよう。同類のものを
まとめるべきだったが，地点順に羅列する。
　まず224図（012番の報告）について。
　1 39．85〈二種の区別は雌雄かもしれない〉，1743・70
イモリは自信がない，2774．59〈kara一は河原の意〉，
3724．96〈tokal⊃eということばはある。一尺ぐらいの細
く赤味のある蛇〉，3725．72〈togaηe，　toga1〕i噛は，　kana－
hebiの大きいものではないか〉，3727．81〈トガギという
のは細く長いもの一門のことか。引用者注一を言った。食
、・つかれると雷が鳴らないと離iさないと、・う〉，3733．18
〈kanahさ焼の中に角の生えているのがいる〉，3750・75
〈名の区別はないが，青いのは毒があるという〉，3760．
33〈名の区別はないが，金光りのするのは神様の使いとい
　う〉，3764。16〈toka1〕eと、・うことばはある。小さな蛇〉，
377L97〈名の区別はないが，この質問にあたるものは希
でかっ毒がある〉，3772．32〈ogaしmoriは下腹黒く尾が
切れない一これは225図に出すべきものだったか。引用
者注一〉，4619．23〈それにあたるものは山にいて毒があ
る〉，4726．80〈青いといわれるとわからない。背中が黒
か茶なら okaOe＞，4750．32〈togai〕eは‘‘トガゲは毒が
あるそうだ”というような文脈で使う〉，5585．09〈tok－
klakuは山に，　 okaηeは田にいる〉，5611．39＜imori｛ま：
自信がないが，やぶの中にいるもの〉，5620．16〔tokake〕
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はく赤味がかっている。ただし，kallahebiとは違う〉，
5624．85〈毒らしい〉，5628．23〔nannakikko〕〈赤黒いも
の一225図にまわすべきだったか。引用者注一〉，5636．74
〈tokageには毒がある〉，5655．97〈有毒〉，5667．81
〔kamagitt∫o〕〈古〉，〔kamak量r量〕〈新〉，5677．28（か
まきりとの区別についてしばらく考えていたがわからな
かったようだ），5677．85カマギリ（かまきりの回答と同
一なので質問したら打消した一しかし地図上に採用し
た。引用動注一），5698．91〈毒だ一224＝225であり，こ
の224が毒なのか。区別なく毒なのか不明。引用者注
一〉，6267・84〈やもりをトカゲという〉，6403．60〈シ
リボは尻尾〉，6403．62（t∫it∫iは土であろう），6424．20
〔zo：rikiri〕〈尾を草履で踏むと切れるから〉，6486．93
〈青いのは有毒〉，6534．85，6573．71，662L94，6625．66，
7340．24も同じ。6557．36＜青い方の尾を切って埋めると
金がたまる。土色のはそういうことがない〉，663：LO5
〔gijeYO〕〈別の人に聞くとこれは川にいて吸盤がある
ものという〉，6677．70〈青いものも大きくなると土
色になる〉，7208．97〈やもりのことをkatako∫工，
kabekoという〉，7349．07〔git∫ibu〕〈これにかまれる
と腐るというが，ほんとうに腐った人はない〉，7420．18
（ヤモリと混同していないか念を押したが，土の上を走
り回るだけといっていた），8312．75〈224は雄，225は
雌〉。
　225図に関する注記をみよう。
　0840．33〔7～8寸から1尺，ガンケワラ（石ころでゴツ
ゴツした広揚）や石山に居る。平地にはいない〕，1743．70
イモリは自信がない，2774．59〈kara一は河原の意〉，
281上01〔？kanahebi〕〈赤い小さいへび〉（蛇の一種と
思っているらしい），3713．75〔lamori〕〈山にいる〉，
3722．97〔imor1〕〈土の中にいて黒い。イモリはagaha－
raと、・う〉，3725．72（とかげの小さいものと思ってい
るようだ），3772．73〈別にogaimor宝があり，これは
kanaΦebiより小さく尾も短いという一225にこれを出
すべきだったか。引用没前一〉，4726．80〔kanaηit∫o〕〈
家のまわりなどにいる〉，〔toka月e〕〈山などにいる〉，
5604．52〔kanahembi〕〈このぬけがら一キヌーを懐中に
していると，賭け事に勝ったり金がたまったりするとい
う〉，5620．16〔kanahebi〕〈青味がある一注記を参照し
て224図KANAHEBI，225図TOKAKEとすべき
だったろう。引用遅疑一〉，5677．85〈224が雌，225が
雄ではないか〉，570L25〔kanahebi〕〈「カナヘビカン
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タロー親が死ぬとき，袴・羽織で助けておくれ」などと
子どものころ歌った〉，6339．44〔git∫ibu〕〈食し・つかれ
ると七分腐るという〉，6374．68〔git∫玉bUN〕〈壁にくっ
ついている。土の上の這うのは見ない一やもりをさすと
みて排除すべきだったかもしれない。引用者注一〉，同
様のものに6385．10，6396。83があった。6375．08無回答
〈壁に這うのはgit∫ibu＞，6389．98〔git∫ibu〕〈家の中
にいるが，やもりのように吸盤はない〉，6393．41〔tokak－
iri〕〈壁をはうのはkabet∫oro＞，6422．77〔50＝rikiri〕
（ジョオリは草履か），6442．35自信がない，6452．17〈自
信がない〉，6472．58〔t∫it∫ibu〕（本人は間違いないとい
うがやもりのことだろう），6479．26〔imora〕〈水の中に
はいらぬ〉，6482．26〔git∫ibusa〕〈tokakeより小型。有
毒〉，6482．52〈git∫ibu∫a　lまやもり〉，6485。82〔git∫i－
mu∫a〕（七分蛇の意味である），6492．11〔git∫ibu〕〈やも
りではない。有毒〉，6494．55〔imori〕〈土色をして昼の
うち出る〉，6506．03〔jamai∫ibi∫i〕〈薬になる〉，6562．22
〔jamori〕〈かなへび，やもりを区別しない〉，6590．87
〔imori〕くかなへびと赤い腹で水中にいるいもりと区
別しない〉，7218．09〔gikage〕〈喰いつかれると1日，
‘‘ 卲ﾀり”で死ぬ〉，7229．50〔kabet∫oro〕（やもりと混同
しているようだ），7229．75〔kabet∫oro〕〈手足に吸盤が
ある一やもりを答えているとみて排除してよかった。
引用者注一〉，7239．41〔∫i∫omu∫o〕〈有毒〉（該当する
ものかどうか不明。一7238．40の注に∫1∫omu∫導はいもり
のこと，7268．87の注に∫雲∫imi∫o：はやもりのこととあ
る。引用者注一），7249．95〔kabet∫oro〕（やもりと混同し
ている），7309．37〔git∫ibu〕〈家の中にいる。ただし
jamoriとは違う〉，7349．91〈色や大きさの区別は雌雄
の違いではないか〉，7382．58〔kabet∫oro〕〈やもりでは
ない〉，7404．12〈色の違いは雌雄の別であろう〉，2072．
20〔andat∫ibu〕〈山にいる。木にのぼる〉。
　以上で資料的な説明を終わり，以下歴史的な大きな流
れについての推定の概略をのべる。「とかげ」と「かまき
り」についての奇妙な混乱についてもふれてみる。
　2枚の地図を通覧し，全国を，新潟・富山県境から伊
豆半島へかけての線を引くことによって，その東，その
西，および琉球列島の3地域に分類できそうである。
　琉球列島は，ッGIRA，～ZIRAの部分が，九州の～
GIRI，～GIREなどと連絡するかどうかといった細い
糸で本土と連続する以外，独特の世界を形成している。
琉球列島の中では，～GIRA，～ZIRAの類がもっとも
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古く，ANDA～類が新しく，～KWEEの類はそれよ
り古いものであり，K：AMI（NU）WARIの類は沖縄島
北部で発生し，ANDA～類に圧倒されているようにみ
える。しかし，対象についての知識が不足しているので，
深入りできない。
　本土部西半の地域では，トカゲの類が圧倒的な勢力を
もち，概して224＝225の傾向が強い。この地域では本
来「とかげ」と「かなへび」とを区別しなかったのであろ
うD
　全体的にトカケの勢力が強いが，　トカゲが長野・静
岡，能登北端，紀伊半島南端，出雲。隠岐，四国南半，
九州西半にみられ，トカケは新しいものとみられる。最
後の母音がeでなくiのものは，南近畿・四国，山口西
半から九州にかけてみられる。このeとiのどちらが古
いものか，分布からははっきりしない。
　九州を中心にみられる語末がギリ，ギレとなるもの
は，切れるということか，かみつかれたら十日ぎりで死
ぬとい弓ことか，いずれかはっきりしないが，民間語原
がその語の発達について何か関係をもっているのであろ
う。ただし琉球列島の諸語形との関係を考えると，まっ
たく別の解釈も可能となろうから，強く主張することは
できない。
　燈で示したもの，桃で示したものの性格はわからな
い。各地で独自に発生したものか，あるいは，一時的に
上方の中心地域で使われていたものなのか。榿と桃とは
関連あるものとしてあとのほうの解釈をとりたいところ
であるが，九州西方のものは，まことに遠くはなれてい
る。TOKAGIRIなどとTORIKAGIなどとが何らか
の関係があるかどうかも考えるべきことであろう。もし
そうだとすれば，TOK：AGIRIと通ずるものが近畿に
もかなり広くある，ということになる。215図「とさか」
でトリサカのあらわれる地域がこのTORIKAGEなど
のあらわれる地域と接しているが，関係があるかどうか
についてはさらに考えたい。
　茶で示したものは，この地域での独自発生であろう
か。何か特殊な音韻法則的なものがあるかもしれない。
　本土部西半にみられるその他のものとしては，紺の符
号を与えたもののうち，ヘビノオバサン，ゾオリキリ，
アラスズメ，ヒチブについて述べればよかろう。
　ヘビノオバサンは，各地に点在しているが，対象が蛇
に通ずるところがら，各地で発生する蓋然性もある。中
国語に関係のある表現があることも，この考え方の支柱
となる。その内容が雑多であることはすでに述べた。高
知のONBAG〔1〕〕OZEなどは分布から新しいものの
ように思われる。
　ゾオリキリは中国中央にまとまっているほか兵庫にも
あり，どこを中心に発展したものかふしぎな分布であ
る。キリの部分が，九州のトカギリなどの後部分と関係
するものとすれば問題になるが，全国的な大きな流れの
中では，あまり意味がないもののよ弓に思われる。
　アラスズメも，この地独自の発生であろう。
　ヒチブは，主として瀬戸内海沿岸にみられる。すでに
示したその内容や注記の引用でもわかるよ5に，語形に
も意味的にもいろいろのものが含まれている。やもりの
地図がないために，元来やもりを意味していたと断定は
できないが，隣接意味との関係がからんでいることはた
しかである。狭い地域での精密な研究などが，問題を解
決するに違いない。まず，『中国地方五県言語地図』63
図などが参考にはなる。225図にあらわれる岐阜西部の
ものは，内容の説明のところでもふれたように語形もか
なり違っており，別物かもしれない。
　結局，本土部西半では，トカゲ類の中の大きな流れの
中に，いくつかの小さな渦流がみられる，とまとめられ
よう。
　本土部束半に目を転ずると，ここにはまったく別の世
界がある。緑・草・空を一与えた諸語形が，それぞれの領
域を主張する一方，西日本に広く分布する赤の類も多
い，といった複雑な状態である。ただし，紺は下北半島
（224図）のYOCUASI（K：0），入丈のK：EEBYOOM－
Eぐらいであって，むしろ，西日本の場合よりすくない
といえるかもしれない。
　さて，東日本のトカゲ類は，ここでは，西日本からの輸
入と考えることにする。理由は，かりに，元来トカゲの
類が東日本にもあり，福島に代表されるように，たとえ
ば224図と225図の内容をトカゲ：カナヘビなどといい
わけていたのが，後に，両者を区別しない状態が（たと
えば西日本の影響などで）おこったとしては，224＝225
の状態を地理的に説明しにくい，と考えたからである。
　ここで述べる考え方は，東日本も，西日本と同様に
224＝225が本来の状態であって，トカゲという語形の侵
入によって，224図，225図の内容に区別が生じたとい
うことを意味する。地図が示すようにトカゲの侵入に
より生じた区別では224図トカゲ：225図カナヘビ（な
ど）となった地域が広いことになるが，地点ごとにみて
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，いくと，224図カナヘビ：225図トカゲなどのよ5に逆
にみえる例もいくつかあり（225図でトカゲなどの答え
をえた地点をたどってみるといい），これなどはトカゲ
の侵入の際の混乱として容易に説明できる。
　もっとも，この考え方をとる場合トカゲ類の侵入経路
を，地理的に明確に指摘できないことに，難点がある。
くりかえし述べるが，福島を中心に224図トカゲ：225
図カナヘビの大領域があり（これが標準語になったとす
れば珍しい），関東南部などでは，「とかげ」と「かなへび」
とを区別することがむしろすくない。
　しかし，すでに述べたように，ここではトカゲ類を西
日本からの輸入と考える。そのほうが，あとで述べる「と
かげ」と「かまきり」の名称の交錯についても説明しやす
い，と考えるからである。
　西日本から侵入したトカゲはTOKAG〔1〕〕Eが多い。
新潟中部から群馬にかけてはTOKAKEもみられる
が，これらは，それと混在するTOKAG〔9〕Eとの関
係が深いものであろう。富山・岐阜・愛知以西のTO－
KAK：Eが，日本海岸沿いに東進したことはあったに
しても，それが三国峠あたりを越えて南進したとは，
ちょっと考えにくいが，どうであろうか。
　東日本にTOKAG〔1〕〕Eの多いことは，すでに西日
本の説明のところで述べた。TOKAGEがTOKAKE
にくらべて古そうだとしたことと併せて考えると，この
東日本への侵入が，そんなに新しいものではないのかも
しれないことを思わせる。129図「かかと」では，東日本
のカカトが西日本でカガトとなる現象がみられた。逆で
はあるが，何か関係があろうか。
　さて，東日本のトカゲ類が侵入者だとすると，古く
は，東日本は，緑・草・空などの符号で示した諸語形に
よっておおわれ，「とかげ」と「かなへび」の名称は，区別
されていなかった，ということになる。
　諸語形の分布の大要はすでに述べた通りであるが，緑
を与えたKANAを語頭にもつものが広く，草のKA－
MA，空のKAGA，　K：ARAを語頭にもつものより古
そうに思、われる。緑の類の中では，KANAHEBIな
どとK：ANACYOROなどの類が古く，　KANAGIC－
CYOなどが宮城を中心にした分布からみて，新しそう
に思われる。もっとも，新潟・長野あたりにかけての両者
の分布は微妙である。KANAHEB1とKANACYO－
ROなどの新古関係は，よくわからない。
　空の類のうちKARAを語頭にもつものは，緑の類か
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らの直接の変化であろう。分布がそれを示していると思
われる。
　草のKAMAを語頭にもつもの，空のKAGAを語
頭にもつものはどうであろうか。領域の連続という点
からは草のほうが新しいと思われるが，KANAGIC－
CYO，　KAMAGICCYO，　KIAGAMICCYO　とい
う語形をならべてみると，KANAGICCYOを古
いものとする限り，KANAGICCYO＞K：AMAGIC－
CYO＞KAGAMICCYOの順と考えるのが穏当で
あろう。KAMAGICCYOからK：AGAMICCYO
への変化は四位転倒で説明することになるが，それと
認めるなら，この現象は各地で独自に生じうるから，空
のKAGAの類の領域の分散も，説明できるように思わ
れる。
　この地域における音位転倒については，182図「とう
もろこし」，111図「まゆげ」（102図「つむじ」）に関連す
る事実がみられ，一方，86図「（においを）かぐ」には，
この地域にK：AGUとKAMUとの問題がみられ，比
較すべきである。
　結局，東日本では，KANAHEBI，　KANACYO－
ROをもっとも古い表現とし，　K：ANAGICCYO＞
KAMAGICCYO＞KAGAMICCYOという大きな流
れがあり，その中に地域的な小変化が組みこまれるとい
うことになる。紺の類については，その地域の独立的
発展と考えざるをえまい。そして標準語の224図「とか
げ」＝トカゲ，225図「かなへび」＝カナヘビの発生は，
東日本における古い表現カナヘビと，西日本からの侵入
者トカゲとの組み合わせによって成立した，ということ
になる。
　最後に，「とかげ」と「かまきり」をあらわす表現の，一
見奇妙な交錯について述べよう。ただし，ここでは関東
を中心にみられるものだけにふれることにする。九州に
みられるものについては，分布の説明のところで簡単に
述べたので，そこを参照されたい。
　224図・225図と229（230）図を通じてあらわれるこの
現象は，概略，229図にみられる「かまきり」をトカゲな
どという事実によって，そのあらましを知ることができ
る。しかし，さらに凡例や地図を詳しくみることによっ
て，KAMAGICCYO，　KAGAMICCYO，　KAMA－
MUSI，　KAMAITACIなどが，「かまきり」の地図と
「とかげ」の地図を通じてあらわれ，また，224図にKA－
MAKIRIなどがあらわれることを知ることができ，．問
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題はさらに複雑であることがわかる。
　ただし，229図・230図の解説で述べたように，関東
における「かまきり」をあらわす表現の歴史は，イボ～類
〉ハエトリ類〉オガミ類の順となり，KAMAGICCYO
やKIAGAMICCYOなどは，カマキリなどよりは古い
かもしれないが，すくなくとも，もっとも古い時代から
この地に存在していた表現ではなかった，と思われるこ
とを想起する必要がある。224図・225図についても，
1（AMAGICCYOやKAGAMICCYOは，この地域
においてトカゲなどよりは古いにしても，そう古いもの
ではない。したがって，問題となるTOK：AGEやK：A－
MAKIIRIやKAMAGICCYOやK：AGAMICCYO
がこの地域でそ5古いものでないのであるから，ここで
みられる混乱も，おそらく，そう古い時代におこったの
でなく，いわば有史以後に発生したものであろうと推定
される。
　「かまきり」と「とかげ（かなへび）」とは，本来別の物で
ある。古代人のはかりがたい心理によって，とかげ変じ
てかまきりとなるとか，かまきりが成長してとかげにな
るとかいう理解があったかもしれない。また，両者が
雌雄iであるとか，あるいはそれほど極端でないにして
も，両者がきみのわるい生物であるといった，共通の性
格をもつものであると受けとられていた，と考えること
もできる。しかし，それらの状況を想定しなくとも，要
するに，いわゆる同音衝突がここにおこったのである，
と考えれば，すべてが理解できると思われる。かまきり
ととかげとが，もし同一（類似）のものであるという理解
があるとすれば，むしろ同音衝突は新事態を生み出さず
（同音衝突でなく同義同語として安定する），奇妙にみえ
る結果，たとえば，「かまきり」をトカゲといい「とかげ」
をカマギッチョといったり，「とかげ」をカマキりといい
「かまきり」をハラタチゲンゴといったりする現象は，生
じにくいのではないかと考えられる。
　結局，別物であるかまきりもとかげもともにKA－
MAGICCYOあるいはKIAGAMICCYOなどとい5
現象が生じた。問題はここに起因する。
　なぜこのような同音衝突がおこったかについては，い
ま，十分に理解できない。しかし，とかげについては，
KANAGICCYO＞KAMAGICCYO＞KIAGAMI－
CCYOの変化を想定することによって，この状態への
流れがわかっている。かまきりについても，鎌をもつ
ギッチョ（きりぎりす・ばった・はたおりむし）と考えれ
ばKAMAGICCYOは当然ありうべき語形だし，　KA－
GAMICCYOも，その待時転倒形式として簡単に生じ
うる。さらにそこに類音牽引がはたらけば，同音衝突は
むしろ不可避であるとさえ考えられる。この解説では採
らな 考えだが，とかげについてKAGAMICCYOが
古くあり，K：AMAGICCYOが類音牽引や下位転倒に
よって生じたとしても，結果は同じである。
　1地点ごとに224図・225図と229（230）図とを比較す
ることによって，この同音衝突およびその解決の諸相を
たどることができると思う。
1．かまきりととかげとが同表現をもつ状態（いわば同
　音衝突がいままさに起こっている状態）。たとえば
　5696．13，5762．41（後の地点は，「かまきり」の地図では
　KAMAG〔η〕ICCYOとなっているが，分類のしか
　たが「とかげ」の揚合と違っているのであり，実際は
　〔karna1〕int∫0〕）0
2．それ以前の状態がわずかに残っていると思われるも
　の。5674。59（「かまきり」はHAETORIBABAAと
　併用）。
3．同音衝突の状態を，一方に標準語形を輸入すること
　によって解消しかかっているもの。5667．08，6635．20
　（「とかげ」はTOKAKE，　TOKAG〔η〕Eと併用）。
4．同音衝突の状態のまま標準語形（1語）の影響を受け
　たが，一方に在来語形を保存することによって，事態
　が解消しかかっているもの。5667．81（とかげは，KA－
　MAG〔g〕ICCYOと併用）。
5．同音衝突の状態のまま，標準語形（1語）にかわった
　と考えられるもの。5635．65。
6．同音衝突のまま新形を採用したが，一方に在来語形
　を保存しつつ，他方標準語形の力を借りて，事態が解
　消しかかっているもの。5677．28（「とかげ」はTOKA－
　KEとKAMAG〔i〕〕ICCYOと，「かまきり」は
　TOKAKEとKAMAK：IRIとの併用）。5645．89
　（「とかげ」はTOKAG〔9〕EとKAMAG〔9〕IC－
　CYO，「かまきり」はTOKAKEとの併用）。
　　以上は，わずかな例であり，地域もばらばらであ
　る，このようなさまざまな状態が各地に点在すること
　は，同音衝突がかなりの広範囲におこり，各地でそれ
　ぞれ独特な方向への動きが生起していることを示して
　いる。そしていうまでもないが，一方，一見問題のな
　い，めだたない方向への解決も，数多くみられるのであ
　る。そして，たとえぼ東京西部などにまとまってみら
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?れるかまきりをTOKAG〔り〕Eという一見奇妙な現
象は，もと両者をKAG［1］〕AMICCYOなどとい
う同音衝突の状態があり，そこにTOKAG〔1〕〕Eが
侵入してくるに際して，誤ってとかげではなくかまき
りの位置に新形（標準語）をとりこんだもの，これに対
して，たとえば5659．46などでは誤らずとりこんだ，
6635．20などでは誤りない解決の方向が成功しかかっ
ている，と解釈できる。
　さらに精細・綿密な調査資料によって，個別的な問
題が，いっそう明確になるであろうことは，いうまで
もない。
226．へび（蛇）
227．へび（蛇）
　　　図
ヘビ類の音声詳細
　へびに関しては，228図に「まむし」の地図がある。ま
た，224図「とかげ」225図「かなへび」にもカナヘビなど
の語形があるので，地図・解説とも相互に参照されたい。
　なお，この226図では各種の表現をとりまぜて図示し
たが，227図では，226図に草の符号を与えたヘビ類を
中心としてその音声的な詳細を示した。この227図で
は，226図で〈併用処理〉したり，総称でないとの注記
のため図に載せなかったものも，ヘビに関連のあると思
われる表現はすべて図示してあるので，注意されたい。
すなわち，227図に語形があって226図には対応する語
形のみえない地点や，227図に存在して226図に対応の
ない見出しがある。
　さて，226図をみると，草の符号で示したヘビの類が
圧倒的に多く，．これについで，紺で示したクチナワの類
が，近畿以西にかなりの勢力でひろがっているほかは，
赤や茶で示したムシ・ナガムシの類などがわずかにまと
まっている程度で，比較的単純な地図と言えよう。なお，
226図について〈併用処理〉した語形はヘビであって，
主としてクチナワの領域内に約140地点ほどみられたも
のである。このうち6453．59ではくクチナワは普通の大
きさのもの，ヘビは見世物にするような大きいもの〉と
の注記があった。
　226図と227図との関係を次に示そう。
　HEBIは227図で〔hebi，　hebi，　h曲i，　hebi，　hebi，
hembi，　hembi，　hembi，　xebi，　xebi，　xebI，　xembi〕と
224●225・226・227
したものである。これらの中にはさらにそれぞれそれ以
下の音声の変種が含まれているが，それについては，後
述の227図の説明をみられたい。
　以下，大文字で226図の見出しを，音声記号でそれに
対応する227図の見出しを示す。
　HEBIME：〔hebime，　h6bime〕
　HEBIMEE：〔hebime：〕
　HENME：〔hemme〕
　HEBII：〔hebi：〕
　HEEBI：〔he：bi，　h¢：bi，　he：bi，♪（e：b量，　xe＝bi〕
　HENBI：〔hembi〕
　HEENBI：〔he：mbi〕
　HEBBI：〔hebbi〕．
　H：EPPI：〔heppi〕
　HEB：〔heb〕
　HEP：〔hep〕
　HEEP＝〔he：p〕
HET：〔het〕
HYEBI：〔gebi，　gebi，　g¢bi，　gebi，¢bi，　gembi，
　g壱mbi，　gembi，　g色mbi，βeb量，β6bi，¢6bi〕
HYENME：〔gemm合〕
HYEEBI：〔ge：bi，　ge＝bi〕
HYENBI＝〔gembi，　gembi，　Cemb1，βembi，¢壱mbi〕
HYEB：〔geb〕
HYET：〔get〕
HWEBI：〔Φebi，Φ白bi，Φebi，Φembi，Φembi，Φembi〕
HWENBI：〔Φemb了，Φ白mbi〕
SEBI：〔sebi〕
SENBI：〔sembi〕
HEBU：〔hebu〕
HEBUME：〔hebume〕
HEEBU：〔he：bu〕
HYEBU：〔gebU〕
HYEEBU：〔ge：bu〕
HENBO：〔hembo〕
HIBI：〔gibi，　gibi，　gibi〕
HIIBI：〔gi＝bi〕
HINBI：〔gimbi〕
HIPPI：〔giPP量〕
HWIBI：〔Φimb了〕
HIBU：〔φbu〕
HEBE：〔hebe，　hembe，　xelge〕
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　HEEBE：〔he：be〕
　且ENBE：〔herhbe〕
　HEBBE：〔hebbe〕
　HEPPE：〔heppe〕
　1｛YEBE：〔gebe，　geねe，　geb奄，　gembe〕
　HYENBE：〔¢mb合〕
　HIBE：〔gimb壱〕
　HWIBE：〔Φimbe〕
　HEMI：〔hemi，　hem1〕
　HEEMI：〔he＝mi，　he＝m了〕
　HENMI：〔hemmi〕
　HYEEMI：〔ge：mi〕
　HEEMU：〔helmu〕
　HWIIHWAA：〔ΦilΦal〕
　HABU：〔habu〕
　HAU：〔hau〕
　PA13U：〔pabu〕
　PAU：〔pau〕
　POO：〔poo〕
　PAN：〔paN〕
　PAK：U：〔paku〕
　なお，227図の見出しのうち次のものは，226図に対
応するものがない。これらは，これらが総称ではないと
の注記があったため，226図では無回答なみに扱ったか
らである。
　　26番の〔helbu：〕
　　85番の〔gi：bu〕
　　86番の〔gilba：〕
　　87番目〔gi：Φa〕
　　90番の〔Φi：ba：〕
　　106番の〔Φabu〕
　　108番＝の〔pabu：〕
　226図の紺の類の中では，広く使われるKUCINA－
WAがその分布から古そうに思われ，近畿を中心とし
その東南西南および隠岐にみられるKUCINAは，
その変化であろう。淡路から紀伊半島南岸・四国東南岸
にひろがる　GUCINAは，　KUCINAの変種であろ
う。Gではじまる諸語形の音変種をみると，〔～g〕もある
がそのほか〔η〕ではじまるものが徳島にみられ，和歌山
（6591．57，7500．24，7510．18）にもあって興味深い。233
図「くも」にも関連する現象がみらみる。
　長い三角の符号で示したものは広島を中心とし，その
西北と東南にみられ，京都にもわずかにみられる。第
3集106図「かお」にみられるカオをKAWAという地
域と無関係とは思われず，この付近に（～）AWA，（～）
A（W）0という音連続について，特殊な音韻法則があ
り，それが標準語の影響下にあっていろいろの姿をとっ
て現われているように思われる。顔における～AWA
の分布が狭いことから，これが誤った回帰なのではなか
ろうかと考えられる。なお，6482．52では（この島では
縄のことをnaoと言う）と注記があった。
　K：UCINAWAの語原は，分布からはまったくわか
らないが，「朽縄」または「口縄」であるとする意識は現在
かなり普遍的なものであろうと推測される。6564．33の
注記にく縄に口があるから〉との語原説明があった。な
お，このKUC工の部分については，228図「まむし」の
図にKUCIを含む語形が多く現われて関連して考える
べきことを思わせる。
　香川におもにみられるNAGOの類はNAOがさら
に（多分長いなどの連想から）変化したものと思われる。
　歴史的に考えれば，草の類がもっとも古く，ある時代
以降，紺の類が近畿から主として西日本へ伝播し，一
方，これも主として西日本においてであるが，赤の類や
茶の類のうちムシの類が，中国西北岸，対馬・壱岐・五
島，薩摩半島南端・奄美大島南岸の各地で，おそらく忌
み詞としての用法から一般用法に転じ，その勢力を扶植
する地域が生じたということなのであろう。
　茶のもののうちでは，三河湾沿岸の　GOOMARI，
近畿地方を中心として散在するMII（SAN），四国東
北岸のYADO（0）SIがややめだつが，主として併用
であり，特殊な表現なのであろう。GOOMARI，　YA－
DO（0）SI，、AONUGYAは青大将をさすにふさわしい
名のように思われる。特定の蛇の名が一般称に転化した
のか，元来一般称であったものが特定の蛇の名に転化し
て現在わずかに痕跡をとどめているのか，分布状態から
は不明といわざるをえないが，ここでは，GOOMARI，
YADO（0）SI，　AONUGYAが特定の蛇の生態などに
よる命名のように思われるので，特定の蛇の名がたまた
まここに現われたもの，とみる。0276．50ではくもと青
大将の意味だったが総称となった〉とある。
　地図に反映されていない（語形）注記を通覧してみる。
　まず，蛇がいないとする地点があった。0724．12，
0724．58，　0724．95，　6667．81，　6697。39，　6697．49，　6697．59，
6698．61。この弓ち6667．81は，もとはいだそうである。
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5　クチナワについてはいったいにく古〉とする注記が多
いが，6397・62で〈大きな蛇のことを言う〉，7373．92で
く大きなものを言うようだが確信はない〉，8300．25で
く青大将のこと〉，8352．92〈白いもの〉，6428．26で
く養蚕時〉，6501．92〈女のことば〉，6546．73〈昔でも
身分の高いものはへびを使っていた〉との注記があっ
た。
　マムシについては，6358．43，6367．09に無毒のものを
言う，と注記があった。
　ナガムシについても，いったいにく古〉とする注記が
多かったが，2793．00，471620でく信仰にむすびついて
いる〉，　3795．86，4750．32，5548．35，　5635．48，　5636。74
でく養蚕の時期に使う〉，2793．51〈炭焼きで山に行く
とき〉，2795．66〈漁業用語〉，5666．10〈女のこと
ば〉，6267．68，6287．42，6287．71で〈特別の蛇をさす
（のかもしれない）〉，2783．48でく子どもを恐ろしがら
せるため使5＞などがあった。
　ナガモノについては，5589。30にく諮〉とあった。
6534．37ではく宗教的なにおいが感じられる〉，6419．50
には〈石の間や軒にかくれたのを追出す時に〉とあっ
た。
　ナガスケについては5597．78にく諮〉とあった。
　ミイ（サン）については6534．37，6572．04に〈宗教的・
信仰関係の用語〉の注記があった。
　ヤド（オ）シについては6487．66，6497．77で〈大きいも
の〉との注記があった。なお，6497．77ではくただし種
類の区別ではない〉とする。
　これらの注記は，以上のべた概観に対して矛盾すると
ころはないし，むしろそれを支持する点があるように思
われる。
　なお，6484．78ではくこのクチナゴの中に簸は含まれ
ない〉とあり，6485．82ではくこのクチナゴの中に腹
（ハミ）も含まれている〉，6487．43ではくヘビイ・グチ
ナゴの中に蟻（ハミ）も含まれている〉とあった。「かえ
る」の中に「ひきがえる」が含まれるかどうかなどと同様
興味ある注記であるが，〈総称がない〉との関係はある
にしても，この種の具体的注記はこの香川の3地点のみ
であって，利用しにくい。
　この226図で〈併用処理〉によって除いた語形は，標
準語形としては，ヘビであるが，特殊なものとしては，
0894．61，2617．68のアオノロシ，4689。86のナメラヘビ，
5548．35のタスキ〈いみことば〉，5557．48のジャ〈古〉，
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6534・37のヌシ，6553．83のヌルヌル〈子〉，7391．94の
ネズミトリ，7418．07のヒノメメズ，0247．31のウトゥル
シャアムン，があった。忌詞的なもの，幼児語，特殊な
蛇の名の混入などであろう。
　227図は，すでに述べたように226図で草の符号を与
えたものを音動的に詳細に示したものであるが，これに，
226図ではく併用処理〉によって割愛したものを復活
し，さらに〈総称がない〉との注記のため226図で語形
を示さなかったものについても，ヘビ類と関係あると思
われるものをとりあげて示した。
　〈総称がない〉との注記のあった地点はすべて琉球列
島であるが，まず，ここで特にとりあげた語形について
の注記を示そう。〈毒蛇〉をさすとあったもの1156．89，
1211．69，　1223．91，　1231．72，　1232．29，　1232．75，　1233．61，
124］LO5，　1241．49，　1241．96，　1242．00，　1242．22，　1250．59，
1251．73，　1251．98，　1260．78，　1260。87，　1261．16，　1261．32，
1261．80，1270．26。〈無毒の蛇（の一種）〉をさすとあっ
たもの1221．47。〈蛇の一種一毒蛇なのかどうか不明〉
などとあったもの1242．26，1242．72，1251．04，1251．27，
1261．01，1261．70，2067．52，〈ハブは毒蛇，ヒイバアは
青大将〉とあったもの1270．29，1271．20。概して例のハ
ブにあたるものと思われるが，その他のものもいくらか
ある。
　なお，224図，225図，228図の中にヘビおよびそれ
に準ずる語形があり，それらを総合的に研究する余地の
あることはすでに述べたが，ここでも念のためもう一度
ふれておく。
　227図を大観すると，東北・関東・中部，九州に特殊
な語形が多く，近畿・中国・四国は単純であるとまとめ
られよう。いったいにこの地図の音声の変種の区別は，
調査者の表記上の個人差にまで立ち入っている可能性が
ある。利用の際注意すべき点であるが，その中で，個人
差をのりこえた大きな傾向をつかむことも可能と考えら
れる。
　符号は，完全にそうなっているわけではないが語頭の
音節の区別を色で，その他の部分の特徴を形で示すこと
になっているので，語頭については，一見したその概略
をつかむことができよう。なお語頭の音節については，
第1集所収の11図「ひがし」，12図「ひげ」の地図が多少
参考になる。
　〔he～，　h6～〕はほぼ全国的であるが，空の符号の大
部分のほか，本土部の紺および桃の大部分をあわせてみ
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る必要がある。青森・秋田・山形にはほとんどみられな
い。
　〔xe～，　x6～〕は，色をたどってさがし出すことはむ
ずかしい。桃の符号の中にも〔xe～〕がある。全国で26
地点，うち20地点は北海道でほかに青森，福島，東京，
富山，大分にみられる。
　〔ge～，　g¢～〕は草と赤の符号をたどればいい。ただし
草の符号の中には〔ge～，¢～〕でないものも含まれてい
ることに注意しなければならない。
　〔¢e～，¢～〕には草が与えられているが，色をたど
るだけではさがしにくい。全国で14地点。青森・岩手，
福島，千葉にみられる。
　〔se～〕は青森（下北），山形（飛鳥）のみである。
　〔Φe～，Φ壱～〕は緑の符号をたどればいい。地域性が
みとめられる。
　〔gi～，　gi～〕は榿，〔Φi～〕は茶の符号をたどればいい。
〔gi～〕は榿の大部分，〔gi～〕は茨城と新潟に各1地点で
ある。
　〔habu〕以下のものは全部琉球列島であるから，そこ
をみればいい。
　〔hξ｝～，　x色～，　ge～，　βξ～，　Φ色～〕など第1音節母音
のやや狭いものがあらわれるのは，東北から北関東にか
けての地域に加えて，埼玉・千葉・新潟・富山・長野，
島根・山口などであるが，まとまった地域といったもの
は認めにくいようである。
　〔hemb三，Φembi〕などの〔～b～〕のまえに鼻音の挿入
されるものは各色を通じて，尾のはえた正方形，矢印の
符号をたどるべきであるが，東北地方に多くみられ，福
井・理財，愛媛にわずかにある。
　〔hembi，　helnbe〕など第1音節の末尾に鼻音拍がつく
ものは小刀形の符号を中心にたどればいい。岐阜および
その周辺に集中的にみられるが，新潟，青森，伊豆大島
に及ぶ。〔hemme〕〔gemlne〕などには別形の符号を与え
た。〔hemrne〕が〔hebime〕などの変種とい5ことが考え
うるからであった。しかし，たとえば，この地点は接尾
語の「メ」のよくでる所であるが，石川（白峯）の〔hemm－
e〕などは，その北の〔hemmi〕に準じ：て〔heme〕の〔he～〕
のあとに鼻音拍がついたものとも考えうる。逆に，〔h－
emnli〕の〔～mi〕の中に，接尾語の「メ」と関係のあるも
のが含まれている可能性もある。
　第1音節の末尾が長音となるものには，大型の符号が
与えられている。岩手および西南関東から中部地方を中
心として多くみられ，兵庫，愛媛・高知，熊本・鹿児島・
琉球列島にかけても点在する。なお，岐阜に〔he＝mb至〕が
ある。
　〔hebbi，　heppe〕のように，いわゆる促音のみられる
ものには，蝶の型の符号を与えた。新潟中部に集中的に
あらわれるほか，滋賀にもみられる。
　第2音節の子音は〔～b～〕がほとんどである。
　〔～ト〕となるものは大分のみ。
　〔～m～〕となるものには紺の符号を与えてあるが，新
潟の西端から福井にかけて集中している。茨城・栃木，
石川（白峯）にあらわれる空の〔hemme〕，草の〔gemm色〕
については第1音節の末尾が機音になるもののところで
述べたように，ここでは〔hebime，　gebime〕の変種と
みて符号を与えたが，疑わしいものもある。
　〔～Φ～〕のあらわれるものは奄美・沖縄のみ。
　子音のないもの〔pau〕およびその変種と思われる．
〔poo〕は沖縄。宮古にみられる。〔paN〕〔paku〕は，
はたしてヘビの類としていいかどうかわからないが，と
もに入重山にみられる。
　なお，末尾の音節の母音が弱まるもの消えるものは，
熊本・大分，五島，鹿児島・奄美にみられる。
　〔hebi〕のように末尾の母音が〔～勾となるものは各
色を通じて斜の符号をたどればいい。北海道・東北・北
関東のほか，北陸，山梨，滋賀，鳥取・島根にわずかに
みられる。
　〔hebe〕のように末尾の母音が〔～e，～色〕となるもの
は，大略桃・赤の符号をたどればいいわけであるが，青森
にみられる榿の〔gimb色〕，秋田にみられる茶の〔Φimbe〕
を加え，すでにふれた空の〔hemme〕，草の〔gelnm6〕
を考慮に入れる必要がある。
　〔hebu〕のように末尾の母音が〔～u〕となるものは
主として十字符号である。北陸3県，天草，甑島，奄
美，沖縄にみられる。沖縄の宮古には〔pau〕，その変種
の〔Poo〕および〔pabu：〕があり，入丈にこheburne〕
がある。
　末尾の母音が〔～o〕になる〔heinbo〕は，長野に1
地点である。平行四辺形の符号を与えた。
　鐙と茶の〔gi：Φa〕〔gi：bal〕〔Φi：ba：〕〔Φi＝Φa：〕は奄美
（喜界），沖縄にみられるもので，〔gi：bu，Φi＝bu〕など
に何か接尾辞のついたものであろう。
　〔paN〕はすでに述べたように，入重山（黒島）のみで
ある。
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　語末に〔～me，～me：〕を添加するものは，〔hebime，　　　しない・見かけないなどの場合があろうと考えられる。
hebime：，　h¢bime，　hebume〕であり，三角の符号が与　　北海道，伊豆諸島などの島襖，喜界島・沖永良部島以南の
えられ，茨城や入丈にみられる。茨城・栃木，石川の　　琉球列島の島々にはいないようにみえるが，まったくい
〔hemnle，　gemme〕（後者は草）も同類とみて符号が与　　ないわけではなさそうである。0747．70〈いるそうだ〉，
えてある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0779．03〈鋤いた〉，7659．31〈島にはマムシしかいない〉
　すでに述べたようにヘビの変種については，特に228　　などの注記もある。以上の51地点のうち，ほとんど（34
図「まむし」の中に考慮すべきものが多い。HABI，　　地点）は無回答であるが，他はマムシ（16地点），マムシ
HAMI，　HAME，　K：UCIHABI，　KUCIHAMI，　　ヘビ（4676．60のみ）であり，これは全国でマムシが標
KUCIHAMEなどが多量にあらわれている。語形へ　　準語形と認められている証拠とも考えうる。しかし，マ
ビの歴史については，当然これらを含めて考察する必要　　ムシ自体の分布が広く，他語形が現われてよさそうで
があるわけであるが，類似する形式間の言語地理学はか　　マムシと答えたのは伊豆諸島6677・41，6677・70，喜界島
なりむずかしく，また，意味の変化があったと考えら　　0340．00ぐらいなものであるから，そううまい結論をだ
れ，現在深く立ちいることは，まことに困難といわざる　　すことはできない。
をえない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国を大観すると，赤で示したマムシ類が北海道・青
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森と，山形・福島西部・西関東・中部・近畿北東部から
　　228．まむし（嬢）　　　　　　　　　　　　　　　中国北部にかけてと，鹿児島の3領域を占め，現在かな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り強力であることがわかる。
　226図が「へび」の一般称・総称の地図であるから，地　　　次の，澄で示したマヘビの類は九州東岸のほか福島，
図・解説ともに参照されたい。この地図で〈併用処理〉　　埼玉西部にみられる。この榿で示したものはマ～を共有
した語形はマムシであり，全国で約90個ほどであっ　　する点でマムシに通ずるところがある。一方，次の草で
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　示したヘビ・ハビなどの類とも通じている。
　なお，念のためその他のもので地図にのせなかったも　　　草で示したものは，西南近畿から中国・四国にかけて
のを記す。1942・03カラスヘビ〈見たことがない〉，3737．　　広くみられるほか，入丈にもみられる。
95ヒナガ〈赤色，猛毒〉，4643．47ヒトクレエ〈希〉，　　　緑で示した～ヘビの類は，草の領域付近に多く，その
4730．45エグナス〈よくないやつの意味〉，5574．42モガ　　他岩手，山形，千葉，石川・福井，熊本・大分にみられ
サ，5645．89カナワ，5732．17クソヘビ〈こういう人もい　　る。
る〉，6413．43ジェニガタ〈古・希〉，6419．50ドクジャ　　　空の符号を与えたものは，ヘビなどにクソ～を冠した
く希〉，6458．91ヒトクライ〈古〉，6629．24ヒトックレ　　ものである。北奥，福島東半のほか，静岡西半，伊豆大
エ，7355．81イラタカ〈雄〉である。ヒトクライは3地　　島にみられる。
点あるから地図にのせてもよかったかもしれない。　　　　　紺で示したもののうち線符号を与えたものは，ヘビな
　まむしは全国的に棲息しているわけではないようであ　　どにクチ～を冠したとみられるもので，岩手南半から宮
る。〈いない〉〈見たことがない〉の注記のあったのは　　城にかけてと，関東東半，中国（2か所），四国西南部に
以下の地点であった。0724．12，0724．58，0747．70，0861．　　領域がある。このクチ～という要素は，もうひとつの紺
48，1719．17，1773．27，1848．24，1859．84，1942．03，　　符号を与えた九州西北部にみられるヒラクチに広くあら
2608．90，2617．68，4619．23，4657．64，4676．60，4736．63，　　われる。そして琉球列島にはまた別の類が分布してい
5667．41，5667．81，5678。59，5679．31，6482．04，6494．21，　　る，ということになる。
6536．39，6609．02，6635．44，6667．81，6677．41，6677．70，　　　以上述べた各類の語形から考えられる相互関係を，簡
6686．75，6697．39，6697．49，9310．27，0249．17，0256．76，　　略図に示そう。
0294．66，0294．93，0340．00，1156．89，1167．01，1213．76，　　　しかし地理的にみると，北海道・青森のマムシがマ
1231．72，1231．88，126：L70，1271．05，1271．20，2067．52，　　ヘビと接していないこと，東北から東関東にかけてのク
2068．08，2072．20，2085．69，2095．60，214：L61，2141．71。　　ソヘビ・クチノ・ビが草の類と接していないこと，むしろ
　いうまでもないが，ここに示されない地点でも，棲息　　クソヘビとクチハビが接していること，九州西北のビラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　87一
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シ???（マ
ビ??（マ
～ヘ　ビ
　（緑）
ヘビ・ハビ
　（草）
クソヘビ
　（空）
ヒラクチ
　（紺）
クチハビ
　（紺）
クチとクチハビとが接していないことなどから，以上の
想定があたっていないか，十分でないか，あるいは歴史
的にさらに複雑な事情があったと考えざるをえない。
　各類の見出しをさらに詳しくみていこう。
MAMUSI　〔mam疋usi，　mamulsi，　mam｛us薗〕のほ
　か，4684．77〔mami∫i〕，5604．28の〔mami∫i〕，5557．85
　の〔mammu∫i〕，3735．50の〔mammusu〕，8229・96の
　〔mamu：∫i〕，6577。86の〔1na＝lnu∫i〕，4653．47，5631。75，
　5661．89，5691．37の〔manu∫i，　manul∫i〕，5623．42と
　5632．28の〔maηu∫i〕，6339．37，6404。83の〔namu∫i〕，
　5623，85，5633．45の〔ma5∫i〕，5623．85の〔ma：∫i〕を含
　んでいる。
MAMOSI　富山。石川および島根に多いが，他にもあ
　る。〔mamos了，　mamosu〕などを含む。
MABUSI北陸地方から滋賀・三重にかけて，および
　その周辺（新潟，岐阜）にみられる。
MABUSIME　石川に1地点である。
～MAMUSI北海道（クロマムシ），山形・福島（とも
　にアカマムシ），群馬（ジネマムシ），長野（オトコマム
　シ）の各1地点である。
MAMUSIHEBI　新潟と福井である。
MAMUSIHEEBI静岡のみ。
MAMUSIHENBI　新潟のみ。
～MUSI　その内容はドクムシで，岐阜と熊本に各1
　地点であった。マムシ類にいれるべきものかど5か不
　明ながら，マムシ自体を～ムシと考えて（226図「へび」
　でもそう考えてある）赤の符号を与えた。
MAHEBI福島（東部），埼玉（西部），熊本・大分・宮
　崎，種子島。
MAHEEBI種子島に1地点（227図などとの比較の
　ため出した）。
MAHYEBI福島に2地点，大分・宮崎に4地点。
MAHEBE　大分。
MAHYEBE　大分。
MAHYEBU　熊本に1地点（227図などとの比較のた
　め出した）。
HEBI近畿地方に4地点。6590・08では，（普通の蛇ば
　クチナワだから区別できる）との注記があった。
HEBII兵庫に2地点。
HEBIME　入丈島に3地点。7659・31には〈島にはマ
　ムシしかいない〉との注記があった。
HEBUME　入丈島に1地点。
HABI　南近畿。
HANBI南近畿（熊野灘沿岸）。
HANBIN　奈良南部に1地点。
HAMI中国・四国に多く，近畿にもわずかあるb　657
　5．40に〔hammi〕。
HABE　大阪南部に1地点。
HAME　近畿から四国にかけて広く分布する。
HAMEE　兵庫。
HABU　和歌山南部に1地点。
HABUSOO　福岡北部に1地点Q
HAMU　兵庫，広島，福岡に各地点。
～H：EBI　内容はドクヘビ，アカヘビ，クロヘビ，カラ
　スヘビ，路肩ガタヘビ，ニガヘビ，ツツノコヘビ，コ
　ロコロヘビ，ヒトクイヘビである。各地に点在するが，
　岩手南部にクロヘビが6地点まとまり，これは，別見
　出しとすることも可能であった。北と東に分布するク
　ソヘビと関係があろう。
～HEEBI　熊本南部に1地点。ドクヘエビ。
～HWEBI山形北部に1地点。ドクフェビ。
～HAME　岡山南東部に1地点。ドクハメ。
KUSOHEBI　岩手，福島（東部）に，広くその周辺に
　もみられる。静岡にもある。
KUSSOHEBI山形に1地点。
NMANOGUSOHEBI青森に1地点。
KUSOHEEBI岩手に1地点。
KUCOH：EEBI岩手に1地点。
KUSOHYEBI東北地方に16地点。
KUSOHWEBI秋田と山形にみられる。
KUSOHEBE　秋田に1地点。
K：USOHENBI静岡と伊豆大島。
KUSOHYENBI　青森。
KUSO且WENBI青森。
KUSOH：ENBE　伊豆大島に1地点。
KUSOHYENBE　青森に1地点。
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KUSOHIBI栃木に1地点。
KUSOHWIBI秋田に1地点。
：KUSOHWIBE秋田に1地点。
：KUSOSEBI山形（飛島）に1地点。
KUSURIREBI新潟北部に1地点。分布から，クソ
　ヘビと同類として，まちがいあるまい。
1｛UCIHEBI栃木に1地点。
HUCYAHEBI　茨城に1地点：。
KUCIHABI茨城。栃木に多く，岩手南部・宮城にも
　ある。〔kult蝋habi，　kults敬habi，　kmd5ihabi〕など
　を含む。
KUHIH：ABI岩手に1地点。上のものに含めてもよ
　かった。
KUCISABI宮城。第2音節は〔～tsi～，～ts倣～，
　～dz1～〕のみであった。
KUCUABI岩手と宮城。クズアビ，クツッアビと表
　記されている。
：KUCYUHABI宮城南部に1地点。
KUCCYABI宮城・山形，茨城。
KUCCABI宮城・山形。
KUSSABI岩手・宮城。
KUCYABI宮城・山形。
KUCIHAMI　岩手，千葉，岡山。
KUCI8AMI広島。
．1（UCINAMI広島に1地点。
KUCIYAMI鳥取に1地点。
KUCCYAMI栃木，千葉。
K：UTTAMI　千葉南部に1地点。
KUCYAMI千葉。
．K：UCIHAME　利根川河口付近，兵庫・鳥取・岡山県
　境付近。
KUCIBAME　広島北部に1地点。
KUCIMAME　広島。
KUCIBABE　広島。
KUCYAHAME　千葉（東端）に1地点。
KUCI（Y）AME　鳥取・岡山。
KUCYAAME　岡山。
KUCCYAME　千葉。
KUCYAME　千葉。
KUCINAWA茨城と熊本。226図と比較すると，両
　地域ともこれらの語形のあらわれてよさそうな地域で
　ある。
KUCINA　茨城，兵庫，高知。兵庫の揚合は226図と
　区別がない。
KUCIME　高知西南端に集中的にあらわれる。　KU－
　CIHAMEなどと関係があるかもしれないが，地域
　がはなれている。　7461．23では「へび」もクチメとい
　う。
HIRAKUCI以下HYERAKUTまでは，すべて九
　州北西部にあらわれ，その他にみられない。
KUHWAZYARAKA以下HWIRUMIK：KIWAまで
　は，琉球列島にみられるものである。KIUHWAZY－
　ARAKAには〔kupadaraka〕を含む。　KUH：WAZ－
　YARAKUは〔ku：Φad5ara1（，　k‘uhad3arak‘u，　k‘u－
　ha5irja，k，　kowa5arako〕をまとめたもの。　K：WAA－
　ZYARAKU　には〔kwa：darak，，kwa：d5arap〕を含
　む。KOOZYARAKUは〔ko：zaraku，　k‘o＝d5irak，
　k‘ud5arak‘u，　hott∫arago〕をまとめたもの。　KWAA－
　ZYARO　は〔kwa：d5aro〕のほか〔，kwa＝daro，，kwa－
　dzlro〕を含む。　HUPAAは〔Φupa＝，ΦupPa〕をまと
　めたものである。
　その他としたものは4618．49の〔jamaka辱adzi〕，
4654．52の〔gitokulrai〕，　5678．71の〔tsut∫imu1〕uri〕，
6636．05の〔jamakaηa∫i〕，6710．70の〔gエtok田re〕であっ
た。〈併用処理〉の一環として省いた語形については，
すでに述べた。
　次に地図に反映されていない注記を概観して述べる。
　クソヘビの類とマムシの類とを併用する揚合，クソヘ
ビを黒いもの・マムシを赤いものとするものが8地点
（3699．55，　3702．81，　3747．45，　3754．37，　3777．86，3778．00，
4619．29，4710．55）あった。ほかにクソヘビが大きいもの
とする地点が3地点（2783．06，3767．22，5793。74）あっ
た。もっともクソヘビが赤くマムシが黒いとする地点も
1地点（3746．76）あった。これらの区別は，クソヘビの
領域に，マムシが侵入して生じたもの，と思われる。
4722．40では元来はクソヘビであったが，現在黒いのを
クソヘビ，赤いのをマムシと言う，とあったことが参考
となる。
　マムシ類と口語が併用され，いずれかが新しいとする
場合は，一般にマムシ類が新し、・のであるが，4761．07，
6428．76，6430．53，7383．98，8303．70では，マムシ類のほ
うを在来形とする注があった。これらは，各種の表現が，
現在まだかなりの勢力を持っていることを示すのであろ
う。マムシ類以外の2語が併用される揚合は，644L71
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クチバミ〈古〉，ハミ〈新〉，6593．30ハンビ〈女が使
う〉，7334．44ではマヒェベを〈新〉，7354．23ではマヘ
ビを〈新〉，7513．15ではハブを〈古〉としてある。
　語原解釈にふれたものとしては，3746．09でクソヘビ
は〈臭い〉，3778．00クソヘビは〈黒くて糞のような〉，
4712．16クチサビ〈喰いつくから〉，4713．45クチハビ〈
喰いつくから〉，6657．54でクソヘンベはくとぐろを巻
いた形が糞に似ている〉から，7218．58でヒラクチが〈
広口の意〉，7382．01でヒラクッが〈平門なり〉とする
程度であった。
　その他興味深い注記として，次のようなものがあった。
4698．15アカマムシ〈マムシとだけは言わない〉。5629．
23クチハビはく秋のころのマムシを言う〉。6408．88マ
ムシ〈昔の人がハムと言っていたことを覚えている〉。
6418．75ハム〈小〉，マムシ〈大〉。7342．72ヒラクチ〈
ハブのこと〉（腹の標準語形をハブと思っているのか）。
　この地図についてもっとも興味深いのは，ヘビおよび
ヘビに準ずるハビ・ハミ・ハメなどの表現が，マムシを
あらわす表現として，またはその構成要素としてかなり
多くあらわれる点である。そしてこれは226図の蛇をあ
らわすヘビ類のことぽと一致するところもあり，また不
一致のところも多い点がある。さらにいえば，この地図
における近畿西南部から中国（山陰を除く）・四国にかけ
てのハビ・一日・ハミなどの分布は，226図の蛇をあら
わすクチナワの領域から，蟻においてヒラクチを使う地
域を除いた地域にほぼ似ている点である。
　この地図にあらわれる（～）ヘビおよび（～）ハビ・ハ
ミ・ハメなどの出現する地域は東北地方（青森はまばら，
山形南半・福島西半にはない），東関東，近畿西南部（滋
賀，三重のほとんど全域，京都・兵庫の北部を除く）・
中国（鳥取大部分・島根東部を除く）・四国。九州東半の
大領域で，その他新潟，埼玉，伊豆諸島，静岡，石川・
福井，熊本などに点在している。
　これらのうち226図にあらわれる語形と一致しないも
ののあらわれるのは，次のパラグラフで示す3地域で
あって，よくまとまっている。他は，地点ごとに対照す
るといくらか差はあるにしても，226図と大差はない。
たとえば，228図には秋田にKUSOHWEBIが広くあ
らわれるが，226図をみると，そこがHWEBIの地域
であることがわかる。大分西北部にMAHEBEがみら
れるが，226図をみると，そこはHEBEの地域である。
　226図にあらわれる語形と一致しないもののあらわれ
る3地域とは次のとおりである。（1）宮城を中心として山
形・岩手にかけて。主として228図でハビ（2地点ハミ
がある）の地域。〔2）茨城・栃木・千葉にかけて。228図で
北半はハビ（1地点ハミ），南半はハメ（7地点ハミがあ
る）。（3｝近畿・中国・四国にかけて。228図で南近畿は
ハビ（奈良から三重にかけて3地点ハブがある）。奈良北
東部から≡重にかけて8地点ハミがかたまっている。北
近畿から淡路，岡山北東部にかけてはハメ（ハメーを含
む。淡路，鳥取にハミが各1地点）。中国は大部分ハミ
（広島山間部にハメ10地点。関門付近にハブソオとハ
ム）。四国は香川・徳島東南岸から高知にかけてハミ，
徳島北部・愛媛・高知山間部にハメ（このハメは近畿北
部のハメに鳴門海峡をはさんで連続しているよ5にもみ
える）である。
　3地域にあらわれる語形のほとんどは上記のようにハ
ビ・ハミ・ハメである。226図ではこれらの第1音節に
〔一a一〕のあらわれる語形は琉球列島にしかみられないも
のであった。同様に第2音節に〔一m一〕のあらわれる語形
は，226図では北陸地方にしかみられないものであっ
た。
　これらが「へび」の図・「まむし」の図にあらわれるヘビ
類の表現全体の中で，どのような歴史的関係によってむ
すびつくものなのかについては，音形式が相互に関連す
るためもあって，地理的分布だけからは現在残念ながら
はっきりしない。また意味の変遷（たとえば毒蛇をさす
名だったものが一野卑になったとか，あるいはその逆で
あるとか）も考慮する必要がある。今後の問題とせねば
なるまい。また，ここでは語形の類似だけを根拠として
これらを同類とみなしているが，厳密にどこまで許され
るかも考えてみる必要がある。
　この地図で注目すべきもうひとつの点は，クチという
要素である。
　この要素はクチヘビ，クチハビ，クチハミなどにあら
われるほか，ヒラクチにもあらわれる。クチのあらわれ
る地域はすでにふれる所があったが，これらのうち，中
国。九州のものは，226図にあらわれるクチナワとの関
係をも考慮せねばなるまい。
　すなわち，たとえば九州西北部では「へび」のことはク
チナワといい「まむし」のことはヒラクチといっている。
この例などは，まむしがヒラクチナワの下略形ではない
かということを思わせる。また中国（たとえば兵庫・鳥
取・岡山の県境付近）では，蛇はクチナワ，まむしはク
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oチハメといっていることになるが，これなどは古くは蛇
の一般称はクチ（～）であり，無毒のものを特に言うとき
がナワ（あるいはそれに類した形）といい，有毒のもの
を特に言うときがハメ（あるいはそれに類した形）として
いたのではないか，ということを思わせる。クチ（～）が古
い蛇の一般称ではないか，とする考え方は，西北九州の
ものにも適用できるかもしれない。
　しかし，ひるがえって考えると，226図においてクチ
ナワはそう古いものでなさそうにみえるし，この図にお
いてクチという要素があらわれる地域は，蛇にクチナワ
のあらわれる地域以外にもある点も考えねばならない。
　この図におけるクチの歴史については，226図のクチ
との関係をも考慮しつつ，また，クソ（この地図で空の
符号を与えてある）との関係も勘案しつつ，やはり今後
の問題とせ’ざるをえない。
229．かまきり（虫當螂）
230。かまきり（蟷虫郎）
一般的な名称
特殊な名称
　かまきりをあらわす表現の種類は，かなり多かった。
そこで，一般的な名称と，地域的にかたよりのある特殊
な名称とを，2枚の地図にわけて示すことにした。もっ
とも，この一般的名称と特殊な名称との境界は，はっき
りしたものではない。すなわち，2枚にわけたのは，い
わば便宜的な処置であるから，そのつもりでみていただ
きたい。
　また，この地図では見出しが非常に多くなるのを避け
て，かなりの変種をまとめ，ひとつの見出しとして示し
てある。たとえばKAMAK：IRIには，〔kamakiri，
kamaglri，　kamakit，　kamaki：，　kamakiri〕などのほ
か〔kamacM，　ka＝makiri，　kamairi，　kama1（i，　kamari〕
などが含まれている。したがって各地点からの報告の詳
細は『日本言語地図資料』にあたらねばならない。
　なお，このかまきりの地図と，224図「とかげ」225図
「かなへび」の地図とは関係するところがあるので，解説
ともども参照されたい。231図「とんぼ」などにも関連す
るところがある。
　かまきりがくいない〉とする地点があったので，まず
記しておく。無回答となっている地点もあるし，カマキ
リなどと答えた地点もある。0737．94，0840．33，1708。05，
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1745．54，　1754．16，　1859．84，　2763．22，　2771．83，　3736．58，
3756．40，4736．63。〈いるかもしれないが（たまに見るよ
うだが）注意したことがない〉とした地点は，0747．70，
1893。10，2761．77，3755．32，3764。92，5628．23であった。
これらのような注がなくて「無回答」または思いがけない
（ような）回答（1755．53のバッタ，1862。48のアシナガト
ンボ，3757．32カタツムリなど）をした地点のなかにも，
「いない」ないしは「無関心」の地点が含まれている可能
性がある。
　なお，〈併用処理〉した語形はカマキリおよび7353．51
のカマキリサンであった。〈併用処理〉されたカマキリ
は145地点ほどで，全国に散在しているが，北関東から
中部地方にかけてややめだっているようである。
　地図を大観することにしよう。
　229図で草の符号を与えたのは，カマキリおよびそれ
に類するカマを持つ表現である。東北，九州（琉球）には
少ないが，ほぼ全国で使われている。ただし，いろいろ
なものが含まれている。KAMAKIRIGOは6349．80，
6452．83の2地点にみられるが，6349．80の注記にはくキ
．リゴはバッタ〉とあった。つまり，キリ部分が「切り」
ではない（と意識されている）ことを示している。これは
意外にカマキリ全体についてキリの部分が切りでなく，
キリギリスのキリなどと関連のあるものかもしれないこ
とを暗示する。これに加えてK：AMAGISU，　OKA－
MAGISU，　KAMAGIRISUなどK：AMAKIRIGO
と発想の通ずる語形があるが，資料が十分にないので，
これ以上深入りしない。
　KAMAITACIは神奈川，新潟，石川，滋賀にみら
れるが，福井に2地点のKAMATACIとの関連が十分
につかめない。
　草の中では全国的にカマキリが多いが，地域的にやや
目立つのは茨城北部のKAMAGARIMUSI，茨城・栃
木などのK：AMAG〔g〕ICCYO，　KIAMAK：AKKIRI，．
静岡から伊豆諸島にかけてのK：AMAKKIRI，能登北
端のKAMAGIRISU，福井，岡山・広島の3地域の
KAMATATE，　K：AMAUTTATE，　K：AMATACI，
山陰のKAMAKAKE，福岡のK：AMAK：ICCYOなど
であろうか。
　空の符号を与えたものは全体でわずか5地点にすぎな
いが，224（225）図との関連を考えて別の色を与えたもの
である。KAG〔1〕〕AMICCYO，　KAG〔η〕AMECCYO
は地理的に草のKAMAG〔η〕ICCYOの近くにあるとい
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えるが，K：AG〔B〕ABICCYOは山梨にやや離れてみら
れる。一見KAMAGICCYOなどの外位転倒形式のよ
うに思われる。
　緑で示したものは，草の類に含めなかった，しかしそ
れと関連のありそ弓な表現である。
　KANACYOORAI，　K：ANCYOORAI，　KANCY－
ORO（ME）は宮崎にみられるものであるが，草の符号を
．与えたK：AMAK：IRICYOORINBOO，　K：AMAKIR－
IGICCYON，　KAMAGICCYO，　1くAMAKICC－
YOなどと関連があるかもしれない。もっとも，これら
は主として北九州にみられ，宮崎県内にはK：AMAG一
〔g〕ICCYOがわずかに2地点みられるのみである。櫨
のCYOORO（ME）・やCYOORAI～CYOOREE，；茶
のOGANCYORO，　OGAMECYO（0）RO（0），　OGA－
MANCYOROなどとの関係は，いうまでもあるまい。
　KANKIRIMUSI，　KAMIKIRI（MUSI）は全国に
散在するがそれほど多くなく，房総半島，敦賀付近，兵
庫南半，室戸岬付近にややまとまってみられる程度であ
る。
　KIRIGO（6349．23）はすでに述べた6349．80のKAM－
AKIRIGOと関連があるものと思われる。　KAMAの
部分が脱落したというより，KIRIGO自体がバッタな
どこれに類する虫の総称であり，230図で榿の符号を与
えたもののうち，BATTA，　TORABO，　GISU，　KI－
RIGIRISU，　HATAHATA，　HATTAGIなどと，
通ずるものと考えられる。したがってむしろ，229図か
ら230図に移すべきものなのかもしれない。
　INEKARIMUSI以下NOKOGIRIMUSIまでは，
語形というより命名の発想が，この虫のもっている鎌に
関連があろうと思われるものである。あまり多くなく，
NATAKIRI（MUSI）が京都・兵庫の北部に，CYOO－
NAK：ATAGIが広島と足摺岬付近に，ややまとまつ
．てみられる程度である。
　赤で示したTOKAG〔13〕E以下丁OK：AKIREまでは
224（225）図との関連を考えて当該図と比較できるよう
な符号を与えた。関東および山梨にまとまっているが，
遠く8315．42にTOKAKEが，7357．6gにTOKAKIRE
がみられ注目される。なお，この地図には登載されてい
ないが，7421．62で1｛ENBOと答えた（230図に登載）
ときの説明として，（TOKAK：Eと言いかけたが訂正）
という注記一杉山正世調査一があり，あわせて考えるべ
きものと思われる。また，579】。68ではくイボができた
ときこの虫にくわせるがそのときトカゲにくわせると言
5＞とあり，興味深い。
　茶の符号を与えたものは，OGAMI，　OGAMEおよ
びそれに類する表現である。関東・静岡にわずかにみら
れ，近畿の周辺，四国西南部から九州にかけて多い。
　OGAMIC Oは，草のKAMAGIρCYOや空の
KAGAMICCYOに，　OGANCYOORAIやOGA－
MECYOO AIは，緑のKANACYOORAI・K：AN－
CYOORAI（榿で示したCYOORAI～CYOOREE）
などと関係があるので，形の似た符号を与え．ておいた。
　OGAMAGIME　7382．01のGIMEは，7258．82（230
図）にみえるもので，注記によれば「いなごやばったの総
称」であるという。1（AMASU（8331．12）は，（オンガマ
スの転読なるべし）との注によってここに入れた。
　これらの類はこの虫の前足の動作を拝む動作に見立て
ての命名と考えられ，事実そうした語原意識を報告した
ところが多い。5588．81，6573．71，6583．45，6584．90，
6586．27，　6593．30，　6632．15，　7246．45，　7320．95，　7342。12，
7342．72，　7430．15，　7503．48。
　しかし，OGAN～の類と緑を与えた1（AN～の類，
OGAMA～の類と草を与えた1（AMA～の類とが，
すくなくとも現在無関係であるかどうかについては，態
度を保留しておきたい。たとえば7395．25ではKAN－
CYOROとOGANCYOROが併用されているし，
6507．48，7324。96，7523．05ではKAMAKJRIとOG－
AMAが併用されている。また，6573．17のOGAMA－
NOTONOSANには＜OGAMAの部分が「お鎌」か
「拝ま」かはっきりしない〉とあった。
　茶の類の中を概観すると，OGAMI（～）の類，　OG－
AN～の類，　OGAME（～）の類，　OGAMA（～）の類，
OGAMO，　OGAMUの類その他にわけられよう。関東
のものがOGAMI（～）のi類で統一されているほかは，
岐阜から北陸・滋賀にかけてのもの，近畿西北部のも
の，南近畿のもの，四国西南部から九州にかけてのもの
すべてが各種混在状態であるが（広島はOGAMI（～）
のみ），しかし，それぞれの地域内で，それぞれの類がま
とまって分布する傾向がみられる。たとえば大分西部に
OGAMO，福岡南部はOGAMA（～），熊本を主とし
てOGAME（ッ），長崎南部はOGAMI（～）というよ
うに。
　榿を与えたものは，すでに（草や）緑や茶で示した類の
中に，その部分として関係のありそうな表現があらわれ
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たものである。たとえ．ばTOOROOはOGAMETO－
OROOやOGAMATOOROOなどに，　CYOORAI
～CYOOREEはKANCYOORAIやOGANCY－
00RAIなどに，　SYOOROO（MUSI）はOGAMIS－
00ROOなどと共通性がある。
　TOOROO（MUSI）からTOOROGEまでは中国。
九州にもあらわれるが，西関東から山梨・長野にかけて
みられる。蟷螂の字音とも考えられるが，中には，
OGAMANYATOOSANなどのTOO，　KAGAM－
ICCYO・1（AMAKICCYOなどのCYOなどと関係
のあるものがあるかもしれない。TAKEDOOROO
6603．82の語原はく竹蟷螂〉だという。
　CYOORO（ME）以下SYOROUMAまでは九州に
みられるもので，それぞれまとまった領域をもってい
る。
　CYOORAIには頂礼，　SYOROUMAには精霊馬が，
特に指摘はなかったがその語原意識として働いているの
ではあるまいかと思われる。
　凡例で次にならべた紺を与えたものは，仏教関係のも
の，馬に見立てたものを澄のSYOROUMAの連想で
まとめた。HOTOKEUMAは壱岐にもある。　TON－
NOUMAについては7208．97，7218．58にく鳥のうち
で馬の形をしている〉という不思議な注があった。DO－
NDOMUSI（5680，34）の注記には〈ドンドは幼児語で馬
のこと〉とあった。
　IBOMUSI以下の桃を与えたものはイボを含むと考
えられる表現で，東北地方に多く，関東周辺，長野。北
陸のほか，隠岐，広島南部，比島，高知（周辺）にみられ，
また遠く鹿児島の口永良部にIMOMEZIRIがみら
れる。230図で空の符号を与えたMAAMINAIIBUU
もこの類に含めるとすれば（『沖縄語辞典』には？iibuuz－
iiraaという語も出ている），さらに領域がひろがる。
　IBOMUSIRIは5791．681地点のみであるが，古語
との関係を考えさせる類である。ENBOOZIRI，　EN－
BOOZIのみは語頭をEとしたが，1としたものの中
にもEとしていいものが（たとえば，IBOMUSIの中
に〔ebolnu∫i〕が）含まれているので，注意されたい。つま
り，ENBOOZI（RI）をINBOOZI（RI）としてもよ
かったわけである。KENBERABOCCI（4639．10）はこ
の類かどうか疑わしいが，IBOBOCCIが付近に多い
のでここにおいた。IBOKUIHATTAGI（2773．13）の
HATTAGIは，3733。18や3737．95のHATTAGIの注
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にあるように〈いなご・ぼった・かまきりの総称〉であ
る。
　GENZAIBOからDENGABOまでは，岩手・秋
田，富山・石川にみられるもので，230図にみられる紺
を与えたGEN～。DEN～の類との関係が考えられ
る。3760．58，3775．83の注記には，地図には登載しな
かったが，〈デンガェボ，デンガボオは水中にいる似た
虫〉とあった。近接した意味分野に，まだこの種のこと
ばがひそんでいることを思わせる。
　3767．22のAZAHORI，3714．27のKUBOKIRIは，
B をまったく含まないが，分布と，（KUBOが瘤と
関係するかどうか不明だが）AZAがほくろを意味する
ことから，ここ 加えた。
　この桃の類は，この虫が疵を喰い切る（など）からの命
名と．考えられている場合が多く，3746．09，4713．45，
4715．33，　4716．20，　4735．37，　4781．48，4792。43，5639。80，
5791．68などの注記が，それを示している。しかし，
4659．01〈怒ったことをイボンダという〉，4685．88＜怒
ることをイボルという〉，4742．37〈怒ることをエブク
ルという〉，5606．83〈怒ることをエボクルという〉な
どの注記もあり，4628．28のようにく卵がイボのように
丸いから〉という注記もあった。4751．42のTAKARI－
BABA（230図・草）の注記にはく卵をエバエムシノス
というが蟷螂をエバエムシとは言わぬ〉とあり，また
7412．26ではくかまきりの巣はエンボオジリ〉とあっ
た。
　以下230図につい概観する。
　赤の符号を与えたものは，ハエトリの類である。東北
地方（主として日本海岸），西北関東，富山・石川，島
根・広島および高知の南端にみられる。
　HAETORIGENBEE，　HAETORIGENZI，　HA－
ETORIGENZAIBOの後部分は，この図で紺を与え
たGEN～，DEN～の類や，229図で桃を与えたもののう
ちのGEN～，　DEN～の類と関係がありそうである。
ただし島根・広島のHAETORIGENBEEとHA－
ETORIGENZIは，地理的に孤立している。　HAE－
TORIGOOZIのGOOZIはく蛆のこと〉と、・う。
ABUTORI（MUSI）3774．44は，蝿ではなく虻である
がここに含めた。なお，紺を与えた2765．71のANBU－
TAKAには〈アンプのような形でタカのように虫をと
る〉とあった。5621．43のINAGOTORIもABUTO－
RI（MUSI）に準じてここに入れたが，はたして適当で
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あったかど5カ・お．からない。747α72のSAITORI一　　実際の音声は〔mami5a：t’u＝〕）の2地点でしかない。
MUSI，5613．26のHAKUTORIMUSIにも同様の懸　　　澄で示したものは，はたしてこの虫を示すものかどう
念がある。ことにSAITORIMUSIについては，分布　　かはっきりしないもの，すくなくとも他の虫をもあらわ
の上ふらも問題がありそうである。ハイトリムシの語原　　すことのあるものをまとめた。HENBO，　KAMAKI一
については，〈蝿をとるから〉とするものが4713．60，　　RIHENBO（7421．38），　HENBOOKAK：E（7441．63），
473上42にみとめられた。　　　　　　　　　　　　　　ENMA（7417・27，7418・07）は四国にあらわれるが・へ
　草の符号を与えたものは，恐ろしいもの，怒るものと　　ンボは西北九州で蜻蛉（本縫231図）をさす表現である。
いった発想のものを集めた。すでに229図に示した桃の　　1862・48にASINAGATONBO，4704£6　AKEZUM一
符号を与えたものの中にも怒るものと考えられている表　　USIがあって，蟷鰹と蜻蛉の交渉を思わせる。しかし，
現があった（宮城。山形・新潟）ことを想起されたい。ME一　　地理的には229図に桃で示したENBOOZI・ENBO－
MERIMUSI以下OYAMIMIRIまでは富山にみら　　OZIRI，　IBO，　IBO（0）ZIなどとの関連を考えるべき
れるもので，5538．63ではく親にらみ〉と語原解釈をし　　ものであろう。TORABOは『全国方言辞典』に・青森・
ている。OYANEGIRIは五島であるが，語形も似て　　秋田で「いなご・ぼった」とある。　HATTAGIも『全国
おり，九州でネギルを睨む意味で使うので，ここにおい　　方言辞典』に，青森・岩手・宮城・秋田・会津で「いなご・
た。4751．42のTAKARIBABAには〈怒り婆〉の注記　　ばった」とあるものである。（GASI）KATAについて
があった。HARATACIGENGOからHATACIG一　　は，2086．03の注に〈ガシは鎌，カタはばった〉とあっ
ONBE（E）までは，229図の桃や230図の赤，さらに　　た。　EERUUGAATAAのGAATAAも「ばった」で
この地図で紺を与えたGEN～などの類と比較すべきも　　あろう。　r採訪南島語彙稿』にも〔ga＝ta：〕はrばった」と
のである。HARACIGICCYO（5614．62）は立腹とあ　　して出ている。　EERUUはよくわからないが色をいっ
まり関係がないかもしれないが（腹千切？），分布と語形　　ているのではあるまいか。KIME（KKO）MUSIは，福
の類似からここにおいた。ONIMUSI以下HARA一　　島・新潟にみられるものである。7258・82のGIMEの
CIGICCYOまでは，いろいろのものが含まれている　　注にくいなご。ばったの総称〉とあったのでそれと関連
が，山形・福島，西関東（千葉を含む，神奈川を除く），　　させてここにおいたが，5712・70の注に第三者がこの虫
新潟・長野にしかみられないことは注目してよかろう。　　をキミコモチと答え（キメルはむくれるの意）とあったこ
　紺を与えたもののうちHARIGANEMUSI（5646．　　とに注目して（r全国方言辞典』にも「きめる」を山形・仙
12），MOTTOIMUSI（京都・兵庫，大分）は，元来は蟷　　台・福島・越後でむつがる，すねるの意とする），むし
螂の臓物（寄生虫？）の名ではあるまいか。HARACI一　　ろこの図の草の類とすべきものであった。まさに草の類
GICCYOが腹千切ではないかといった連想でここにな　　としてあらわれて自然な地域である。
らべたが，あまり根拠はない。　　　　　　　　　　　　　　紺で示したGENMUSI以下のものは，すでにくり
　HOORIDONO以下ZATTONBOOまでは，この　　かえし述べたように，229図桃の中のGEN～，　DEN～
虫の前足の動作を神主や盲人の動作などに見立てたもの　　の類（岩手・秋田，富山・石川），この地図の赤の中の
である。229図で茶を与えた類と，発想が通じる。ICI－　　HAETORIGENBEE（秋田，島根・広島），草の中の
YAN庖GIDONOTAIKOTATAKI（5671．94）はこの　　HARATACIGENBEE（埼玉・千葉・東京）などと鼻
骨のものとも思えぬ長大な表現であるが，注記に＜「～が　　連させるべきものである。岩手・秋田の領域付近には
いたぞ」と言う〉とある。TAIKOHATAKIは東北（太　　4714．22のGONBOMUSIがあり，富山・石川の領
平洋岸）と長野にみられる。同様にTAIKONBUCIも　　域付近には，5548．58　GENMUSI，5549．55のGEN一
東北（山形）と長野にある。ZAT（T）00（MUSI），　ZA－　　TAROO（MUSI），5558．67や5559．51のGENDAが
TTONBOOほ近畿西北部にかたまっているが，岩手　　あらわれ，関東には5688．86，5698・19，5699・42，6721・31
にもある。琉球のIS（Y）ATUU（空）などもあるいはこ　　のGONBEEがあらわれ，まことにもっともと思われ
れらと関係があるのかもしれない。もっとも，琉球でZ　　る。しかし，島根・広島のものは孤立している。そのほ
のあらわれるのは0248．00のIIZATOHANNYA，　　かこの類のあらわれるのは，入丈にGENBEEME，新
MAAMIIS（Y）AATUUのうち1241．05（この地点の　　潟にGENZYOOとGENTAROO（MUSI），長野に
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DENBO（5641．99）とNENBOMUSI（5632．83）であっ
て，これらの類が，まばらではあるが能登，正調を結ぶ
線以東，男鹿半島，陸中海岸を結ぶ線以南に散在し，島
根・広島県境に孤立して分布していることがわかる。
NENBOMUSIをこの類とすべきかどうかは実ははっ
きりしないが，分布の上からここにおいた。
　これらの類は231図「とんぼ」で北関東に関連するもの
があらわれ，『全国方言辞典』によればさらに
　げんじ　かぶと虫。三重県阿山郡・奈良・京都・神戸。
　げんじき　げじげじ。静岡県志太郡・佐賀。
　　　　　　あぶら虫。静岡県志太郡。
　げんじむし　むかで。岩手県九戸郡。
　げんたろ一　源五郎虫。静岡県安倍郡。
　ごんちゆ一　毛虫。京都。
などがあり，今回の調査では，特に注記としての語原解
釈はなかったが，いやな虫，強そうな虫，目や前足に特
徴のある虫に与えられることばのように思われる。
　空を与えたものは，琉球列島にあらわれる種々のもの
を示した。いろいろの音変種がまとめられている。たと
えばIS（Y）ATUUには〔？isatu＝，　i∫atu＝〕のほか〔i∫一
a：，tU：，　i∫at‘o＝，　isato：，　i∫atU，　i∫ato，　issa，tu，　i∫ata：，
it∫atta：〕が，　IS（Y）ATUUMAIには〔i∫∫atomal，　i一
∫ato：maila，　isatumai，　issatobai，　i∫ato：me：，　isotoma－
i，issot，omai，　i：sutobal，　ju：sutamai，　i∫it‘obaN，　i∫i－
t‘o：baN〕が含まれているといった状態である。詳細は，
『日本言語地図資料』をみなければならない。
　IS（Y）ATUU以下MAAMINAISATUUまでは，
相互になんらかの関連がありそうで，先島にはすくない
が，全域にみられる。本土のZATOO（MUSI），　ZA－
TTONOBOOとの関連を考えてみたことはすでに述べ
たが，思いつきにすぎない。ISYANCYURUMYAA
（2095．60一〔i∫ant∫urumla＝〕）の後部分は，地域は離れて
いるがこの地図で紺を与えた　CURUME～CUKIUM－
E（千葉）と関係があろうか。
　MAAMINAIIBUU　1231。88の後半は，229図で桃
を与えた類と関係があろうか。r沖縄語辞典』には，かま
きりをあらわすことばとして？iibUUziraa，？isjatuu，
sjooroo？Nma，？usjooroo？uNma，　ziramiiを挙げて
いるが，？iibuuziraaもその類であろう。
　SAARU（U）以下TUBIZYAARUUまでは，沖縄
と宮古にみられるもので，この虫を猿に見立てたものと
思われる。SAARU（U）～の内容は，〔sa＝ru＝gwa：，　sa：一
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ru＝9ε：，　sa：ruka，　sa：ru：ga＝k‘i，　sa＝rukamu：ta〕であった。
　YAMATOOIZA（宮古）は「大和（日本本土）はどこ」，
YAAMAIDA（多良間）は「入重山はどこ」の意と注記に
あった。この虫の首をのばしてあたりをみまわす動作か
らの命名である。IS（Y）ATUUなどのIS（Y）Aとの
関係は不明である。MAAGAYAA　2141．71は「どこだ
ろう」の意である。
　MANTUNTEN以下の空符号は，みなはっきりし
ないものである。しかし相互になにか関連のありそうな
ものである。　KUNKYA　2076．98には〈クンキャは癩
病。この虫にかまれてそれになるという俗信からか。あ
るいは前足の形からか〉との注があった。別種かもしれ
ない。
　以下の紺を与えたものは，各地に孤立的にあらわれ
るもので，下に示すもの以外はすべて1地点にしかあら
われない孤立語形であった。BII（YA）（MUSI）3776．97・
3777．32。CURUME～CUK：UME　6700。48，6710．70。
DOK：UMUSI　5686．67，6506．03。　KAMINARIDON
6267．68，8239．31。SIRAMEHAGI　6267．16，6277．62。
TABAK：OMUSI　4733．35，4742．95，4743。61，4744．32，
4761。07。
　ANBUTAI（A（2765．71）にはくアンプのよ弓な形で
タカのように虫をとる〉との注記があった。BAKABA－
KA（MUSI）（5686．31）にはく人を嘲るときバカバカと
言いながら人差指を屈伸する。鎌の運動をそれに見立て
た〉との注記があった。CURUME～CUKUMEにつ
いては2095．60のISYANCYURUMYAA（230図。
空）と関連があるかもしれないこと，すでに述べたb
KAMINARIDON　は　TAIKOHATAKI，　TAI－
KONBUCI（230図・紺）と関係があるかと思って似た符
号を与えたが，地域が違う。KASYEZIME（SINKI－
CIME，　TOPPAMEME，および，すでに示した
GENBEEME）は入戸島にあらわれ，これらの～ME
は，接尾語である。NABEKASI（2793・00）にはく鍋こ
わし？〉という注があった。OMANBAKU（5687．86）
はすでに示したBAKABAKA（MUSI）と通ずる屯の
であろう。SIRAMEH：AGIについては，風が観音に
たとえられることから，229図で紺を一与えたKWA－
NNONMUSIとの関係を考えてみたが，地域があま
りにもはなれている。ハイトリムシの類とも地域が違
う。TABAKOMUSIについては4743．61で〈たばこ
でいぶすと出てくる〉という語原解釈があった。TOP一
95一
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PAMEME（7659．31）にはくいなごもそう㌔．・う〉との注
記があった。語尾のMEが接尾語と考えられること
は，すでに述べた。あとは，ほとんどわからないものぽ
かりである。無回答は，全国で34地点であった。
　最後に，2枚の地図を通じて概略的に歴史的な流れを
考えてみよう。
　全国域に広くみられるのは229図のカマキリ（草）の類
と，イボ～（桃）の類とである。このうちカマキリ類が国
の両端にすくなく，どちらかといえば中央で多用される
のに対して，逆に，イボ～類は，領域が分散し．西日本に
はすくないがそれでも隠岐，見事，口永良部などの周辺
にみられ，沖縄にも痕跡が認められ，東北地方には多く
認められることから，前者が新しく，後者が古いものと
考えることができる。
　カマキリ類は，標準語形（に近いもの）として現在活力
をもって全国にひろがったのに対して，イボ～類は，最：
も古いものの残存として位置づけることができよう。
　イボ類の勢力の及ばなかった（かもしれない）と思われ
る地域は，北海道・青森北部，三宅以南の伊豆諸島，九
州北西部の離島，琉球列島（沖縄島を除く）であるが，こ
の類が北海道・青森北部にすくないのは，虫がすくない
ため，あるいは日本語の勢力の浸透の歴史が浅いためで
はないか，などの理由で説明できよう。三宅島や九州の
五島列島のことはよくおからないが，それ以外の地域に
ついては，入丈，壱岐，対馬，琉球列島の島々すべてにつ
いて，他にみられない特殊な表現が見出され，イボ～類
が全国にひろがる以前は各種の表現が各地で行なわれて
いたのではないか，ということを思わせる。もっとも，
（琉球ではイボ～類が中央にあるようだ。それを例外とし
て），これらの周辺地域では，中央語の拘束力が弱いた
め，各地で独自の表現が新しく発生したのだとも言える。
　次に，カマキリ類とイボ～類についで領域が広く，し
かも領域が分断されているものとしては，主として東日
本にみられる230図のハエトリ（赤）類と，主として西日
本にみられる229図のオガミ（茶）類とがある。
　両者とも命名の理由についての意識があって，分断さ
れたようにみえる地域で，それぞれ独自に発生したかと
も思われるが，例えば近畿地方では，オガミ類はもと中
央部にも存在していたと推定したほ5がよさそうな分布
状況である。ハエトリ類にしても，東北地方において，
日本海岸のものと岩手のものとは，もと，連続していた
のではあるまいか，と思われる。そこで，ここでは両類
一96
とも過去においていっそう広い領域をもっていたのでは
ないか，と考えて論を進めてみることにする。
　オガミ類は，西日本において（九州西北部はよくわか
らないが）イボ～類にとりかこまれた地域内に見出され
るので，イボ～類に次ぐ古い表現だったと思われる。関
東のオガミ類も，イボ～類に包囲されているようにみえ
る。しかし，関東のものはすでに述べたようにOG珠MI
（～），　OGAN～，　OGAME（～），　OGAMA（～）な
ど各種ある西日本のもののうち，OGAMI（～）に限ら
れていることから，OGAMI（～）が盛んだったころの上
方から輸入されたものではなかろうかと考えることが
できる。もしそうなら，関東のOGAMI（～）類の
中には，上方にみられないOGAMICCYOやOGA－
MIZYOROOやOZYOOGAM1がみられるが，これ
らは関東にOGAMI（～）が輸入された後，　KAMAGI－
CCYO，　KAGAMICCYOなどとの混交で生まれたも
のとなろう。結局，オガミ類は，イボ～類についで上方
で盛んだった表現らしい，ということになる。それに続
く上方ことばとしては，北部では230図のMOTTOI－
MUSI，南部では229図のHOTOKEUMAなどが候
補にのぼるが，どうであろうか。
　ハエトリ類については，よくわからない。東北地方で
は秋田・山形ではイボ～類より新しいもののようにみえ
る分布状況であるのに対し，青森・岩手ではそれがはっ
きりしないからである。しかし，関東でも，北陸でも，
あるいは中国地方でも，イボ～類より内側にあって新し
いもののようにみえることから，イボ～類より相対的に
新しいものと位置づけることが許されよ5。ではオガミ
類との関係はどうか。関東，北陸，中国で両者は関連し
ているが，どちらかといえば，オガミ類より古く，それ
が領域をひろげる前に，主として日本海岸よりで使われ
ていたもののようにみえる。関東のものは越後方向から
イボ～類の領域を分断して侵入したものであろうか。そ
れとも，この類がオガミ類発生以前に上方で使われてお
り，それが輸入されたものであろ5か。もし後者だとす
れば，上方でのこの虫をあらわす表現の歴史はイボ～
類〉ハエトリ類〉オガミ類〉ホトケウマ。モットイムシ
ということになって面白いのであるが，あまりにも複雑
すぎるかもしれない。
　イボ～類の最も古い表現は伊比保此面利であり，これ
とハエトリとを比較すると，両表現はともに前後の部分
にわかれ，後部分は意味的に通ずるところがあり，前部
。
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?分は形は違弓が（iΦiΦoとΦaΦeは似ているか）ともに
後部分の動作の対象と考えられ，両者の間になにか関連
があるようにも思われるが，よくわからないといわざる
をえない。
　上方における序列に準じて考えれば，東京を中心とし
てもイボ～類〉ハエトリ類〉オガミ類の順ということに
なろう。ハエトリ類もオガミ類も，もし，上方からの輸
入とすれば，かなり複雑な状況が考えられ，トカゲなど
の不思議な表現の発生の一因を見出すことができそうな
気がする（トカゲ類などについては224図，225図の解
説参照）。このほか琉球列島における各種の表現の歴史，
九州における各種のオガミ類の相互関係，四国における
イボ～類とヘンボ（230図・榿）との関係，中国における
’カマキリ類の中の問題，いったいにカマキリ類はどこで
どのように発生したのかといった問題など，まだまだ論
ずべき点が多い。しかし，ここでは以上述べた大きな流
れを素描する程度でとどめておく。限られた地域におけ
る，そのかわり綿密な資料集めと分析とが，問題をひと
つひとつ解いていくのであろう。
231．とんぼ（蜻蛉）
　後期調査で加えた項目ゆえ，地点数がすくない。なお，
〈併用処理〉の原則を適用したのはTONBOである。
　この項目ではとんぼの総称を求めた。したがって総称
とともに種名を挙げたものは，地図上に採用しなかった。
例：6567．86，尾の黒いものを〔medo〕，尾の赤いもの
を〔waka〕。総称がないとする地点では次のようなも
のを示した。①1語形しかないものはそれをとりあげ
る。例：6649．55，総称はない〔tombo〕は小型のもの。
②2語形以上のものは，一般的な語形を拾って地図上に
示した。例：3781・21〔tombo〕中型，〔go111〕小型。
　地図を大観すると，琉球列島を除く本土部に空で示し
たトンボ類が広く分布し，西北九州に緑のヘンボ類，東
北地方および南九州から琉球列島にかけて赤のアケズ
類，鹿児島を中心として茶のボイ類，および紺で示した
その他が分布する，ということになろう。
　まず，分布領域の広い空のトンボ類をや工詳しくみれ
ば，次の通りである。第1音節の子音がDとなるものは，
東北から関東・中部をへて，山陰地方にみられる。東日
本に多い。第1音節の母音がAとなるものは，高知にもあ
ることはあるが，これも東日本に多い。第1音節の末尾
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が促音になるものは，長野と広島に各1地点である。お
そらくそれぞれの地点で個別に発生したものであろう。
第2音節の子音がPとなるものは，長野を中心とする
TONPOが代表的で，ついでTONPUが多く，　TO－
PPO，　DONPO，　DONPU，　RANPUはそれぞれ1
地点のみである。第2音節の母音が00と長くなるもの
は，地点数は多くないが，新潟，兵庫，広島，香川，熊
本というように散在している。第2音節の母音がAと
なるものは，山形，茨城，新潟，能登，京都，山陰と，
これも地点数は多くないが，各地にみられる。第2音節
の母音がUとなるものは，北奥にみられるRIを従え
るものが大部分であるが，鹿児島，宮崎にもある。
　これらの諸語形のうちどれが古いか，分布から推定す
ることは，いま困難である。ただし，イ）RIなどを従
える語形は，そう古くないのではなかろうか。ロ）TO一．
NBOの中に4695．33の〔tombっ〕，　TONBOOの中に
4686．02，5605．70の〔tombっ＝〕，DONBOの中に4638．43，
4695．87，4695．33の〔dombD〕，5615．78の〔dombっ・〕が含
まれ，DONBOOは3地点とも〔dombD＝〕である　　以
上すべて新潟　　ことから，～バウが考えられ，TO－
NBO，　DONBOとTONBA，　DONBAとは関係
があろう，などぐらいは，言えないこともない。もっと
も，ロ）については，第2音節の母音がUとなるものが
辺境にあり，これも～バウに由来するものと言えるかど
うか疑わしく，あまりはっきりしない。
　緑で示した類については，北部にEN～の類，中部に
H（Y）EN～の類，南部にS（Y）EN～の類が分布してい
ると言えよう。和名抄にみえる「恵川波」と関係があろ
う。第2音節の母音については，0が熊本を中心とし
て，Uがそれを取り巻き，　Aがさらにその外周にあるよ
うに見えるが，どうであろうか。和名抄と通ずる語形が
もっとも外周にあるわけである。r全国方言辞典』では
r常陸方言』を引き常陸にエンバがあるとし，『古事類苑』
所引の『東雅』には「東国の方言には今もエンバといい」と
あるが，すくなくとも総称を求めたこの地図には見られ
ない。空の類と緑の類とは～NB～を共有する故に何ら
かの関係があったのではないか，とも思えるが，よくわか
らない。229図，230図かまきりには愛媛から高知にか
けてHENBO，　ENBOOZI，　ENBOOZIRI，234図
「くものす」，235図「くものいと」に，山口，愛媛，福岡，
大分にENBA（RI），　H：ENBA（RI）が分布し，この図
の緑の類との関係を思わせるが，深い意味については，
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理解できない。なお，「かまきり」には岩手南部にみられ
るAK：EZUMUSIなどがある。さきほど引いた『東雅』
に，「童部のヤンマなどいふものエンバの転ぜし也」とあ
るのは一考に価するが，地図にしなかった項目番号285
の「やんま」の調査では，ヤンマとともにヤマが多いの
で，なんともいえ．ない。
　赤の類は，古語「あきつ」に関係のあるものと思われる
が，第2音節母音はEがほとんどである。なお，第2音節
子音をGとしたものは，すべて〔1〕〕である。KEZYOO
（甑島）をここに含めたのは，奄美大島に見られるEE－
DA，　ENDA，　EEZAN，　HW曲ZA，　HW曲DA，
HwRZAとともに，　A（K）～が脱落したものと見たか
らである。栃木のKENZOなどと関係があるかもしれ
ぬ。このKENZOが赤なのかもしれない。奄美大島の
R（～亘E）は本土方言のE（～EE）にそのまま対応するも
のとは思えないが（『琉球方言の総合的研究』をみてもよ
くわからない），分布上，赤の類とすることが誤りと
は思えない。宮城，山形を中心とするAKEEPOPO
以下については（AKEEKOOのみは種子島），たとえ
ばAI（ETONBOなどをみれば「あきつ」と無関係かと
も思われるが，分布の上からは，当然AKEZUなどと
関連がある。なお，原則によって地図には示さなかった
が，8303．70，8303．84の両地点では〔akezu（tombQ）〕と
いう青い（所のある）特殊なとんぼがいるという。
　茶で示したものについては，はたして一類になりうる
ものかどうか，よくわからないといわざるをえない。し
かしBABU，　BABUTAはBOIに接しているので，
まったく無関係とも思えない。徳之島のB置TOについ
ては分布領域もはなれているし，よくわからないが，Bを
共有するので，かりにここにおいた。BOIなどと空の
類，緑の類とは，領域を接し，BOを共有している点で
通ずるところがあるが，其の意味は，不明である。
　赤の類と茶の類との関係は分布の上から，前者のほう
が古いものと考えていいであろう。
　なお，「やんま」（項目番号285一地図に作らない）の資
料をみると，たとえば次のような関係が発見される。
　　　　　　　　1 とんぼ　　やんま
BOIBOI　I　BA8UCYA
BABUTA　I　KATNABABU
BOI　　　　BA80TA
分布地図の真の意味はわからない，関連して各種のとん
ぼの種名を平行的にしらべておく必要のあることがおか
る。
　紺の類については，星印で示したものが北関東に集中
していること，北九州のYONBANSANが，もしかす
ると緑の類と関係がある（ENBAとTONBOの混
交？）かもしれないことを指摘するにとどめよう。
232．　1まえ．（虫竈）
8324．83
8343．74
8353．68
これらをみると，単に「とんぼ」の総称を調べただけでは
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　後期調査項目なので地点数がすくない。rはえ」「はい」
にあたる，あるいはそれに～BO，～KOなどが接尾す
る形式がほとんどを占め，紺で示したその他の語形は，
極めてすくない。そこで「はえ」「はい」にあたる部分を，
音声的にかなり詳しく示してみた。もっともHAE（～）
としたものの中には，　〔hae〕と共に〔ha6，　haε，　hae，
h説〕などが含まれ，HAI（～）としたものの中には，
〔hai〕と共に〔hai，　haし〕などが含まれているから，非常
に厳密なものとはいいがたい。言うまでもないが，以上
の説明からもわかるように，HAEとHAIの境界は，
聴覚的に非常に接近している。また，「い」にあたる音と
「え」にあたる音とを，それぞれの地点でどのように区別
しているか，また，区別していないかについてはまった
く考慮しないで作図してあることにも注意されたい。
　以下，緑符号の類の分布を概観する。HAE（～）はど
ちらかというと東日本に多く，中国地方には点々と見ら
れるが 四国では愛媛に1地点みられるのみであり，九
州では福岡にしか見られない。HAI（～）は，全国的に
見られるが，どちらかとい5と西日本に比重がかかるよ
うである。
　以下，HAiは北海道，青森，島根，　HAYAは青
森，HEIは岐阜，　HEE（～）〔he＝〕は南関東，中部（除
新潟），島根，九州，沖縄，HEE（～）〔hε：〕は東北。茨
城・新潟，兵庫，隠岐，九州，沖縄，HEE〔hε紀〕は宮
城，HEE〔h3＝〕は沖縄，　HEE（～）〔ha…【〕は岩手・宮
城・福島，神奈川・静岡・愛知，島根，岡山，熊本・宮
崎，HYEE（～）〔ge：〕は福島・茨城・千葉，佐渡，長
野，大分，鹿児島，HYEE（～）〔9ε1〕は岩手，東京，佐
渡，長崎・天草，HYEE〔9ε凋は兵庫，長崎，　H：YEE
（～）〔g臓〕は入丈，佐渡，静岡，鳥取・広島，熊本，
HE〔he〕は鹿児島，（～）HE（～）〔hε〕は青森・岩手・秋
田，新潟，岐阜，HE〔h記〕は青森・秋田，　HYE〔9記〕
「は秋田，HYAAIは東京，　HYAA〔ga：〕は群馬，入丈，
佐賀・長崎・熊本，甑島，RAAは種子島にみられる。
AIにあたる部分の音変種については，たとえば28図
「あかい」などと比較できよう。
　接尾する～BOや～K：0などの分布を（且WEK：K：0，
BEBOを含めて）概観すれば次の通り。
　～BOは福島，千葉，島根・山口（大島），宮崎にもみ
られるが，富山・石川・岐阜・長野にめだっている。～
BOOは岐阜，山口（大島）であり，～BOBOは富山・
石川のみ。～BUは岐阜，～BAは石川である。～BO－
NBO，～BUNBUはともに島根である。～（NO）（K）
KO　は，青森・岩手・秋田である。～MEは，茨城，
八丈，福井にみられるほかHAIMEが和歌山に1地
点みられるのは珍しい。～MUSIは岐阜と奈良であ
る。
　これらのうち，～BOと～BOBOについては，富山・
石川における分布の姿から～BOが古く，～BOBOが
新しいものと思われる。何ものかを接尾するうらには種
類を区別しようとする意識のほかに，「灰」などとの同音
衝突をさけようとする意識が働いているかもしれない。
5507．66でHAIBOBOはく新〉，5633．96でHENBO
〈大きいもの〉，5792．18HYEEBO〈古いことば〉，
また，5642．67では，地図には示さなかったがくアブの
小さいものはhemboと言う〉と注記があった。
　榿で示したものは，頭子音が両唇摩擦音であるもので
ある。東北地方と九州，沖縄にのみみられる。HWAE
は岩手，HWEI〔Φei〕は大分・宮崎，　HWEI〔Φδi〕は
奄美大島，HWEE〔Φe：〕は，秋田・山形，大分・宮崎，
沖縄島，HWEE〔Φε1〕は岩手・宮城・秋田・山形，宮
崎，沖縄島にみられる。HWEK：KlO〔Φεkko〕は岩手，
HWEN〔ΦeN〕，　H：WEE〔Φ記＝〕はともに宮城，　HWE－
KK：0〔Φ記kko〕は秋田，　HWI〔Φ玉〕は山形，　HWE〔Φe〕
は宮崎，HWE〔Φ§〕は奄美大島，　H：WE〔Φε〕は山形，
宮崎，HWE〔Φ飼は秋田・山形，　HWYAA〔Φja：〕は
長崎，宮崎にみられる。
　赤で示したものは頭子音が両唇無声破裂音になるもの
で，奄美大島北端，沖縄島北部および，先島にみられる。
0228．g6，1241．49，1242．00，1242．22では，頭子音は有
気音として表記されている。
　茶で示したものは頭子音が両唇有声破裂音になうもの
で，長野，≡重・滋賀・奈良・和歌山にみられる。緑の
類の中にAOBE，　KUSOBEがあるが，　このように
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いったんなにかが接頭して後にとれたか，あるいは羽音
などを連想しての民間語原による変化か，いずれかによ
るものであろう。5690．12のBEBOは〈大きいもの〉
との注記があった。7503．48，7522．48のBAIはく古い
言い方〉だという。以上，頭子音についてH～／HW～．
／P～／B～の区別を示したが，この点についてはたと
えば113図rはな」，227図「へび一音声の詳細図」などと
比較することができる。
　紺で示したものは，福井にみられるBUN8Uのみが
単語であり，他はすべて他との併用である。中では，岩
手に集中して現われるABU，　ANBUが注目される。
このうち，2765．66，3753．88，3754．76，3763．17では，．
これがく古い言い方〉であるといい，3733．88，3743．49，
3753．85ではく大型のもの〉，3764．92ではく小型のも
の〉，3765．03ではく魚などにつくもの（ハエはごはんな
どにつくもの）〉，という注記があった。
　そのほか，紺の類に対する注記としては，5566．51，
BUNBUは〈銀色のもの〉，6429．65，7403P86のBU－
IBUIは〈（銀蝿など）大型のもの〉，6642．85のBUNB－
URAMUSIはく大きいもの〉，6422．77のHAEBU－
NBuや6457．18のBuNBuNには〈子どもに対する
ことば〉があった。
　結局，古語「はへ」の子孫が，広く全国に現在も分布し
ている，ということになる。
233．くも（蜘蛛）
　この項目は，埼玉・千葉・東京・神奈川・山梨・静
岡，鳥取・岡山・広島。山口の各都県で，後期調査計画
から調査を打ち切った。つまり2400地点全部での調査
結果ではないことになる。
　この項目の質問では，くもの総称を求めた。したが？
て，ある特別の種類のくもにのみ言うと注記のある語形
は，地図に載せなかった。ただし除いた語はあまり多く
ない。詳細については『日本言語地図資料』に記録され
ている。　なお，7239．24，8300．87，8351．07，8393．69，
9303．88，9313．55，0275．97の各地点で併用としで示され
ている各語形 ，それぞれ種類の別を示すという注記の
あるものであるが，各地点ともこれらを統括する総称が
報告されていないので，これらを地図に載せた。
　全国を大観すると，諸語形はまず2つの蠕きな類に分
けられよう。クモ，グモなど，第2音節子音がMとな
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るものと，クボ，コブなど，Bを持つものとである。
　クモ，グモの類は，日本の中央部に連続した広大な分
布領域を持ち，東北南部，北海道にも広い分布を持って
いる。これらのうち最も広い分布を示すものはKU－
MOである。　HUMUは入重山に見られる。　KUM－
OMEは茨城に1地点ある。この末尾のMEは関東東
部，入丈などに見られる小動物の名称の末尾によく付げ
られる「メ」であろ5。メの付くものはこのほか，KUB－
OMEが茨城に，　KIUBONAME，　TENGOMEが入
丈に見られる。ただし，KUBONAMEはKUBOと
NAMEに分割も考えられ，　TENGOMEはTENで
切ってみると，GOMEがクモにあたる形とも考え5る
（ただし多分「メ」が接尾語であることは，他の地図と
比較することによって間違いない）。HATAORIGU－
MO（6622．69），　ZYOROGUMO（7502．89）は，ある種
類の「くも」の名称かとも思われるが，何の注記もないの
で採用した。K：UMONZYOOは6450．45にある。
　凡例でGUMOからGONまでは語頭に有声音を持
つものである。GUMO，　GUMOOがそのおもなもの
で，長野南端・岐阜東南端・愛知，近畿南半，四国，九
州東北半に分布する。GUNは入重山に，　GOMOは
8343．97に，GONは7393．62にそれぞれ見られる。　G一
〔η〕UMOとG〔η〕OMOとは，和歌山，徳島に見られ
る。あるいは，第2音節子音のmに引かれて鼻音化し
たものかもしれないが，226図のGUCINAWAにも
似たようなことがあった。実際の音声は〔～g〕とでもいう
べきものかもしれない。
　クモ，グモなどに対立する，クボ，コブなど，第2音
節子音がbとなるものは，以下数種の類に分けられる。
　まず，KUBO，　KUBOO，など，第1・第2音節の
母音がそれぞれU－0となるクボの類である。北海道
南部，東北地方のほとんど，関東北部，佐渡，北陸，中
国東部にそれぞれ領域を持って分布するほか，山梨・
静岡，入丈などにも数地点みられる。これらの5ち，
KUBOが大部分を占める。　KUNBOは，青森に見られ
る。このNは，あるいは音韻論的には東北地方によ
く見られるいりわたりの鼻音に近いものかとも思われる
が，いちおう音声に従ってこう表記した。KUWOは
5548．35にある。bの破裂音が弱まって生じたものだろ
5か。KUPOは3737．95と3767．87に，　HUBOは4628．
61にそれぞれみられる。GUBOは岩手，福島南部，兵
庫西部にみられる。語頭の有声音という観点からは，さ
きのGUMO等の分布と合わせて考えるべきであろう。
UBOは6428．91，　KUBOMEは茨城に，　KUBONAME，
YAMAKUBUは八丈に見られる。　GUBONDANI
は入重山にある。
　KOBU，　KOOBU，　KOHUなど，母音が0－Uの
順となるコブの類は対馬。佐賀・福岡南部・熊本・宮崎
より南の九州に分布する。その大部分はK：OBUであ
る。KONBUは7256．64，7383．98に，　KONBUUは
7268．87にそれぞれみられる。KOHUは8311．63，8320．
59，8320．98にある。KOPUは7350．96，　KOTは鹿児
島を中心に広く分布する。これはKOBUの変種であ
ると断定はできないものであるが，分布上からここに入
れた。助詞をつけてみればさらに確実なことがいえよ5
が，このままでまず間違いはない。KOBOは6408．72，に
あるが，この類に入れるべきかどうか地理的にも，語の
形からも，決めがたい。あるいは，クボの類とするべき
かもしれないが，第一音節に注目して一応ここに置い
た。K：OBI（8373．08）はKOTからの誤れる回帰か。
YAMAKOBUは7239．24，7269．51，8341．12｝こ，　YA－
MAK：00BUは7390．75，　YAMAKIOTは8331．98，
8341．12にそれぞれ見られる。TENKOBUは7279．65，
7371．54，7380．26に，ZYENI（OBUは8239．31にある。
TENとZYENとは関連を持つかどうか不明だが，音
の類似から併置しておいた。YORUKOBUは7361．82，
YOROKOBUは7239．24に見られる。　YOROKOBU
には「晩に出てくる」という注が見られた。YORU－
K：OBUとともに「夜」と関係があろ5。ZYOOROI（0－
BUは6277．62，　ZYOORAKUTは7284．16，　ZYOO－
ROは7432．44，　ZYOROは7423．77に，それぞれ見ら
れる。「女郎蜘蛛」の女郎に縁のある語形と考えられるの
でここにひとまとめにしておいた。このうちZYOOR－
AKUTは，クボなどの類と考えるべきかもしれないが，
一応，「女郎」の類としてここに置いた。YOMEZYO－
KOBUとYADDEKOBUは8300．87に見られる。
YANEKOBU，YANE耳OHUは，それぞれ8311．41と
8311．59とにある。このYANEは「くものす」「くもの
いと」を表わすヤネ（234図，235図参照）と関連がある
と考えられる。NUSUDOKOBUは7381．47にある。
「盗人」と縁があろうか。
　凡例で，K：UBU以下GOOHUまでは，岩手，長野
の3地点に見られるKUBUを除いて，すべて琉球に
分布する。これらのうちの多くは，音韻法則的には本土
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のクボ，コブの両方に対応させうるが，地理的分布として
は，九州に見られるコブの類につながっているものと見
られる。コブに対応すると考えるのが自然であろう。
KUBU，　KUUBU，　KUUBUUは，沖縄本島には見
られず，むしろ，周辺の島々，奄美，先島などに多く見
られる。HU8Uは0228．96，1213．76，1231．88，1271．05
に見られる。KUBUの語頭のKがHに変化したも．の
であろう。『日本言語地図第3集』113図「はな」による
と，これら4地点では，PANA，　PANAAとなってい
ることが注目される。日本語の歴史の中で一般に言われ
る，P＞Hの変化がこれらの地点では起こらず，　Pが保
存され，したがってKがHに変化する余地があったと
考えられようか。あるいは，逆にK＞Hがおこったので
P＞Hの変化にブレーキがかかったとも考えうる。
KUUは先島に見られる，　KUBUのBが，摩擦音化
し，さらに弱まって，KUUとなったものであろう。
KUBUGASIからHUUHUUGAASIIまでは，　KU－
BU，　HUH：U等，クモにあたると考えられる部分のほ
かに，GASI，　GAASI等，「糸」を意味すると考えられ
る部分を含む形を含んでいる（カシについてはr日本言語
地図第4集』157図「はたいと」参照）。このような構成を
持った語形は，K：UBAGASI，　HIBUGASIなど他に
もいくつか見られるが，これらの語は，その構成の上か
らは，むしろ，崎守234図「くものいと」あるいは235図
「くものす」に現われる諸語形と類似する。これらガシを
含む語形などをめぐる琉球の分布は，235図「くものい
と」，あるいは，236図「くものす」の分布と各地点対照
させて考えることによって，さまざまな興味ある結果を
もたらすものと思われる。今後の課題とする。KUUB－
AAからKOOBAAまでは，沖縄本島及びその周辺に
見られる。末尾の母音が，これまでのものと異なるが，
何かが接尾したクブの変種と考えここに置いた。KOO－
8AAはつぎのKOOBUI，　KOOGUU，　GOOHUな
どとともに，～00～の部分がこれまでのものと異なる。
対応関係からは，KAUあるいは，　KAOなどにあたる
ものと考えられ，1（UUBAAなどのKUUとは別物と
考えられるが，一応ここに並べておいた。
　1（IMOから且IBUGASIまでは，第1音節母音が，
1またはEとなる点に注目したものである。このうち，
KEEBUまではみな北陸に見られ，　HIBU以下は琉球
にある。これらは，2つの地域に分かれて分布するが，
古いものの残存であるか，あるいは，それぞれの地域で
独自に生じたものであるかはよくわからない。227図「へ
び一音声詳細図」と比較すると，たとえば沖永良部では，
蛇HIBU，蜘蛛HIBUGASIとなっていて，相互に何
らかの関係を思わせる。
　HABU　1242。00，　HAABUI　1242．22も，第1音節母
音がこれまでのクブの類のものと異なる。どのような歴
史的変化をとげてこのような形になったか不明である。
さきに，KOOBAA等が語頭にKAUまたはKAOな
どという音を持っていたかもしれないとしたことに，何
か関係があろう。
　MANK：UBUからAMANまで，みな奄美に見られ
る。クモにあたると思われる部分を含むものもあるが，
ここではMANという部分に注目してここに集めた。
235図の「くものいと」の図にも，MANあるいは
一MAN（このハイフンについては234・235図の解説参
照）が見られる。さらに，この図のMANを含むもの
の分布と 235図のMAN，一MANの分布とが重なっ
ていないことも注目すべき点である。さきのカシを含む
類の場合同様，両図を詳しく対照させて考えてみること
が必要であろう。
　KUUBUNUUMA，　PYAAUMAGAMA（ともに，
宮古）は，ともに「蜘蛛」を「馬」に見たてたものであろう
か。
　AMI且AYA　1232．29，　KASIHAYANUMUSI
2140．49はともにHAYA　　「張る」という動詞の変化
と考えられる　　を持つものである。「網張り」，「甲張
り虫」という意味であろうか。
　SIHUKU　2095．60以下の諸語形は，意味のよくわか
らないものが多い。以下その位置を示す。KOTTARA
2086．03，YABANBA　5471．59，　TENGOME（入丈），
SEMITORI　5666．22，　KINKOO　7275．24，　YAMAN－
KEN8351．07，　YANK：AI（種子）。
　はじめにも述べたように，この地図の分布は，大きく
分けて，第2音節子音が1nとなるいわばm類と，　bを
持ついわばb類とにまず分けられる。m類の分布はほぼ
連続しているのに対して，b類はいくつかの地域に分か
れている点が注目される。この分布から，b類が古くは
広く連続して広がっていたところへ，あとから新しくm
類が広がってこれを分断したと考えられる。語頭に有声
音を持つグモの類はm類の分布の中にあり，b類の分布
とは接していない。b類よりは新しいものであろ弓。b
類はさらに，本州のクボ類と九州のコブ類と，琉球のク
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ブ類とに分けられる。コブとクブとは，対応関係からも，
また，分布の連続からも同類と考えられ，歴史的に連続
していると考えられる。クボとコブについては，クボの
ほうが国の中央に近く分布しており，コブよりは新しい
広がりであったと考えられる。古くは，既存のクボ領域
の西端兵庫と九州との間のどこかでクボとコブとが対峙
していたときがあったと考えられる。柳田国男は，r西
はどっち』（昭和25年甲文旧刊）の中で，この問題をとり
あげている。その「蜘蛛及び蜘蛛の巣」の三（202ページ）
で柳田は「私の想像では，クボは兎に角に所謂裏日本の方
面に於て，久しく九州のコブと手を繋いで居たらしいの
である……」と言っている。この図の分布からも上の「想
像」は当を得ていたと言うべきであろう。なお，7354．23
はクモの領域内であるが，「ヨロコブのように複合形で
はコブを使う」という注記が見られ，コブがクモに追わ
れて退き，複合形としてからくも残存していることを示
していると思われる。
　もし琉球のクブをクボの変種と考え，東北などのクボ
とともにもっとも古いものと考えれば，九州では音位転
倒によってコブが生まれ，国の中央ではB＞Mの変化に
よってクモが生まれたということになる。前段の推定と
いずれを採るべきかは，はっきりしない。もはや好みの
問題といえるかもしれない。
234・くものす（蜘蛛の巣）
235．くものいと（蜘蛛の糸）
　地図の左下に示した質問文にもあるとおり，234図
「くものす」では，巣全体を指す方言形を求め，235図
「くものいと」では，くもの尻から出る「糸」そのものにつ
いて質問した。両項目とも，後期調査計画で調査を打ち
切ったため地点数が少ない。
　さて，「くものす」「くものいと」の両図に現われる語形
やその分布には共通の点が多いので，符号の色や形につ
いては，できるだけ両図に共通なものを使った。以下の
凡例の説明，分布の解釈などは三図合わせて述べること
にする。
　まず，見出し語形の示しかたについて説明する。両項
目とも，得られた方言形には，「くものす」「くものいと」
の「くもの」にあたる語形を含むものが大部分であった。
そのうち琉球を除く本土では，「くも」にあたる部分の語
形の分布が，233図「くも」に現われる語形の分布とほぼ
一致する。したがって，この図の見出し語形としては，
「くものす」「くものいと」にあたる方言形から，「くも」に
あたる部分と格助詞「の」にあたる部分とを除いて示し
た。「す」「いと」にあたる語形の前にハイフンを付けたも
のは，これら「くもの」にあたる部分を除いたことを示し
ている。一方，　KUMOSU，　KUBOITOのように，
格助詞「の」にあたる部分を介さず，「くも」にあたる語形
と「す」「いと」にあたる語形とを直接結合しているものが
多少見られた。これらについては，全語形を示してあ
る。凡例の中で，SU，　ITO，　EBAなどのように，ハ
イフンの付いていないものは，「くもの」にあたる部分の
見られなかった方言形である。なお琉球に分布する諸語
形については，233図「くも」の説明にも触れたように，
「くもの」にあたる部分と「す」「いと」にあたる部分との関
係が複雑である。したがって，「くものす」「くものいと」
両処と，233図「くも」とを各地点対照し，「くもの」にあ
たる部分の抽出できるものについては，本土の場合と同
じく，これを除き，「す」「いと」にあたる部分にハイフ
ンを付けて示した。たとえば，1233．61の地点では，「く
も」を〔gibuga∫i〕と言い，「くものいと」を〔gibuga∫illu？一
it∫u：〕と言う。この場合の〔gibuga∫inu〕は「くもの」にあ
たるものとして除き，「くものいと」の図では，一ICYUU
として示した。これに対して，1221．47では，「くもの
す」のことを〔Φu：ΦUlga：∫inu∫i＝〕と言い，〔Φu：Φu：ga：∫i〕
があたかも「くも」にあたるかのごとく見えるが，「くもゴ
の図ではこの地点は，〔Φu：Φuga∫i〕（見出しではHUU－
HUGASIとした）であって，母音の長短にわずかの相
違があり，「くものす」の図の〔Φu：Φu：ga：∫i〕をそのまま
「くも」にあたる部分と見なすことに偉問題がある。そこ
で，このような場合は，〔Φu＝Φu：ga：∫inu∫i：〕の全体を
HUUHUUGAASINUSIIとして，見出しに示した。
そのほか，KUBUGASI，・KUUBAASII，　などのよ
うに，格助詞の「の」にあたる部分の見られないものにつ
いては，「くも」の図からKUBU，　KUUBAAが「くも」
にあたると考えられる場合でも，語形全体を見出しとし
て示したのは，本土の揚合と同様である。
　両三に現われる語形をいくつかの語類に分けると，個
個の見出し語形には，両道の間で多少の出入りがあるに
しても，全体的には同じ類のものに分けられる。各類の
うち，両図の間で分布領域が大いに異なるものは，紺で
示したスの類と，空で示したイトの類とである。その他
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、の類は，分布の密度の大いに異なるものはあるが，分布
の領域には両図の閤で共通点の見られるものが多い。
　スの類は，当然のことながら，「くものす」の図に広く
分布する。ほぼ全国と言ってもよく，後述する他類の語
の分布領域内にも標準語としての分布と思われるものが
点々と見られる。このスの類は「くものいと」の図にも散
在するが，とりたてて言うほどの分布は認められない。
「くものす」の図のス類のうち，一SUKAKIからSIGA－
KIまではいずれも青森・秋田に見られるもので，　KA－
KI，　GAKIの部分は，後述する桃で示した一EGAKI，
IGAKIなどに含まれるそれと，分布が連続している。
当然関連があろう。
　空で示したイトの類は，本土では「くものいと」の図に
広く分布する。とくに，近畿地方より東の地域に広い領
域を持つ。西の地域にはきわだった分布は見られない。空
で示したもののうち，「くものす」の図のKOBUGASI
からKASIPALiまでと，「くものいと」の図の一ITUか
らKASIIPALIまでとは，それぞれ琉球に分布する語
形である。これらのうち，「くものいと」の一ITUから
一IICYUまでの語形は，それぞれ，イトにあたると考え
られる部分を含んでいるが，そのほかの語形には直接イ
トにあたる形は含まれてない。ほとんどが，K：ASI，
GASIなど，カシにあたる部分を含むものである。『日
本言語地図第4集』・153図以下一連の「いと」に関する地
図にも現われるように，このカシは「いと」に関連のある
形と考えられので，これらカシを含む語形には，空を与
えた。琉球におけるイト類の分布は，本土部の分布と異
なり，「くものす」「くものいと」の両方の図に現われるこ
とが特徴的である。「くものいと」の図には無回答が多
く，「くものす」の図にはイト類以外の語も見られるの
で，各地点対照してみなければ厳密なことは言えない
が，これらの地域では，「くものす」「くものいと」の区別
に関して，あまり関心が高くないようである。この傾向
は，後述するように，中国・四国・九州において，両図
の分布に似ている点の多いことと共通していると考えら
れる。
　両図の凡例で赤。茶・榿・桃・緑で示した一1から
EGARAあるいはIGARAMIまでの諸語形は，相互
に関連のある部分が多く含まれている。
　まず，赤で示したものは，イ，エ，あるいは，それに
類似した形をもつ一類である。古語に現われる「い」の残
存と考えてよかろう。円形のぬき符号で示したイは，両
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図ともに四国東南端と，中国西部とに分かれて分布する
ほか，「くものす」の図には，鳥取西部に1地点はなれて
分布する。「くものいと」の方が分布域が広い。エは同じ
く円形のべた符号で費した。中部・近畿周辺部・中国・
四国・九州に分布が見られる。
　茶で示したものは，エバ，エバリを中心とするものと
ヘバ，ヘバリを中心とするものとの2類である。凡例で，
一EBAから一IBARA，あるいは一YOBAREまでの
エバ，エバリの類は，語の構造の上からは，赤で示し
た エに，バあるいはバリなどの接尾要素が付いたもの
と考えられる。中国西部・四国西北半・九州東北部の一
領域と，三重，静岡，千葉とに分布し，赤のイ，エなど
のそばに分布する。1音節のエ，イでは，落着きが悪
く，これらの接尾要素が付いたものだろうか。エ（餌）
がエサとなるなどの現象と，並行的なものではなかろ
うか。一HENBAからHENBARIまで，一HEBAか
ら一HABAまでの各語形は，語頭にHを持つことが特
徴的で，その他の部分は上のエバ，エバリの類と類似す
る。分布も，上のエバ，エバリの類の周に点々とし，≡i
重・和歌山にも分布する。
　榿で示したものは，ネバ，ネバリ，ヤネなど，NEと
いう形態素を含む類である。これらのうち，ネバ，ネバ
リは，上のエバ，エバりあるいは，ヘバ，ヘバリと，形
の上で類似する。分布も，エバとネバとは混じり合い，
両類が，密接な関係にあることを示している。ネバに関
しては，『日本言語地図第4集』159図「まわた」に現われ
るネバとの関連を見なければならない。「まわた」の図の
ネバの領域は，中国西部から九州東半にかけてかなり広
く，「くものす」「くものいと」両罰のネバの分布は，「ま
わた」の図のネバの領域内に含まれる。ネバが，元来「ま
わた」を意味したか，あるいは「くものす」「くものいと」を
意味したものか決めがたいが，いずれも，虫の体から吐
き出される糸状のものという点では共通するものであ
り，歴史的に大いに関連があると言えよう。そのほか
「まわた」の図に多く見られるネバシが「くものす」「くも
のいと」には見られないこと，「まわた」の図にエバとい
う語形の見られることなど，「まわた」と「くものす」「く
ものいと」との間の関係についてはさらに検討すべき点
が少なくない。ネ，ヤガネ，ヤネ，は九州西南半を主な
領域とし，ほかに，新潟に2地点，ヤネ，ヤニが見ら
れる。ヤガネ，エガネのガは，格助詞と考えてよかろ
う。「ヤガネ」すなわち「ヤ（の）ネ」とすれば，さらに
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「ヤネ」へとつながる。この場合の「ヤ」は何であろ5か。
まず，新潟を中心に広く分布する桃で示したヤズ，ヤ
ジなどのやとの関連が考えられる。さらにヤズ，ヤジの
やとエとの関係が問題となる。しかし，ここでは，関係
の可能性を指摘するにとどめ，これ以上深入りしないで
おかねばならない。また，新潟の2地点を以って，この
澄，とくに，ヤネを周圏論的な残存の分布と決めるのは
躊躇される。九州西南部の分布を見ると，ヤネの外側を
赤のエがとりまくように分布し，ヤネより，エのほうが
古いように考えられ，ヤネはこの地方独自の発生とも考
えられるからである。またヤニ，ヤネは「脂（やに）」との
関連なども考えられよう。
　桃で示したものは，隠岐の数地点を除いて，みな東日
本に分布する。同じ桃で示しはしたが，これらはさらに
いくつかの類に区別される。
　ひとつは大きい円形符号で示した一EGAKI，　EGAKI
から一IKAKEまでである。東北地方に分布するほか，
隠岐にも見られるものである。これらの語の構成は赤で
示したイ，エと，カキとのふたつの部分から成ると考え
られよう。カキは，「描き」であろうか。秋田の男鹿半島
に見られるイカケのカケは「掛け」かもしれない。
　次は，円形符号を与えた一EZUからKUMONEZU
までの一類である。東日本，とくに，上のエガキよりは
やや南の地域に分布する。これらも，赤で示した，イ，
エと関連があろうと考えた。ズの部分は「図」にあたるも
のであろうか。あるいは，「巣」そのものかもしれない。
次の一YAZIなどのジの部分との関係は，ズが群馬な
どにもある点からはっきりしない。
　最後に一YAZI以下の類をひとまとめにして考える。
山形・新潟・長野北部，関東，入丈に分布がみられるも
のである。YA，　Aの前部分は，赤で示したイ，エと必
ずしも近い形ではないが，エズ，ヤズと並置すれば両者
の間に語形の上で関連のあることは否定できない。ただ
し，符号の形は，イ，エに与えた円形符号とは異なる三
角形のものを与えた。ハズ，ハズレも，アズとの関連か
らここに置いた。エバに対するヘバの関係に似ている。
　緑で示したものも，さらにいくつかの類に下位区分さ
れる。
　一IGIから一GIGI，あるいは，　KUMOHEGIまで
は，赤で示した，イ，エに，GI，　GEの付いたと考え．
られるもの，およびそれに類似するものである。近畿西
部から中国中部にかけて，とくに「くものいと」の図で，
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広い領域を持ち，九回中部にも数地点見られる。一IGI，
一EGIと一EZI，一EZUなどさらには一YAZIなどと
はいかなる関係にあるのだろうか。
　一IGAからEGAまでは九州中部に数地点見られる。
上のイギ，イゲ類のギ，ゲに対して，がが付加されてい
るのが特徴である。
　一IGARE以下の緑で示したものは，ひとまとめにで
きよう。ほとんどは九州中・南部に見られるが，青森，
茨城，岐阜にも数地点見られる。rくものいと」の図の
一IGARAMIは秋田の男鹿半島にある。
　紺で示したものには，いろいろなものが含まれる。
MEEあるいは，一MAYUから　革ANまでは，「ま
ゆ」に関連した語形と考えられる。九州西・南部から奄
美にかけて点在する。一KEN，　KENは九州に見られ
る。rくものいと」の図では，一K：IN以下，「きぬ」と関
連があると考えられるものも一応合わせてここにならべ
た。その他の紺で示したものの分布は個別的なもので特
に言及すべきものはない。無回答は，「くものいと」の方
に多いが，これは，「くものいと」が「くものす」より先に
質問されているので．質問の順序によるものではないと
考えられる。
　両図の作図に際しては，イト，ス，その他の類は別と
して，古語として文献にも見られるイ，エの類を中心
に，エバ，ヘバ，ネバ，エガキ，エズ，ヤズ，イギ，エ
ギ等々の各類を，イ，エとの関連でとらえ，赤。茶・
榿・桃・緑などを投入し，符号を与えた。エバ，ネバ，
エガキなどの下位区分間の相互関係は別として，全体的
にみると，関東以北と，中国以西とに，これら，イ，エ
を含む語の分布が見られ，それに対して，紺で示したス
の類あるいは，空のイト類がそれを分断するように分布
していることから，イ，エを含む語は，古い表現の残存
と見ることができよう。
　また，「す」「いと」両者の区別という点に関しては，国
の中央部で，ス，イト両語形で両者を区別する傾向が強
く，国の両端では歩測共通の語形が分布し，両者を区別
しない傾向が強い。さらに，琉球でも，イト類のところ
で述べたように「いと」の方に無回答が多く見られ，「く
ものいと」という概念が確立していない状態を想像させ
るにせよ，両者をはっきり区別していないという点で，
九州などに通ずるものと考えられる。このように見る
と，古くは，「す」「いと」の両者を語形の上で区別するこ
となく，イ，エ，あるいは，それから派生した語で表わ
?
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していたと考えられ，両者を区別し，ス，イトという別
な語で区別するようになったのは，新しい現象であると
いうことが言えよう。
　以上，凡例分布の説明，全体的解釈をごくおおまかに
記した。上で述べたイ，エをめぐる各類相互間の関係，
琉球における「くも」の図との関係，さらに，「まわた」の
図のネバ等との関係などについて，より詳しい解釈が今
後に期待される。
236．かたつむり（蝸牛）一その1
237・かたつむり（蝸牛）一その2
238・かたつむり（蝸牛）一その3
　この項目は「なめくじ」と関連するところがあるので，
239図「なめくじ」も併せて参照されたい。
　「かたつむり」にあたる方言形は非常に多く，1枚目地
図に示すことはむずかしい。そこで，今回は，3枚の図
に分けて載せた。
　音声変種なども大幅にまとめた。重要と思われるもの
は解説の途中でそのつどふれるが，詳細にわたっては
『日本言語地図資料』を参照しなければならない。
　次に，各地点からの回答を，3枚の地図にわける基本
原則について述べる。237図「かたつむり一その2」，
238図「かたつむり一その3」では，単に各方言形の分布
を示しただけであるが，236図「かたつむり一その1」で
は，紺で示したナメクジ類および孤立的な各語形の分布
のほかに，237図，238図の両図に現われる語形をいく
つかの語類にまとめ，それぞれに符号を与えて示し，全
体を概観しやすいように工夫してみた。236図の凡例の
最後に，赤，茶，榿，空，緑，草，桃の7色を以って示
したものがそれである。これら7つの符号は，237，238
両図の各色の符号全体にそれぞれ対応している。
　このうち，赤，茶，榿，空の4色で示したものは，
237図に載せたものである。各色の内容をまず概観す
ると，赤の符号を与えた類は，マイマイ，および，マイ
マイと関連する語形を含むものを一類としたものであ
る。マイマイツブロ，メンメンタバクロ，メメカタツム
リは語中にツブロ，「タバクロ，カタツムリなどを含む
が，ここではマイマイの類として赤を与えた。茶の類
は，ツムリ，ツブリ，ツブ，ツブロ，ツグラメ等を中心
とする一連のものである。澄の類は，タマクラを中心と
するものである。空で示した類は，カタツムリ，カサツ
ブリ，カタカタ，カサッパチ等，カタ，カサという形態
素を含むものをまとめたものである。
　緑，草，桃の3色で示したものは238図に載せたもの
である。緑の類は，デンデンムシを中心とし，デンデ
ン，デデ，デンデ等の形態素を含む一連のものである。
草の類は，デ一日，ダイロを中心とする一連のものであ
る。桃の符号で示した類は，ツノダセ，ツノダシ，ツノ
デ記法，ツノという語形を含むもの，および，それに類
するものを一類としてまとめたものである。
　各図の凡例の末尾に「注」として示したように，凡例に
示された見出しの右肩に付けた符号は，同じ回答が，重
複して他の図にも載せられていることを示す。たとえ
ば，237図のDENDENMAAMEは，マアメの部分
に注目することによって，マイマイ類との関連が考えら
れ，赤の符号を与えてある。この回答は，一方，デンデ
ンの部分に注目すると，緑（238図）のデンデン類との
関連が考えられる。そこで，238図にも緑の符号を与え
て載せることにした。このような場合，236図に概略を
示すときには，デンデン類とマイマイ類との併用という
形で示してある。たとえば，鳥取の6415．23では，実際
には，MAAMEとDENDENMAAME．とが併用さ
れている。これを，237図ではMAAMEとDENDE－
NMAAMEの併用で示し，238図では，　DENDEN－
MAAMEを再び示し，236図では赤のマイマイ類の符
号と緑のデンデン類の符号の併用で示してある。
　なお，これらの地図作成にあたっては，KATACU－
MURI，　DENDENMUSIの両方を標準語形と認め
〈併用処理〉をした。関東・中部地方に，DENDEN－
MUSIが多く，新潟・長野北部，近畿にはKATACU－
MURIが多かった。
　この項目を扱うにあたっては，柳田国男『蝸牛考』を考
慮に入れざるを得ない。作図にあたっては，各類のまと
めかたの基準として，さまざまなものが考えられる。い
ろいろと試みてはみたが，結局のところ『蝸牛考』の類
（系）のたてかたと大差ない結果となった。つまり，この
236図，237図，238図の「かたつむり」の図と，『蝸牛考』
のなかで述べられている「蝸牛」の方言形の扱いとは，大
綱においては差異はない。また，後に述べるような，本
図から考えられる「かたつむり」をあらわす諸表現の歴史
的な変遷の考察も，根本においては『蝸牛考』と矛盾しな
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いと言うことができよう。しかし，個々の方言形やその
分布については，両者の間にはかなりの相違が見られ
る。創元社版の『蝸牛考』（昭和18年，改定版）をもとに，
方言形の索引を作り，この図のものと比較したが，むし
ろ，語形とその分布とが，本図のものときれいに一致す
るものの方が少ないとさえ言うことができよう。語形は
この図にも現われるが，その分布を見ると相違の見られ
るものもかなりあった。また，どちらか一方にしか語形
の現われないものも少なくなかった。このことは，両者
の広い意味での調査方法の違いなどからくるものと思わ
れる。：本図の資料はある短い期間内に，面接調査で，す
べて直接回答を聞いたのに対して，『蝸牛考』の資料には
直接現地で耳にしたもの，地方出身の人から聞いたもの
などのほか，各地方の古い方言集などから採集したもの
も少なくない。本図と比べて，時間的な開きは大と言う
ことができよう。また，地理的な密度も本図に比して高
くない。いわば「点」の資料であるのに対して，本図「面」
的な資料と言うことができよう。本図と，r蝸牛考』の問
の資料の違いについては，ここでは詳しくはふれない。
両者の詳細なつき合わせば，興味ある課題として今後の
研究に待ちたい。
　237図から説明したい。
　赤の類はいくつかの地域に分かれて分布する。関東南
・半から中部地方南部海岸よりの地域，北陸，中国地方中
部，九州北部の各地域にそれぞれ独立した広い領域を持
つほか，青森・岩手・秋田・山形・福島，佐渡，福井，
紀伊半島南部，愛媛西南端，山口，奄美，沖縄本島にも
点在する。中心的な語形はMAIMAI，　MEEMEEで
ある。この類については，連母音アイの各地での変化と
の関連を考慮すべきであろう。この図では変種を比較的
詳しく示したので，他図と対比してみる道がひらけてい
る。MAAMAAは島根に2地点，　MAAMEは鳥取に
8地点見られる。DENDENMAAMEは鳥取に1地点
見られる。DENDENMAMUSIは同じく鳥取に1
地点見られる。DAIDAIMAMUSIも鳥取に2地点見
られる。これら3つは前部分デンデン，ダイダイに注目
して238図のデンデン類のところにも載せてある。
MEENMEENは山梨に見られる。　MEMENDAI－
ROは長野に1地点見られる。ダイロの部分に注目して
238図にも載せた。MEEMENGEERO，MANMAN－
GEEROはともに長野に見られる。ゲエロの部分にデ
エロとの関連を考えて，238図のデ四馬類のところにも
示した。MENMEは島根に1地点見られる。　MAI－
MAIKOは山口・広島，愛知に計6地点見られる。
MEEMENK：0は愛知に1地点見られる。　MAMAN－
KOは三宅に1地点，　MEEMEESA（MA）は愛知に2
地点見られる。うち6640．34ではMEEMEESAMA
であった。MAIMAIDON，　MEEMEEDONはとも
に静岡にある。MEMEDOは愛媛西南部に見られる。
末尾のドは，近くに見られるKATA（N）DO，　KAT（T）一
AIDOのドと関連があろうか。　MAMADEは三重南
端に1地点見られる。デの部分は，近くに分布する緑の
DEBO，　SIMADEBO等のデとの関連を考えて，238
図の緑の類にも重複して示したがどうであろう。MAI－
MAIZUからGANNAMOZUまでの語形の問には，
相互に関連が認められよ5。福島と石川に各1地点見ら
れるほか、埼玉・東京西部，伊豆大島に見られる。福島
のDAIRODAIROMEMEZUは，前部に注目して238
図の草の類でも示した。MAIMAIMUSIは静岡に，
MEMEMUSIは広島に見られる。　MAIMAISIは山
口に，ZINOMAIMAIは福岡にそれぞれ見られる。
H：ANAMEEMEEは鳥取に見られる。　MEEMEE－
GARAは愛知に見られる。　MEEMEEKIUZIから
MEEMEEKUZIROまでは，236図に紺で示したナメ
クジの類との関連が考えられ，そちらの図にも重複して
載せた。茨城，神奈川・山梨，岐阜，広島に計9地点見
られる。MEMEZIKKOは神奈川に1地点見られる。
この後部分ジッコは，すぐ西部のMEEMEEKOOZI
の後部分コオジと関連があろうか。MAIMAICYOO，
ME（E）MECYO，　ME（E）MENZYOは末尾部分に
共通点が見られるが，分布は必ずしも近くない。MAI－
MAICYOOは山口，　ME（E）MECYOのうちME－
MECYOは山形に5地点，　MEEMECYOは千葉に1
地点見られる。ME（E）MENZYOのうちMEEME－
NZYOは千葉に3地点，　MEMENZYOは山梨に3地
点見られる。MEMENZYURU，　MAMENZYUU－
RU，　MAMENZYORO，　MAMENZIROは，三宅に
各1地点ずつ見られる。MAIMAIK：ANZYUUROO
は広島に1地点見られる。MAIMAIGONZYO（0）は
福岡に2地点見られる。うちMAIMAIGONZYOOは
7332．27である。MAIMAIGONGOは石川に，　MAI－
MAIKONZYOは7320．95にある。MEEMEEKON－
ZYO（0）は愛知に2地点見られ，うち6569．珍では
MEEMEEKONZYOOであった。MANZYUGOO一
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NAは愛知に見られる。ゴオナの部分は，238図の緑類
のなかで，三重，瀬戸内海沿岸に多く見られるデンデン
ゴ（オ）ナなどの後部分と，関連が考えられる。また，236
図に紺で示したGOONAが対馬に見られる。地域は離
れているが，語形の上では関係があろう。このゴオナは
『枕草子』などに出てくる「がうな」と関連があろう。
MEEMEEKANKA，　MEEMENKANKAは，と
もに千葉に見られる。YAMAMEEは岡山に1地点あ
る。ヤマ・メエと切るべきか，ヤ・マメエと切るべきか
よくわからないところがある。
　MINMIから　IESYOIB工IBIIまでは，マイマイ
にあたると考えた部分が，語形としてマイマイ，メエメ
エなどからはかなりのへだたりのあるものであるが，周
囲の分布の状況から，赤の類として示した。MINMIは
島根に1地点，MIIMINGEは千葉に1地点それぞれ
見られる。MIMIZUK：Uは福岡に1地点見られる。こ
の地点には後で述べるようにさらにCUMUZIという
語も見られる。単なる誤解ではないと考えたいが，不思
議な表現をする地点ではある。MOIMOIは島根に6地
点，長崎島原に2地点見られる。皿YOOMYOOは佐
渡に2地点見られる。ANAMOIは沖縄本島に1地点
見られる。赤の類かどうかについては問題があるかもし
れないが，上のものとの語形の類似から一応ここに置い
た。MOOYAは島根に1地点見られる。　MORIは兵庫
北端に，MOOMORIKO，　MOROMOROはともに島
根に各2地点見られる。これらモリ，モロという形が，
マイマイとどう係わるかよくわからないが，周囲の状況
から一応ここに置いた。BAIBAIMOMOSIは鳥取に
1地点見られる。前部分のバイバイはマイマイと似てい
ると言えよう。また，「貝」の字音に由来するものとも思
われるが，ある種の「貝」の意味で各地にバイという語も
あるようで（『全国方言辞典』によれば，島根県で「貝のふ
た」のことをバイというようである），このバイバイにつ
いては，それらとの関係も考慮すべきであろう。後部分
のモモシは近くに見られるDENDENMAMUSIのマ
ムシと音の類似が認められる。関連があろう。BYAA－
BYAAも鳥取に1地点見られる。上のバイバイと関連
のある語と思われる。OSSYABYOOBYOO　は福井
北部に，BOOBOOは岐阜に，　SENNENBUUBUU
は広島に，それぞれ1地点見られる。いずれも，バイバ
イとの関連を考えるべきであろう。IESYOIBIIBIIは
静岡に1地点見られる。
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　MAIMAICUMURI以下の赤の類は，マイマイ（あ
るいはその音変種）と，茶以下の各色で示した類とが結
合したと考えられるものを中心としてならべた。MAI－
MAICUMURIからMENMENKAI　BUCUまで
は，ツムリ，ツブリ，ツブロ，ツブ等の語形を含むもの
である。茶で示したものとの関係は，符号の形によって
できるだけ示した。MAIMAI　CUMURIは神奈川に
ある。MAI　MAI　CUBURIは茨城，東京，静岡，岐
阜，広島に計5地点見られる。このうち，静岡と岐阜の
ものはMAI　MAI　CUBUREであった。　MAI　MAI－
CUBUROは関東周辺，九州北部に計15地点見られる。
このうち，5669．19ではMAIMAICUBOROであり，
7303．29ではMAIMAICYUBUROであった。　ME一
（E）ME（E）CUBUROは関東，大分・熊本に計10地点
見られる。このうち5792．02ではMEEMECUBURO，
5792。62ではMEMECUBURO，5772。00ではMEE－
MEECUBOROであり，その他はすべてMEEMEE－
CUBUROであった。　MENME（N）CU8UROは，
5699．42のMENMECUBUROと，6608。22，6608．69
のMENMENCUBUROとをまとめたものである。
HEEMEECYABUROは千葉に2地点見られる。
MAIMAICUMUGIは広島に1地点見られる。　MAI－
MAICUBUは茨城。千葉，広島に計3地点見られる。
ME（E）MECUBUは，5698．19，5781。65，5791．68，
6702．21のMEMECUBU，6639．43，6730．33のMEE－
MECUBUをまとめたものである。　MAIMAICUN－
BOは静岡西部に1地点見られる。　MEEMEECU－
BOは神奈川西南端に1地点見られる。ME（E）ME（E）一
TACUBOは6710．02のMEMETACUBOと，6700．
98，6711．12のMEEMEETACUBOとをまとめたも
のである。利根川河口に見られる草で示したKAICU－
BOと関連があろう。MAIMAIKAIBUCU，　MEN－
MENKAICUBO，　MENMENK：AIBUCUは，と
もに北陸に見られる。付近に分布する茶のK：AICUBU，
KAICUBURI等と関連があろう。
　MAIBOROからNEEBOROCUBUROまでの一
連のものは，相互に関連のある一類とみなすことができ
よう。いずれも関東東部に集中して分布する。このう
ち，NAIBORO以下の4語形は，語頭にmではなく11
が現われる点が特徴的である。これらは，マイボロ，
メエボロとの関連から見るとマイマイ類的と言えるが，
一方，238図に緑で示したデエボロと対比すると，頭子
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音の調音点が同じという点，さらに，分布領域がとなり
あっているという点で，デエボロとの関連が考えられ
る。したがってこれら4語形は238図の緑の類の中にも
重複して示してある。
　MEEMEECUGURAからCINMYAAまでは，
すべて九州，琉球に分布するもので，茶で示したものの
5ち，CUGURAME以下の各語形と関連のある部分
を含む一類である。この5ち，ME（E）ME（E）CUGU－
ROは，7344．99のMEEMEECUGUROと7323．02
のMEMECUGUROとをまとめたものである。　CU－
GURA（N）MEEの弓ちCUGURANMEE　となる
ものは，7269．51の1地点であった。
　MENMENTABAK：UROとHEBITAK：AMEE
は宮城と青森に1地点ずつ見られる。榿で示したタバク
ロなどと関連があろう。
　MEMEK：ATACUMURIからKATAKATABA－
1までは，空で示した類と関連を持つと考えられる一連
のものを集めた。MEMEKIATACUMURIは佐渡に
見られる。KA（A）SANMAIのうち，　KAASANMAI
となるのは6645．62，6646．74の2地点であった。KA一
（A）SANME（E）としたもののうち，6646．23のKAA－
SANMEE，6616．79，6655．87，6665．01のKIAASA－
NME以外は，みなKASANMEEであった。カアサ
ンメはメの部分が短く，マイ，メエの類かど5か問題の
あるところだが，周囲の分布から赤の類に属するものと
考え，ここに置いた。1（ASAMEMEは秋田に，　KA－
SANBEE，　KIASAPPACIMAIMAIは伊豆半島に各
1地点見られる。これらはいずれも，周辺に分布するカ
サツブリ，カサンド（オ），カサッパチなどのカサと関連
があるものと考えられる。K：ATAKATAMAI，　KA－
TAK：ATABAIは，ともに紀伊半島南部に見られる。
周囲のカタカタなどと関連するものと考えられる。カタ
カタバイのバイは，マイと音が類似すること，分布が近
いことから，この類と認めた。
　MAIMAICUNODASE以下の赤で示したものは，
238図に桃で示したものと関連を持つ類である。いずれ
も，238図の桃のところに再び示してある。MAIMAI－
CUNODASEは福岡に見られるが，238図には近くに
桃の類の分布は見られない。KAIKAICUNODASE，
MINMINCUNODASE，NYUUNYUUCUNODA－
SEは，ともに富山に見られる。238図には周囲に桃の
符号が見られ，これらとの関連が考えられる。これらの
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語形のうち，カイカイについては，マイマイとの関連を
考えて赤の符号を与えた。ニュウニュウは，「角を出す」
ことの擬態語とも考えられるが，同時に，音の上でマイ
マイとの類似点が考えられよ5。MEEMEECUNO，
CUNOMEEMEEは，千葉，富山，岡山に計3地点
見られる。
　茶で示したものには，いくつかの類が含まれる。相互
に関連が深く，一線を画しては類別し難いものが多い。
しいて類別すれば，ツムリ，ツブリ，ツブ等を含む類，
ツグリ，ツグラ，ツグロ等を含む類，凡例のCUDDA－
ME以下琉球を中心に分布する一連もの，とい5こと
になろうか。九州から琉球にかけて広い領域を持ち，北
陸・岐阜，近畿北縁にわたる地域にも，やや多く分布
する。その他の地域には，わずかにしか見られない。CU一
（N）MURIは，6500．22，6507．79のCUMURI，6508．
06のCUNMURIをまとめたものである。　CUNMO－
RIは岐阜に1地点見られる。　CU（N）BURIは岐阜と
愛媛に計3地点見られる。うち，CUBURIは6529．15
の1地点であった。CUN130RIは岐阜，奈良に2地
点見られる。CUNBURIMUSIは京都北部に1地点
見られる。愛知に見られるCUNGURIは，興味のあ
る語形である。これは，分布からは北側のッブリに近
いと考えられるが，語形の上からは九州に見られる一連
のもののうちの，ツングリを含むものと関連がある。これ
らが歴史的にどう関連するかは，九州のツグラを含む類
と榿のタマクラ類との関係を考える上で，重要な問題と
なってくる。今後の課題であろう。CUMUZIは福岡に
ある。CUBUは北海道，岩手，福井に計4地点見られる。
DENDENCUBOは愛知に1地点見られる。デンデン
に注目して238図の緑類にも重複して示した。CUNO－
DASICUBUは北海道に1地点見られる。ツノダシに
注目して238図の桃類のところにも示した。BEKOC－
UBUは北海道に1地点見られる。238図に桃で示した
べコの類と関連があろう。そちらにも示してある。TA－
CUBOは千葉銚子，　YAMACUBOは岐阜北部にそ
れぞれ見られる。KAICUMURIは，富山，福井に計
3地点，K：AICUMORIは，富山に1地点，　K：AICU－
BURIは，富山。石川・岐阜に計3地点，それぞれ見
られる。KEEK：EECUNBURIは兵庫・京都県境に
1地点に見られる。分布からはやや疑問もあるが，K：一
AIKAICUNODASEと同様，赤で示してもよかった。
KAICUBUROは大分に見られる。付近に見られる赤
?
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で示したツブロを含む類と関連があろう。KAICUBU
は石川に1地点見られる。
　CUBURAME以下CURUGAMEZYOまでは，
語形が相互に類似するという点のほか，すべて九州に分
布するという点にも特徴が認められよう。また，ほとん
どが末尾にメを持つとい5点でも共通点が認められる。
これら末尾のメは赤のマイマイのマイとの関連が考えら
れる。事実，九州北部には，メエ緊緊ツブロ，ズグラメエ
等，マイマイ類と結合したものがいくつか見られた。こ
弓考えると，九州はもとより，琉球先島に至るまで，赤
のマイマイ（に関係する表現）が連続して分布することに
なる。しかし，メをマイとは無縁の別のものとする立場
も否定できない。したがって，この図では短いメを持つ
ものは一応マイとは別とし，赤の類からはずして示し
た。ただし，赤類との類縁関係を否定したわけではない
ことをことわっておく。CUBURAMEは壱岐，宮崎・
鹿児島に計6地点認められる。円形の符号を与えたツブ
リ，ツブロ等と語形の上でつながりが認められる。鹿児
島に1地点見られるCUBOKURAMEも，第2音節
にbを持つことから，ツブリ，ツブロ等との関連を否
定することはできない。また語中にクラを持つ点では，
下に述べるツグラ等との関連が考えられる。CUGU－
RAMEからCUNGURIMAまではツグラ，　ツング
リ等第2音節子音にgが現われる点に特徴がある。ほ
とんどがツグラ，ツングラである。これらについて，
『蝸牛考』では，澄で示したタマクラ等のクラと関連あり
としている。この図では，符号の色と形によって，両
者の関係を示しておいた。『全国方言辞典』によれば九州
などで，「蝸牛のから」を「つ一」と言5ようである。ツグ
ラのツと関係があろうか。CUNOGARAMEは，グ
ラとい5要素を含んではいないが，分布から一応ここに
置いた。このうちのツノは，ツングラ，ツングリのツン
と関係があろうか。さらに，ツグラのツと「つの」との関
係はないだろうか。DEK：URAMEは鹿児島西部に2
地点ある。クラの部分に注目してここに置いた。また，
デの部分に注目して238図にも重複して載せた。CU－
RUMAME，　CURUMAMEZYOOは，マメの部分
を赤のマイマイの類と考えることも可能であろうが，ツ
ブラメの音位転倒から生じたとも考えて，一応ここに置
いた。CURUGAMEZYOも，語形の類似から一応こ
こに置いた。CUDDAMEからCUNAMEまでは，
岩手に1地点見られるCUNAME以外，みな九州に
点在する。ナメクジのナメとの関連も考えられるが，こ
こではツングラメなどから音変化して生じた形と考え
た。ツンナメ等は，つぎのCUNNAMI以下琉球に分
布する諸語形の多くと，語形の上で相通ずる。とくに，
沖縄本島を中心にツンナミ，チンナミ等対応するものが
多い。凡例では，CUNNAMI以下，　NNAMIまで
と言えようか。CUDAMI以下は，『蝸牛考』にツダミ
を古語の「しただみ」と関係ありとしている。ここではツ
ンナミ等と分布が近いこと，語形の上でも，多少離れて
はいるが，無縁とするほどの違いではないことなどか
ら，ツンナミ等と似た形の符号を与えここに置いた。
　榿で示した類は，タマクラ，タバクラ等である。語中
にクラを持つという点で，九州に見られる茶で示した
ツグラメ等と，つながりが認められる。ほとんど，岩
手・宮城を中心に分布し，ほかは山梨に1地点見られる
だけである。TA（N）MAKURAのうちの多くはTA－
MAK：URAで，　TANMAKURAとなるものは，
4712．16，4713．45，4736．63であり，4745．27ではTAN－
MAKURAMUSIであった。　TA（N）BAKURAの
うち，4704．96，4732．18の2地点ではTANBAK：URA
であった。KAMAK：URA，　CUBAKURAは，クラ
を持つこと，分布が近いこと，語形全体がタマクラに似
ていることなどを合わせ考えて，ここに置いた。CU－
BAKURAは，茶で示した九州のツボクラメ等と語形
の類似が見られるρ何らかの類縁関係が考えられよう
か。さらに，ツバクラからタバクラへの変化ということ
も，可能性として否定できない問題である。HEBI－
TAMAKURIは，クラではなくクリを語中に持ち，分
布も岩手にだけ見られるが，宮城に見られるHEBI－
TAMAKURAとの関係を考えて，この類とした。
HEBITAMAは，　クラを持たないが，上のHEBI－
TAMAKURIとの関係を考えてここに置いた。　HE－
BINOMAKURAは，タマクラ等と比べると，タを
持たないが，語形の類似からここに置いた。宮城に2地
点見られるものは，この類と考えるのに問題はないが，
山梨の1地点はどうであろうか。「蛇の枕」という民間語
原解釈によって，山梨で偶然生じたということも考えら
れなくはない。宮城などの’ 烽ﾌと歴史的に関係があると
したら，これら榿のものは，かなり古いもの，少なくと
も，空のカタツムリ類よりは古いものということになろ
う（なお，244図「つくし」に山梨ではないが，長野に
HEBINOMAKURAが現われる。『全国方言辞典』に
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は，埼玉県北葛飾郡・郡馬県山田郡で「蛇苺」を「へびの
まくら」と言うとある）。また，これら榿の類と，茶で示
した：九州のツグラメなどとの関係を考えるとき，この山
梨のヘビノマクラは，その現われる地点が秘境といわれ
る奈良田であることから，重要なかぎとなる語形かもし
れない。さらに検討を要しよ5。
　空で示した類は，カタツムリ，カサツムリ，カタカ
タ，カサッパチ等のように，カタ，カサを語中に含むも
の，あるいは，それに関連のあるものである。ただし，
カ（ア）サンマイのように，マイマイ類の語形と結びつい
たものは赤の類に含めてある。
　次に，空で示したものを考察しよう。これらのうち，
KATACUMURIからK：AGAACUNMURIまでは，
ひとつのまとまりと考えられよう。ともに，ツムリ，ツ
ブリ，ツブロ，ツブ等，茶で示した一連のものを含む点で
共通すると言5ことができる。琉球を除くほぼ全国に分
布している。東北北部，福島・新潟・関東東北半にかけ
ての地域，近畿・中国・四国北半。九州北半にかけての
地域には分布が希薄である。　このうち，1（ATACU－
MURIが最も多い。　K：ATACUMORIは北陸，大
分に多少多く見られるほか，まとまった分布は見られな
い。KATACUMURAは佐渡に1地点見られる。
KATTAICU（N）MURIは奈良，高知に計7地点見ら
れる。つぎに述べるカタカタ等との関連が考えられる。
KATATACUMURIは宮城に1地点見られる。前部
分の靴師タは和歌11」，四国に見られるKATATA（N）と
共通するが，分布はやや離れすぎていよう。K：ATA－
CU（N）BURIは東北，北陸，四国にやや多いが，その
他の地域にも点在する。このうち，1（ATACUNBURI
となるものは，4663．49，4663．92，5565．55，6508．74の
4地点であった。KATACUBORIは能登半島先端に
1地点見られる。1（ATASUBURIは山形西部に1地
点見られる。KATACUBUROは大分に1地点見
られる。KATTAICUBURIは高知に1地点見ら
れる。KATTAICU（N）MURIとの関係はもちろ
んであるが，付近のKAT（T）AIDOなどと関連があ
る。福島に1地点見られるK：ATACUMUSIは，
カタツームシか目配ーツムシか迷うところであるが，
一応ここに置いておいた。KATACUMUは青森，岐
阜に計2地点見られる。ツムの部分はツムリのりが脱落
したとも考えられるが，ツブ，ツボなどとの関連を考え
る方がよかろう。K：ASACUMURI，1（ASACUBU一
RI，　K：ASACUBUは，ともに秋田・山形・新潟北部
に集中的に分布し，北海道にも見られる。K：ASACU－
MURIは山梨にも1地点見られる。これらのカサとカ
タツムリ等のカタとの関係はどうであろ5か。『蝸牛考』
では，カサは「笠」と解しているが，カサとカタとの関係
については，あまり積極的な発言はない。また，空の類
の最後に置いた，静岡を中心に分布するKASANDO一
（0），KASAPPACIのカサ，あるいは，赤で示した
カ（ア）サンマイ等のカサと，これら東北地方のカサとの
歴史的関係はどうであろうか。山梨に1地点見られる
KASACUMURIは，東北のものともとはつながって
いたと言うことができようか。カサの類の発展の後，238
図に見られるように，デエロ，ダイロ等が広がり，カ
サ類を南北に分断したと考えられよ弓か。KANACU－
MURI，　KANACUBURIは，山形・秋田にそれぞ
れ分布する。カナとカタ・カサとの関係は不明だが，語
形や分布の類似から一応ここに置いた。KAGAACU－
NMUR1は京都西北部に1地点見られる。他との関連
は不明であるが語形の類似からここに置いた。
　KATAKATA以下1（ATAROMUSIまでは，相
互に関係のある一類と見ることができよ5。いずれも，
紀伊半島南半，四国西南部にだけ分布するものである。
KATATA（N）のうち，．1（ATATANとなるのは，
7430．15，7430．75，7431．13の3地点であった。これらは，
カタという要素が，ツムリ，ツブリ等と結びついていな
い点，同時に，カタ単独では見られない点などが注目さ
れる。この点では，静岡に分布するKASANDO（0），
K：ASAPPACIなどとも共通し，相互関係について考
慮すべき点がある。カタとカサとの類似以外にKATA－
TO，1（ATA（N）DO，　KAT（T）AIDO，とKASA－
NDO（0）とは，ともにド（あるいはト）を持つ点でも共
通性がある。これらカタカタ類とカサッパチ，カサンド
との関係，さらには，東北のカサツブリ類，さらにカタ
ツムリ類などを合わせ考えて総合的な考察を加える必要
があろう。
　つぎに，238図を説明しよ5。
　緑を与えたデンデンの類の分布は，かなり明瞭な特徴
をもっている。とくに，DENDENMUSIは，近畿地
方を中心に，中国東半・四国北半の瀬戸内海沿岸地域・
九州北西部にかけて広く分布している。とりわけ，近畿
周辺では分布の密度も非常に高いことが注目される。他
方，北陸・中部地方以東の地域，紀伊半島南端四国南
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半，山陰，中国西半，九州南半では希薄であり，琉球に
は全く見られな、・点も注目に値する。DENDENMU・
SIMUSIは，特に分布が見られず，各地に計11地
点点在するのみである。ZENZENMUSIは中国
地方と大分に計9地点見られる。RENRENMUSIは
広島に1地点，TENTENMUSIは鹿児島に1地点，
DENDENMUHITは長燐五島に1地点，　DEN－
DENMOSIは富山，島根に計2地点，　DENDENBU－
SIは山形に1地点それぞれ見られる。　DENDEN小一
AMUSI，　DENDENMAAMEはともに鳥取に見ら
れる。後部分に注目して，237図の赤類にも載せてある
ことはすでに述べた。DENDEMUSIは岩手・宮城，
和歌山，徳島，大分に計7地点見られる。地図では，岩
手南部の3795．86の地点がDENDENMUSIとなっ
ているが，これはDENDEMUSIの誤りである。訂
正する。DENDEKOMUSIは青森西部に1地点見ら
れる。ZENMUSIは福岡に1地点見られる。　NOOD－
ENは神奈川に1地点見られる。　DENDENは近畿，
岡山，四国に計11地点見られる。DENDEは和歌山
に1地点見られる。付近のDENDEMUSIとつなが
りがあろう。DENDENKOから　ZEZENGOまで
はみな瀬戸内海沿岸地域に見られる。DENDENGO－
ORAは愛媛に，　DENDENGOROは三重に各1地
点見られる。このふたつは，後のデンデンゴオナなどの
後部分と関連があろろか。DENDENGARA130，
DENDENGARA皿0（N），　DENDENK：ARAMU－
SIはみな能登半島で，計5地点見られる。語中のガ
ラ，カラは「殻」と関係があろうか。DENDENGOBA
は香川に1地点見られる。すぐ南のDENDENGOO－
NAと後部分に類似が見られる。　DENDENCUBO
は愛知に1地点見られる。ツボの部分に注目して237図
にも重複して示してある。DENDENGAIは奈良に1
地点見られる。DENDENBOは千葉に，　DEDEN－
BOは島根に，　DENDENBU，　DENDENMUは三
重に各1地点ずつ見られる。これら四つの語形は後部分
に類似点が認められるが，分布の上では，つながりが薄
い。DENDENGO（0）NAから　DEGOMAまでは
三重と瀬戸内海地方とに見られるもので，後部分に共通
性が認められよう。237図の油類のうちMANZYUG－
00NAの後部分との関連が認められる。
　これまでのDENDENMUSIからDENGOMA
までは，いずれも，デンあるいはデンデンという形態素
を中に含む語を集めたが，DEDEGONA以下DAI－
SANBO　までは，これに幽して，デ（エ），あるいは，
デデという形態素をもとにして造られているものをなら
べた。『蝸牛考』の中で重要な位置を占めるデエデエ（ム
シ）という語形は，この図には1地点も現われなかった。
このデ（エ），デデとい5特徴を持つものは，近畿周辺・
中国・四国に多少多く，岩手・秋田，群馬・新潟・北
陸，鹿児島にも数地点見られる。なお，DAII（OZIRU
という見出しの右肩に付けた符号は，桃のCUNGOC－
UNGONAMEK：UZIとともに，236図のナメクジの
類との関係を考え，この回答が236図にも重複して示さ
れていることを示す。
　DENDERAMUSI，　DENDERAGUCI，　DE－
NDERAKO　は，石川・福井，大分に計4地点見られ
る。神奈川のDENBERAKOは，このDENDER－
AKOと形の上では類似するが，分布は離れている。た
だし，関連があろう。BERADON　は大分に見られ，・
DENDERAKO　との関係が考えられる。　DENBE－
ROI（0　は茨城に1地点見られ，神奈川の　DENBE－
RAKOと語形の上で類似点が認められる。　DENBO－
ROは千葉東端に見られ，上のDENBEROKOと語
形の上で類似点が見られる。これらDENDERAMU－
SIからDENBOROまでの語中に含まれているデラ，
ベラ，ベロ，ポロという要素は，形の上で相互に関連が
見られる。また，DENBOROは，つぎのDE（E）BO－
RO以下のいくつかの語形と，ポロの部分で共通点を持
つ。さらに，上のデラは，草で示したデ口論等とも類似
点が認められる。ただし」デンベロコ，デンボロと，デ
（エ）ポロ，ネエボロ等との関係は認められるとしても，
これらとデエロ等との関係についてはいまのところ何と
も言えない。さらに検討が必要であろう。DE（E）BO－
ROからNAIBOROCUBURIまでは，いずれも関
東中部に見られる。このうち，NEEBORO以下の4
語形は，赤のマイボロ，メエボロ等との関係を考え
237図の指話のところにも示してある。237図と238図
を比較すると，．NAIBOROの西にDAIBORO，東に
MAIBOROの領域が接し，　NAIBOROが，ちょ弓
ど三者の中間に存在していることがわかる（さらに，西
に進むと　DAIRONBO，　DAIROが続き，　DAI－
RONBOが，遠くMAIBOROと関係があるのでは
ないか，ということを思わせる）。なお，デエ，ネエの
部分に〔ε〕が現おれることはなかった。
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　草で示した類は，デエロ，ダイロなど，およびそれら
と関連のあるものを，ひとつの類としたものである。福
島・新潟・関東北部・長野を中心とした大きな領域を持
ち，三重，大分，対馬，佐賀，鹿児島にも数地点見られ
る。緑のデンデンムシとの関係は，『蝸牛考』に言うほど画
然とは分かれていないにしても，やはり北陸から中部地
方にかけての帯状の地域では，同類の分布がとぎれてい
る，　と見ることができよう。DEERO（0），　DAIRO一
（0）がこの類の中心的語形であり，もっとも広い領域を
持つ。三重，対馬にも飛地を持つDEERO（0）のエエの
部分には，広いエはあまり多くなく，4675．45，4688．45，
4694．95，　4698．21，　4780．64，　4791．12，　5685．37，　5712．88，
5722．37，5723．60，5732．17，6277．62，6287．71の計13地
点だけに見られた。
　ほかの見出しのデエロ，あるいはデロ部分の第1音節
母音が広いエとなっているものを拾っておくと，山形・
福島・新潟県境付近に6地点見られるDEERODE一
（E）RO（このうち，4782．04の1地点のみDEERODE－
RO〔dε：rodero〕）は，すべて前後両部分とも広いエで
あった。4761．93のDEERODEEROMUSIは両方と
も広いエであった。
　DEERYOOは対馬に2地点見られる。『蝸牛考』では
対馬に「ダイリ。ウ」があるとされているが，この図では
デエIJヨオであった。　DEEROMUSIからMEME－
NDAIROまでは，いずれも，関東などの広い領域内に
見られる。DEERODE（E）RO以下IENDEREBO－
0までもみな上の領域内に見られる。DEERAI（UD－
ONは大分に1地点，　DEKURAMEは鹿児島に2地
点見られる。このふたつは，分布も孤立的であり，草の
類に入れるべきかどうかは問題であるが，ここに置い
た。また，DEKIURAMEは，237図の虫類のツグラ
メなどとの関係も強いと考えられよう。CINNYAN－
DEERA，　CINMYANDERAは，奄美徳之島に見
られる。前部分は237図の茶類に示したもののうち，琉
球に見られる一連のものと関連があろう。福島，長野に
見られるGEERUGO，　MEEMENGEERO，　MA－
NMANGEEROは，「かえる」にあたると考えられる
形を含むものであるが，デエロとの関係が考えられ，こ
こに置いた。
　r蝸牛考』では，デエロを「出ろ」という命令形から生じ
たものとし，ダイロをそれからの「誤った回帰」として説
明している。分布を見ると，たしかに，ダイロは新潟を
中心に比較的まとまった分布を見せ，デエロはやや外側
に分布すると見ることができる。また，福島・新潟など
に広いエを持つデエロが分布することからも，ダイロは
デエロから生じたと考えることの妥当性はある。しか
し，ダイロの分布する地域のうち，中越地方から福島に
かけては，エの広狭の別のある地域である。『蝸牛考』に
言5ように，命令形の「出ろ」にあたる形がもととすれ
ば，その場合のエは狭いエであったと考えるのがふつう
であろう。それに対して，ダイロと回帰するためには，
広いエを持ったデエロでなくてはならない理屈である。
デロ（出ろ）〉デエロ〉ダイロという変化を言うために
は，この音韻論上の矛盾をうまく説明しなければなる
まい。音韻論的な規則だけから言えば，むしろ，ダイ
ロ〉デエロという変化の方が合理的である。しかし，そ
のダイロはどうして生じたかとなると，いまのところわ
からないと言うほかはない。
　桃で示した類は，ツノダセ，ツノデ（エ）ロ，ツンケ
（エ）等，「かたつむり」の姿を写したと思われるツノ
という要素を含むもの，および，それに類するものを一
類としてまとめたものである。東北北部，関東中部にま
とまった分布領域を持つほか，北海道，福島，千葉，北
陸，三重，岡山・広島，福岡，．鹿児島にも点々と見られ
る。CUNO（KO）DASIのうち，276428，2785．31，
2785．74はCUNOKODASIであった。福岡のMAI－
MAICUNODASEは，マイマイ類との関連を考え，
237図の赤鼻のところに示した。同じく，富山のK：AI－
K：AICUNODASE，　MINMINCUNODASE，　NY－
UUNYUUCUNODASIも，237図の赤類の中に示
し，カイカイ，　ミンミン，ニュウニュウの部分にマイ
マイ類との関連を考えた。青森・岩手県境に見られる
CUNODASIKAI，　CUNODASIKEEはともに，後
部分に「貝」にあたると考えられる形を持つ。あとのツン
ケ（エ）などとの関連が考えられる。北海道のCUNOD－
ASICUBUも，上の「貝」と関連があろう。ツブに注目
して，237図にも示した。群馬のCUNODASIGAE－
ROの後部分は，群馬・長野県境付近のCUNONGA－
ERU，　CUNONGEERU，あるいは，草のGEER－
UGO等とともに，後部分に「かえる」にあたると考えら
れる語形を含むが，草のゲエルゴのところでも述べたよ
うに，デ玉植との関係も考慮する必要があろう。群馬の
CUNOGARADAISI，鹿児島のCUNOGARAME
は語形の上では共通する点があるが，分布は遠く離れて
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いる。能登のデンデンガラモン等とも形の上ではつなが
りがあるが，分布は離れている。鹿児島のものは，茶の
ツブラメ等との関連を考え，237図にも示した。CUN－
OGARADAISIのダイシはツノ（角）との関連で「出し」
とのつながりが考えられるが，緑で示したものにいくつ
か見られたダイとの関連も考えられる。3725．12のCU－
NODEESI，3727．81のMOKKODEESI，3726．25
のMOK：KODEEのエエの部分は，表記の上からは広
いエに属するものである。上のダイシと同じ事情にある
語かもしれない。あるいは，「角大師」などに引かれて生ま
れた語ということも考えられよう。CUNODEEROか
らCUNONDAIROまでは，岩手のCUNODEERO
1地点，鹿児島のCUNODERE　2地点を除いて，み
な，関東に見られる秀のである。つぎのCUNONGA－
ERU，　CUNONGEEROも含めて，いずれも，草の
デエロとの関係が考えられるものである。
　関東の分布だけを見ると，草のデエロ，ダイロの方が
領域が広く，これら桃のものを取り囲むよ5に分布して
いる。桃のツノデエロなどが，新しく草の領域の中から
生まれたと考えるのがふつうであろう。しかし，岩手，
鹿児島のものの分布は，これだけでは説明できない。単
に独自に発生したと片付けてしまっていいものかど5か
もわからない。
　CUNKE（E），　CUNKEEMANKEE，　CUNKE一
（E）MAGOSIRO，　CUNK：EMAGOSOはいずれも
青森・秋田に見られる。エエの部分はほとんどが広いエ
であり，3721．71，3741．16の2地点のみで狭いエであっ
た。いずれも，ツノカイ（角貝）にあたるものと考えられ
る。CUNOKOは青森に1地点見られる。上に述べた
よ弓にすぐ南に見られるCUNOKODASIと関連があ
ると考えてよかろう。CUNGOCUNGOMAMEI（U－
ZIは福岡に1地点見られる。ナメクジとの関連を考え
て236図にも示した。この場合，ツンゴは，「角」ではな
く，「殼」を表わすツウのほうに関連があるのかもしれな
い。CUNODANKOは秋田北部に，　CUNOKUZI－
ROは青森に，　CUNOMUSIは三重，鹿児島に計2地
点それぞれ見られる。MEEMEECUNO，　CUNO－
MEEMEEは，千葉，石川，岡山に計3地点見られ
る。マイマイ類との関連を考えて237図にも示してあ
る。CUNOBEKO以下は，「牛」を表わすべコと関連
のあると考えられるものである。蝸牛の「角」を「牛の角」
と見たてて与えた名であろう。したがって，桃のツノ
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類のうちに加え，ここに置いた。北海道・東北北部・茨
城に見られる。北海道のBEKOCUBUは，ツブの部
分に注目して237図にも示してある。岩手のCUNO－
BOKK：0のボッコはべコの類ではないかもしれないが，
形の類似からここに置いた。なお，ベコについては，本
四，206図から209図までの「牛」に関する一連の図を参
照されたい。
　ここで，たちもどって，236図を説明しよう。
　この図は，はじめにも述べたように，ふたつの性格を
そなえている。紺で示した各語形の分布と，赤以下の7
色で示した，237・238両図の中の各類の分布の両方が
示されている。
　237図，238図の各類ほどは相互の関係を持たない，
比較的孤立的なものをこの図に示し，紺の符号を与え
た。こ うち，NAMEKUZIからIKUZIまでは，
239図「なめくじ」とも関係する，ナメクジ，ナメクジラ，
ナメクジリ等の類，あるいは，それらと関係の認められ
るものをまとめたものである。239図「なめくじ」に現わ
れる語形と同形のものは符号の形を共通にした。分布
は，道南，東北北半，福島から関東にかけて，佐渡，伊
豆諸島，北陸・長野南部・岐阜，隠岐・山陰西部，四国
南半，九州にややまとまって分布する。とくに，東北地
方と九州との分布があつい。これらのうち，MEEME－
KUZIなどは，地図凡例の注（1）で示したように，マ
イマイ類との関係を考え，237図の赤酒のところにも示
した。CUNGOCUNGOMAMEKUZI等の注（2）とし
たものも同様で，238図との関係を示すため，そちらの
図にも示してある。
　SAIKOOZI以下は，．全国的な規模の分布を示すも
のではない。この中にも，上のナメクジ類と同じく，239
図「なめくじ」とつながりを持つものが見られる。SAI－
KOOZIからSYAKUZIROまでは，いずれも岐阜に
見られるもので，地点には多少のずれが見られるが，
「なめくじ」の図にも現われる語形である。IEKARU－
INAMEKUZIからK：ARASYOINAMEKUZIまで
は，埼玉の1地点を除き，みな九州東半に見られるもの
である。いずれも，ナメクジ類の語に「かたつむり」の形
態に由来する限定詞が付加されたものである。IEKA－
ZUKIからKAIKAZUK：1までも，上と同じく「か
たつむり」の「殻」に由来する命名と考えられる。「なめく
じ」に対して，「かたつむり」は「家」を持っている，とい
う発想からくることは言うまでもない。「なめくじ」の図
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中のハダカ～，イエナシ～の類と逆ではあるが，命名の
発想は同じである。これらは北陸，静岡，滋賀の数地点
のほか，みな九州東半に分布し，イエカルイナメクジ等
と混在する。　ろち，九州のIEKARIは，あるいは，
「家借り」にあたるものかとも考えられるが，イエカルイ
と同類とみなしごこに置いた。福井・岐阜のIENASI
は上の一連のものと逆になっている。「殼」を持つ「かた
つむり」の方を「家無し」というのはいささかおかしいが，
いずれにしても，「なめくじ」とのかかわりで生じた語と
い5点に関しては疑いがなかろう。岐阜のものは「なめ
くじ」の図が無回答となっている。福井のものは「なめく
じ」がMAMEKUZIRIとなっているが，両地点とも
236図で併用になっており，単なるその揚での誤答では
ないことがわかる。KAIMUSIからHEBITAKIEE
までは，ともに，「貝」にあたる形を語中に含む。東北北
部，北陸，香川に見られる。うち，東北北部のH：EBI－
GAI，　HEBIKEEKO，　HEBITAKEEは，237図
で岩手に見られるヘビタマクリ等のヘビを含むものとつ
ながりがあろう。HEBIN’OBAZYOは大分にあり，
上のヘビを含むものとは遠く離れている。また千葉の
OBAとも離れている。　ZITTOBATTOOは山梨にあ
る。K：AEZIKEROは青森に，　KEERENZIは奈良
に各1地点見られる。「貝＝とつながりがありそうに見え
るが，よくわからない。1（YAANAMEKUSIは佐賀
に見られる。「貝なめくじ」の意味であろう。
　NNAからMINANAMEKUZIまでは，「蜷」に
関係があると考えられる（形を持つ）ものを集めた。いず
れも，愛媛西南端，長崎・熊本・大分・鹿児島のほか琉
球宮古に分布する。このうち，MINAKUZIからMI－
NANAMEKIUZIまでの4語形は，ナメクジ類と語形
の上でつながりを持つ。
　GOONAは対馬に1地点見られる。ゴオナを含むも
のは238図の緑類，および，237図の赤類の中に見られ
たが，いずれも，三：璽，瀬戸内海沿岸であって対馬のも
のとは分布が離れる。「やどかり」を意味した古語の「が
うな」と関係があろうが，どのような意味の変遷の歴史
があったか，はっきりしない。GONGORAは島根に
1地点見られる。YAMASAZAEからMISOSA－
ZAEまでは，青森，隠岐，山口に計4地点見られる。
「栄螺」と関連があるのであろうか。ZINZIRAMUSI
からSYUZYUMUSIまでは，広島，香川，宮崎・鹿児
島に計8地点見られる。rかたつむり」の「殻」の螺旋を
写した一種の擬態語に由来するものではないかと考え
られる。第3集102図「つむじ」を見ると，分布地域は
必ずしも一致していないが，同類の語形が見られる。
GEGEPPOは千葉に1地点見られる。この地点は「な
めくじ」ではIENASIGEGEPPOであった。　GA－
MADAは福井に，　NEBAは富山に，　NYUUDOO－
MUSIは淡路に各1地点見られる。　KAGYU（U）は埼
玉と岡山に計2地点見られる。文章語であろうか。
ZYOONENGOは岡山に見られる。OGAME，　OGA－
MEZYORO，　ZYOROはみな，福井西端の1地点で，
KATACUMURI，　DENDENMUSIと併用されて
いる。したがって，229図「かまきり」で，すぐ近くに現わ
れるオが二等の誤記とは考えられない。「かまきり」とど
う関連するのであろうか。230図「かまきり」にDEERO
やKATACUMURIが現われることと，関係させねば
ならない。INBOSUIは伊豆諸島新島に見られる。「か
まきり」の図を見ると，この地点はINBOSUIとなって
いて驚かされる。「かたつむり」のほうは，カタツブりと
併用であるから誤解しているとは考えられないが，調査
中の誤りということも考えられなくもない。さらに詳し
い考察が必要であろ5。SISIMETANK：ONは宮崎西
南部にある。カタツムリと併用されているので誤解が
あったとは考え一られないが，何のことかわからない。
YAMASITADAMIほ入丈に1地点見られる。ヤマ
とい5限定詞は付いているが，古語の「しただみ」と同形
である。この1地点をもって，『蝸牛考』に言う古形の残
存とは断じ難いが，魅力的な報告である。無回答はごく
わずかで，計8地点しかなかった。
・ナ（巻暑蝸撃） あるいは
ナ・ク・（蝸．牛，両舌鍮）
ミ　ナ　（則
ツブラ，ツグラ
カサツブリカ　タヅブリ
マイマイ
ツブロ
マ　イ　マ　イ
デ　エ　デ　エ
デンデン（ムシ） テ月日
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　この図全体から「かたつむり」の呼称の歴史をたどると
き，はじめにも述べたよう．に，『蝸牛考』との関係を問題
とせざるをえない。r蝸牛考』の内容は，著者自身も「余
りに複雑した論証」と認めているように，複雑であって，
簡単に要約することは容易でなく，また，いまさら改
めて内容を紹介する必要もないと思われるが，創元社版
の171ページ「方言周圏論」以下あたりから，うえのよう
な簡単な図表を作ってみた。
　もっとも新しい形はデンデン（ムシ）ということであ
る。本図の分布からも，近畿を中心にまとまった領域を
持って広がる緑で示したデンデン類，とりわけ，デンデン
ムシがもっとも新しい広がりであることは，確実に言え
よう。『蝸牛考』では，デンデンを生む母胎となったもの
は「出よ」を意味したデエデエであると言うが，この図に
はデエデエという形は現われなかった。これに類似す
るデデ（ムシ）等，デ，デエという要素を持つものを拾って
みると，量は多くないが，緑の領域の各地にちらばって
いる。したがって，デ，デエは緑の類の中では，やはり，
デンデンよりは古いものと言えよう。デエロ，ダイロと
デエデエとの関係は，r蝸牛考』の中でも明確な記述は見
られない。緑のデ，デエの分布は草のデエロ，ダイロの
周囲にはほとんどなく，分布からは，デ，デエがデエ
ロ，ダイロを生んだというこどを積極的に裏付けるもの
はない。創元社版24ページに，「……デンデンムシは東
部の諸國に進出するにつれて，やがてダイロウとなるべ
き傾向を具へて居たのであった。・…・・」とあるが，デンデ
ンとデエロとの分布は連続しているとは言い難く，デン
デンがデエロの生誕に直接かかわっていたかどうかは
なお疑問の点である。同じく33ページ以下の「二種の蝸
牛の唄」にあるような，「唄」のほ5が名称とは別な経路，
速さで広がり，それを基に「出ろ」とい5命令形が命名に
際して用いられた，という事情があったということも想
像され，西方のデンデン等とは直接には関係なく生じた
という考えかたも可能である。いずれにしても，草の類
は，空で示したカタツムリの類を南と北に分断する形で
分布することから，この地域では新しい広がりというこ
とは言ってよいと思われる。
　赤のマイマイ類と空のカタツムリの類との先後関係は
ど5であろうか。どの地域の分布も両者の分布は相接し
ていて，どちらが先に広がったにせよ，両者は歴史的に
はほぼ連続していたものと考えられる。空のカタツムリ
類は，東北のカサツブリがかなりまとまった領域を占め
る以外は，とくに専有地域は見られない。むしろ，他の
各種の語によって各地で侵食されていると言ってよかろ
う。言いかえれば，カタツムリはかな．り古い時代に今の
広がりを得たものという考え方が可能である。また，マ
イマイ類の分布と比べると，東北地方ではマイマイより
ははるかに広い領域を持ち，関東・中部でも，内陸部に
カタツムリが多く，マイマイは太平洋側の帯状の地域に
見られる。中国地方のマイマイも，岡山にカタツムリが
多少あるとしても，すぐ東から緑のデンデンムシに追わ
れている様子がうかがえる。九州では南半にまでカタ
ツムリが進出しているのに比べ，マイマイは北半にとど
まっている。これらのことを合わせて考えると，マイマ
イ類はカタツムリ類よりは新しく広がったものというこ
とが考えられ，r蝸牛考』の結論と軌を一にするというこ
とになる。．この際，先にもふれたように，九州南半に見
られる茶で示したツグラ馬丁の末尾のメをど5考えるか
という問題とも絡んでくるが，むしろ，上のマイマイ，
カタツムリの関係から逆に，このメはマイマイとは無縁
であると考えることもできよう。九州南半から琉球にか
けての地域に赤を与えると，他の地域の赤・空の関係を
説明できなくなるからである。
　九州南半に分布する茶で示したッグラ等等のグラ，ク
ラと，東北地方に見られる榿のタマクラ等のクラとは，
もとは連絡していたものであろうか。『蝸牛考』に言うよ
うに，クラは，「円いもの」を意味する形態素であったと
すれば，両型の間には何らかの関係があると言うことが
できよう。分布を見ると，西のものは琉球にまで広がり
空や赤などより古いもののように見える。北のものは，
カタツムリなどと比較して，どちらが古いとも決めがた
いが，空の類と接して分布することから，カタツムリあ
るいはカサツブリ等とは歴史的に連続的な関係にあった
と言うことができよう。
　r蝸牛考』では，もと，巻貝一般と蝸牛とを包含する名
称としてミナという形があって，それが貝を意味するミ
ナと蝸牛を意味するツグラ，ツブラとに分化したという
考えを示しているが，ナメクジに関してはあまり詳しい
論述は見られない。この図と239図「なめくじ」の図とを
比較すると，．この図にナメクジ類の現われる地域では，
「かたつむり」と「なめくじ」とが同形であり両者を語形の
上で区別していない地点がかなり見られる。また，この
図で，イエカルイナメクジ等の見られる地域，あるい
は，「なめくじ」の図にハダカ～，イエナシ～の現われる
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地域では，ナメトに対してハダカナメト，ダイロに対し
てハダカダイロ，イエカルイナメクジに対してナメクジ
などのように，基本的には「かたつむり」「なめくじ」を
同一物とみなしていると考えられる地点も少なくない。
分布を見ると，道南から東北北部にかけての地域，関東
北辺，伊豆諸島，岐阜，四国南半，隠岐，山陰西部，九
州にやや多く見られる。分布から見て，このよらな傾向
はかなり古いもののように見える。結局，これらは緑，
草，赤の各類よりは古いであろ5。空のカタツムリより
も古いものと考えられようか。茶のツグラメ等との関係
はどうであろ5。「なめくじ」の図で琉球を見ると，先島
には無回答が多い。多分棲息しないのであろう。奄美，
沖縄島周辺にはしかるべき語形が見られる。この地域に
古くから「なめくじ」が棲息していたかどうかの生物学的
な問題は検討する必要があろ5が，見られる語形は個別
的なもので，本土のものと比べてさらに古いものが分布
しているとは言えそ5もないようである。つまり，琉球
では「かたつむり」と「なめくじ」とは，一見語形の上で区
別されているようだが，これは，古くからの傾向ではな
く，むしろ新しいものと考えることもできよ5。このよ
うに考えると，上で述べた，「かたつむり」，「なめくじ」
を語形の上で区別しない傾向はかなり古いものと言うこ
とができよう。
　ミナという語形を介しての「かたつむり」と「蜷」との相
互の関係は，この図を見るかぎり，『蝸牛考』で言うほど
積極的に言うことはできない。上で述べた「かたつむり」
「なめくじ」の両方を表わすナメクジという表現と，この
ミナとの関係もわからない。また，ミナからツブロ，ツ
ブりあるいはッグロ，ツグラ等へ変化する過程について
も，カサツブリのカサやマイマイ類との関係を考慮しな
がらさらに検討を加える必要があろう。はじめにも述べ
たよ5に，r蝸牛考』の詳細にわたった検討，それとこの
図とのつき合わせば，この解説ではほとんどしなかっ
た。個々の事実にわたった詳しい考察は，ひとつひとつ
とり上げれば限りなくあろ5し，細部にわたっては，『蝸
牛考』にもいろいろと問題がありそうである。さらに，
「かたつむり」にまつわる幼児の「唄」，あるいは「なめく
じ」にとどまらず，「貝」「蜷」等の隣接する意味分野の諸
語形に関する資料などを得た上で，さらに詳しい検討を
加えることが，今後の課題として期待される。
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　この項目は「かたつむり」と関連するところが少なから
ずあるので，236図，237図，238図にわたって分載した
「かたつむり」の地図も同時に参照されたい。
　この図の分布のほとんどを占めるものは，榿で示した
ナメクジ，赤で示したナメクジラ，茶を与えたナメクジ
リの各類である。これらは，ナメにあたる前部分と，ク
ジ，クジラ，クジリ等の後部分とに分割できると思われ
る。したがって，作図にあたっては，これらのふたつの
部分のそれぞれの分布にまず注目した。前部分にはナ
メ，ナベ，マメ等が見られる。これらは，符号にぬき・
べた・中点等の特徴を持たせて表わした。とくに，ナメ
対マメ等，頭子音のnとmとの対立は，べた符号とぬき
符号の対立で示した。mを持つものは北関東・中部・北
陸，近畿周辺，九州などにややまとまって分布する。色
の違いをもって示したのは，クジ，クジラ，クジりなど
後部分の違いである。すなわち，クジの類には澄を，ク
ジラの類には赤を，クジリの類には茶をそれぞれ与え
た。なお，音声的変種はおおはばにまとめた。詳しくは
『日本言語地図資料』に記録してある。参照されたい。
　凡例で，NAMEKUZIからMAMEKUZYOまで
が榿（すなわち後半にクジ等を持つ）で示したものであ
る。これらのうちもっとも広く分布するものは，NA－
MEKUZIである。専用地域を見ると，宮城・福島東半
の地域，新潟西半から長野にかけての地域，鳥取・岡山，
四国の大部分にわたる地域，山口から九州にかけての地
域などである。関東，近畿には，他の類の分布と混在し
つつ分布が見られる。そのほかの地域にも，点々として
いる。NAMEKUZIは標準語形として登録されてい
るにもかかわらず，関東にも近畿にも専用地域を持たな
いことは興味ある点である。東京周辺に多少まとまって
いるが，これが標準語となった背景であろうか。あるい
は，標準語となったため，東京周辺に広がりを持ったの
であろうか。ナメクジについては，東北地方でクの子音
の有声化するものが多かった。これらは規則的なものと
考えて，みな，NAMEKUZIとして示した。以下のも
のについても，いくつかの例外を除いて，そのように処
理した。高知・愛媛に3地点見られるNAMEGUZIが
その例外のひとつである。すなわち，この地域では子音
の有声化は見られないとされているので，別見出しとし
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hて立てた。個別的な連濁の現象かもしれないが，周辺に
見られる紺で示したGUZIとの関連も考え，このように
示した。NAMEGUSI（8312．75），　NAMEGUCI（74
51．22），MAMEGUZI（7323．02）と示したものも同様の
理由による。NAMEKUSIは九州西半に17地点見ら
れる。末尾音節がSIとなるものは，このほかMAME－
KUSIがあり，同じく九州西半にかなり分布する。　N－
AMEGUSI（8312．75）もこの類に入れられる。この地域
で語末の高い母音が弱まり無声化したりすることと関係
があるかもしれない。一方，古辞書のたぐいには，「奈女
久知」など末尾音節が「チ」として記録されている。青森
南部，九州西部に計9地点見られるNAMEKUCIは，
この，古辞書に登録されたものと同形である。このほ
か，7451．22のNAMEGUCIや6571．68，6591。81の
MAMEKUCIも，末尾音節にチを持っている。形式
の末尾がシかチかという観点と関連して，澄で示した類
の後部分クジの末尾音節がジにあたるものであるかヂに
あたるものであるかを，四つ仮名の別のあると言われて
いる高知，大分などで見ると，ほとんどがジにあたる音
声が報告されていることがわかる。つまり，上代の「奈
女久知」と現在のナメクジ（すくなくとも四つ仮名地域の
ナメクジ）とは，　うまく連絡しないということになる。
同じく，赤で示したクジラのジについても，高知などの
ものはみなジにあたる音声を示し，ヂにあたるものは見
られない。したがって，クジラが「鯨」にあたるとい5説
には多少疑問があるということになる。NAMEKOZI
は6577．86に見られる。この後部分KOZIは，伊豆諸島
の赤で示したNAMERAKOOZI，岐阜の紺で示した
SAIKOOZIなどのK：00ZIとの関連が考えられよう。
7523．27のMAMEKOZIについても同様である。なお
209図「こうし」にKOUZI，　KOOZIが現われる。参
照されたい。地域はMAMEKOZI以外あまり関係が
なさそうである。NABEKUZIは第2音節が「べ」とな
る点が特徴である。前部分にナベ・ネベを持つものは，
5577．06，6369．37，6490．30，6551．52，7303。75の各地点
と，入丈，甑，奄美大島に見られる。さらに，5557．85の
NEBESUKEも類似の特徴を持つものである。兵庫東
端のものは別として，概して，辺境に分布すると言え
る。古いものの残存と考えることもできる。NAMA－
KUZIは中国西部に計9地点見られる。　NAMEKU－
RI，　NAMAKURI，　NUMEKURIは岐阜，香川，
広島に計8地点見られる。後部分が多少他と異なる。「よ
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だれくり」のくりとの関係が考えられ，あるいはクジリ
のジが脱落したものとも考えられるが，ここではクジの
音声的変種と考えて榿で示した。岩手に2地点見られる
NAMEKURA（MUSI）も，クジラとの関連が考えら
れるが，KURIとの類似を考え，一応，ここに置いた。
MEMEKUZI，　MEEMEKUZIは岐阜南部から愛知
にかけてかなりの分布が見られ，福岡南部にも1地点
MEMEKUZIがある。　MAIMAIKIUZIは茨城にあ
る。この前部分のMEEMEE，　MAI　MAIは，「かた
つむり」の図に見られる，マイマイ（237図に赤い符号
で示した）との関連が考えられる。MEMEもマイマイ
との関係を考慮する必要があろう。NAMEKUZYO
7349。86，NAMEKUDO　6429．30，6444．62，　MAME－
KUZYO　7239．82は，　NAMEKUZIROなどとの関係
がありそうで，・この類に入れるのは多少問題があるかも
しれないが，分布の観点も考慮し，後部分にクジとのつ
ながりがあると考えて一応ここに置いた。
　赤で示したものは，後部分にクジラをもつ類，およ
び，それと関連の認められるいくつかのものである。北
海道，東北地方の東半分，関東から山梨。静岡にかけ
て，近畿・中国東部・四国東南部に，それぞれ地域的広
がりを持って分布し，その他の地域にも点在する。N－
AMEKUZIRAからMAIMAIKIUZIRAまでは，
後部分にクジラを持っているものである。NAMERA－
KUZI以下の大きい三角形符号で示したものは，上の
屯のと性質が異なる。クジラのラがナメのつぎに来てい
る点である。ナメラという単位が，クジラのうとは無関
係にナメから派生し，それとクジとが結合して生じた語
形とも考えられようが，分布を見ると，種子のものはや
や孤立しているとしても，みなナメクジラの領域内に分
布している点を考慮して，ナメクジラの一種の配位転倒
と考えて，ナメクジラと同色の符号を与えた。群馬の
NAMERACCYO，種子のNAMERAMUSI，関東
周辺，福岡，鹿児島のNAMERAは，上記のように
して生じたNAMERAKUZIから，　KUZI．が切れた
もの，あるいはそれをもとにして新たに生まれたものと
考えた。MEMEI（UZIRA　732■87，733127，　MAI－
MAIKUZIRA　7321．87は，前部分について，「かたつ
むり」の図に現われるマイマイ（237図の赤符号）との関
連を考慮する必要のあることは，先ほどのMAIMAI－
KUZIの場合と同様である。
　茶で示したものは後部分にクジリを持つ類，および，
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それと関連の認められるものである。東北北部，北陸・
近畿北部，中国中部にまとまった分布領域が見られ，そ
のほかの地域にも点在する。四国東部，福岡，対馬，五
島，鹿児島西半，奄美大島などにも小領域が認められ
る。中心的な語形はNAMEKUZIRI，　MAMEK：U－
ZIRIである。　NAMEKUZIRI，　MAMAKUZIRI，
NAMAKIUZIRO，　NAMAK：OZIRI，　MAMAKO－
ZIRIなど，前部分がNAMA，　MAMAとなるもの
が，広島を中心として分布し，とくに注目される。第3
集182図二とうもろこし」を見ると，緑を与えたナンバン
類のなかでマンマンキビなど，語頭に，他では11が多
いのにmが現われるものが広島に分布する。また，雲集
228図二まむし」に，クチマミとい5語形が広島に見られ
る。このあたりには，何かmの出やすい傾向があるの
であろうか。NAMAI（05690．96，6471．59は広島で，
NAMAI（OZIRI等，語中に1（0を持つもののそばに
あるので，それらとの関連でここに置いた。NAMEZ－
UKURI，　MAMEZUKURIは道南と秋田に見られ
る。これらも，ナメクジリのクとジとの音位転倒から生
じた形と考えてここに置いたが，ZUKURIとした部
分は，あるいは，「かたつむり」の図に現われるツグリな
ど（237図茶など）との関連も，考慮すべきかもしれな
い。
　後部分がさまざまで前部分にナメなどの要素を持つ類
を，挑で示した。岩手のナメト以外，ほとんどまとまっ
た分布領域を持つものは見られない。NAMEKUZI－
NA，　MAMEKUZINAは，ともに青森・岩手に計8
地点見られる。これらは，NAMEKIUZIRAやMA－
MEKUZIRAと似ている。　MAMEKUZYAKUは
福岡に，NAMEKUZIWOは福井北部にそれぞれ1
地点見られる。福井のものはNAMEI（UZIROと似
ているが，どうであろうか。NAMEZU，　NAMAZU
は，佐渡，能登，広島・山口に見られる。NAMACU－
1（UZIからNAMETAKUZIまでは，みな山口に見
られる。NANTAKUZIRAは，奄美徳之島に2地点
ある。山口に1地点見られる　NAMETAと前部分で
類似点が見られるが，琉球列島には，他にNAME－
TA（～）の類がみられず，歴史的関係があるかどうかは
わからない。これも，地理的には歴史的関係は薄いと考
えられるが，NAMETAと形の上で類似が見られる
ものには，ほかに，岩手にかなり広く分布するNAME－
TO，緑で示したHADAKANAMETOがある。
この地域には「かたつむり」の図（236図）にもナメトが見
られ，注目される。NABEKOCIKIからNABEKO－
ZII（1までは入丈に，　NABEKOSAGIは甑に，　NE－
BESUI（Eは岐阜北端に見られる。　NAME以下は地
域だけを示しておく。NAME（青森），　NAMESI（茨
城），NAMEK （秋田），　NAMIMUSYAA（沖縄本
島） NAMEKOMUSI（青森），　NAMEMUSI（山
口），NAMEHIKI（静岡），　MAMEYOSI（静岡），
NAMEDARA（静岡），　MAMEKUAI（福岡），　NA－
MIAMIDAA（沖縄本島）。
　緑で示した類は，236～238図rかたつむり」の地図に
表われる語形にハダカ，イエナシという要素の付加され
たもの，およびそれに類するものである。これらの名称
は，「かたつむり」は殼を持っているが，「なめくじ」は殼
を持っていない，すなわち，「裸」である，あるいは「家
無し」であるという発想から生まれたものと言えよう。
「かたつむり」（236図）に表われるイエカルイナメクジ，
カラショイナメクジなどと表裏をなす表現である。言い
かえれば，これら緑の符号の分布する地域では「かたつ
むり」と「なめくじ」とは元来同じ物であって，「なめく
じ」は「かたつむり」の殼がとれたものという認識がなさ
れていると考えてよかろら。HADAKANAMEK：U－
ZIから　HADAKANAMETO　までは，青森。岩
手・秋田，福島・栃木・茨城，山口，熊本・宮崎に分布
し，これらの地点では，「かたつむり」をナメクジ類の語
で表わしているようである。HADAKADEEROか
らIENASIまでは，関東，および，岐阜にかなりの領
域を持って分布し，道南，福島，三宅，山口，沖縄にも
見られる。これらについては，次に紺で示す，デエロ，
マイマイ等，「なめくじ」を「かたつむり」に広く現われる
語で表わす地点などとともに，「かたつむり」「なめくじ」
を語形の上でどう区別するか，あるいは，しないかとい
う観点から，さらに詳しい検討が必要である。
　紺で示したものにはさまざまなものが含まれる。MA－
IBOROからSYAK：UZIROまでは「かたつむり」の図
にも現われる語形である。青森，福島・新潟・関東，入
丈，岐阜・愛知，熊本・大分に見られる。各地点細かく
対照しなければ確実なところは言えないが，これらの地
域では，「かたつむり」「なめくじ」を語形の上で区別して
いないようである。
　YANEKUZIRO以下は「かたつむり」には現われな
いもので，「なめくじ」専用の名称のよ5である。YA一
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NEKUZIROからYANEHUKIまでは，紀伊半島
南部に数地点見られるほか，徳島に1地点ある。これら
に共通に含まれるヤネ・ヤニは，「くものいと」を現わす
ヤネ，あるいは，「脂」のヤニと関連する語かと思われ
る。なめくじの通ったあとには，ねばねばした「やに」の
ようなものが見られるからである。YANEHUKIとな
るとあるいは「屋根葺き」という語原意識があるのかもし
れない。茨城のNOROHIKIは，上の類と，ヒキで共
通する。ノロはr全国方言辞典』によれば，千葉で「海中
の砂や泥のぬるぬるしている所」，福島で「やにのこと」
とある。HANATAREMUSI（滋賀）も，命名の発想
は上のヤネヒキ，ノロヒキなどと似ている。いささか汚
らしいが，通ったあとに残る粘液質のものを鼻汁と見た
てたものと思われる。沖縄を中心に奄美にも見られる
YUDARIPAKYAからYUDEEMUSIまでも，上
のものと同じ発想による命名と思われる。各語形は「よ
だれはき」「よだれむし」などにあたるものと考えられ，
鼻汁の代わりに，ヨダレを連想したものであろう（第3
集119図「よだれ」参照）。OHIMESAMA（静岡），　HI－
MECYO（静岡），　YAMAHIME（福井）は，ヒメとい
う部分で共通している。ヒメは「姫」にあたるものであろ
うか。見た目にあまり愉快とは言えない「なめくじ」に
「お姫様」という美称を与えたことの背景は，何かそれに
まつわる「昔話」あるいは，タブーなどがありそうであ
る。OZYOROSAMA，　OZYOORO（ともに福岡）を
「女郎」と関わりがあるとすると，オヒメサマと発想が似
ていると言えよう。昔の農村の人々にとっては「女郎」も
美しいもののひとつであったのであろうか。または「上
幅」の語原意識もあろうか。第3集112図「ものもら、・」
にもオヒメサンが現われる。『綜合日本民俗語彙』には，
「斑紋を衣服にたとえたものか，あるいは長短二つの
触角をかんざしと見たてたものかもしれない」とある。
HIRUからSIMAPHIまでは，青森・岩手，静岡，和
歌山，奄美大島，宮古に計8地点見られる。いずれも「蛭」
にあたる語形を含むものと言えよ5。NANBURU－
MUSI，　NANDURUMUSI，　NANBOMUSIは，
奄美本島，沖縄本島に見られる。NANBURUMUSI
のBURUの部分に「蛭」とつながりがあるかと考え似た
符号を与えたが，どうであろうか。GUZI，　UZIは，
四国南部に見られる。近くに，NAMEGUZIが分布
し，後部分にこのGUZIと共通する部分を持つ。関連
があろう。ABURAMUSI，　ANDAMUSIは沖縄本
島およびその周辺に計5地点見られる。ANDAMUSI
もアブラムシの変種と考えられる。AMIPUIANDAA
も，ANDAA部分が上のANDAMUSIと共通する。
以下，残りの見出しについてその地域を挙げておく。
IMOKUZI（愛知），　GEZI（愛知），　GEZIGEZI（長
野），GAGOZIRI（滋賀），　CINGUMUSI以下PAMI
まではともに琉球に見られる。琉球先島に無回答が多
い。棲息しないのであろうか。
　近畿地方を見ると，赤のナメクジラが中心部に分布
し，もっとも新しい広がりのように考えられる。すぐ北
の北陸に見られるナメクジリが，ナメクジラと接してつ
ぎに古いように見える。しかし，全国を見渡すと，この
図の解釈はかならずしも容易ではない。西日本ではナメ
クジがもっぱらで，近畿などのものに比して古そうに見
えるが，九州西岸のナメクジリの方がさらに古そうにも
見える。東日本のナメクジとナメ． Nジラとの関係は，ど
ちらが古いとも決めがたい。新潟西半・長野・愛知に分
布するナメクジの位置づけはどうであろうか。関東北部
から宮城にかけてあるナメクジと，もとはつながってい
たものが，関東南部のナメクジラによって分断されたと
見ることもできる。しかし，宮城・福島のナメクジは，
仙台などを中心に広がった新しい広がりと見られなくも
ない。東北北半のナメクジリは，新しく日本海を海路運
ばれたものであろうか。佐渡，秋田南部に数地点見られ
るナメクジリは，それが途中でこぼれたものと見ること
もできる。そうすると，このナメクジリと東北南半に広
がるナメクジラとの関係はどうか。近畿地方ではナメク
ジラよりナメクジljが古いとすると，一旦，ナメクジリ
が海路北．ししたのち，再び，ナメクジラが新しい勢力と
して海路北上し，山形あたりへ上陸し，広い領域を占め
るに至ったと考えられようか。このナメクジラと，関東
南半のナメクジラとは直接のつながりはないのだろ5
か。つながるにしては，関東北部のもっとも人里からは
なれた山中でつながることになって不自然である。関東
のものが西から陸路伝来したものとすると，その道筋は
どれであろうか。中仙道，東海道，ともにナメクジに
よって分断されていて，近畿のナメクジラとは地理的な
連続性が見られない。
　上に述べたように，これら3類の歴史的先後関係は，
なかなか容易には推論できないが，これらナメクジ，ナ
メクジラ，ナメクジリの3類は，大きく見れば，．相互に
近い関係にあり，これらをさらに全体として一類とまと
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めて見ることもできる。そう見たとき，これら3類内部
の先後関係もさることながら，「なめくじ」「かたつむり」
を合わせて考えたときの両者の相互関係，および，それ
らから導かれる歴史的関係も重要な問題となってくる。
「かたつむり」の図の．詳しい検討と合わせて，さらに詳細
な考察を加えることが必要であろう。『国語学』32の長
尾勇「四丁考」などが参考となろう。
240・すみれ（董）
　質問文は草の名を求めることになっているが，草の名
と花の名とがはっきり区別されない場合が多いためか，
回答の中には，花の名らしくも思われるものがかなりあ
る。しかし，回答されたものは，〈併用処理の原則〉を
適用したSUMIRE（67地点）を除き，すべて採用する
ことにした。別に，この植物を知らない・見掛けない・
非常に少ないとする地点（以下の19地点）がある。
2755．76，　2761．77，　3726。25，　3776．51，4644．10，4659．85，
4712．16，　5586．70，　6547．67，　6595．32，6643．72，6655．51，
6662．38，　7311．68，　7339．27，　0246。48，0249．17，0256．76，
0256．89。これらは注記のあった地点であるが，一方注
記のない無回答の中にも，同様のものが含まれているか
もしれない。他方以上の19地点の中には，現実には存
在するが被調査者の注意にのぼらないため，知らない・
見掛けないなどとした地点も含まれていよう。なお，調
査に際して使用した絵は，すみれ（いろいろ種類多い中
での一般称）をさすことばを調べるのに，かならずしも
適当でなかった点があったかもしれない。
　さらに注記を手掛りとすると，質問にあたるものかど
うかはっきりしない（二三二者・調査者が疑いを持つ）回
答がいくつかあった。　これらも採用してある。5595．20
のYAMAGONBO（調査時にはっきりしなかった），
5611．81のTONBOGUSA（被調査者が自信なさそうに
つぶやいた），7342．72のHUUZOOBANA（この語月見
草や彼岸花をさすこともあり，調査者としてこの回答は
あやしいと思う）である。また，「すみれ」とは少し違う
という注記のあるものがいくつかあった。これらも採用
してある。6697．59のSUMOOTORIBANA（葉の厚
さが薄く，花の色も薄いという），7341．47のDODOU－
MAKACIK：ACI（すみれより大きい），7373．23のGE－
GENMAと併用でSUMIRE〈スミレの花は白く根
が抜けやすい〉，0275．97のAACYABANA（いわゆ
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る「すみれ」ではないがその一種）。
　なお，この調査項目は後期調査で割愛したので地点数
が少ない。見出し数は112であるが，多くの地点（10地
点以上）にみられるのは，そのうち，SUMIRE，　SU－
MOOTORI，　SUMOOTORIBANA，　SUMOOTO－
RIGUSA，　ZIZIBABA，　ZIRO（BO）TARO（BO）の
6種にすぎない。それ以下は6地点のものGEGENMA
の1種，4地点のものTONOUMA（K：ACIKIACI），
KANKO（BANA）の2種，3地点のものSUMOO－
TORIBANAKO，　SUMOOGUSA，　UMAKACI，
GENGE，　KIUBIKIRIBANA，（YAMA）KIESIの
6種，2地点のものSUMIRESOO，（0）ZIIGACI，
BAGACI，　DODOUMAK：ACIKIACI，　HINK：ACI－
BANA，　HINKAKK：A，　HOKEKYOOBANA，
AMEHURIBANAKO，　DOCCYOIBANA，　RE－
NGE，　TONBOGUSAの11種で，つまり，残りの86
種の見出しは，すべて1地点にしか現われないもの，と
いうことになる。
　榿の符号を与えたスミレ類は，さすがに上代からのこ
とばだけあって，全国的に分布している。SUMIREの
中にはかなりの音変種が含まれている。7377。27の〔lumi－
re〕，5508．16の〔sumiri〕，3699．55，4659．50，6411，66，
6412．48の〔∫imire〕など。　SUMIRAは7238．90，　SU－
MIROは6408．15，　SUMIIROは561222であった。
なお，7374．75，7352．61，7392．33でスミラとい弓草が別
にあり，畑に生えている，花は咲かない，食用になる，
この図とは違う，という注記があった。あるいは7238．90
のSUMIRAもこれであるかもしれない。
　草の符号で示したスモオトリの類は，主として新潟・
関東から西の地域にみられるが，北海道・東北にもない
ことはない。また新潟・関東以西でも，栃木，福井，長
野，滋賀・京都・大阪・奈良。兵庫北部，熊本北部・鹿児
島には比較的少なく，沖縄にはまったくない。SUMOO－
TORIBANAには，〔sumontoriballa〕6437．94，6449．19，
6449．20，　6479．26，　6479．51，6550．13；〔sunユottorしballa〕
4685．88；　〔∫inlotoriballa〕　6401．89，　6410．77，　6411．33，
6411．66，6412．48，6420．34，642上26，6422．16，6422．93など
を含む。SIMATOOBANAは〔∫imato＝balla〕6413．10
であったが，注記に（∫ima；は相撲のこと）とある。　SU－
MOOTORIGUSAには〔sunlotokgusa〕7284．16；〔∫im－
otorigusa〕6402．94，　6403．60，　6412．12；〔sumotoigusa〕
7360．47，8229．96，8343．97を含む。SUMOOTORI一
e
RENGEは6397．24，　SUMOOTORIGENGEは7431．
82，SUMOOTORIGENGECIは7309．37であるが，
単独のRENGE　1736．84，2800．52；GENGE　1736．84，
1756．32，1793．14がすべて北海道であることから，すぐ
には結びつけにくい。むしろ熊本を中心とするGEGE－
NMA（赤）との関係を考えるべきかもしれない。相撲と
するのは，花をひっかけて引き合う遊びに由来する命名
と思われ，1862．48，5681．47，5686。31，6466．16，6625．66，
6662．01，7404．56，7411．61，7432。95にその注記がある
が，花の形が力士のまげの形に似ている（沖縄のYA－
MATUNCYUUBANAも同様の発想である）と，理
解している所（5686．31，5688．01，6491．65）もある。スミ
レの語頭部分，スモオトリバナの語頭部分との関係はよ
くわからない。4686．52，4695．21，　6546．73，6548．26，
6641．43では，このスモオ～表現を，少年時代に用いた
語とする注記があったが，古い時代のことばというわ
けではなく，子供の世界で使うことばと理解すべき
かもしれない。その陸墨に古い表現とした注記は多く
あったが，その中にも同じ意味のものが含まれている可
能性がある。子供の世界で使われはじめたことばなので
あろう。もっとも，子どもの世界のことばには，それな
りの歴史のあることは当然である。子供のことばや子供
に対することばとする注記は下記の地点で認められた。
4784。41，　5625．32，　5667．24，　5688．01，5742．65，6296．27，
649149，　6494．55，　6527．22，　6527．44，7427．90，7430．75。
　なお，5781．65ではスモオトリグサは「オオバコ」のこ
と，7533．11ではスモトリ（クサ）は「ミチシバ（細い糸の
ようなイ草）」のこと，という注記があった。『全国方言
辞典』にも，スモオトリグサ，スモトリグサを「メヒシ
バ」「オヒシバ」「チカラシバ」，スモオトリバナ，スモン
トリバナを「オオバコ」のこととする地域が出ている。
　緑の符号で示したものは，対立を爺・婆や太郎・次郎
などの人になぞらえるもの，およびその破片と思われる
ものである。東海，岐阜，奈良を中心にみられるほか，
入丈島にあり，中国・九州にわずかにある。この中で入
丈のCIICIIBAには〈これの蜜を吸った〉との注記が
あって，何か擬音語のようにも思われるが，周辺との関
係でここに入れた。6584．90のく首引きさせる〉，7659．40
の〈ひっかけっこをして遊んだ〉，8372．47〈子供の時
こんな掛声で首をひっかけあい，すみれの名としても
使った〉などの注記から，やはり，草の類と同じ遊戯行
為が命名の基礎にあったことと思われる。6563．58には，
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〈子供のころ使った〉との注記があった。なお，ジジバ
バが春蘭やあけびの花の方言として使われることはよく
知られているが，・r綜合日本民俗語彙』に示すように，
これも童言葉に由来するものと思われ，6482．52にはく葉
の間に二つ三つの花が咲いている状態が爺婆が向きあっ
ているように見えるから言うのではあるまいか〉という
注記があり，これら「すみれ」をあらわす表現も，すべて
の地点でひっかけ遊びに由来するとは考えられていない
ことを示す。ジジババの類とジロ（ボ）タロ（ボ）の類をと
もに緑としたことは，両者が人間になぞらえた共通点に
もよるが，他方ジジババのジとジロ（ボ）タロ（ボ）のジと
が，語形の上でも全く無縁ではあるまいと考えたからで
ある。
　赤の符号で示したものは，馬（牛）に縁があると考えら
れる類である。TONOSANKACIK：ACI，　TONK：A一．
CIBANAは特に馬との関係はないが，　TONOUMA一
（KACII（ACI）を介して連絡がつく。また，　HINKA－
CIBANAからHINK：AKKAまでも疑わしいが，
UMAHINKAKKAを介してここに入れた。牛に関係
があるとするのは山口と奄美にみられるものだけである
が，それを除けばほとんどが九州であり，もうひとつ飛
騨に孤立するもQが認められる。KOMAGAK：AKK：A－
DAUMAGAKIAK：KA（8363．64－KlOMAは牡馬，
DAUMAは牝馬一）が示すように，これも首引きをさせ
る遊びとの関係が考えられる。7341．47DODOUMAK－
ACIKACIについて〈ひっかけて遊ぶ〉，8333．03　HI－
NKATについて〈ひっかけるから〉（これは「ひっか
け」というような語形に関係があるかもしれない），
8345．24UMAKACIKACIについてく引き合う〉など
の注記を得，また，8316．20にはく子供の時のことば〉と
の注記があった。馬になぞらえる根拠は，花の茎のまがっ
た姿が馬の首に似ていることではなかろ弓か。ぴったり
する注記はないが，8300．25KOMAUMANHANAに
く花の首のまがった部分をkomammanot∫impoとい．
う〉との注があった。なお，213「せきれい」の図をみる
と，宮崎東部海岸にHI（N）KOCIがあり，そのやや西
部に，この図の且INK：ACI（～）がみられ，何かおもし
ろい問題を内包している可能性がある。
　以下，紺で示したものは孤立的なものである。SU－
ZUMEBANAからSIZIMIKATANK：0までは語形
の類似，UGUISUBANAとHOKEKYOOBANAは
鶯に関係があり（3760．58「鶯の鳴くころ咲く」とい弓注記
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があった），TUINUK：00KOOBANAも，　TURI－
KWAKUSA（〈鳥草の意。花がとさかに似ている〉
との注記があった）も，やはり鳥に関係があると考えら
れるのでここに並べた。K：OK：EKKWA，　K：OKE－
KK：WAKK：WATは手掛りがな、・が，何か鶏の鳴声に
似ている。5635．65のHOPPYOOには〈花を吸うとい
くらか甘味がある〉と注があるが，H：OK：EKYOOBA－
NAと関係があるかもしれな、・。地点も近い。　SOME－
BANA以下INKIBANAまでは，染めるということ
と何がしかの関係を持つと考えられるものを並べた。
AACYABANA以下は孤立的なものである。しかし，
（甲）のものは，疑わしいものはあるにしても，首引きと
関係があろうし，（乙）のものには，命名の根拠を知る手
掛りになりそうな注記がある。
　（甲）AGOKAKEBANA　4667．76，　KAGIBANA
4763．45，KAGIHIKIBANA　3765．74，　KAI（EBA－
NA　8248．18，　KANI（0（BANA）3723。21，3768．50，
4648．42，4679．65，KUBIKIRI　6650．70，　KUBIKIRI－
BANA　5588．78，6650．70，7503．11，　KUBIKIRIGU－
SA　6701．46，　KUBITTORI　6621．94，　MIMIHIKI－
BANA　7394．14，　SESENPIKI　8303。70，　SISINPI－
1（1　8303。47。
　（乙）AMEHURIBANA（KO）3730．43，3762。42，
3780．65，「この花をとると雨が降る」。HUUZOOBA－
NA7342．76「庖瘡花」。KIISiRIBANA　O237。84「きせる
の先に形が似ているから」。NEKOZURAI（02772．74
「猫面」。
　その他，GEERUPPAは，　SUMOOTORIGUSA
がオオバコをさすことと関係づけて考えるべきであろ
う。
　さて，歴史関係であるが，この地図からは，はっきり
としたことは言いにくいと思われる。子供の遊びによる
命名の段階と，スミレ（これが大人のことばに由来する
かどうかは不明）の段階とを，同一平面に並べて考えて
いいかどうかが，はっきりしないことがそのひとつの理
由である。一方が他方を駆逐するという単純なものでは
あるまい。では，この図の草や緑や赤を与えた，いわ
ば，同一レベルと考えられる語形同志の関係はどうであ
ろうか。まず，同色の中で考えてみると，草の中での
SUMOOTORIBANAとSUMOOTORIGUSAと
の関係は，分布上からも，語形の上の性質からもどちら
が古いともいいがたい。緑の中のジジババ類とジロ（ボ）
タロ（ボ）類との関係もよくわからない。静岡と岐阜と入
丈とのジジババにはさまれた愛知，奈良のジロ（ボ）タロ
（ボ）は，地理的に新しそうにも思われ，語形の上からも
そうではないかと思われる。ただし，ジロ（ボ）タロ（ボ）
類が別に飛騨北部や広島西部にもあること，いったいに
この緑の類が点在していることは，単純な解釈がどの程
度の妥当性を持つかを疑わせる。すでにのべたように，
ジジババの発想は他の植物について他地域にあり，それ
らとの関係が十分明らかでないことから，結論は出しに
くい。赤の類の中では，GEGENMAがややまとまっ
て分布して，新しい発生を思わせる。また，H：INK：A－
CIBANA以下UMAHINKAKKAまでのビン類に
地域性が認められ，この部分の新しい発生を思わせる。
いったいこの赤の類は，地図上九州に多く，地域性が認
められるが，飛騨にKOMA81KIがあることから，簡
単には結論できない。この地図にはないが，『全国方言
辞典』に愛知県北設楽郡のコマカケバナ，神奈川県中郡，
静岡のチンチノコマ，相模（r大日本国誌ののチンチンコ
マドリが引用され，さらに精査が望ましいとい弓ことに
なる。緑の類の説明でふれたことと関係があるが，爺・
婆や馬への「みたて」は各地で別個にもおこりうるし，結
局この地図についての歴史的説明はひかえざるをえな
い，とい5ことになる。しかし，小地域の詳細な地図か
らは，なにがしかの結論をひきだす可能性があるから，
それらをつみかさね，ふたたび全国図にもどって考える
日もあろう。文献にあらわれる語史や，子どもの遊戯の
分布などとの対比が，問題を解くかぎになるかもしれな
いことは，言うまでもない。
241。たんぽぽ（蒲公英）
　誰にも親しまれている草のように思われがちである
が，全国すみずみにまであるとは限らず，種類も1種で
はないらしい。花の色も黄のもの白のものがある。この
植物が自生せず，あるいは希であるという積極的な報告
のあった地点は全国約70地点ほどで，同県内に2地点
以上そういう報告のある県名をあげれば石川，静岡，三
重・奈良，山口，愛媛，福岡・長崎・熊本・大分・宮
崎・鹿児島・沖縄とい5ことになる。また，無回答の地
点が130ほどあった。いったいに西日本にそういうとこ
ろが多いようである。
　質問では草の名を尋ねているが，回答は，草の名なの
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9か花の名なのか，花を持った揚合の草の名なのか，かな
らずしも明確ではないようである。この点については，
後にふれるところがある。なお，〈併用処理の原則〉を
適用したのはTANPOPOである。
　全国的にみると，東日本に各種の表現がみられ，西日
本は変種がすくないようである。これは，あるいはこの
植物が西日本であまり多くない（西日本に，その草のな
い所が多いらしい）ことと関係があるかもしれない。
　各種の表現があるようにみえるが，榿1でタンポポ類，
赤でチャンポポ類，パンポコ類，茶でテデッポ類を示し
た。そして緑でニガナ類，クジナ類を示し，紺でその他
の表現をまとめた。
　澄のタンポポ類の中ではTANPOPOがもっとも広
く分布しており，ほかは関東を中心とするTANPO，
関東・中部・中国・四国にみられるTANPOI（0がや
や目立つということであろ5か。その他の語形の中で
は，TANPONAが5地点，　TANBOBO，　TANP－
OPPO，　TANBOKOが3地点，　TAPPOPPO，　TA－
NPONPON，　TATANBO，　TANPOKONAが2
地点のほか，1地点ずつしか見られない語形ぽかりであ
るQ
　赤のチャンポポ類の中でも，CYANPOPO（点在），
CYACYAPPO（群馬から中部地方），　CYANPOI（0
（点在）のほかは，CYANPO，　CYACYAPPOKOが
各2地点あるのみで，残りはすべて1地点ずつしかみら
れない語形である。すべてタンポポ類からの変形とみる
ことができよう。
　茶で示したテデッポ類については，岩手を中心として
北奥にみられるほか，岐阜にTETEPPOPPOが1
地点みられることが興味深い。いずれは擬声語としての
タンポポとの間に関係のある表現であろうが，両地域
で，平行的に発生したものであろうか。岐阜の被調査者
はTETEPPOPPOをTANPOPOに思してく昔〉
の表現と説明している。榿とした富山のTENPOPO
などが，関係をもつものかもしれない。
　茶の中ではTEDEPPO，　TEDEPPOPPO，　TE－
DEPOPO，　TEDEPPOPO，　DEDEKOKE，　TE－
TEPPOPPOの順で優勢であり，他は1地点ずつしか
みあたらない。
　緑で示したもののうちニガナの類は，千葉にのみみら
れる。それに対してクジナの類は，．福井以東にかなり多
くみられる。この類の中でKUZIRA，　KUZIRANA
一一 P23
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　241
はともに岐阜に1地点，KUZIRAGUSAは青森に1
地点，KUZIKUENAは，岩手に2地点である。この
草の古名布知奈（r本草和名』）と関係があろうか。r本草
和名』にはも弓ひとつ多奈をあげるが，これはあるいは
タンポポの一部にその形を残しているのかもしれない。
なおこのクジナの類については，〈花が咲いてもそうい
5＞という地点が長野5633．96，5651．95，5684．11，5684．
26にわずかあるほか，宮城・山形・福島，東京，長野の，
計25地点ほどで，〈花の咲かないうち〉〈食用にする
とき〉〈葉の部分〉〈うさぎに食わせるとき〉などの注
記があった。ニガナ類については，．わずかに5791．68に
く草のこと〉という注記があるのみであった。5623．27
でKUZINAは〈苦いからそ5いう〉という注記が
あったが，十分に理解できない。
　紺の類のうち2地点以上にみられるものはCICI－
GUSA（3），　GANBOOZIαD，　MANGO（3），　MOCI－
BANA（3），　SIIBIBI（2），　UMAGOYASI（2｝のみで，
他はすべて1地点のみである。相互に関係のありそうな
ものはいくつかあり，できるだけ符号の形を似せておい
た。注記のあるものを示すと次の通り。BEROROO－
KARAROO　6649．55〈花が終わってなくなり息で飛ば
せるようになったときの名〉，BIBIGA　3724．20〈こど
もが茎を笛にして鳴らすから〉，CIGUSA　7381．47〈花
の咲いていないとき〉，DANBUNOCICI　376α58〈茎
を折れば白い汁が出るから。ダンプは蜻蛉〉，GAN8－
00ZI　5682．37〈花の咲くまえの呼び名〉，　GARASU－
NA　O256．89〈タンポポの一種〉，　ME（E）KURA－
BANA　8300．11〈種子が目に入ると盲目になるから〉，
TEKUSAREBANA　6287。71〈白濁が出るので有毒
だと思ってつけた名らしい〉，TUIYU　1213．76〈タン
ポポの一種らしい〉，UMAGOYASI　7411．61〈この草
をくわしたら馬がよく肥える。このごろはクローバー
をウマゴヤシとい5＞，UNBAI（AKO　6621．57〈葉の
名，TANPOPOは花の名〉。
　以上を総合すると，子どもの遊びに関するもの（笛に
してならす。白い汁に注目する。白い毛になってからな
ど），食料としてのもの，亜種の名，ということになろ
う 。よくわからないものも多いが，以上の範疇におち
るものが多いのではなかろうかと思われる。榿の類，赤
の類に関するものとしても，CYAACYAPPO　5680．
34〈茎を吹く遊びあり〉，TANPOPO　4644．10〈茎を
もいで外に一日干し，子どもが吹いて鳴らして遊ぶ〉，
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CYANPONPON　5695．61〈昔，遊びの中で使った〉，
TANPOKO　6652．77〈花と茎を塩漬にして叩き合っ
て首をおとす遊びをtampokOUIt∫iと言った〉など，こ
の植物が子どもに親しまれたことを示す注記がある。
　たんぽぽの語原を，柳田国男は『野草雑記』の中で鼓の
音と関連させている（『重三本草綱目啓蒙』にこの植物を
越中の国でツヅミグサと言5とあること，歌物語の中に，
摂津の鼓の滝で「津の国の鼓の滝に来てみれば川べに咲
けりたんぽぽの花」という歌を作ったとい5話があり鼓
とたんぽぽがとりあわせになっていること，を引いてい
る）。この説は，すでにr東回』にみえ「或人の説に，此菜
一名を白二丁ともいへば（『二二雅』などにあるらしい
　　『古事類苑』一．一），　タンホ・の名あり。タンホ・と
は，鼓声をまなびいふなりといふ」とある。さらに続け
て「如何にやあるべき，タンホ・は，此と彼とにして，
呼ぶ所を合せ云ふに似たり。タンとはタナの転語也。
ホ・とは此物一名また学々丁（r和爾雅』などにあるらし
い　皿．r古事類苑』　）といふなり」とある。『大日本国
語辞典』r広辞苑』には，すみれをさす「つづみぐさ」や，
「つづみこぐさ」の見出しがある（出典はない）。しかし，
ど5もたんぽぽをいくらながめても，鼓（の音）と関係づ
けることはむずかしく思われる。古い何らかの名があっ
てそれが，次第に鼓（の音）との間で類音牽引がおこり
むすびついたのではあるまいか。r東雅』に「タンとはタ
ナの転語也」とあるのは，柳田が「タナの方は今は痕跡
も無いが」というにしても，一考に価するものと思われ
る。
242。どくだみ（叢菜）
　「どくだみ」は，琉球に本来自生せず，そのためであろ
う「無回答」の地点がほとんどである。それ以外の地域で
も「無回答」の地点があちこちに点在していて，同じよ
うに，実物がないことを示しているようである。
　全国に分布している語についてみると，空色で示した
ドクダミ類，桃色で示したジュウヤク類，茶色で示した
ニュウドオ類などのよ弓に病気・医療に関すると思われ
るものと，それ以外のものとに大別されるようである。
これらの分布を大観すると，既刊のr日本言語地図』の多
くの項目と同じよ5に，東日本が比較的単純な分布であ
るのに対して西日本，特に中国・九州はかなり複雑な分
布様相を呈している。
　全国にもっとも広く分布しているのが空の符号を与え
たドクダミ類である。このなかのDOKUDA瓢1に，
〈併用処理の原則〉を適用した。ドクダミは「毒を矯む」
または「毒を止む」であるとする考えがあるが，その説明
がドクダミ類のすべての語形と必ずしも結びつくとは言
えないよ弓で，小地域ごとのこまかい変種がかなり多
い。DOKUDAMIのように語尾の母音が1となる
語形は全国に広く分布しているが，DOKUDAME，
DOKUDABE，　DOKUDANEのように最後の母
音がEとなる語形は，東日本よりも西日本に多く分布
している。また，DOKUDABIが秋田・山形およ
びその周辺に，DOKUTABIが岐阜に，　DOKU－
DABEが岐阜およびその周辺などに，そしてDOK－
UDANIはほとんどが新潟に，それぞれほぼまとまっ
て分布している。凡例のDOKUDANからDODDA－
NSUまでは，主として九州に分布するが，そのうちの
円形べた符号で示したDOKUDANは，新潟にもひと
つのまとまりをもっている。6505．60（滋賀）のZYUKU－
NABE，6484．43（香川）のZYUUNA（GUSA），
6481．56（広島）のZYUUNANSOOは，それぞれ次
に説明するジュウヤク類に接した地点に見られるところ
がら，それとの混交形と考え，符号の形を共通にした。
　桃の符号を与えたのがジュウヤク類である。この中に
は，凡例のYAKUYOOGUSAからDEBOK：USA
までのように，語形としては直接ジュウヤクとつながら
ないものがある。これは，ジュウヤクが「厳薬」の音読と
も，また10種の効用があるための「十薬」とも説明される
ことがあり，そのことと関連させて種々の病気の治療薬
としての意味をもつと考えられるものをこの類に含めた
ためである。この類は近畿・島根・広島，四国，大分など
に連続した分布がみられ，また東京およびその周辺と対
馬にそれぞれ小さなまとまりがみられるほか北海道から
琉球まで1，2地点ずつ点在しているが，全国的にその
ほとんどの語形がZYUUYAKUであって，それ以外で
は三重にZIN，YAKU，　ZINNYAK：Uが，関東，対馬
にZYUUWAKUが多少まとまってみられる程度であ
る。6462．52のYAK：UYOOGUSAと6442．80，6451．79，
6452．83のYAK：UBYOOGUSAとは，地点が接近し
ているので相互に関連があろ弓し，6452．83のYAKU－
DAMISOOはその近くにドクダミ類のDOKUDA－
ME（KUSA），　DOKUDANISOOがあるのでそれと
の混交形と考えられる。6511．49のHYAKUYAKU
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は，ジュウヤクを「十薬」とする意識からの転成語であろ
う。5584．57のYAITOGUSAは「灸につかう草」であ
ろうし，6581．52のDEBOKUSAについては，〈でき
もの（デンボという）をなま焼きのこの植物で吸い出すか
ら〉という注があった。
　赤の符号を与えたのがジゴク類である。『綜合日本民
俗語彙』に，ジゴクソバについて「この草の根が深く，地
獄のそばから生えてくるからとも言われている」とある。
ジゴク（地獄）との関連で大分の6地点と6452．98，64
72．05，7343．14，8315．89にみられるSIBITOGUSAを
この類に含めた。この類のうち福島・茨城・栃木・千葉
にまとまって分布し，青森・秋田・岩手のそれぞれの一
部にもみられるものは，ほとんどがZIGOKUSOBA
であるが，この語の後部分のSOBAは，おそらく「ど
くだみ」が「蕎麦」の形状にやや類似していることからつ
けられたものであろう。
　榿の符号は，「河童」と「蛙」の意味を含むものに与えた
が，「河童」と思われる意味を含むGARAPPAKUSA
からGAWAROOKIUSAまでは，ほとんど鹿児島にま
とまっている。「この花が咲く頃にガラッパ（河童）が海
から上り，小雨の夜陰に渡る」（『綜合日本民俗語彙』）と
いう言い伝えが，この地域に古くからあるらしい。「蛙」
の意味を含むものとして，千葉にKAEROPPA，　GE－
ERUPPA，　ANGOPPAが，静岡にKAEROPPA，
GAEROPPAが，福岡にWAKUDOGUSAが，そ
れぞれ小さくまとまって分布している。そのほかに，
5538。50（富山）にGYAWAZUGUSA，6413．29（鳥取）
にGEEK：OKUSA，6450．45（広島）にKAARUGU－
SA，7356．55（大分）にBAKUDOGUSA，8310．87（鹿
児島）にDONKOGUSAなどがみられる。6643。15に
〈蛙を殺してその上にかけると生き返る〉という注が
あったが，同じようなことは，主として東日本地域で，
戸塚ルッパなどの語を「おおばこ」の意味に使う際言われ
ているらしいので，その関係に興味が引かれる。なお，
「かえる」については218図を参照されたい。
　紺の符号は，さほど広い分布領域をもっていないもの
に与えた。このうちで，一類としてまとめることができ
そうなものとして且EBIKUSAからZYAKO（KU－
SA）までのものがある。福島から茨城にかけてみられ
るEEBIKUSA，　HEBISUについては，5712．88に
く蛇の頭にその葉の形が似ているのでこういう〉とあ
る。参考になろう。入丈のKUZINAKUSA，7461．23
（高知）のKUCINAITADORIは，「蛇」の異名クチナ
ワとの関連でこの類に含めたが，旧註では「蛇」の意味の
クチワナを使っていないので問題はあろう。なお『全国
方言辞典』をみるとクチナオバナが「ひるがお」の意味と
して島根で，クチナゴオロが「彼岸花」の意味として山口
で，クチナワノシタマガリが「彼岸花」の意味として鳥取
で使われている。また，241図「たんぽぽ」にクジナなど
が信州を中心に分布している。何か関係があろうか。熊
本．・大分・宮崎・鹿児島に凡例のZYAKOROSIから
ZYAK：0（KUSA）までが分布しているが，8332．59の
Z（Y）AK：USAに〈薬草（やつくさ）の盛り〉と注書き
されてあるように，桃の符号の類の語形と関連するもの
もあろ弓か。
　茶の符号を与えた類は，「癩病」など皮膚病と思われる
意味を含むものである。『綜合日本民俗語彙』に，ニュウド
オグサについて「この地方でニュウドウは癩のこと。彼
岸花もニュウドウハナといい，臭い疵もニュウドウイボ
というから，この草が悪臭を持っているところがらの命
名らしい」とある。あるいは，この植物に触れると皮膚
病になる感じがする，ということかもしれない。凡例の
NYUUDO（0）GUSAからTEKUSARE（BANA）
までが「癩病」に関係する語であり，このうち，もっとも
広い分布領域をもつものが中国西部から九州にかけて連
続し，愛媛（740：L60）にもあるNYUUDO（0）GUSA
である。それ以外の語形と地点を示すと次の通りである。
MUUDOOGUSA　7311．68，　BOOZUGUSA　6567．86，
6656．31，7420．91，KATTAE（GUSA）5462．29，5463．12，
5463．64，5463．73，DOSUNKUSA　4741。92，475：L42，
NARIPPOOGUSA　6471。59，647上99，　KANZINGU－
SA　7386．55，1（OZIK：IKUSA　7335．34，1（OZIKKO－
ROSI7335．93，　TEKUSARE（BANA）6436．60，
6455．88，6551．20，6609．05。『全国方言辞典』によれば，
テクサリ（グサ），テクサレ（バナ）が，近畿から中国にか
けての地域で「彼岸花」の意味として用いられている。な
お『らい狸一考』（長島愛生園）とい5文献があり，「癩病」
を意味する諸種の方言が載せられている。参考になろ
う。6458．40のHIZENGUSAのヒゼンは，皮膚病の
一種の「皮癬」であろうが，r全国方言辞典』では，愛媛
で「やえむぐら」の意味で使われているという。関連があ
ろうか。
　草の符号を与えたものは，次の緑の符号の類とともに
「悪臭を発するもの」の意味を含む語と考えられる類であ
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る。この類は，全国のかなり広い地域に分布しており，
しかも，ひとつの語形が，必ずしもある地域にまとまっ
て分布してはいない。このうち比較的まとまった分布を
もっているものは，青森から秋田にかけてのINUNO－
HEであるが，遠く，岡山・広島，長崎・熊本などにもみ
られる。KUSAIKUSAからKIUSABERAまでは，
「臭い」の意味のクサイまたはクサを語形に含むとしたも
ので，青森から沖縄までの広い地域に点在しているが，必
ずしも全国的に連続していたものの残存ではなく，各地
域で独自に成立したものもあろう。ただ6538．46のKU－
SARIは，茶の符号の類との関連も，ありそうである。
しかし，KUSAIBOや1（USAGI（NA）に接した地点
なので，この類に含めた。6454．88，6464．23のWAG－
OGUSAのワゴは「腋臭」であろうし，凡例のH：EPP－
IRIGUSAからITACIGUSAまでは「屍」に関連する
ものであろう。このなかで6433．34のINUNOKAK－
EBANAと6547．24のUSINOHUUTAEは正確な
意味が不明であるが，分布などからこの類に入れた。
　緑の符号を一与えた類は「悪臭を発するもの」のうち「尻
拭い」あるいはそれと関連ある意味をもつとしたもので
ある。草の類が全国に散在しているのに対して，この類
は，ほとんど中国西部・四国西部・九州東北部にまとま
っている。大分の（0）SYOOYA（DON）NOSIRIN－
UGUIの（0）SYOOYA（DON）は「庄屋」と考えられ，
7356．06のOSYADONNOSIRINUGUIも同類とみ
ることができようが，〈オシャドンはホシャドン（祝
人）だろう〉という注も参考になろう。6379．74（広島）の
ZYOROONOSIRINUGUIに接して，　ZYO（0）RO一
（0）GUSAが広島・山口にまとまって分布し，また
KEESEEGUSAが6379。67（広島），6379．74（広島）に
みられるので，これらを「女郎」「傾城」と並べてみること
ができよう。とすれば7365．25（大分）のKEESEEG－
USAに接してまとまってみられるKIISII（GUSA）
も，「傾城」と考えてよかろ5。7357．64のGOZYEN－
OSIRINUGUIは「下女」と関連があろうし，7333．75
のETTANOSIRINUGUIは「いやしい階層の入間」
を意味するエタ，7343．17，7344．30のBIKITANSIR－
INUGUIは「蛙」の意味のビキタンを含むものであろ
う。
　以上述べた類以外のものを紺で示したが，そのうちあ
るまとまった分布をもっているもの，あるいは何らかの
説明が可能なものについて触れてみる。GANEGUSA，
GANIGUSAが埼玉，岡山・広島，高知に点在してい
る。『らい僅言考』によれば「癩病」の意味でガンニャが長
崎で，ガネが鹿児島で使われているし，r全国方言辞典』
ではカニが長崎で「嬰児の吹出物」の意味で使われてい
る。いずれも地域が異なるので直接のつながりを見る
のはむずかしかろう。TOBERA（GUSA）は九州北部
および南部に分布領域をもっているが，別種の植物をも
さし5る表現である。そのほか他の植物となんらかのつ
ながりをもっていると思われるものとしては，「甘藷」の
葉との類似で，7370．16の1（ICUNEBACIRI（狐入山），
7301．67，7302．71，7413．29のIMOGUSA，7257．94のIM－
ONOHA，7346．58，7413．89，7415．85，7423．12のK：A－
R IMOGUSA　7361．17，7363．85のIN（1）GARAI－
MOなどがある。ただr全国方言辞典』でイモが「あば
た」として用いられている地域があるので，この草が病
気・癩病などと関係するところがら，それとの関係も．，考
慮すべきかもしれない。また，　「いたどり」をタジナと
言う地域の6481．94にINUTAZINAがある。薬草名
とつながりがあるものとしては，1761．74，5678．59，
7312．69，7333．51のGENNOSYOOK：0，2712．33の
SENHURI，7318．04のMIK：OSIGUSA（げんのしょ
うこ）がある。鹿児島のTOI（OKUSA，　TOKUMUS－
IGUSAは「南京虫」と，7400．15，7410．57のNOMIT－
ORIGUSAは「蚤：」と，0294．66のHYAANUMIK－
USAは「南京虫」と，0265．96のSIRANUNKUSAは
「颪」と，それぞれ関連すると思われるが，除虫剤として
の用途を示すのであろう。なお6377．11のGOZESOO
は，緑の符号で示した大分のGOZYENOSIRINUG－
UIと関連するものであろうか。
　その他語形としたものの地点および語形は，次の通り
である。〔，pi：，pi＝kりsa〕0256．89，〔guso＝gusa〕1233．61，
〔hotarulgulsa〕4653．02，　〔kutsugusa〕6480．91，　〔hoPP－
ugulsa〕　6482。52，　〔taηara∫i〕　6532．93，　〔tabakogusa〕
6571．15，　〔mmakuwazu〕7470．72，　〔game∫iro：gusa〕
8248。180
　以上概観した語の分布からみると，ドクダミ類が全国
に広く分布したあと，主として西日本にニュウドウ類，
ジュウヤク類が，主として東日本にジゴク類が分布した
ように思われる。文献でみると，r和名抄』『蜻蛉日記』に
はシブキが出ていて，それが古い語と見られるが，地図
にはこの語はまったくみられないので既に消滅してし
まったとも考えられる。ただ，ジュウヤク類とシリヌグィ
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類が，音の多少の類似からあるいはシブキと無関係では
ないかもしれない。シリフキがあればいっそう近づく
が，それはない。言語の地理的分布と文献にあらわれる
語史との関係，あるいは地域社会の生活と「どくだみ」と
の結びつきなど，さらに多面的な考究が必要であろう。
243・すぎな（杉菜）
　本図と244図「つくし」とは相互に関連があるので，地
図・解説ともに参照されたい。語類のまとめかた，符号
の色や形の与えかたについても，両項目を統一した原則
で処理してある。なお，両図ともに見出しの数が多く
なったので，音声的変種は，かなり大まかにまとめた。
また，243図ではSUGINA．に，244図ではCUKUSI
に〈併用処理の原則〉を適用した。
　音声的変種や語形のまとめかたについて，243図・244
図を通じての原則を述べておこう。
　まず，語中語尾の〔g〕などの扱いについて。語中語尾
の力行子音が規則的に有声化したために生じたと認めら
れる〔g〕は，これを見出し語形としてK：と表示すること
を大原則とした。ただし，243図・244図において空を
一与えたツクシ類の中には，その由来・語原が必ずしも明
白でない語形が多く，そのために見出しをK，Gのいず
れにすべきか判断に苦しむ野合が多かった。そこで，そ
れぞれの語類，語形ごとに，その音声的内容やその分布
などを考慮して分類原則を立て，特に，スギナ類とツク
シ類とでは異なる処理原則を適用した。すなわち，スギ
ナ類については，　〔g〕〔Y〕〔η〕〔～g〕〔～Y〕〔ηg〕〔1〕η〕な
どを，地域にかかわらずこれらをまとめてGで表示した。
たとえば，〔SUIgina〕，〔SUIYilユa〕，〔SUIηilla〕，〔SUrgina〕，
〔sul穿illa〕，〔sul童｝ηina〕などは，すべてSUGINAに
含めた。スギナの語原が「杉菜」であるとすれば，東北
などにおけるスギ～のG部分の音声は概して〔1〕〕である
はずである（1図・2図参照）。ところが，243図につい
て秋田・山形・宮城などに〔SUlgi～〕のような〔g〕のもの
が若干認められた。しかし，〔SUIkina〕，〔SUI垣11a〕のよ
うな〔k〕，〔瑚の語形は全国的に報告されていないので，
上記の〔g〕音は，有声化現象とは別の性格のものとして
扱った。このほか，243図についてみると，秋田・山形
1こ　〔sfg1na〕　3733。22，　〔s【義gina〕　3792。96，　〔s亡αqina〕
4701．14のような音声がみられる。これらは，この地図
ではGとしてあるが，西日本の，たとえば高知の入りわ
たり鼻音を伴う〔躍g〕のように，共通語などの〔g〕に規則
的に対応するものとは違う性質を持つのかもしれない。
以上のスギ～の語形のギ部分の子音が東北の一部で
〔g〕や〔岬g〕となる理由については，なお検討を要しよう。
この問題は，スギナなどスギ～の語形の語原を考える場
合にも考慮すべき対象であると思われる。なお，秋田に
は〔s薇項n司など，〔η〕の前の母音が鼻音化しているも
のも多数あった。
　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　ツ　そのほか，長野に〔s田ma〕，〔SUIlna～〕が集中的に分
布する。これらは〔SUI1〕ina〕に隣接しており，音声的にも
両者は近いとみられるので，〔SUIτna〕はSUGINAに
　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギ含め，〔suuna～〕はSUGINA～に（たとえば〔s｛mna－
mbo〕はSUGINANBO（0）に）含めた。
　空を与えたツクシ類におけるCUK～，　ZUK～，　C－
UG～などの見出し語形のK，　G部分の内容について述
べると，原則的に，東北や関東の一部など，語中語尾の力
行子音が有声化する地域の〔g〕〔琴〕は，Kと表示し，そ
れ以外の地域の〔g〕はGと表示した。また，〔1〕〕〔π切〔爾g〕
〔1〕9〕などは，地域にかかわらず，これらをまとめて，G
と表示した。たとえば，東北の〔tsmgUI∫i〕はCUKUSI
に含め，〔ts就ηikUlsa〕〔ts菰qikUlsa〕などは，地域
にかかわらずCUGIGUSAに（GUSA部分のまとめか
たについては後述する），〔ts㎜ηginoko〕はCUGINO－
KOに含めた。北海道および関東の有声化地域と非有声
化地域との境界付近の地点における語中語尾の〔g〕につ
いては，28図「あかい」などを参考にして処理した。
　ただし，次に掲げる地点の〔g〕は，分布その他を考慮
して，上に述べた原則を適用しなかった。まず，243図
における宮城の4735．42の内容はッギクサ，山形の
4639．69の内容は〔ts曲gimats戯〕であった。これらは，原
則的には，それぞれ，CUKIGUSA，　CUKIMACU
とすべきところであるが，分布から判断して両者の〔g〕
を，〔k〕の有声化と認めず，それぞれ，CUGIGUSA，
CUGIMACUとした。また，244図における長野の
5623．85の内容は〔dzulgul∫imbo〕であったが，付近に分
布するものは〔dzulkul∫imbo〕〔dzulkul∫imbo：〕などであ
り，〔dZUI9UI∫imbo〕は上の1地点のみであって，しか
も，長野北部には語中語尾の力行音などの有声化現象が
みられるといわれるので，これをZUK：USI（N）BO（0）
に含めた。さらに，244図における福岡の7351．09の
〔z㎜gibonsan〕，7351．68の〔zulgibom〕も，これをGと
して分出せず，両者ともZUKI（N）BO（0）に含めた。
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福岡における〔g〕は，地域的有声化現象と無関係であろ
うが，隣接するZUK：U（N）BO（0）などとの関係を考慮
し，さらに，全体の見出し数の制約もあって，この処置
を採ったのである。
　次に，スギナ類のSUの部分の内容には，〔SU工〕〔s戯〕
〔s了〕〔∫i〕〔∫i〕〔∫し〕などを含めた。ただし，〔∫ima〕〔∫ina〕
〔s置ma〕〔silla〕，スウナ，スナは，これらをまとめてSI一
（1）NAとし，同様に，〔∫illla～〕などはSIINA～（243
図のSIINABOTABOTA，244図のSIINABOOZU
など）とした。これらは，原則的にはSU（U）NA，　SU－
UNA～などとすべきであったかもしれないが，内容の
多くが〔∫ima〕〔∫ina〕〔si＝na〕〔sha〕などであり，スウナ，
スナなどは比較的少数であったためである。以上の処置
に準じて，〔sumna（～）〕〔§inna（～）〕などは，まとめ
てSINNA（～）とした。ツクシ類のシの部分の音声に
も，〔∫i〕〔脚〔§i〕〔sY」〔st血〕などが認められた。これらは，
まとめてSIと表示した。
　次に，空の符号を与えたツクシ類の見出し語形のCU
の部分，および，ZUの部分（ZUKUSI，　ZUKU～，　ZU－
KI～などの）の内容についてのべる。　CUには，〔ts田〕
〔tS菰〕〔tS置〕〔tSi〕〔t§し〕〔t§i〕〔t∫i〕〔t∫i〕　〔t∫Lu〕　〔t∫戯〕　〔もsU〕
〔加〕等を，ZUには〔dzi〕〔d調〔d3田〕〔du〕等を含めた。
244図について，それぞれの内容の分布を述べると，
〔tsul〕〔ts戯〕や〔dzul〕〔dz薗〕〔z皿〕〔z倣〕などが，内容
の大部分を占めつつ，ほぼ全国に分布するほか，〔ts了〕
〔dz1〕などが，北海道（0737。94），青森（多），秋田・宮
城・山形，福島（4773．15），新潟，富山（5538．63），島根
（6421。82）に，〔tsi〕が富山（5548．58）に，〔t§し〕が青森に，
〔t§i〕が富山（5549。55）に，〔t∫望〕〔d3℃が秋田（3760．93），山
形（4609．54）に，〔t∫i〕〔d5i〕などが北海道（0840．33），岩手
（3767．18），山形，千葉（5699．89），長野（6600．97），静岡
（6640．29），富山・石川，福井（5574．68），岐阜（5568．22），
島根，熊本（7374．75），鹿児島に，〔t∫田〕〔t∫薗〕〔d5UI〕が
宮城（4743．95），滋賀，福岡に，〔もsu〕〔もu〕〔tsu〕〔tu〕〔tul〕
〔du〕などが大分・福岡，高知に集中するほか，宮崎
（8335．11），愛媛（7460．30），徳島，奈良（6563．84），滋賀
（6505．60），石川（5566．95），山梨・静岡，伊豆の利島
（6667．81）と三宅島（6698．20），北海道（1708．05，1778・45，
2703．18）にそれぞれ見られる（地点番号を記さなかった
県は，その県に当該内容が2地点以上分布するものであ
る）。
　また，ツクツクシ，ツクズクシ，ズクズクシなど，語
中に反復形を含む語形に関しては，後部分について，～
ツクと～ズクなど，無声音と有声音とを分出せず，たと
えば，ツクツクシとツクズクシとはこれをまとめて1つ
の見出しとして，CUKUCUI（USI～CUKUZUK：USI
のように表示した。内容が無声音のみの語形の場合は，
たとえば，CUKUCUKUのように，内容が有声音の
みの場合は，たとえば，ZUKUZUI（USIのように表
示した。なお，語中のZの内容には，〔dz〕などの有声
音のほかに，〔ts〕などの有声化した音や，〔～dz〕〔dz〕な
どの鼻音化した有声音を含めた。
　この処置に対して，たとえば，東北など語中語尾のズな
どが規則的に鼻音化する地域の〔～dz〕〔dz〕などは，〔dz〕
などとまとめてZと表示し，語中語尾のツなどが規則
的に有声化する地域の〔dz〕などは，〔ts〕などとまとめて
Cと表示する方法や，〔ts〕と〔dz〕と〔～dz〕，〔dz〕を，そ
れぞれ，C，　Z，～Zのように分類する方法なども考えら
れるが，全体の見出し数に制約があるため，上記の処置
を採った。〔ts〕と〔dz〕と〔～dz〕，〔dz〕のそれぞれの分布に
ついては，244図の解説で触れる。
　なお，243図と244図とは，それぞれの内容に応じて・
見出しを決めた。したがって，たとえば，243図はCU－
KUCUKUBOOSI，244図はCUKUCUKUBO（0）SI
～CUKUZUKUBOOSIと表示してあるが，これは前
者の内容がツクツクボオシ的なもののみであるのに対
し，後者は，ツクツクボシ，ツクツクボオシ，ツクズク
ボオシなどをまとめたものであることを示す。
　次に，243図，244図の見出し語形には，CUGIGU－
SAなどのように，後部分に～GUSAを表示した語形
と SUGINAなどのように，～GUSAを表示して
いない語形とがあることについて述べる。すなわち，こ
の2枚の地図について，内容にグサ（クサ）をもたない語
形がかなり含まれている揚合には見出しに～GUSAを
表示せず，内容の大部分が～グサ（～クサ）の語形の場合
には，見出しを～GUSAとした。たとえば，243図の
CUGIGUSAは35地点に見られるが，4773．15の〔tsi一
～gi〕を除いて，他の地点は，すべて～グサまたは～ク
サを接尾しているのに対して，243図で全国に広く分布
するSUGINAは，ほとんどが～グサ（～クサ）を接尾
せず，～グサ・～クサが接尾するものは計61地点一「ス
ギナまたはスギナグサ（スギナまたはスギナクサ）」など
とカードに記入してあるもの，3地点を含む一にすぎな
かった。なお，たとえば，～グサ（～クサ）をもつ語形
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ともたない語形がそれぞれ1地点ずつの場合には，見出
しに～GUSAを表示していない。また，内容が～クサ
のみの場合にも，見出しは～GUSAとしてある（たと
えば，243図のMACUNEGUSAは8341．46の1地点
であり，その内容は〔matsunekusa〕であった）。
　以上，243図・244図を通じて，語形のまとめかたに
関する原則のうち，主なものについて述べた。なお，そ
れぞれの見出し語形に含まれる諸語形，音声的変種の具
体的内容について詳しく知るためには『日本言語地図資
料』を見なければならない。
　次に，243図について，それぞれの複道および語形の
分布をみよう。
　全体を見渡すと，かなり明瞭な分布が見られる。赤を
一与えたスギナ類，緑を与えたマツ（バ）グサ類，空を与え
たツクシ類香川とその周辺に分布する茶を与えたホオ
シ類，紺で示した語形のうち，四国から東九州にかけて
比較的勢力のあるトオナ類とが目立つものであり，ほか
に，紺で示した比較的勢力の小さい諸語形が全国に点在
する。なお，HIGANBOSINOTAK：ETANO　7440．
72は，244図で燈を与えたヒガン類であるが，243図で
は1地点にしかみられないので，色の節約のため，紺を
与えておいた。
　赤を与えたスギナ類は，語頭にスギをもつ語形を中心
に，それらと関連がある語形をまとめたものである。ス
ギナ類の中では，SUGINAの勢力が大部分を占めるが，
そのほかに比較的まとまった分布を示すものとして，
SUINAおよびSI（1）NAがあり，両者は相互に関
連をもちつつ，青森東部から岩手東部にかけて集中する
ほか，新潟西部・長野北部・岐阜北部・福井北部などの
本州中央部にややまとまりがみられ，その他の地点にも
散在する。これらSUINAおよびSI（1）NAは，隣接
して分布するSUGINAの中の〔sul〕ina〕，〔sulna〕（後
者が長野に集中することは，すでに述べた）などと密接
な関係をもつものと考えられる。
　スギナには，一般に，「杉菜」の漢字をあてており，その
語原に関して，東北地方に〔SUIgina〕や〔s頓ζina〕などが
現われることがあるにしても，特に異を唱えるべき確証
はない。ただし，全国に散在する空の符号を与えたツギ
～の語形は，スギナなどのスギ～の部分と通ずる所があ
り，両者が歴史的になんらかの交渉をもっているのでは
ないかと疑われる。分布からははっきりとは言いにくい
が，もし，ツギ～がスギ～よりも古いとすれば，ツギ～が
一種の類音牽引，あるいは民間語原によりスギ～に変化
したとする想像も可能である。この点については今後の
検討をまちたい。また，SUGINAE，　SUGINAEBOO－
SI，　SUGINAEGUSAKOのような「杉苗」にもとつ
くと思われる語形が，秋田・山形・宮城・新潟，山梨・
静岡，石川・福井・滋賀。京都・大阪・奈良・三重・和
歌山，広島，宮崎の各地に散在し，どちらかといえば辺
地に分布する傾向が見られることから，あるいはスギナ
エがスギナよりも古いのではないかという感じもする。
しかし，この植物を杉の苗と見立てる現象は，ことにス
ギナを基礎とすれば，各地で独自に起こる可能性も強
い。6358．87のSUGINE，3762．85の　SUGINEKO
はスギナエから変化した語形であろうか。
　緑の符号を与えたマツ（バ）グサ類は，語頭にマツをも
つ語形をまとめたものである。これらは近畿北西部から
四国南部・九州にかけて広がっているほか，やや離れて
紀伊半島東部と隠岐に，さらに，北海道の1848．24，1893．
10，青森の2790．41にも見られる。中国地方のスギナ類
は，マツ（バ）グサ類にかこまれている。このことはら
あるいは，かつての中国でのマツ（バ）グサ類の分布は現
在よりも広かったことを意味するのではないかとも考
えられる。また，紀伊半島東部と近畿西部のマツ（バ）
グサ類は，かつては連続していた可能性もある。もしそ
うであるとすれば，スギナ類とマツ（バ）グサ類との歴史
的関係については，かつては，大まかには，東日本にス
ギナ類，西日本にマツ（バ）グサ類が分布していたが，そ
の後，次第に前者が後者を侵略して現在に至ったという
仮説が成り立つ。しかし，中国地方のスギナ類の内部に
マツ（バ）グサ類がまったく見られない点や，隠岐にある
マッブキの伝播経路については別に考究すべきであるこ
となど，なお，検討すべき点があろう。紀伊半島東部の
ものも，あるいは，四国から伝播したもので，近畿西部
のものとは直接には関係がないのかもしれない。北海道
の1848．24のMACU（BA）GUSAは，被調査者の父親
の出身地が大分県南海部郡，母親の出身地が香川県三豊
郡であることと，また1893．10のMACUNAは被調査
者の両親ともに徳島の出身であることと関係がある。前
者については，南海部郡にも三豊郡にも地図上にはマツ
（バ）グサ類が見られないが，このことは，あるいは一昔
前にはマツ（バ）グサ類の領域が現在よりも広かったこと
を意味するのかもしれない。青森の2790．41のMACU－
BOは内容が〔madzibo〕であったため，一応この類．とし
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たが，被調査者の両親とも同地点生まれであり，被調査
者によその土地で生活した経歴もないので，この語と西
日本のマツ（バ）グサ類との関係の有無については判然と
しない。なお，この地点は，244図も同じ語形である。
　マツ（バ）グサ類の中ではMACU（BA）GUSAの領
域が最も広く，ほかに，MACUNAがSUGINAと，
MACUNOTO（0）がTOONAと，それぞれ隣接して
一定の領域を占め，また，MACUBUKIが兵庫・岡山
と隠岐に見られる。MACU（BA）GUSAは，主として
マツバグサとマツグサとをまとめたものであるが，マツ
バグサの勢力のほ5が強く，マツグサは兵庫，高知西部
にまとまっているほかは，マツバグサの領域中に散在す
るにすぎない。MACUNAおよびMACUNOTO（0）
は，それぞれ，MACU（BA）GUSAとSUGINA
またはTOONAとの混交によって生まれたものと思
われるが，その5ちMACUNOTO（0）については後
に述べるところがある。
　空を与えたツクシ類は，ツクシの語形を中心として，
ツク・ツキ。ズク・ズキ，およびツギ・ツゲなどを内部
にもつ語形，およびそれらに関連があると認めた語形を
まとめたものである。244図と比較すると，この243図
では，ツクシ類の勢力が著しく弱いが，中で，南奥羽・
新潟・関東，近畿などに，CUGIGUSA，　CUGICU－
GI，　CUGINOKO，　CUGINANBO（0）など，　CUGI～
の語形が広く分布していることが目立つ。このツギは，
この地図がスギ（ナ）の地図であることと関連して，多く
見られるのであろうか。おそらく「継ぎ」にもとつく語形
で，子どもがこの草を切ったり継いだりして遊ぶことに
由来しよう。「この草を継ぎ合わせて遊ぶから」「継いで，
どこからっないであったか当てる遊びをする」などの注
記も各地で見られる。大きな円形符号を与えた，CUG－
IHO（DOKKO），　CUGIMADOOKKO，　DOKO（DO－
KO）CUIDA，　DOKKO，　CUGICUGIDOOKO，
DOKOCUIDANOKIなどのドッコ，ドオッコ，ドコ，
ドオコも，「何処」にもとつくものであろう。6720．23，
6721．33のCUITACUITA，6541．52のOTTAK：AC－
UITAKA，4731．15，4762．90のCUNAGIGUSA，
6662．38のCUIJNAGI，5750．30のCUNAGINBOO
も，同様の発想にもとつく語形と思われる。また，CU－
GE（N）GUSA，　CUGECUGEなどCUGE～を持つ
語形も，分布からみてCUGI～の変化形であろう。736
2．42のCUGUNAも，これらの仲間と考えて良かろ
う。6385．98のZUGIGUSAについては，周囲にZで
始まる語形が見当たらないが，これは，CUGIGUSAな
どの語形と，244図の福岡などに見られるZUKU（N）一
BO（0）の両方に縁のある語形かもしれない。6519・67の
ZUGINAは，その周囲のSUGINA・CUGINA，お
よび244図で同地域に分布するZUKU（N）BO（0）SI
などのZ～と関係がある語形であろう。5629．23，5760．24
のCUKINANBOは，分布からみて隣接するCUGI－
NANBO（0）と関係があると思われる。6480・41のCU－
K：INBOOのツキは，隣接するCUGIGUSAのツギと
も関係があろう。以上に述べたCUGI～・CUGE～な
ど「継ぐ」とい5動詞に由来すると考えられる諸語形は，
CUKUSIなど，それ以外のツクシ類と，別類のものと
すべきだとする考え方もあろう。しかし，244図に見ら
れるように，両者は語形・分布ともに近接しており，相
互に密接な関係があると思われるので，これらをひとつ
の類にまとめた。
　243図と244図とを比較すると，244図ではCUGI～，
CUGE～などの語形が著しく少なく，また，244図で
CUGI～・CUGE～などの語形が見られる地点では，
243図も同じ語形を使っている（すなわち，「つくし」と
「すぎな」とを区別しない）場合が多く，注目される。こ
のことは，CUGI～，　CUGE～などの語形は，本来「す
ぎな」を呼ぶものとして広がったものであることを意味
するのではないかとも考えられる。しかし，一方，注記
を見ると，この草を継いで遊ぶ風習は「すぎな」だけでは
なく，「つくし」についても行なわれており，さらに，後
に述べるように，古くは「つくし」と「すぎな」を区別して
いなかったことも考えられるから，命名の当初，「つく
し」「すぎな」のいずれをCUGI～・CUGE～などと呼
びはじめたか，などについては，断定を避けるべきであ
ろう。
　ツクシ類のうち，CUGI～・CUGE～など以外の諸
語形については，243図では分布がまばらである。これ
らは，「つくし」を意味する語形として広まったのではな
いかと考えられるが，すでにCUGI～の類について述
べたように，これらについても，元来「つくし」「すぎな」
のうちいずれの名であったかについては，断定を避けた
い。　そのうち，CUKUSI，　CUKUZUKUSI，　CU－
KUSINBO（0），　ZUKUZUKUSI，　CUKUCUKU－
BOO，　CUKIBO（0）SI，　CUKUCUKUYOSI，　ZU－
KIZUKIGUSA，　ZUKU（N）BO（0），　ZUKIBO，
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（K：）UBEの諸語形については，それらが分布する地点
の多くは243図と244図とが同語形である。すなわち，こ
れらの地点では，「すぎな」と「つくし」とを区別せず，こ
れら空で表示したツクシ類の語形を用いていることにな
る。なお，734：L47および7342．76では，243図・244図
ともにZUKU（N）BO（0）で，見出しの上では同形で
あるが，それぞれの内容を見ると734U7では243図が
〔dzukubo：gusa〕，244図が〔dzukubo：〕，7342．76では
243図が〔zulkulbogulsa〕，244図が〔zmkulbo〕であっ
て，実際には「すぎな」に～グサを付けて「すぎな」と「つ
くし」とを区別していることがわかる。すでに述べたよ
うに，内容に～グサを持つものと持たないものの両形を
含む場合には，見出しの～GUSAを表記していない部
面が多いので，このよ弓な結果になった。
　また，次に掲げる諸語形は，本質的には，「すぎな」と
「つくし」とを区別せず，ツクシ類の語形を用いている地
点と類似の性格のものであるが，両者を区別しようとし
た結果，ツクシ類の語形に補足的要素を付加したものと
いえる。これらは，「つくし」と「すぎな」の2項目を続け
て質問した（「つくし」を先に質問している）ために，被調
査者が無理に区別しようとして回答した，個人的・臨時
的な性格の強いものかもしれない。以下，語形と地点番
号を列挙する。
　CUK：USINOKO　2734．05，　CUKUSINOK：17313。68，
CUK：UZUKUSINOKI　5620．16，　CUKUSINOHA
6489．27，CUKUCUI（USINONA　5529．77，　CUKU－
SINOO月ASAN　6458．08，6533．31，6542．58，6553．83，
6563．43，CUK：UZUKUSINOHUUKETAMON4663．
06，0KKICUKUSI　1761．74，　ZUK：USINOZII4653．02，
ZUKUZUKUSINORA　6552．71，　CUKUCUKUNO－
EDA　6566．51，　CUK：UCUKUBOOSINOKI　6552．03，
CUKUCUKUNOOBASAN　6563．84，6572．97，　CU－
KUCUKUBOOSINOOYA　6510．65，　ZUKUBON－
OKI　7351．06，　ZUKUBONOHA　7332．46，　ZUKUBO一
（0）NOOYA　7320．59，7342．12，　ZUKUNBOSINO－
TAKEN　6552．46。
　上記の地点では，たとえば，2734．05では，244図が
CUKUSI，6566．51では244図がCUKUCUKUであ
る。これらに準ずるものであるが，5538．50では「すぎ
な」をZUNBENOOYA，「つくし」をZUNBENO－
KOと区別して呼んでいる。なお，先に述べたことであ
243
るが，243図と244図との各地点の語形が実際には同じ
形であっても，両図の見出しがやや異なった形になって
いる吐合があるので注意されたい（逆に，両図を通じて
同一見出しとなっているが，具体的内容の異なる場合の
あることも，すでに述べた）。たとえば，5620．16の見出
し語形を見ると，243図がCUK：UZUKUSINOK：1，
244図がCUKUCUSI～CUKUZUKUSIであるが，
その内容は，前者が〔tsukuzuku∫inoki〕，後者が〔tsuk－
uzuku∫i〕である。また，7332．46では，243図がZUK：一
UBONOHA，244図がZUKU（N）BO（0）であるが，
それぞれの内容は，〔dzulkulbonoha〕と〔dzulkulbo：〕で
ある。CUKUCUKUSI～CUKUZUI（USIはツクツ
クシとツクズクシなどを，ZUKU（N）BO（0）は，ズク
ンボオ・ズクンボ・ズクボオ・ズクボなどをまとめたの
で，その見出しとなっている。
　次に掲げる地点では，243図・244図ともツクシ類の
語形を用いており，しかも～ノコ・～ノキなどの補足的
要素によらずに「すぎな」と「つくし」とを区別しているも
のである。これらも，「つ’くし」と「すぎな」の区別を無理
に聞き出そうとした結果生じた，いわば個人的・臨時的
な区別で，「つくし」「すぎな」の両方，もしくはいずれか
一方の意味に，2語形が併用されている押合に近い性格
を持つものかもしれない。以下に，地点と，それぞれの
図における語形を記す。
地点番号243図（すぎな）
3689．38
4665．87
6438．33
6526。04
6540．52
7352。61
7374．75
244図（つくし）
CUI（USINBO（0）その他。その内容は
CUKUSA
CUKUSI
CUNCUN
CUNCUN
〔S菰mire〕
CUKUSI（N）BO（0）
CUKUSI（N）BO（0）
ZUKU（N）BO（0）
CUKU（N）BO（0）SI
CUKICUKIGUSA　ZUK：IBOOSI
CUKUBO　　　　　CUKUSIBOOSI
　なお，CUNCUNは，6540。52のッンッンと6526．04
のチュンチュングサとをまとめたものであるが，これら
は，244図で上記地点の周辺に見られるCUKUCUK－
U～の語形の変化形と思われる。244図における6514．
25，6525．05，6525．75のCUKUCUKUBO（0）SI～C－
KUZUKUBOOSIの内容を見ると，それぞれ，6514．
25が〔t∫ukut∫ukubo∫i〕，他の2地点が〔t∫ukut∫uku－
bo：∫i〕であるから，6526・04のチュンチュングサのチュ
はこれらの．〔t∫u〕とつながるものであろう。7352．61の
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CUK：ICUKIGUSAは，あるいは，先に述べたCUG－
1～の語形の方と関係が深いかもしれないが，分布から
は何とも言えない。
　さらに，次の地点では，243図がツクシ類の語形，244
図が，主として243日目分布するスギナ類またはマツ
（バ）グサ類の語形であって，いわば，「すぎな」と「つく
し」の呼び方が一般と逆になっている例であるが，これ
らも，もともと，「すぎな」と「つくし」とを区別していな
い地点に，各種の語形が進出した結果，一種の混乱が生
じたものとみられる。
地点番号
3772．73
6359．62
6520．50
243図（すぎな）
ZUK（K）UBE
CUKUSIBOO－
ZU
CUKUCUKU－
BOOSI
244図（つくし）
SUGINA（NO）KO
SUGINA
MACU（BA）GUSA
　このうち3772．73のSUGINA（NO）KOの内容は
〔SUI1〕inakko〕であるが，これは，「つくし」を「すぎな」
の子と見たてての命名らしいので，他の2地点の例と
は，やや性格が異なる。
　4618・49では243図「すぎな」がCUKUZUKUSI，244
図「つくし」が「無回答」であるが，これは，「すぎな」と
「つくし」を区別せず，同語形で呼ぶ地点に準ずる性格の
ものと言える。なお，「無回答」の性格については，244
図の解説で触れるところがある。
　以上，ツクシ類のうちのいくつかの語類・語形につい
て説明したが，凡例のツクシ類の最後に並べたCUNE－
GUSA，　CINNAGUSA，　CUNK：IIZYOOの各語形
は，ツクシ類とすることにやや疑問があるものである。
このうち，3771．29のCUNEGUSAはツゲグサの変化
形かもしれな、・。8355．23のCINNAGUSAは，周辺
に分布するMACUNAと，244図で同地域に見られる
CUKU～・CUKI～の語形との混交形から変化した形
であろうか。7350．44のCUNKIIZYOOのKIIは，244
図でその地点に隣接するBOOZUBOK：KII，　BONS－
ANBOKKIIのKIIと関係があろう。これらのKII
は，7351．06のZUKUBONOKIのKIと同様に「木」で
あるかもしれない。ZYOOは敬称の「さん」にあたるも
のであろう。
　茶を与えたホオシ類は，「法師」にもとつくと考えられ
るホオシを中心として，それと関連がある語形をまとめ
たものである。詳しくは244図の解説を参照されたい。
これらは，香川に比較的多く見られるほか，兵庫・鳥
取・岡山・広島，愛媛，大分に点在し，また，新潟の
5615．74，北海道の1719．38にも見られる。ホオシ類は
244図に広く見られるものであり，ツクシ類の場合と同
様の事情で，その一部が243図にも現われているとみら
れる。すなわち，243図のホオシ類のうち，HOOSI，
HOOSO，　HOOSIKO，　GEPPUSIの各語形は，
それが分布する地点の大部分が244図も同形であり，
HOOSINOKI，　HOOSINOOYA，　HOOSH（ONO－
HA，　HOOSIKONOOBA（SAN），．　HOOSIK：ON－
00YA，　HOSIKOBONNOOYA，　HOSII（OBON－
NOTAI（ETAN，　KOOBOSIの各語形については，
244図では，おおむね，上記語形の下線部分が現われて
いると言ってよい。
　次に掲げる各地点では，見出しの上では243図と244
図とが同形のように見えるが，具体的内容を見ると，
「すぎな」の方に～クサ・～グサを付けることによって
「すぎな」と「つくし」とを区別している（ツクシ類につい
ても同様の例が見られることはすでに述べた）。
地点番号
　6472．58
　6474，03
　6494．08
　7402．42
243図（すぎな）
ホオシノクサ
ボ才シグサ
ホオシコグサ
1ユ。：∫ikogl刀［sa，
　新潟の5615．74のGEPPUSIは，
GIPPOSIと隣接しており，　POSI・PUSIの部分が
ホオシと関係があるのではないかと考えてこれをホオシ
類としたが，分布からみて，中国・四国のものと直接結
びつくものではなかろう。なお，5625．32では244図が
GISIGISI，243図がGISIGISINOHAであるが，
GEPPUSI・GIPPOSIのGは，　この　GISIGISI
のGと関係があるのではないかと思われる。ギシギシ
は別の植物「羊蹄」の和名であるが，それが「杉菜」の名に
転用されたのであろうか。北海道の1719．38のHOOS－
IKONOOYA－244図はHO（0）SI（NO）KO一は，
被調査者の両親が愛媛県宇摩郡の出身であることによ
る。
　最後に，紺を与えた語形のうち，主なものについて説
明しよう。
　まず，トォナ類（TOONA・CYOONAGUSA）が九
州北東から四国東部にかけて分布する。福岡から大分西
部などにかけて見られるMACUNOTO（0）・SUGI一
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ホオシ
ホオシ
ホオシコ
llO：∫iko
244図を見ると
?
243・244
NOTOOのトオも，　TOONAに連続するものである。
　トオナのトオは「蕗のとう」など，植物の花茎を指す「墓
（塔）」にもとつくものと思われるが，現在では「唐」を意識
する者があるかもしれない。トオが「墓（塔）」に由来する
ものとすれば，　トオナが「すぎな」を意味する語形とし
て，命名の当初から存在したとするのは不自然であるが，
244図を見ると，新潟・福島・栃木にSUGINA（BOKO－
BOKO）NOTOO，福島にSUGITOO，岐阜にSU－
INANOTOO，熊本にMACUNOTOO，徳島，対馬
に　MACUNANOTOO，熊本に　MACUNAEN－
TOOというように～ノトオの語形が全国に点在し，こ
のことは，～ノトオが「つくし」を意味する語形として各
地で生まれ得ることを示していると考えられる。このこ
とから，現在TOONAが分布する地域のどこかで，
おそらく「つくし」を意味する語形として～ノトオが（ト
オナより先に）生まれ，それに対するものとして「すぎ
な」をトオナと命名したと考えたい。243図で九州北部
に見られるMACUNOTO（0）。SUG・INOTOOは，
TOONAを生んだ原形（に準ずるもの）とも考えられる
が，分布から見て，逆に，これらを　TOONA　とマッ
（バ）グサ類，もしくはスギナ類との混交によって後に生
．まれたものと考えることもできる。
　トオナ類は，分布から見て，マツ（バ）グサ類の後に広
がったのではないかと考えられるが，それが一定の勢力
をもつに至った背景には，スギナ類とマツ（バ）グサ類の
衝突があり，それが異類以外の語形であるトナオを広げ
た，と言えるかもしれない。
　BONBONGUSA以下は，比較的少数地点に分布す
る語形である。その中でやや分布地点が多い語形をあげ
ると，HO（0）TARUGUSAが石川，静岡，島根・広
島・山口の各地に散在し，MANOSATO，　SATOGU－
SA，　UMAGUSA，　UMANO（0）KOWA（M：ESI），
TONEKO（N）GUSAのような「馬」に関係のある語
形，またはそれとつながりのある語形が，青森の3地点
のほか，山形，栃木，神奈川，山梨の各地に，UDON－
GUSA，　SO（0）MENが秋田，福島，岐阜，奈良に，
ZIGOKUGUSA，　ZIGOKUNOKAGICURUSI，
ZIGOI（UNOKANECURUSI，　ZIGOKUNOKA－
GECUBUSIのような「地獄一1に関係のある語形が，九
州南部に集中するほか，石川，愛知，静岡，神津島，千
葉，栃木，岩手の各地にそれぞれ見られる。ホタルグサ
（一等）は「露草」の別称であり，これが「杉菜」の名称に用
いられる事情は判然としないが，文献によると「露草」の
古名はツキクサであったというから，「杉菜」「土筆」の名
称にツキ～の語形が用いられていることとの間に，何
等かの関係がありそうである。静岡の6650．12および
6650．94の注記に「螢籠につめる」とあったが，これは一
種の民間語原であろう。「馬」に関係のある語形は，杉菜
（土筆）が馬の好物であることにもとつくようで，青森の
2784．63ではSATOGUSAについて「馬にとって美味
だからこう言う」，1．LI梨の6605．84ではUMANO（0）一
KOWA（M SI）について「馬の赤飯の意」の注記があっ
た。TONEKO（N）GUSAのトネコは，「子馬」の意で
あると思われる。204図を参照されたい。高知の7441．19
のKOMACUNAGIGUSAには隣接するMACUNA
との関係を考慮して符号を与えたが，202図「おうま」を
見ると，この付近にKOMAが見られるから，K：OMA－
CUNAGIGUSAも，コマ（牡馬）・ツナギグサ（繋ぎ
草）と現在意識されているだろう。SO（0）MENについ
ては，奈良の6573．17に「継ぐとそ弓めんのように細長く
なるから」の注記があった。参考になろう。ジゴク～の
語形は，杉菜の長い地下茎に着目した命名と思われる。
ジゴク～は244図にも少し見られるが，244図における
岩手の3746。09のZIGOKUNOKAGICUKEについて
の注記には「地獄のよ5な深い所から出て来る自在かぎ」
とあった。なお，ジゴク～の語形は242図「どくだみ」
にも見られるので参照されたい。『全国方言辞典』によれ
ば，宮崎県延岡で落花生をジゴクマメと言うが，これも
杉菜の場合と類似の発想による命名であろう。
　ところで，ウマ的語形，ウドン・ソ益子ン，ジゴク～
などの比喩的語形は，共通の発想基盤を有する地域内で
は各地で独自に生まれうると考えられる。しかし，一
方，この地図上には点々としか見られなくても，児童
語・卑語・俗語のような別のレベルで調べれば，連続して
現われる場合もあると思われる。栃木の5648．96でZI－
GOKUNOKAGICURUSIについて「悪く言う時の言
い方」との注記があったことが参考になろう。方言資料
収集について，いろいろな問題を提起している。
244。つくし（土筆）
　本図と243図「すぎな」とは相互に関連があるので，地
図・解説ともに参照されたい。音声的変種や語形のまと
めかたについての主な方針は，243図の解説で触れた。
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　全国的な分布は，一見して明瞭であるとは言いがた
い。その理由は，ひとつには，空を与えたツクシ類の中
で各種の語形が混在する傾向を示すことによるが，その
中で，CUKUSI（N）BO（0），　CUKUCUKUBO（0）一
SI～CUKUZUKUBOOSI，　CUKUCUKUBOOZ－
U，ZUKU（N）BO（0），　ZUKU（N）BO（0）SI，　ZU－
K：（K）UBEなどは，比較的まとまった領域をもってい
る。
　ツクシ類は，分布から見て，茶を与えたホオシ類や，
榿を与えたヒガン類よりも，古いと考えられる。文献の
一しではツクツクシ（ツクズクシ）が古いと言われており，
一方，小林好日は「土筆の系譜」の中で，東北における分布
などから，ツクシのほうがツクツクシ（ツクズクシ）より
も古いと考えているが，本図の分布からは，両者の新古
は判然としない、，しかし，一般的には，ツクツクシのよ
5な反復形はツクシなどをもとにして後にできた形と考
えた方が自然のよ5に思われる。もっとも，CUKUC－
UKUSI～CUKUZUKUSI．ﾍ，　C KUSIの領域内
に混在する傾向が認められるから，両者は改まった表現
とくだけた表門，あるいは大人的表現と子供的表現のよ
5な，異なったレベルのものとして併用されつつ広がっ
た可能性もある。また，現在分布する，CUKUSIの中
には，現代標準語として新たに広がったものが相当数含
まれている可能性のあることにも，注意しなければなら
ない、，すなわち，古くから使われて衰弱しかけていたツ
クシが，標準語としてのツクシの応援を得て息をふきか
えした場合もありえよ5。CUKUSIと他の語形との併
用地点で，CUKUSIにr共」「新」「希」「上」などの注記
がある地点も，全国に約60地点見られたが，それらは
く併用処理の原則〉を適用して本図から削除してある。
北海道は，大部分がCUKUSIであるが，これなどは，
いわゆる北海道共通語の一例と言えよう。
　ツクシの語原については定説がない。『大言海』には，
「つくづくし」について，「突くヲ重ヌ，突出ノ意」とあ
り，柳田国男は『野草雑記IIで「みをつくし（濡標）」に
語原を求め，小林好日は「土筆の系譜」の中で，ツグシ
はトクサ（木賊）と語原が同一であろうとしている。
これらのうち，小林の「とくさ」説は，杉菜がとくさ料
の植物で形態も類似していること，ツクシとトクサとは
子音部分が同一であって語形が類似していること，橘正
一『全国植物方言集』によると，杉菜を愛媛でトクサと
呼び，一方，木賊を大分でツギクサ，11坦でツクシ・ツ
クシンポと呼ぶなど，杉菜と木賊の呼称が各地で混同さ
れているらしいことなどの点から，魅力的な説のように
思われるが，この問題に関しては，なお検討を要する。
『日本言語地図』には，243図・244図を通じてトクサの
語形は登載されていないが，北海道の0873．94では，質
問番号194（土筆）の質問文に対して「トクサですか」の反
応があった旨注記があった。このトクサはその性格が不
明なので本図に採用していないが，この地点は243図で
も「無回答」であり，この地点で杉菜・土筆・木賊の3者
を区別せずトクサと呼んでいるのかもしれない。なお，
この地点の被調査者の両親の出身地は，父親が「新潟県
磐船二丁舟町」，母親が「函館市相生町」とある。
　243図の解説でも触れたが，CUKUCUKUSI～CU－
K：UZUKUSIは，①〔ts田kultsulkuI∫i〕などのように第
3音節の子音が無声音のもの，②〔tSUIkUldzulkUI∫i〕な
どのように第3音節の子音が有声音（非鼻音化）のもの，
③〔ts田kUI～dZUIkUI∫i〕などのように第3音節の子音が鼻
音化した有声音のもの，以上の3者をまとめたものであ
るが，それぞれのタイプの分布を見ると，東北各地には
①②③が混在し，その他の地域には①と②が見られる。
仮にCUK：UCUKUSIを非連濁形，　CUKUZUK：USI
を連濁形と呼ぶと，東北における②のタイプは，そのい
ずれであるかが必ずしも判然としない（東北などでは語
中語尾の「ツ」などは規則的に有声化するはずであるが，
語彙的にあるいは個人的に例外がありうる）。また，東北
以外の地域でも，連濁形の②と非連濁形の①が混在する
傾向が認められる。ただし，CUKUCUK：UBO（0）SI
～CUKUZUKUBOOSIの語形は，第3音節の子音
が有声音〔dz〕〔z〕の地点となる0990．97，6408．72，6620．
53（この地点は〔ts〕と〔dz〕との併用）の3地点のみで，他
の地点ではすべて無声音であった。なお，凡例を見る
と，ZUKUZUKUSI，　ZUKUZUKUBO（0），　ZU－
KUZUKUBO（0）SIなどのようなZではじまる反復
語形はすべて連濁形であって，ズクツクシ・ズクツクボ
オ・ズクツクボオシのような形は243図・244図を通じ
て全く見られないことが注目される。
　ツクシ類は，語頭がCの語形とZの語形とに大別で
き，243図・244図を通じて，若干の例外はあるが，Cの
語形には，線符号の5ち直線的符号，面符号の小符号，
Zの語形には，線符号のうち鉤形符号，面符号の大符号
を与えて，両者を区別するよう努めた。また，CUKU－
SI・ZUKUSI，およびCUKUSI・ZUKUSIを語中
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に含む語形には，原則として単純な直線および鉤形符号
もしくはぬき（的）符号を与え，それ以外の語形には，飾
りのある直線的符号および鉤形符号もしくはべた（的）符
号を与えた。また，CUGIGUSAなどCUG～を含む
語形およびそれらと関連があると認めた語形には円形符
号を与えてある。
　語頭がCの語形全体と，語頭がZの語形全体との間
には，全国的に見て，一定の境界があるとは言えない。
ZUKUSIはCUI（USIと，　ZUKUZUKUSIはCU－
KUCUKIUSI～CUKUZUKUSIと，それぞれ混在
する傾向が認められる。ただし，ZUKU（N）BO（0），
ZUI（（K）U8Eなど，個々の語形の中には，一定の領
域をもつものが存在する。また，大まかには，愛知から
岐阜・長野北部・新潟，佐渡，山形北部・秋田南部にか
けての地域に，各種のZ～の語形が比較的多いと言えそ
うである。これらZ～の語形が生まれる要因の一つとし
て，ツクズクシのよ5な連濁形の存在が考えられる。す
なわち，ツクズクシのツクが脱落してズクシが生まれ，
それが他のC～の語形に影響を及ぼした場合があると考
えるわけである。
　ツクシ類の中で，CUKUSI（N）BO（0），　CUKU－
CUKUBO（0）SI～CUKUZUKUBOOSI，　ZUKU一
（N）BO（0）などの語形に含まれる後部分～ボ（オ）と～
ボ（オ）シとの関係についてみよ5。243図・244図を通
じて，～ボ（オ）シの語形，および茶を与えたホ（オ）シ・
ホ（オ）シ（ノ）コなどには三角形，～ボ（オ）の語形には尻
尾のついた三角形の符号を与えてあるが，～ボ（オ）シの
語形は，近畿とその四辺地域に大きなまとまりを見せる
ほか，福島東部から宮城南部にかけて，岡山から鳥取西
部にかけて，山口西部，熊本などに一定の領域が見られ
る。これらのうち，熊本のものは主としてCUKIBO一
（0）SIであり，その他の地域のものは主としてCUK－
UCUKUBO（0）SI～CUKUZUKUBOOSIである。
なお，愛知から岐阜にかけて，ZUKU（N）BO（0）SI
がややまとまって分布している。また，～ボ（オ）の語形
は，岐阜から関東にかけての地域と九州の北寄りに集中
するほか，全国に散在する。これらのうち，九州北西部
と岐阜・愛知のものにはZUKU（N）BO（0）が多く・
その他の地域のものは，大部分がCUK：USI（N）BO一
（0）である。
　以上の分布から，～ボ（オ）シと～ボ（オ）との歴史的関
係について決定的な判断を下すことは困難である。ここ
では，ふたつの考え方を示しておこう。
　ひとつは，ツクツクボオシなどのシが脱落してツクツ
クボオが生まれ，さらに，ツクツクボオとツクシなどとの
混交によってツクシンボオなどが生まれたとする考え方
である。後部分について言えば，～ボ（牙）シのシが脱落
して～ボ（オ）が生まれたことになる。この揚合，近畿以東
の分布についてみると，近畿の～ボ（オ）シと関東などの
～ボ（オ）との中間地域である岐阜・静岡西部・長野。愛
知などで，～ボ（オ）シと～ボ（オ）が混在すること，具体
的な語形について見ると，福島，富山・石川・長野・岐
阜・滋賀，和歌山，福岡・大分・宮崎に見られるCU－
KUCUKIU（N）BO（0）は，いずれもツクツクボオシ・
ツクシンボオ・ツクシの3者にほぼ隣接していること，
さらに，愛知ではZUKU（N）BO（0）SIとZUKU（N）一
BO（0）とが隣接していることなどが，その論拠になり
えよう。なお，ツクシ類以外の語類については，四国西
部などにHIGA（N）BO（0）SIがややまとまって分布
しており，その周辺にHIGANBO（0）が見られること
が参考になる。このHIGANBO（0）も，高知や宮崎な
どのCUKUSI（N）BO（0）を生む母体の一つと考えら
れる。
　これに対して，もうひとつの仮説は，CUKUSI（N）一
BO（0）など～ボ（オ）の語形は，～ボ（才）シの語形と無
関係に，たとえばCUKUSI（N）BO（0）の場合はツク
シにボ（オ）を加えて生まれたとする考え方である。この
工合のボ（オ）は，「さくらんぼ（う）」「おこりんぼ（う）」
「けちんぼ（う）」などのボ（オ）や，さらに，202図「おう
ま」・203図「めうま」。204図「こうま」・206図「うし」・
207図「おうし」・208コ口めうし」・209図「こうし」など
に見られる（～）BO（0）（～）とも関係があるかもしれな
い。この考え方に従えば，各地に見られるCUKUCU－
KU（N）BO（0）の中には，　ツクツクボオシとツクシン
ボオとの混交によって生まれたものがありうるとしなけ
ればならない。
　以上に述べたふたつの仮説は，結論としていずれか一
方を選ばねばならぬというものではないかもしれない。
おそらく，これらの語形の歴史的関係は，地域によって
異なるのではないかと思われる。たとえば，ツクシから
直接ツクシンボオが生まれたとする後者の仮説は，関東
などでは，あるいはありうることかもしれないが，全国
的に見て，ツクシンボオはおおむねツクツクボオシなど
に隣接する傾向が認められることから，地域によっては
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両者もまた．密接な関係にあるとみなければならない。ま
た，上記ふたつの仮説はあくまでも例であって，．詳細に検
討すれば，地域的には，さらに多くの別のケースがあり
えよう。たとえば，主として近．畿のCUKUCUKUB－
0（0）SI～CUKUZUKUBOOSIの領域中に見られる
CUKU（N）BO（0）SIなどが音位転倒によってCUK－
USI（N）BO（0）に変化した揚合がありうるし，　ツクツ
クボオシ：〉ツクツクボオンツクシンボオの過程を経ず
に，ツクシとツクツクボオシとの直接の混交，あるいは
中国・四国などでは，ツクシとホオシもしくはヒガンボ
オズなどとの直接の混交によってツクシンボオが生まれ
ることもないとは言えない。
　ツクツクボオシと茶を．与えたホオシとの関係について
は，ホオシが先に生まれて，それとツクツクシなどとの
混交によりツクツクボオシが生まれたものか，あるいは，
ツクツクボオシからホオシが生まれたものかが問題に
なる。分布からは，ホオシはツクツクボオシを分断する
形でまとまっているから，ホオシの方が新しいと言え
る。ツクツクボオシのボオシは「法師」にもとつくと思わ
れるが，あるいは「帽子」などとの関係も考慮すべきかも
しれないし，さらに，次に述べるよ5に，蝉の一種であ
る「つくつくぼうし」との関係も考えられる。小林の「土
筆の系譜」によれば，古くはこの蝉は「くっくつほうし
（くっくつはうし）」と呼ばれており，それが土筆のツク
ツクボウシ，あるいはツクツクボに引かれて語形変化を
起こしたとしているが，あるいは土筆の呼称と蝉の呼称
とが相五に影響し合い，蝉のクツクツホウシが土筆のツ
クツクシなどに引かれてツクツクホウシに変化するのと
並行的に，蝿の～ホウシの影響で土筆のツクツクシから
ツクツクホウシ（ツクツクボウシ）が生まれたのかもしれ
ない（その丁合，擬声語とはいえ蝉の～ホウシの民間語
原があらためて問題になろう）。
　茶を与えたホオシ類は，「法師」にもとつくと考えられ
るHO（0）SIを中心に，それと関連があると認めた語
形をまとめたものである。ボオズ・ボンサマなども，ホ
才シとの意味上のつながりからこの類に含めた。後部分
に～ボオシ。～ボオズを含む語形も，ツクシ類。スギナ
類・ヒガン類・トオナ類に含めえたもの以外は，この類に
含めた。また，SUUDENBOO　6610．77は，　DE（N）一
BO（0）SI（岡山に3地点）と，　GIBOO　2750。43はGI－
BOOSI　6419．69との語形の類似からここに含めておい
た。HO（0）SIはホオシとホシなどをまとめたもので
あるが，6403．62の〔ho∫i〕以外はすべてホオシ的なもの
であった。　なお，〔Φu：∫i〕7346．63，7355．81，7365．51も
HO（O）SIに含めてある。また，　HO（0）SI（NO）KO
は，ホオシコ・ホシコ・オホシノコなどをまとめたもの
であるが，ホシコが7地点あり，それ以外は大部分がホ
オシコであった。
　なお，ボオズ・～ボオズなどの語形は全国に点在する
が，これらの中には，ツクツクボオシなど～ボオシの語
形との関連で生まれたものも，．含まれていよう。
　櫨を一与えたヒガン類は，四国西部のHIGA（N）BO一
（0）SIを除いて，大部分がHIGANBO（0）ZUであ
る、，これらはホオシまたは～ボオシなどをボオズと言い
換えることによって生まれたのではないかと思われる。
ヒガンは土・筆の伸びる時節に関係があろう。なお7430．80
のHEEKANBOは，語形および分布からこの類に含
めてある。茶を．与えた6613．97のGANBOOZIは，ヒ
ガンボオズと語形が似ているが，分布がかけ離れている
ので，ヒガン類から除いた。241図「たんぽぽ」に，地点
は違うが，GANBOOZIが現われる。
　ホオシ類とヒガン類との歴史的関係は分布からは判然
としないが，愛媛付近では，一時代前にはHIGANBO一
（0）ZUであったところに，　HO（0）SI（NO）KOがあ
とから侵入したように見える。もっとも，四国西部に見
られるものは，ヒガンボオシコではなくてヒガンボオシ
であるから，この地域に侵入した語形は実はホオシで
あって，ホオシとヒガンボオズが衝突した結果，一方で
はヒガンボオシが，他方ではホオシコが生まれ，そのホオ
シコが広がって現在の分布を示すに至ったのかもしれな
い。なお，大分北部にCUKUCUKUBOOZUがまと
まって分布し，それに隣接する7354．23にmGANBO一
（0）ZUが見られるが，このことは，ヒガンボオズの勢
力がその付近まで及んでいたことを示すものと思われ
る。
　赤を与えたスギナ類，緑を与えたマツ（バ）グサ類，紺
を与えた語形のうちのトオナ類は，本図では分布がまぼ
らであって，これらは243図にツクシ類の語形が散在す
ることと同じ事情によって，本来は「すぎな」を意味する
べき語形の一部が本図に現われているとみるべきであろ
う。ただし，243図の解説で述べたように，これらの語形
が分布する地点の多くは「つくし」と「すぎな」を区別せず
同一名称で呼んでおり，また語形の上でなんらかの区別
をしていても，それは本質的には両者を区別しない地点
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と類似の性格をもつと考えられるが，分布から判断し
て，古くは「つくし」と「すぎな」とを区別しない地域が現
在よりも広かったのではないかと思われる。さらに，東
北北部や九州南部などでは，「つくし」と「すぎな」を区別
しない地域と「無回答」の地域が重なる傾向が見られる
が，このような分布は，「つくし」や「すぎな」自体に無関
心な地域に，各種の語形が，「つくし」「すぎな」のいずれ
を指すか不明瞭のまま伝播した結果かもしれない。青森
の2773．13ではツクシを「新」とし，「古くは特に名がな
かった」との注記があった。岩手の3777。48，3777．86の
両地点でも，ツクシを「新」としているから，これも同様
の性格のものかもしれない。なお，注記によれば琉球に
は，この植物自体が分布しないらしい。
　最後に，凡例のBO（N）BO（NKO）以下の語形のう
ち，243図の解説で触れなかった語形の中から，比較的
まとまった分布を示すものについて述べよう。BO（N）一
BO（NKO）は，ボボ4666。99，ボンボ3763．17，ボンボン
5604．28，ボボコサマ4667．33の4者をまとめたものであ
る。長野の中部に見られる且EBINOMAKURA，　M－
EMEZUNOMAKURAは，秋田・岩手，富山，徳島の
計6地点に見られるHUDE（KO），長野北部のKAM－
INARINOHESO，富山のKICUNENOROOSOKU
や石川のROOSOKU，新潟中部㊧NEK：ONOCYO－
NBOなどとともに，「つくし」の形状からの連想による
命名と言えよう。キツネ～の語形は青森：東部にKIC－
UNEBINが，またネコを含む語形は，青森にNE－
KOCIKO，岩手西部にNEKOSUNCUKO，島根東
部にNENNEKOがある。なお島根のNENNEKO
を答えた地点は4語形併用であり，CUKUSI以外はい
ずれも珍しい語形である。幼児語・児童語。卑語などレ
ベルを変えて調査すれば，より広い地域に現われるもの
が含まれている可能性がある。なお，HEBINOMAI（一
URAは237図「かたつむり一その2」にも見られるの
で参照されたい。また，『全国方言辞典』には，「蛇苺」をヘ
ビノマクラという地域があげてある。秋田の3689．75の
ZIZIKOBIの内容は〔dzidzik6bi〕であり，「乳首の意
という」の注記があったが，付近に分布するツクシ類に
含めたZUK：（K：）UBEとの関係を考慮して符号を与え
た。民間語原により語形が変化した例であろう。
　凡例に見られるように「つくし」「すぎな」をあらわす表
現は多様であり，ここでは，そのごく一部についてしか
触れることができなかった。一々の語形の検討について
は後日の課題としたい。
　なお，「その他」に含めた語形は次の11種である。
〔berobero〕2781．58，〔s菰mire〕3689。38，テデッポポ
3795．19，　〔luzulki〕4666．51，　〔tQ：ginokε＝po〕4735．37，
〔dobodobo〕5606．83，ヤコノポッポ7248．99，〔tampopo〕
7339．27，〔ta1（ambo〕7417．22，マンロク7501．14，〔me：ta－
t∫i〕1261。010
　この5ち，岩手のテデッポポは，「土筆の系譜」で，フ
デ～の語形からフデッポのような形が生まれ，それと山
鳩の鳴き声の呼称との類音牽引によって生まれたと推定
している。同書によれば，「つくし」の呼称として青森に
デデポボ・テデアバの語形もあるという。このテデアパ
については，本図のZI（ZI）BABA（2772．74のジババ
と6626．06のジジババとをまとめたもの）などとの関連
も考えられよう。なお，2772．74のものには「こどもがこ
れを使ってする遊び」との注記があったが，遊びの内容
は不明である。なお，240図「すみれ」にZIZIBABA
などが，241図「たんほぼ」にT】…】DEPPOPOなどが見
られるが，このことと，本図にスミレ・タンポポなどの
語形が現われることとは関係があろう。また，212図
「ふくろう」にもTETEP（P）OPPO（0），　DOTEPPO
の語形が見られる。
245．きのこ（茸’輩：）
　地図の左下欄の質問文からもわかるとおり，この項目
では食用茸と毒茸（以下，実際に「毒」はなくても，食用
にしないものは一応「毒茸」としてまとめた）とを含め
た，いわば「きのこ」の総称を求めた。ところが，地域に
よっては，必ずしもそのような「総称」の得られないとこ
ろがあった。したがって，それら総称のないものについ
ては，特別な符号をもって示した。凡例の最：後に示した
符号がそれである。以下それを説明しよう。
　紺を与えられた小さな円形のべた符号の示された地点
には，食用茸のほとんど，あるいは毒茸をも含めた茸の
ほとんどを包括する名称があるにもかかわらず，なおそ
の全体称に含まれない特殊な茸の個別称があった。そこ
で，上で述べた全体称との併用という形で，そのほかに
そのような個別称があるということを小円形符号をもっ
て示した。具体的に，それがシイタケであるかマツタケ
であるかという点までは，考慮に入れていない。たとえ
ば，香川の6485．14では，バッタケという回答に，「た
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だし，この場合マツタケだけは含まれない」という注が
あった。この場合のマツタケを，総称に含まれない個別
称があるとして，バッタケとの併用で示したわけである。
　紺の小≡角形の符号の示されている地点では，茸全体
に対する総称も食用茸に対する総称もなく，毒茸に対す
るものがあるだけで，食用茸については，すべてそれぞ
れの種類の個別称を用いるという報告があった。そこ
で，それらの地点では，あとで説明する毒茸に対する総
称との併用とい5形で，すべての食用茸は個別称で呼ば
れるということを示した。具体的な名称が何であるかと
い5点までは，考慮に入れていない。出雲・紀伊半島南
部に多く見られるほか，宮城，九州，琉球などにも点在
する。
　小十字形（ダガー）の符号はそれぞれの語形を表わす符
号の右肩に付けて，その語形が毒茸だけの総称であるこ
とを示す。凡例では便宜上紺で示したが，地図ではそれ
ぞれの符号と同色で示してある。たとえば，和歌山の
7500．24では「総称なし〈食用になるものはマツタケやシ
メジなど個別の名を用いる〉，クサビラ〈食用にならな
いものの総称〉」という回答が得られた。そこで，クサ
ビラに「毒茸の総称」という紺のダガー符号を付し，さら
に，「食用茸についてはそれぞれの個別称を用いる」とい
う紺の小三角形符号との併用として示した。
　さらに，地点によっては，ふたつ以上の語形が併用さ
れ，それぞれの語形に，食用，毒の別が注記されている
ものがあった。それらについては，それらを各々の総称
として採用し，毒茸の総称にはダガーを付けた。なお，併
用の一方に毒茸という注があっても，片方に何の注もな
かったり，あるいは総称という注のあるものについては，
毒茸という注のあるほ5を削除し地図には載せなかっ
た。すなわち，無注のものも心心の総称と認め（それを
求めたのであるから　　この認定が適切であったかど5
かは別として　　），総称のみを採用したことになる。
　この図は，第3集105図「ふけ」，131期目あか」，塩払
217図「うろこ」および，つぎの246図「コケの意味」の各
図と関連するところが多いので，それらも同時に参照さ
れたい。
　この図に現われる方言形は，いくつかの類に分けられ
る。空で示したキノコの類，草で示したタケの類，澄の
ナバ類，緑のコケ類，それに紺で示したその他のもので
ある。
　空を与えたキノコの類は，おもに東日本に広い分布領
域を持つ。それ以外の地域では，近畿地方，中国山地，
四国，九州南部にそれぞれ小さい分布領域を持つのみ
で，ほとんどまとまった分布を示さない。琉球には2地
点見られるのみである。KINOGO，　CUNOGOなど第
3音節子音をGとして示したものの実際の音声は，ほ
とんど〔g〕であった。みな，キノコに対応するものと考
えてさしつかえあるまい。なお，：本卦215図「とさか」に
キノコの分布する地域がある。道南，青森・秋田などで
ある。これらの地域では「きのこ」と「とさか」とが同音衝
突を起こしているものと思われる。「とさか」の図にはま
た，富山五箇山，九州五木などにもコケラ，ナバ等，
「きのこ」に関連する語形が見られる。「きのこ」と「とさ
か」との間に歴史的に何らかの関連があったのであろう
か。
　草を与えたタケの類は，東海，近畿，中国東半，山陰，
四国東半にかなりまとまった分布領域を持つほか，関東
などのキノコの領域内，入部，福島，富山東部，愛媛西
南，大分・熊本などにも多少見られる。ほぼ日本の中央部
にあると言える。r和名抄』など古い文献にさかんに見ら
れるようであるが，分布としてはかなり新しい広がりと
見ることができよう。D4KEは四国に見られる。
DAGEは高知東端に1地点見られる。カードの表記は
〔dake〕であった。この地域はガ行子音に〔”g〕の現われる
地域だから，この隊e〕は，ケにあたるものかもしれない
が，一応このように表記しておいた。ちなみに，248図「た
け」の図ではこの地域はダゲではなくタケである。この
地図でTAKEの分布する地域で考えられる「茸」と「竹」
の同音衝突を回避する，ひとつの例であろうか。ハツタ
ケは愛知に多く見られ，マツタケは近畿地方に多い。元
来，個別の種類を指していた語が，総称として用いられ
ていると考えられよう。各地方の特産種と関係があろう
か。DOK：UTAKEからMAGOSOMATTAKEまで
は，みな毒茸の名と考えられる。始めに述べたような事
情からここに載せたものであるが，何の注記もないもの
もある。
　榿1を与えたナバは，中国，四国の中部から西の地域に
広く分布する。語形の変種は少なく，琉球にいくつかの
変種が見られるだけである。琉球はほぼ全域ナバである
が，宮古にだけは見られない。第3集131図「あか」を見
ると，この地域にナバが分布する。「あか」と「きのこ」と
の間に何らかの関係があることを示してる。
　緑を与えたコケは，岐阜・北陸。新潟にかけての地域
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に連続した分布領域を持つほか，北海道にも数地点分布
する。この項目の質問は，項目番号079であるが，これ
に先立って077では「こけというものはどんなもののこ
とですか」，また078では「まったけやしいたけなどこう
い弓ものをひっくるめて「こけ」と言うことはありません
か」という質問をそれぞれしている。これらに対して，
この図で緑のあらわれる地域内では「茸のことであ
る」，「言う」という回答が得られた。したがって，これ
らの地域では，この079の項目の質問に対しては，同じ
回答が重なるので無回答としている地点がかなりあっ
た。そこで，作図にあたって，特にコケについては，こ
れら項目番号077，078の回答をも加えて作図した。077
から採用した地点を挙げると，5517．78，5536．99，5538．50，
5538．88，　553943，　5547．96，　5559．51，　5564．76，　5565．12，
5566．95，　5567．46，　5568．57，　5574♂42，　5574．79，　5575．55，
5575．93，　5576．60，　5577。88，　5578．27，　5579．10，　5584．22，
5584．57，　5585。09，　5585．63，　5586．56，　5586．70，　5587．74，
5588．78，　5588。81，　5589．30，　5594。37，　5595．89，　5597．78，
5598．53，　5598．67，　5599．41，　5599．75，　5620．80，　6503．66，
6504．01，　6506．55，　6507。48，　6508．36，　6509β8，　6509ピ43，
6516．15，　6517．31，　6517．65，　6518．30，　6518．87，　6519．43
である。078のカードから採用したものは，6548・82で
ある。ただし，078を質問するのは，「077できのこのこ
とだと言わなかったら」という条件があり，この地点の
回答は誘導質問の色がかなり濃く，分布もコケの連続し
た分布領域から多少はなれて孤立している。興味ある点
である。なお，コケ類に関しては246図「コケの意味」を
参照されたい。
　紺で示したもののうち，MIMIからMIMIGUIま
では一類と考えられる。三宅，佐渡，能登，岐阜，兵庫
北部，琉球に分布する。数地域に分かれて分布すること
から，古いものの残存とも考えられるが，きのこの形と
人の耳の形とを同一視した表現であろうから（「茸」の字
にも耳がついているが，その事情はよくわからない），
各地で独自に発生したとも考えられる。それぞれの地域
における分布密度は，かなり高い。
　次に，KUSABIRAからKUSABIROまでを一類
と考えることができよう。SIBAHARI（兵庫）をこの類
に加えてよいかどうか，明確でないが，語形の上に多少
の類似点を認められ，クサビラの地域も近いので，凡例
でKUSABIROの次に置いた。クサビラは近畿地方
を中心に分布する。タケ類と入りまじって分布する地域
もあるが，タケはクサビラよりは外側にも広く分布ずる
（じつは島根西南端にクサビラが1地点あるが）ので，タ
ケよりは新しい広がりと言うことができる。
　近畿地方には，茸類一般の総称がなく，毒茸をまとめた
総称はあっても（はじめに述べたように，地図上に小十
字形を付して示したもの），食用は個個に名を言うとい
う地点がかなりある。また無回答という地点も多い。こ
れら無回答のカードには，「総称はない」という被調査者
のコメントの加えられたものも多く見られた。このこと
は，この地域では「きのこ」を総括する名称が存立しにく
いことを示している。近畿地方に点点と見られるキノコ
も，総称のないことを補うために標準語を借用したこと
の現われかもしれない。地理的分布から見ると，この地
域の，総称を持たず 毒茸の総称と，食用茸の総称ある
いは個別称とに分けるという傾向は，新しく始まったも
のと考えられよう。クサビラは，文献によれば，元来
「きのこ」一般を指していたと考えられるが（それ以前の
「青物一般」というのは，ここでは一応措いておく），そ
れが 近畿地方でしだいに毒茸の方へ追いやられたもの
と考えられる。このとき食用の方を受け持ったのがタケ
類，とくに，マツタケである。そのことが，近畿中央部
にもタケ類が分布することの理由と考えられる。
　SIMEZI以下は個別的な分布である。シメジは，草で
示したハツタケ，マツタケなどと同様に，個別名が，クサ
ビラの揚合とは逆に，総称として用いられるようになっ
たものであろう。モダシは東北南部に見られる。～モダ
シとして複合語の中でも用いられるようである。ZAZ－
ANBO，　DOBOO，　DOBUは山陰地方に見られる。
KIINUBOOZiは入重山に見られる。　KIN，　KINR－
UIは兵庫東部，徳島に見られる。無理に総称を答えよ
うとして出した文章語であろうか。三重のKABIにつ
いても，同じようなことが考えられる。KAKKOは長
野に見られる。大阪のDOKUSOO，琉球のMANK－
USUは毒茸という注のあったものである。
　全体的にみて，タケ，クサビラは近畿を中心に広がっ
たものと言うことができるが，ナバがかつて近畿にも分
布していたかどうかについては，この図からは何とも
言えない。キノコについても，中国・四国・九州などに
見られるものが古いものの残存であるか，あるいは，標
準語的なものを取り込んだものか，あるいは，タケとナ
バといった2つの類の接触による混乱を収拾するために
採用されたものなのか，決め難いところがある。南九州
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のキノコは，ちょっとみると残存かもしれないとも思わ
れるが，琉球列島がナバ類であるから，古いものではな
いらしい。
246．コケの意味一線105，131，217，
　　　245図の総合図
　この図は『日本言語地図』第3集105図「ふけ」，131図
「あか」，一罪217図「うろこ」，245図「きのこ」の4図に
現われたコケ類の語（各図で緑の符号で示したもの）をと
りだして1枚の総合図としたものである。コケおよびそ
れに類する諸語形が，どこで，どのような意味で用いら
れるかを地図に示したことになる。
　凡例は，たて軸に各語形をとり，よこ軸に4つの意味
をとった。「ふけ」，「あか」，「うろこ」，「きのこ」の順で
ある。各語形には共通した形の符号を与え，各意味には
ぬき，べた等の共通した特徴を持たせた。たとえば，
KOKEという語形は円形符号で示し，「ふけ」の意味で
用いられる場合には肉太の大きい円形，「あか」のときに
は中点のある大円，「うろこ」の意味で用いられるときに
はぬき符号，「きのこ」のときにはべたの円というぐあい
である。
　それぞれの分布については，もとの4枚の図の予断の
分布と全く同じなのでここで改めてふれることはしな
い。伊都を参照されたい。
　さて，日本言語地図作成のための調査にあたっては，
ここで「コケの意味」として図示した4つの項目を求める
質問のほかに，じつは，作図はしなかったが，もう1項
目「コケ」に関する質問をした。質問番号077の「こけと
い5ものはどんなものですか」という質問である（詳し
くは・第1集付録『日本言語地図解説一方法』109ページ
を参照）。これによると，北陸などの茸をコケと言う地
域および琉球を除く，ほぼ全国に，「苔」であるという回
答が広く分布している。東日本には「うろこ」，西日本に
は「あか」，「ふけ」が見られ，その分布領域は本図などで
示されているものと大差はない。このほか，東北，関東
北辺，福井北半，高知東部などに，「低脳，ばか，うす
のろ，たぬき」といった，一連の関連した意味を示すコ
ケも見られたが，これらはもともとアクセントの異なる
別語とも考えられるので，ここでは考慮に入れる必要は
あるまい。琉球には，「コケという語はない」という回答
がほとんどであった，r苔」は，『沖縄語辞典』でnuuri，
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r入重山語彙』でヌーリィとあり，本土の「海苔」にあたる
語が用いられているようである。「海苔」にあたる語を求
めると，『沖縄語辞典』には？aasaに「海草の一種」とい
5説明があり，『入重山語彙』にはアーサとある。さら
に 『沖縄語辞典』にはmOO？aasaという語が見られ，
「きのこの一種」という説明がある。ここでは，「海苔」と
「きのこ」との閾に何かつながりがあるということにな
る。これらのわずかの資料から，琉球全体がどのよ5な
語彙構造を持っているかどうかはわからないが，一応，
琉球には「コケとい5語形はない」と考えてよいように思
われる。北陸では，「苔」の意味でコケを用いるかどうか
この質問からはわからない。回答にまず「茸」が出てきて
しまったからである。r苔」の意味でのコケの使用がわか
るような質問を用意すべきであったかもしれない。なお，
r全国方言辞典』によれば，「苔」をあらわす表現として，
あおさ（千葉県君津郡清川），こけら（岩手県気仙郡・秋
田・山形。宮城。新潟県中魚沼郡・富山・石川県金沢・
長野県上田・愛知。大阪府南河内郡。淡路島），どけ（大
分県南海部郡），もく（富山・石川県江沼郡）もけ（京都・
但馬），やまやま（北飛騨）があるという。
　以上がこの図に示した「コケの意味」，および，その他
の資料のおおまかな説明である。これらの資料から，
「コケの意味」の変遷のあとをたどろうとするとき，な
お，さまざまな問題，疑問点が生じ，積極的な結論へ到
達することは容易ではない。
　この図を一見すると，近畿地方には分布が見られず，
東西に分布が分断され，あたかも，周口論的分布のよう
に見える。しかし，東側の多くは，rうろこ」あるいは
「きのこ」を意味し，西側は「ふけ」あるいは「あか」を示す
コケが大部分である。コケはたしかに東西に分断された
形で分布するが，すぐさまこれを周圏論的分布とするこ
とはできない。たしかに，「あか」を意味するコケは東側
の「うろこ」の領域内にもいくつかの地域に分かれて分布
し，西にはかなりまとまった領域を持つ。これなどは周
軍門的分布と考えてよさそうであるが，一方，それぞれ
の地域で独自に他の意味から分化して生じたとする考え
方も可能である。語形の変化，それもまったく新しい語
形の採用については地理的分布もかなりの発言力があろ
5が，意味の変化については，その効力にかなりの限界
があると考えられるからである。さらに，この図の上
に，「苔」を意味するコケの分布も重ねて考えなければな
らない。この図で何も分布しないように見える地域で
?
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も，琉球を除いては，じつは，「苔」の意味でコケがかな
り広く分布している（可能性がある）からである。
　さらに」これら4つの意味を担うのは，コケ類の語ば
かりではなく，その他の類の語も参加しているというこ
とを考慮しなければならない。たとえば，217図「うろ
こ」のところでも述べたように，九州南部から琉球にか
けての地域では，「ふけ」と「うろこ」とを，どちらも，イ
コ，イリコ，イリキ，イイチなどと言い，語形の上で両
方を区別しない傾向が強い。
　このほか，217図「うろこ」の解説にもふれたように，
これら4つの意味および「苔」に関連して，さらに「木片
（コケラ）」，「屋根ふき用の板　一こけら」などに関する
資料も関係してくる。それらの資料を総合的に検討して
はじめて，本格的に，コケをめぐる語彙の変遷のあとを
たどることが可能となるのであろう、，．
247．まつかさ（松毬）
　あらわれる諸表現を，前部分にマツを持つものと，持
．たないものの2つに大別することもできるが，凡例に示
すように，ここでは主としてマッを除いた部分の語形や
意味に注目して，類をまとめ，符号の色を与えた。方言
量が多いので，かなり大まかにまとめ，しかも見出し語
形に（）を多用した。
　地図で，それぞれの色ごとに分類した各下生の分布を
みると，各地域にまとまりをもちつつ，しかも，ほとん
どの語類が全国的にかなり広く分布している。
　空の符号を与えたカサ類は，北海道から九州，沖縄まで
の全国に，広く分布している。このうち，MACU（NO）一
KASAが，現代標準語形だからでもあろ5，もっとも
広い分布領域をもっている。この見出し語形の内容は
〔1natsukasa，　mat§ulkasa，　madz薗kasa，　lnats田gasa，
1nats加1〕asa，τna3｛ukasa（4688．45，4770．62），1nazugasa，
matsuηgasa，　matsukkasa，　ma二tsukasa（7266．34），
maηgasa（6357．74，6356．98，6394．43），1nakkasa，　ma－
kgasa，　matsumokasa，　matsunogasa（4643．47）〕など
である。MA（A）CIKA（A）SA（A）に含めたもののおも
な内容と分布地域とを示すと，〔matsikasa，1natsikasa，
111a彰s返asa，　madzikasa，　mad3iηasa，　mad5了kasa〕
などが東北・新潟に，〔mat∫ikasa，　mat∫宝kasa，　mat－
sikasa，　mat∫igasa〕が主として出雲に，〔ma：t∫ikasa：，
ma：tsikasa：，　mat∫ikasa＝，　mat，∫ik‘asa：，　ma＝t∫i1〕k‘a＝一
sa：，　ma＝t’∫｛nUk‘a＝sa：，　mat，siga：sa〕が沖縄にみられ
る。凡例K：AC（C）YAから　MACIKAC（C）YAま
では，MACU（NO）K：ASAの分布に連続した東北北部
に，まとまって分布しているので，その単なる音変種と
もみられるが，3721。37（秋田）のMACUKASIRA，青
森西部にまとまってみられるMACIK：ASIRAや，別．
の意味であるが，r全国方言辞典』に採録されている，秋
田県鹿角郡・岩手県九戸郡などで使われる「稲の殼」の意
味のカッチャなどとも，あるいはつながりがあろうか。
1。2地点のみにみられるもののなかで，4609．54のK：A－
SACIBORIは，秋田・山形・福島などでカサツブリ
が「かたつむり」としても使われていることと，無縁では
なかろう。形状に類似がある。6616．93のMACUKA－
SO，6506．03，7325．84のMACUKASE，8361。28の
MACUKOSA，8352．29，8361．31のMACUK：ESA，
7470．29のMACUKUSAなどは，ほぼMACUK：ASA
の分布のなかに孤立してみられる。このうち，6506・03の
］M：ACUK：ASEには〈マツカサではない〉という注が
あったが，標準語形進出以前の地方的変種が採録された
可能性があると同時に，なにかカサと区別しようという
個人的な意識が働いて，新しくできたものもあるかもし
れない。
　赤の符号を与えたものは，BO，　BONを含む語形，
またはその変種と考えたものを主としているが，そのほ
か，意味的にこれらと関連がありそうなものも，この類に
含めてある。東北から九州まで，まばらではあるが広く
分布しているのが，MACU（NO）BO（N）BO（N）であ
る。〔matsubobo，　matsIカbombo，　matsunobobo，　ma－
ts田nobomboN，　mats田bombo，　mats激bombo，　mats一
菰bombo，　mats戯bombo＝，　madz曲no1）ombo，　madzIカー
bombo，1natsulbomboN，　matsumbobo〕などの変種が
含まれている。このBO（N）BO（N）については，4644・10
のくボボとは蕾のこと〉，471t41のくボンボは球形の
もの〉という注や，『全国方言辞典』の「丸いもの。た
ま。木の実。岩手・佐渡・富山・山形。」，「木の実。茨
城県行方郡・岐阜県養老郡。」，「つぼみ。千葉県山武郡。」
などと通じるものを見出すことができそうである。ま
た，7440．69の　MACUNOBABO　についてのくどん
ぐりのように丸々とした木の実をbamboという〉とい
う注，6422．93のMACIBANBAKOについてのくパ
ンパは球状のもの〉，岩手・宮城・福島・新潟などに分
布しているMACU（NO）BO（N）KOのうちの4762．44
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のく松の実のひらかないもの〉などの注や，『全国方言
辞典』にみられるボンコが福島で「たま」の意味，徳島で
「蕾」の意味などに使われている事実も，参考になろ弓。
マツカサ類が開いたもの，マツボボ類がまだ開いていな
いもの，といった区別も想定できるが，実物について中
間的なものがあることなどから，結局，命名者，あるいは
表現の使用者の対象のとらえ方が，具体的表現をきめる，
ということになろう。なお，ボボ，ボコ，オボコなどの
表現は，主として東日本のかなり広い地域で「赤ん坊」の
意味で使われている。5695．47と，熊本・大分・宮崎に
まとまっているMACUBOOZU，　MACUKASA80－
OZUは，「坊主」につながるものであり，6531．53の
MACUNOBONCIKOのBONCII（0も，「坊主子」
であろう。6646．74のMACUKO（N）DOOは，語形
にBO，　BOOをもたないが，1（0（N）DOOは「小僧」
にあたると考えて，意味の上からこの類に含めた。佐
賀・長崎にまとまっている　K：ONZUU，　MACU（N）
KONZU（U），　MACU（N）K：00ZUUについても，
僧の字音がソウであることから（中平解の「松ぼっくり」
『民間伝承234』）にビザコーズーが佐賀県鹿島市で「膝
がしら」の意味で使われているとある），「小僧」に通じる
語形と認めた。なお，『全国方言辞典』によれば，コーズが，
大分・福岡・長崎・対馬などで「亀」の意味で使われてい
る。なんらかのつながりがあろ5か。7360．92のMACU－
NGO，5668．51のMACUK：KOも意味的な関連から，
この類とした。〔matsukobo∫i，　matsukkolnbo∫i〕を内容
とするMACUK（K）0（N）BOSIおよびMACUKO－
BUSIが埼玉，福岡・熊本・大分に，　MACUKOBO－
RIが山形に，〔matsukobo，　madz前kobo，　mats伽lo－
kobo，　Inadz曲nokobo，　nladz敬110k6bo，1natsulkombo，
matsmkombo，　mats田kombo：，　mattsu1〕kombol〕の変
種を含むMACU（NO）KO（N）BO（0）が，秋田のほ
か，三宅，三重，山口，佐賀，熊本に，〔matsu1（obu，
madz敬k6b曲，　mats菰110kob茄，1natsunokolnbu〕を含
むMACU（NO）KO（N）BUが，岩手・秋田，目下，
福井，岡山・広島，大分に，MACUKOBEが滋賀に，
MACUNOKIK：ONBOが入丈に，　MACUNOKIKO－
NBUが入日に，〔matsulbul∫i，　matsulmbul∫i〕を内容
とする　MACU（N）BUSIが新潟と利島に，それぞれ
かなり散在的に分布している。これらは，MACU（N）一
BUSIを除いて，いずれも語形にKO（N）BO，また
はKO（N）BU，　KOBEを含むこと，九州中北部でこ
れらの語形のいくつかが混在していること，伊豆諸島に
はMACUNOKIIK：ONBO，　MACUNOKIKONBU
とともにMACU（N）BUSIがあることなど，相互に関
連性がみられるので，同類と考え同形符号を一与えた。こ
れらの中には，「拳」，「瘤」，「小法師」などにもとつくも
のがあるかもしれない。
　茶の符号を与えたものはDANPO，　TANK：0，　DA－
NGO，　TAMAなどを語形に含むものである。ほとん
どが小数地点にみられるものであるが，MACU（NO）一
DANGOのみが関東を中心に，福島，長野に広がりを
もっている。山形にMACUDANPOが，島根にMA－
CUKASADANBO，　MACUNOKIDANBOOが，
新潟にMACUNODENBOが，滋賀にTANI（ORO
が，埼玉にMACUTANKOが，広島にMACUNO－
TONKOが，長野にMACUNOK：INODANGOが，
栃木，千葉にMACUNOTAMA，　MACUNOTA－
MAKKOが，それぞれみられる。このうち，5698．91で
はMACU（NO）DANGOをく松の団子〉と理解して
おり，また，『全国方言辞典』によれば，ダンボが島根で
「球状のもの」，千葉で「蕾」，デンボが茨城で「蕾」，静
岡，三重で「椿の実」，タンコロが岐阜，奈良で「おたま
じゃくし」の意味で使われているというので，「まつかさ」
をあらわす表現がこれらと関連があるとすれば，赤の符
号を与えた類と，類似した発想をみることができよう。
　榿の符号を与えたものは，フグリ類である。形の類似
から，「睾丸」にみたてた命名である。そのほか，音形式
がそれに通ずるものを含む。カサ類に次いで広い分布領
域をもっているが，かなり，地域ごとのまとまりがみら
れる。東北中部，山形西部，福島中部，関東，岐阜およ
びその周辺，滋賀，中国東部，広島，四国中東部，九州
北部などに分布しているほか，各地に点在している。
〔ΦU：gUri，　ΦUl〕1〕Uri，　ΦU1〕gUri，　ΦUIηUlri，　ΦUUgUlri，
Φ薗1］mr1，ΦUηuri，Φrguri，Φ【新η蘭r勾といったも
のを内容に含むHU（N）GURI，〔hoguri，　go：guri，
Ilo：gu王ri，　ho【1］uri，　hol｝1〕ulri，　hoηguri，　Co1〕gurち
∫oηguri〕を含むHO（0）（N）GURIは，主として，岐
阜。滋賀，中国東部，広島，徳島，愛媛東部，大分東部
などに分布している。語頭子音がPになるPU（N）一
GURI，　PONGURI，　PENGURI，　PONGURAは，
宮城と福島北部にみられるが，古音〔p〕の残存ではな
く，　MACU（NO）PU（N）GURI，　MACUPO（N）一
GURIの分布に近接しているので，　MACUとHU一
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GURIが複合する際にHの部分が〔h〕から〔P〕に変
化し，その後部分のみが独立してできたものとみること
ができよう。また，広島から愛媛にかけてと，福岡，壱
岐・対馬などにみられるCU（N）GURI，広島にみら
れるCYUNGURI，　CINGURI，7229．75のCUN－
GURIMAKI，新潟・長野のZUNGURIも，ほとん
どMACU（NO）HU（N）GURI，　MACU（N）GU　RI
の分布に接しているので，MACU（NO）HU（N）GU－
RIの縮小形のように思われる。ただし，ツングリは
『全国方言辞典』によれば「糸をまるく巻いたもの」「独楽」
「どんぐり」などに使われることがあるというし，「蝸牛」
にも類似の表現が見られることから，このツングリのほ
うが古く，マツとツングリが結合するときに，後部分が
類音牽引や民間語原によってフグリなどに変化したと
も考えられる。さらには，ツ（ン）グリとフ（ン）グリそ
れ自体がもともと関連があるのだともいえる。〔matsu一
ΦUgUri，　matS田Φ田YUlrl，　matSUIΦUI1〕孤ri，　matSUI一
Φ薗1〕ulri，　nladzulΦu11〕uαrし，　n｝adz位Φ薗9頒ri，111atsul－
nOΦUlgUri，　InatSUΦU1，gUrl，　matS薗ΦUI1〕1，Ulri，　ma－
tsulnoΦu1，guri，　matulloΦu℃u・i〕などを内容とする
MACU（NO）HU（N）GURIは，各地に広く散在して
いるものであり，　〔matsulhogulri，　inatsunohoguri，
matsullloholj1〕ulri，　matsuhoη1〕ulri，　matsulho＝gulri，
matsullohoη9uri〕などを内容とするMACU（NO）一
HO（0）（N）GURIは，中国東部にまとまっているほか
岐阜北部にみられる。主として東北・関東に分布してい
るMACU（NO）PU（N）GURIの内容は，〔matsuI－
pull〕ulri，　matsupuguri，　matsOP戯η㏄【ri，　madz前一
pu11〕ulrし，　matsI加ulη薗re，　mats甲PPulgulr1，　ma旧
tsulpPulgulri，　mapPulgulri，　111ats曲nopul朋mr1，
matSUIppu叱Ulri〕などであり，同じく東北・関東に分
布しているMACUPO（N）GURIの内容は，〔mats曲一
po1〕ulri，　matsulpo1〕1〕田rl，　lnadz田po1〕ηulri，　mapPo－
guri，　mats㎜Ppogulri，　matsmpPol，田ri，　matsu1PPo9一
皿rl，　matsuppogure〕などである。また，関東を中
心に岩手，福島にもみられるMACUPOGORIは
〔matsulppo1〕ori，　matsulPpogori，　mats薗Ppo1〕ori，
mats薗po1Jori，　mats甲po1〕ore，　matsupPogore〕などを
内容としているし，関東にまとまっており，福岡に3地
点，北海道に1地点みられるMACUBOK：KURIは，
〔mats田bokk田ri，　mats薗bokkuri，　matsubbokkuri，
matsuIbokkui〕を内容としている。　MACUKUGU一
RI，　MACUK：OGURI，　MACUKOGORIは，東
北・関東のMACU（NO）HO（0）（N）GURI，　MACU－
PO（N）GURIなどと混在してみられるので，それらの
単なる音変種とも考えられるが，秋田，関東では赤の符
号のMACU（NO）K：0（N）BO（0），　MACUKOBU－
SIにも接しているので，それとの混交形もあろ5。後
部分がKORO，　GOROとなるものの5ち，5547．96の
MACUKONGOROは，近くの緑符号を与えたKA－
1（K：0（0），KANPOROとの関連が考えられようし，
7229．50，7239．24のMACUNGURO（0），滋賀，佐賀
の〔matsukoro，　mattsu＝ko：ro【，　mattsu＝koro，　ma－
t四kkoro〕を内容とするMAC（C）U（U）K：ORO，73
31．41，7340．24の〔mattsu1〕korokoro，　mattsu＝koroko－
ro〕を含むMACCU（N）KOROKORO，7351・68の
MANGORO，4653．02のANGOROも，緑の符号の
MACUKOKKO（0），　MACU（NO）KOPPOO，　KA－
NKOROに隣接しているので，それらとのつながりを
考えることができようか。結局，榿の符号を与えたもの
は，フグリ，ツングリなどを中心とし，それに類するも
の まとめた，ということになる。
　桃の符号を与えたチンチロ類は，この地図にあらわれ
た語弊のうち，地域的にもっともまとまって分布してお
り，近畿以外には徳島に1地点（6488・85）みられるだけ
である。この類に含まれる語の命名が何に由来するかあ
まり知る手がかりはないが，柳田国男は『野草雑記』で，燃
料としての「まつかさ（松毬）」の燃える音からきたものと
している。また，6545．41にCI（N）CIROKOについ
て，〈昔 子どもが使った。使うと親にしかられた〉とい
う注記があることから，はっきりはしないが，あるいは榿
の符号を与えたフグリ類と通ずる発想も考えられよう。
　草の符号を与えたのは，「実」の意味を含む語の類であ
る。凡例のMA（A）CU（NU）NARIからMAACIN－
USANIまではすぺて琉球に分布するものであるが，
～NARIには〔～nari，～nai，～鍛ari，～naru〕などを
含み，～TANIには〔～tani，～ta1，，～dani〕などを
含んでいる。くわしくはr日本言語地図資料』に示し
てある。　MACUNOMI（1）からMACUNOKINO－
MIまでは，北海道から与那国（入重山）までの全国に
散在しているが，たとえば，3783・11〈降雪多く実の
なる松の木が少ない〉，5614．24〈この地方には松は
少な、・〉，5624．85〈松はない〉という注や，7415・47で
は調査に際して用いた絵の2種類の「まつかさ（松毬）」の
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1つを〔nlatsukasa〕，1つを〔matsunomi〕としている
など，この類の語についていくつかの注記がみられ，そ
れぞれなにかしらの意味がありそ5である。なお，質問
文の中では，「松の実」ということばが使われている。
MACU（NO）MO（N）MO（N）は，三重から和歌山に
かけての海岸沿いに連続しているほか，福島・栃木，四
国にも点在している。モモは「果実」の意味で全国でかな
り広く用いられているので，それであろうが，語形とし
ては赤の符号のBOBOにも近いものである。
　緑の符号を与えたものは，一応カッコオ類とするが，さ
まざまのものが含まれている。この類は，東北から沖縄
まで散在している。このうち，長野にKAK：KO（0），
MACU（NO）KAKKO（0），　MACU（NO）KANK：0
が，京都にKANK：OROが，兵庫にKAPPOOが，
広島にKANKANMACU，　MACU（NO）KAAKA一
（A），　MACU（NO）KAPPO（0），　KONGARASU
などが，山口にKAK（K）E（E）RO（0），　KOK（K）一
ERAが，佐賀・長崎にMACUKOKKO（0），MACU一
（NO）K：OPPOOが，沖縄にMAACINUKUUKUU，
MACINAIKUUK：UUがそれぞれ小さなまとまりを
もっているほか，各地に点在している。島根・広島におけ
る「ありじごく」としてのカッポオと，形状などの類似か
らあるいは関連があろうかとも思われるし，凡例K：E－
KERAからKOK（K）ERAまでについては，中平解
は「松ぼっくり」（『民間伝承246』）で「コッケラはコケラ，
すなわちウロコのことで，松かさがウロコを重ねたよう
に見えるところがら来た名称であろう。……フランス語
では魚のウロコは6cailleというが，松かさなどのよう
な毬果の果鱗も6cai11eという語で表わされる。」と述べ
ているように，217図「うろこ（鱗）」の地図が参考になり
そうだし，主として西日本にみられる「木の削りくず」Q
意味のコケラともつながるものがあろう。
　紺の符号を与えたものは，以上述べた類以外の，さま
ざまの語である。OGOSYOが新潟にみられ，それに
接して〔matsulo9（◎o∫i〕を内容とするMACUOI（一
〇SIがみられるし，また長野北部にMACUOKOが
みられるので，それぞれつながりがあろう。佐賀・長崎
に1地点ずつみられるMACUOKOSIは，〔matsuo－
ko∫i，　Inatsuoko＝∫i〕を内容としている。凡例CYOOZ－
YAからCYOOZYAKKOROまでは千葉にまとまっ
ている。MIDORI，　MACUNOMIDORIは，4725．92，
5597．78，6494，08の3地点にみられるもので，6494．08で
はく老人はミ．ドリヒロイニイカンカなどと言った〉とい
う注があった。『全国方言辞典』にミドリは琉球で「新芽」，
神奈川で「松の新芽」とあるが，これを誤答とすることは
できない。近畿南部にTAWARAがみられる。このう
ち6575．82にはく米俵に似ているから〉という注があっ
た。6613．97（山梨），6623．28（山梨），6623．53（静岡）のKI一
（N）ZIN（0）KOの内容は〔kid5iηko，　kin3ikko，　kiN5－
inokO〕であるが，静岡で使われている「人形遊び」の意味
のキンジロゴトと関連があるとすれば，子どもの遊び具
として用いられた「まつかさ」についての名称であろ．う。
　地図を大観すると，いくつかの大きな語類のうち，桃
の符号のチンチロ類以外は，全国的なひろがりをもって
分布している。せまい地域では，たとえば長野では茶の
マツダンゴ類のほうが緑の符号のカッコオ類より分布の
上から古そうだといえる。また，榿のフグリ類と草の「実」
の意味をもつ類とは，全国的に分布の接している地域が
多いので，関連がありそうだとみられる。しかし，全国
的に広い領域をもつ大きな2つの語類，すなわちカサ類
とフグリ類だけをとり出してみると，その歴史的関係は
単純にはきめがたい。文献ではマツカサが『拾遺和歌集』
にすでにみられるのに対して，マッフグリは『書言字考節
用集』，『醒睡笑』など比較的新しくあらわれるようであ
る。しかし，それがただちにこの2つの語類の新旧をき
める有力な手がかりとなるかどうか疑わしい。マツカサ
が文章語であるのに対して，マッフグリはフグリの庶民
的な発想から，古くからの口語的地位にあったという考
えもありうるからである。今後，このような文語と口語
との関係，マツカサのカサの語原意識，フグリなどの意
味範囲とその歴史，カサ類・フグリ類をとりまくそれ以
外の語類の歴史など，地域ごとにさらにくわしく調査し
てみることが必要であろう。
248．たけ（竹）
　非常に単純な地図なので紺一色で示した。なお，この
項目は後期調査にあたって打ち切ったので，調査地点は
ややすくない。
　凡例で，TAKEからD1抽まではタケの音変種，
または，その派生形であるから，まったく別種の語形は
凡例最後のSASAのみということになる。
　この，SASAは兵庫，広島，香川・愛媛，福岡・佐
賀にみられるものであるが，単用は広島の1地点のみで
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あって，他はすべてTAKEとの併用である。このう
ら，注記のあるものを示せば次の通り。
　6473．65〈葉のついた物はササ，葉を落としたら竹〉，
6485。82（同席者は絵を見て，「葉のついたままならばサ
ナであり，ササヤブなどとも言う。また，葉枝を取った
ものがタケである」と答えた。しかし，孟宗，真竹のような
大きなのについては言わないと思う），6487．66〈ササは
細い竹の葉のあるままのものである〉，6489．27〈葉が
ついているのは高さ3間もあってもササ〉，6494．08〈タ
ケは全体または幹だけ，ササは枝葉だけ〉，7239．85，
7249．35，7249．95，7331．41，7341．47，7350．21はすべて
〈ササは小さいもの，小さい竹〉とあった。7420．91〈サ
サは葉がついていたら。タケは切りとって葉をのけたも
の一棒状のもの一〉。そのほか，地図上には示されてい
ないが，6492．11に〈ササヤブという言い方がある〉，
7404．12〈細いものはササといい，その生えている所は
ササヤブという〉などという注記もあった。
　ササというと一般に，熊笹のようなものを思い浮かべ
やすいが，七夕のものも笹だろうし，大高源吾の売るも
のも笹である。また，『綜合日本民俗語彙』のササガミの
挿図も，　日：本言語地図の付図に似ているといえばいえ
る。そしてそのササが，関西以西にしかみられないこと
には，詳しいことはわからないが，ちょっと興味がある。
　タケの類のうち，派生形は，MACUTAKE　7382．58，
KARADAGE　3733．22，4773．15のみであるが，注記
がなく，よくわからない。総称を求めたのであるが，付
図に影響されて種名が出たのかもしれない。
　タケの音変種の分布地点を示せば，TA且Eは千葉と
大島に各1。TAGEは，北海道南部から新潟北部・関
東東北部まで，信越国境付近，信飛国境（信州側），福
井・京都北部，薩摩半島南部にみられる。このうち
1793。14，3777．86，5628．23，5782．79，5790．39では〔ta－
1〕e〕，5608．51では〔taヒe〕であったという。
　TAKIは宮古・入重山諸島，　TAIも2086・03（入重
山），TAGIも2072．20（入重山）にみられる。
　DAKIは沖縄島およびその周辺（1231・88は〔dak－
il〕），　RAKIは沖縄島に5地点みられる。　DAHIは
1233．61，DAIは1213．76の各1地点である。
　DEH：宜は奄美大島およびその周辺に5地点（0237．84
は〔deh§・〕），　DEH泡は同所に3地点みられる。　DE－
Eは奄美諸島に点々と5地点，D1亜は奄美大島・徳
之島に計7地点みられる。
　総合すれば，タケのケの子音が変化してタへまたはタ
エになるのは，千葉，大島，琉球列島ということにな
り，これが有声化するのは，いわゆる有声化地帯という
ことになる。また，ケの母音が1となるのは与論島。沖
縄島以西の琉球列島，タの子音がDとなるのは奄美諸
島・沖縄島およびその付近に限られる。
　タの子音がDとなる現象は，その地理的状況から，
そう古いものではなさそうに思われる。
　DEH宜，D曲HE，　DEE，　DEEは，奄美諸島のみにみ
られるものであるが，＊DAKi，＊DAH1，＊DAiなどか
ら変化したものであろう。このうち，DEHE，　D苞H抱
は，むしろD1揃などから回帰した形かもしれない。
　このタケ類の諸語形と，「竹」という文字の字音との関
係については，論ずることをひかえたい。
　なお，無回答は7659．53（入塾島），0265．96，0276．50
（徳之島）のみである。このうち入丈島のカードは白紙で
あり，もしかすると記入洩れかもしれない。徳之島のも
のは，あとでも記すように，総称がないのである。ほか
に，その土地に竹が実在しないという注記のあった地点
が3か所あった。3752．53，5644．24，5680．34。
　また，＜山竹しかない＞4697．92，〈ふつうの真竹，
孟宗はなく，このタケは地竹をさしていう＞5617．85，
〈山導がある＞5624．85，〈これは一付図のものは一つ
ぼにわに植えるような竹だ＞5636．49，＜立派な竹なし＞
567：L68，などという注記があった。
　さらに〈付図はシノかな，孟宗にも見える＞5679．86，
〈総称がない。garaとかde＝とかの種類別の名はある
が。garaは大きい竹の方，　de：は雑音をいう＞0265・96，
0276．50などもあったことを付記しておこう。いったい
に被調査者にとって，この付図はあまり評判がよくな
かった。
249．とげ（裂片）一指にささる木や竹の
　　　細片一
250．とげ（刺・棘）一いばら・さんしょ
　　　うなどのとげ一
　249図，250図は関連する項目である。本解説ではま
とめて述べることにする。
　両図に共通したり類似した語形がかなり多くまた広く
分布しているので，語形の分類も同じ基準によって行な
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い，与えた符号の色・形を一貫させてある。なお，＜併
用処理の原則〉はトゲに適用した。
　両図を比較してみて，249図のほうが方言量が多く，
したがって分布もやや複雑であるのに対して，250図は
語種が少なく，語類ごとの分布領域もかなり明瞭である
といえよ5。
　符号に赤を与えたのがトゲ類である。この類は，両図
ともきわめて類似した分布を示し，ほぼ東日本全域をお
おっており，さらに近畿以西の西日本にも散在してい
る。ただ，249図で広く分布の．みられる山梨・静岡・愛
知に，250図ではその分布がきおめてまばらである。　1・
ゲ類のうちもっとも広い分布領域をもっているTOGE
lま，　〔toge，　toYe，　to9色，　to夏〕ge，　t6ge，　to？e，　to勇e，
to1〕e，　tol〕らto1」ε，　to～9e，　td〕1〕e，　tぴη¢〕などの変種を
含み，また，TOGIは〔togi，　toYi，　to宮i，　to9し，　togi，
t6gi，　to喜i，　t69し，　tol〕i，　to1，し，　tol〕zし，　to1］i，　to障ηし，
tQ。13i，　t6131〕などの変種を含んでいる。このTOGIは，
TOGEと混在している地域が多いが，249図，250図を
通して比較的まとまって分布している地域として，東北
北部，新潟南部・群馬・長野などを指摘できる。249図
の6453．31（広島），250図の6413．10（鳥取），6357．38（島根）
のTOGAは，緑の符号を一与えたIGAの分布に接して
いるので，それとのつながりがあろ5。TUGYAは249
図，250図口叩の宮古諸島にみられるが，琉球でトゲ類
がみられるのは，両図を通じこの地域のみである。249図
6410．45（島根）のTOGUI，6488．85（徳島）のTOGUSI
は，その近くにクイ類が分布していることから，これと
の関連が考えられるが，同形または類似形の，249図
5569．99（岐阜），6538．46（愛知）のTOGUSI，6575．17（三
重）のTOGISU，6576．93（三重）のTOGISI，4710．18
（山形）のTOGAKUSU，250図5588．02（岐阜）のTOG－
USIなどについては，それぞれの地点に近接してクイ
類がみられないし，形態素がクシであるので，その関連
については不明である。249図4609．25（山形）のTOGIB－
ARIは，　TOGIとSUGABARIの地点に接している
のでその混交形であろうし，250図TOGEBARAから
IBARANOTOGEまでは，いずれもイバラ類の分布
地域にあるので当然それらとの混交形であろう。249図
青森．・秋田に二地点みられるKAC（C）YOGE，　K：AC－
YOGI，　KICCYOGIは，　TOGIの分布にかこまれて
いるので，TOGIの前部分にKAC（＜カキ？），また
はKIC（〈キリ？）をもつ語形かと思われるが，『全国
方言辞典』に採録されている，秋田県鹿角郡，岩手県九戸
郡における「稲の殼。栗のいが。」のカッチャも参考にな
ろう。249図5569．02（岐阜）のTOGERAは，　SOGER－
A，SYOGERAの分布に接しているのでその類音牽引
であろうか。
　榿で示したソゲ類は，249図では，新潟・富山・石川・
福井・岐阜・近畿北部・中国東部・四国・九州など主と
して西日本に広く分布しているが，250図では，SO－
GEが5538．33（富山），6458。26（兵庫），6465。07（岡山），
6508．36（岐阜），6511．33（京都），6511．49（京都），6512．02
（福井），6516．85（岐阜），6521．94（京都），6542．32（京都），
6551．52（兵庫）に，SONGUIが7367．49（大分）に，　SO－
NKUIが7365．51（大分）にそれぞれ点在しているにすぎ
ない。ソゲ類は，249図でみるとクイ類（桃）の分布とか
なり重なっている。中にはSONGUI，．SONKUIなど
のように，クイ類と関連をもつものもあろう。また，凡
例SOGERAからSOGGIRIまでのなかには，空で示
したイバラ類と相互に関連しあっているものもあろう。
249図SUGIが1867．15（北海道）に1地点みられるが，
被調査者の両親が空の符号のSUGIBARIのみられる
秋田出身なので，それに由来するものであろう。
　桃で示したクイ類は，249図で富山・石川，兵庫・鳥
取。島根，四国，九州中東部など，主として西日本に比
較的まばらに分布しているほか，佐渡（4644．10），三宅
（6697．49），入団（7659．51）等にみられる。それに対し
て，250図では，中国東部・四国北部・九州東南部などにか
なりまとまって分布しているほか，奄美（0228．96），沖縄
本島（1241．49，1241．96，1242．72）にもみられる。クイ類の
うち両図を通じてもっとも広い分布を示すKUIは「杭」
と同原の表現と考えられるが，単独または語末にKI，
GIをもつ語形は，あるいは「木」に通じるものも含まれ
ているかもしれない。249図のKUGI　7342．76は，ソゲ
類のSONKUGI　7365．25とともに，「釘」の類推もあろ
うか。250図のKUIDARA　6422．16，　KUUTARA
6421．79は，それに接してKATARA，　KATARIがあ
ることから，それらとの関連が考えられよう。249図の
KUIDORO　7396．16も，語形の類似からは同類のよう
に思われるが，分布上地点が離れているところに問題が
あろう。
　空を与えたイバラ類には，さまざまの変種が含まれて
いるし，他の語別となんらかの関連があろうと思われる
もの一たとえば，ソゲ類のSOGERAや，紺で示し
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たSOPPERAとイバラ類のSOBERA一なども含
まれているが，符号の形によってその近似性を示してお
いた。この類は，結局，語の後部分にBARA，　BARI．
BERAおよびそれの変種を含むものである。249図で
みると，いくつかのまとまりを示す分布がみられる。秋
田およびその周辺にSUGABARI，　SUGIBARI，
KIBARIが，富山・石川およびその周辺にKIBARI，
HARIなどが，福井南部から滋賀にかけてSUIBAR－
Aが，南近畿にSAKUBARI，　S（Y）AKUBAなどが，
中国西部から九州北部につながるまとまりにSUBA－
RI，　SI（1）BARI，　SU（1）BARI，　SOBERA　など
が，そして四国南部にBARAが，長崎・対馬のまと
まりにSI（1）BARI，　SU（1）BARIが，それぞれまと
まって分布しているし，また，静岡，三宅・議官にも
BARAの小分布がみられる。それに対して250図で
は，長野南部を除く中部．。近畿・四国，それに伊豆諸島
を含む広い領域と，秋田沿岸部を中心にした地域の小さ
な領域との2つのまとまった分布がみられるほか，北海
道，関東，中国，九州に点在している。このうち，IB－
ARAが近畿から北陸にかけて，　BARAが秋田と中部
と四国に，HARIがIBARAの分布と重なりながら，
それよりも広い範囲の近畿から北陸にかけて，それぞれ
分布している。つまり，この類では，「薔薇」と「針」とを
同根のもの，すくなくとも密接な関係のあるものと考
え，まとめたことになる。
　茶で示したササクレ類には，さまざまのものが含まれ
ている。250図ではSASIRAが4704．45（岩手）に
1地点みられる．だけであるのに対して，249図にいくつ
かの分布のまとまりがみられる。宮城・秋田・山形・福
島に　SASAK：URE，　SOSOKUREなどが，高知に
SOSORA，　SOSORO，　SOSERAなどが，佐賀・長
崎・熊本にSYAARA，　SYE（E）RA，　HERAなど
が，それぞれまとまって分布している（最後のHERA
などは，イバラ類の中の～BERAとも非常に近い）。それ
以外の地域にも点在しているが，概して東日本にはSA－
SAI（URE，　SOSOKURE，およびその類形が，西日
本には　SASARA，　SOSORA，　SYE（E）RA，およ
びその島形が分布している。8305．73（宮崎）のSUIRA
はSASARA，　SASERAなどの分布に近接している
ためにササラ類としたが，イバラ類の　SUIBARI，
SI（1）BARIにも接しているのでこれらとも関連があ
りそうである。
　緑で示したイゲ類は，249図でIGE，　HEGE，
HEDAなどが福岡・佐賀・長崎・熊本に，また，琉球
にIZYA（A），　IDA（A），　INGI，　GII，　NZI，　NGI
などがそ．れそれまとまって分布している。ただHEDA
などは，HERA（茶）と関係させるほうがよかったかも
しれない。それ以外の地域では，IGAが6436．33（岡
山）に 　HEGEが4703．18（岩手），4762．56（宮域），
5791．23（千葉），8362．81（鹿児島）に，HIGEが5677．85
（埼玉），9310．27（口永良部）に，HEGOが6626．71（神
奈川）に，HEGESOが6576。56字分）に，　EGOSOが．
5537．99（富山）に，それぞれみられる。250図では，IGA
が中国・九州東部に，IGIが中国西部に，　IGEが九州
中西部に，それぞれ分布しているし，NIGI（1）が奄美
に，INGI，　NZIが沖縄に，　CI（1）GI，　CIIZIなどが
琉球の宮古に，NGIが主として入重山にそれぞれまと
まって分布している。
　紺を与えたものは，以上述べた類以外のものである
が，そのうち，249図の凡例のイバラ類につづけたSO－
PPERAからSO（0）SIまでは，主として岩手・宮城，
茨城・千葉に分布しているものである。この虫類は，空
で示したイバラ類に語形がきわめて類似しており，こと
にこれらの語形の後部分のPERAはイバラ類のべラと
同類とも考えられるので符号の形を似せた。しかし，イ
バラ類のSO～は，中国における分布でみるようにSU
～，SUI～に接しているのでそれと関連があると考え
られるのに対して，SOPPERAなどのSO～は，茶符
号で示したササクレ類のSASA～またはSOSO～に
隣接した地域に分布していて，それとの関連が考えられ
るので，この語類に紺を与え，ササクレ類ともつながる
位置に凡例を置いた。
　その他，紺で示したもので，あるひろがりをもって分
布していたり，なんらかの説明が可能だと思われる語を
特出してみる。249図でみると，8304．66（宮崎）のHU－
KE，6622．69（静岡）のIRAKKAA，6631・05（静岡）の
UROKOは，105図「ふけ（雲脂）」，217図「うろこ（鱗）」
との関連が考えられそうなものである。3619．58（秋田），
3648．28（秋田），3760．33（秋田）のKAK（K）URI，5652・
81（長野）のKAKKUSI，3774．61（岩手）のK：AKUSU
は，『全国方言辞典』によればカクシが長野・新潟で「木
の切株」の意味に使われているのでそれと関連があろう
か。　トゲ類にみられるKAC（C）YOGEなどの前部分
と，同じくトゲ類の中のクシ（グシ）との混交ということ
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も考えられる。MONOが愛知から三重にかけてと和歌
山にそれぞれまとまって分布しているほか，北海道，富
山・石川などかなり広く分布している。
　250図では，CIKKA（A）からZIKAZIKAまでは，
6369．37，　6450．45，　6472．05，　6548．82，6560．22，7341。47，
7364．34の西日本の7地点にみられるもので，あるいは
擬態語であろ弓か。CUNOが愛知にまとまって7地点
分布しているほか，北海道にも1地点（1867．15）みられ
る。突起物としての「つの（角）」と関係あろうか。ERA，
IRAが隠岐に7地点まとまっているが，105図「ふけ
（雲脂）」，217図「うろこ（鱗）」にみられるIRAと同類で
あろ5し，これと関連して，249図の茶で示したSE一
（E）RA，　HERAとのつながりもみるべきかもしれな
い。ITAITAは，近畿に9地点分布しているほか島根
に2地点（6339．86，6411．66）みられる。ささったときの
感覚であろうか。愛知（6547．09，6547．79）のGANTACI
については，『全国方言辞典』によれば三重で「さるとり
ばら」の意味に使われているという。KEN，　KENK：一
ENが石川，大阪・兵庫・鳥取，中国・四国の瀬戸内海沿
岸，大分・宮崎・鹿児島など主として海岸沿いにかなり
広く分布しているし，KATARAが島根に6地点まと
まっているほかKATARIが隠岐に1地点みられる。
　以上，分布の概略を述べたが，この分布からそれぞれの
語類の歴史をさぐることはかなりむずかしい。それはひ
とつには，語形の分類の仕方にいろいろの問題があるこ
とに起因しよう。もうひとつ，両図の間で，相互に関連
しながらしかも意味内容において違いをもっているから
である。
　いま，2枚の地図を重ね合わせてみると，東日本のほ
ぼ全域，四国南部，九州北西部および沖縄。入重山で両
図同語形が分布していること，東日本にトゲ類が，西日
本のうちの国の中央部からもっとも離れた地域にイゲ類
が分布していることが注目される。このことから，両図
の「とげ」を区別せず同一の語を用いていた状態が古くあ
り，主として東日本でトゲが，西日本でイゲが用いられて
いたとも考えることができそうである。そして，そのあ
にイバラ類などが分布し，次第に両図を区別する傾向
が国の中央から行なわれはじめgまったく異なった語を
用いる地域，同語類のなかで両図を区別する語を用いる
地域などが出てきたという大まかな見方をすることがで
きるかもしれない。さらに詳しい解釈，ソゲ類，クイ
類，ササクレ類などを含めた各語類の歴史的関係，ある
いは各表現相互の関連をみるためには，地域ごとの，ま
た語釈ごとの精密な両国の対比・検討が必要となる。
?
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